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1 はじめに 

1.1 研究目的 

 

本研究は韻書『東国正韻』1(1448)に収録されている‘東国正韻漢字音’2の中声と 15世紀

末から 16世紀初までに刊行された文献に現れる‘伝承漢字音3’の中声を比較することによ

り、正韻音が伝承音の傾向に従っていることを証明した上で、正韻音の中声の修正パターン

を明らかにすることを目的とする。 

『正韻』は‘訓民正音’の創制直後、15世紀当時の伝承音を整えるため作られた標準的

な(規範的)韓国漢字音の韻書である。韻書の編者たちはその当時の伝承音が相当乱れている

と判断し、伝承音の一部分を修正し、新たな漢字音体系を作り出したが、それが‘東国正韻

漢字音’である。『釈譜詳節』(1447)や『月印千江之曲』(1447)などの初期文献から始め、

15 世紀末まで刊行されたほとんどすべての文献における漢字音表記には正韻音が用いられ

たが、『六祖法宝壇経諺解』(1496)や 『施食勧供』(15世紀末)などの文献から正韻音のか

わりに伝承音を使いはじめ、16世紀に刊行された文献の漢字音表記には伝承音だけが用い

られるようになった。 

「序」を見れば分かるように『正韻』の編者たちは伝承音のいくつかの特徴を一種の‘誤

り’と見なし、その誤りを‘字母之変’‘七音之変’‘清濁之変’‘四声之変’と類別化し

たうえで、それをある基準により修正した。例えば初声の場合、伝承音には「ㄲ·ㄸ·ㅃ·ㅉ·

ㅆ·ㆅ」などのいわゆる‘各自並書’で表記された例が 1個も見当たらないが『正韻』にお

いては 23字母のうち全濁に当たるすべての字母を‘各自並書’をもって表記している。な

お伝承音では「ᆯ」に現れる終声をあえて「ㅭ」に修正したことも正韻音ならではの特徴で

ある。全濁の字母を‘各自並書’で表記したのは‘清音’と‘濁音’を区別するためであ

り、「ᆯ」を「ㅭ」に修正したのは‘舒声’と‘入声’を区別するための処置であるが、こ

ういった正韻音と伝承音の違いから、韻書の編者たちが‘清濁’と‘四声’を必ず守られな

ければならない語音の資質と考えていたことを明らかにすることができる。このように

「序」の内容に基づいて正韻音と伝承音の差をきちんと分析すればその当時の学者たちの語

音に対する認識をつかむことができるだろう。 

                                        

1 『東国正韻』は 1447年に完成し、1448年に頒布された。この韻書の原刊本のうち第 1巻と第

6巻を韓国の澗松美術館で所蔵しており、完本は現在建国大学校図書館に所蔵されている。 

2 以下においては『正韻』及び正韻音と略す。 

3 15・16世紀に実際に使われた漢字音を「現実漢字音(略称：現実音)」とも言うが、‘伝えら

れる’の意味が含まれた伝承漢字音の方が、人工的に作られた東国正韻漢字音との差をより対比

的に表すと考え、本稿においては伝承漢字音という用語を用いることにした。以下伝承音と略

す。 
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「序」では初声や終声の修正について詳しく説明しているものの中声に関してはほぼ言及

していない。しかし、それは正韻音の中声が伝承音のそれと完全に一致しているためではな

い。両者を比較してみれば一見して相当異なっていることが分かる。にもかかわらず「序」

において中声の修正についてあまり説明していない理由はおそらく初ᆞ終声とは異なり中声

の場合、説明しなければならない例外が多く、その分修正の内容をパターン化しにくいため

だろうと思われる。しかし、中声の修正がどういった基準により行われたかを明らかにしな

いと、韻書『正韻』と正韻音に関するすべてを解明したとは言えないし、また『正韻』の編

者たちの語音に対する認識を完全に理解することもできないだろう。そこで本研究において

は伝承音と正韻音の中声を対比し、両者の間の異同に基づいて正韻音の中声の修正基準を明

らかにしたいと思う。 

 

1.2 先行研究 

 

東国正韻漢字音に関する研究は大体次の 2種類に類別することができる。91韻の配列原

理を探る研究が 1つであり、韻の設定根拠を解明する研究が 1つである。まず、前者の代表

的研究として유창균(1965B、1966) 이동림(1970) 김무림(1996)があげられる。 

유창균(1965B)は『正韻』の 91韻とその代表字を『韻鏡』『七音略』『切韻指掌図』(以

上刊行時期は不詳)『皇極経世声音唱和図』(北宋時代)『古今韻会挙要』4(1297)のような韻

書や韻図の韻部目録と対比分析した研究であるが、『正韻』の 91韻が『挙要』の字母韻に

基づいて立てられ、91韻を類別する原理は 3種の韻図(『七音略』『切韻指掌図』『皇極経

世声音唱和図』)に倣っていると述べた。유창균(1966)は『広韻5』(1008)『集韻』(1039)

『洪武正韻6』(1375)『蒙古字韻』(1308)『蒙古韻略』(不詳)まで比較の範囲をさらに広げ

た研究である。大体の内容は 유창균(1965B)と一致しているが 91韻を確定する際、『挙

要』の字母韻を参考しながら同時に『蒙古字韻』にも影響された可能性が高いと説明してい

る。 

이동림(1970)も中国伝統の韻書や韻図と『正韻』を比較した研究であるが、主な参考資料

として『韻鏡』と『七音略』を用いている点が特徴的である。유창균(1965B、1966)と同様

                                        
4 元代の黄公紹が編輯した『古今韻会』(佚)が餘に大部なので、熊忠がそれを「挙要」して『古

今韻会挙要』を作ったと推測される。この韻書は『広韻』(1008)の中古音と『中原音韻』(1324)

の近代音との間の過渡的産物として扱われている。『古今韻会挙要』音韻体系を見ると表面的に

『集韻』の反切に従っていると同時に、裏では「字母韻」の体系を立て現実の音を共存させてい

る。花登正宏(1997：5、49、56－57)を参照。以下では『挙要』と略す。 

5 正式名称は『大宋重修広韻』。陳彭年等が皇帝の勅令を奉じて『切韻』『唐韻』などの前代の

韻書を修正して編纂した韻書である。最初の官撰韻書である。  

6 1375年、太祖の勅令により宋濂(1310-1380)などが編纂した韻書。韻母北方音の体系を、声母

は南方音の体系をそれぞれ反映していると知られている。 



3 

 

『挙要』が『正韻』の底本であると述べながら、『正韻』を『挙要』の反切をそのまま転写

した韻書と指摘しているが、この見解は批判の余地がある。 

김무림(1996)は『正韻』の編韻に現れる訓民正音字母の配列上の特徴を検討し、さらに

91 韻の設定及び配列について探った研究であるが、91 韻目が‘四呼’の原理により配列し

ていると解釈し7、さらに 91韻目の配列順序を文字論の側面から見ると‘基本字優先’の原

則が守られていると述べている。しかし「ㆍㅡㅣㆎㅢ」の 5つの中声が表面的に‘四呼’と

は全く関係がなく、さらに該当韻目に合口韻が存在しない理由及び「ㅗㅜ」が開口と扱われ

ている点については説明が足りない。 

次に、91韻(192韻類)の各韻の設定根拠を明らかにする研究は、正韻音の中声がどういっ

た基準により修正されたかを解明することにつながっているが、김철헌(1959) 유창균(196

7) 강신항(1997) 권혁준(1997AB，1998，1999，2000，2001AB) 조운성(2011B)が代表的な

研究である。 上述の研究のうち김철헌と권혁준が正韻音が中国音に基づいて修正されたと

解釈していることに対して유창균、강신항、조운성は正韻音の中声が伝承音のそれをほとん

どすべて受け入れていると述べている。 

김철헌(1959)は正韻音を 16摂に分けてそれぞれの音価を推定した研究である。主に董同

龢(1967，1954)と藤堂明保(1957)の上古音や中古音の推定音を利用したが、その他にも『中

                                        
7 ＜表 1＞ 『正韻』の中声体系の四呼展開 

開 斉 合 撮 

ㆍ/ㅡ 

ㆎ/ㅢ ㅣ   

ㅚ  ㅙ  

ㅐ    

ㅟ ㆌ   

 ㅖ  ㆋ 

ㅗ ㅛ   

ㅏ ㅑ ㅘ  

ㅜ ㅠ   

ㅓ ㅕ ㅝ ㆊ 
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原音韻8』(1324)『洪武正韻』『切韻指掌圖』などの文献をも参考にして正韻音の中声の音

価を推定した。『正韻』の編者たちが『広韻』のような切韻系韻書に反映されている漢字音

体系に合わせて伝承音の中声を修正した可能性が高いと推測した。しかし、正韻音の中声が

主に唐代(或いは唐末時期)の中国音を反映していると述べながらも、中世音9を受け入れて

いる跡も見えると指摘している。さらに本文中時々設定の根拠が明らかではない韻が少なく

ないと述べているが、そのことから正韻音の中声を中国音に基づいて修正したとすると、説

明しにくい例外が沢山出てくるということが分かる。 

권혁준(1997AB，1998，1999，2000，2001AB)は『正韻』の音韻体系と『挙要』の音韻体系

との比較研究である。薛鳳生(1985)に基づき『挙要』の反切下字体系が反映している音韻を

推定して、その体系を正韻音の中声体系と比較し、正韻音の中声が韻図時期即ち後期中古音

を反映していると説明したが、ほとんどすべての例外について伝承音に影響された結果と解

釈した点などは김철헌(1959)の見解と大きな差異はないと考えられる。 

유창균(1967)は正韻音の基層音に関する研究である。『正韻』の編纂に関連している韻書

や韻図のうち『挙要』に最も直接的影響を与えられたと見なして、『挙要』の反切下字及び

字母韻を正韻音の韻部母音(本研究における中声)と比較したが、いずれも正韻音の中声体系

との対応関係が整然としていないということから正韻音の中声が伝承音の中声にしたがって

いることが明らかになると述べている。しかし、正韻音と伝承音の中声を直接に比較した結

果ではないという点がこの研究の限界と言える。 

강신항(1997)は正韻音に関する研究のうち伝承音資料を利用した最初の研究であるが、漢

字音の音節を初声(声母)と中・終声(韻母)に分けてそれぞれの正韻音、伝承音、中古音を対

比させた。分析の結果初声が『広韻』の 36字母と『挙要』の反切にしたがって修正された

可能性がある反面、中・終声の場合中国音ではなく伝承音に基づいてそれをさらに体系的に

整理したことに過ぎないと解釈した。しかし、研究の範囲が平声字や入声字に限られてお

り、また例外として‘撮口呼’に当たる漢字音が幾つか挙げられているだけで、他の例外に

ついては全く言及していない。 

조운성(2011B)は正韻音の音節を初声(声母)と中・終声(韻母)に分けて『正韻』の韻類を

中古音・『挙要』の字母韻及び反切・伝承音と比較した研究であるが、中・終声の場合伝承

音のそれをほぼそのまま受け入れていると説明しながら、正韻音と伝承音は次の 3つの点が

異なると指摘した。つまり、開合を修正したこと、終声の表記に「ㅱㅇ」が用いられたこ

と、例外的に字母韻にしたがって中声を修正したことがそれであるが、そういった両者間の

差異については詳しく説明していない。 

上述した先行研究によると正韻音の中声を中国音に基づいて修正したとすると説明の一貫

性が保たれず例外が多すぎることが分かる。それに対して韻書の編者たちが伝承音を参考に

して中声を修正し、各々の韻を立てたと仮定すると、逆に例外が少なくなることが明らかに

なったと考えられる。しかし、すべての伝承音の中声を正韻音と対比した上で、修正のパタ

ーンを明らかにし、さらに類型化しにくい例外について説明した研究はまだ行なわれていな

                                        
8 元代の周德淸(?)が作った曲韻書。中国語の近代音体系を反映している代表的文献である。   

9 김철헌の‘中世音’は宋末の中国音を表していると考えられる。 
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い。そこで以下においては両者の中声の対比作業により、正韻音の中声が伝承音の中声をほ

ぼそのまま受け入れているということを証明したいと思う。 

 

1.3 研究対象及び研究方法 

 

‘東国正韻漢字音’は‘韻書『東国正韻』に収録されている漢字音’を意味する。先行研

究を見ると‘東国正韻式漢字音’(유창균、伊藤智ゆき)‘『東国正韻』音’(강신항、조운

성)‘東国音’(김철헌)などが本稿における‘東国正韻漢字音’と同一の意味として用いら

れていることが分かる。いずれにしても 4種の用語が表している意味はさほど変わらないと

考えられるが、차익종(2014A:1-3)が指摘したように‘文献のなかで実際に使われている東

国正韻式漢字音’を‘『東国正韻』に収録されている漢字音’と区別した方がいいと思われ

る。本稿においては混同を避けるために‘東国正韻漢字音’と‘東国正韻式漢字音’を区別

し、研究対象を‘東国正韻漢字音’に限る。 

本研究は正韻音の中声に関する研究である。漢字音の中声は中国語中古音の韻母の一部に

対応する。説明の便宜のために韓国語と中古音の音節の対応関係を表すと次の通り。 

＜表 2＞ 韓国語と中国語の音節の対応関係10 

中古音 声母 韻母(声調) 

介音(韻頭) 

i- w- 

主母音(韻

腹) 

韻尾 

陰声韻尾 

-i -w 

陽声韻尾 

(入声韻尾) 

-p –t –k 

(-m –n -ŋ) 

韓国語 初声 中声 終声 

 

                                        
10 임용기(2008:124)を参照して表にしたものである。原文の＜図 1＞は以下のとおり。 

 

＜図 1＞ 韓国語と中国語の音節の対応 
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＜表 2＞を見れば分かるように韓国語の中声は中古音の介音・主母音・陰声韻尾と対応す

る。したがって本論においては正韻音と伝承音の中声及び上述した中古音の 3つの要素を扱

って論議を進めることにするが、正韻音の場合 91 韻(26 韻部 192韻類)に属する 18800 余字

の正韻音の中声が研究の範囲に含まれる。本論において扱う 91韻と中古音の摂·韻の一覧を

以下に示しておく。 

＜表 3＞『正韻』の韻部と中古音 

終

声 

26韻部 

(91 韻) 

192韻類 中·終声 攝韻(等) 

 

 

 

 

ŋ 

/k 

 

 

揯(肯亘亟) 

揯(肯亘亟) ɨŋ/ɨk 曾登 曾蒸 

徵(庱瞪陟) iŋ/ik 曾蒸 

庚(梗更格) ʌiŋ/ʌik 梗庚₂ 梗耕 曾蒸  

觥(礦橫虢) 觥(礦橫虢) oiŋ/oik 曾登 梗庚₂ 梗耕  

肱(  國) 肱(  國) uiŋ/uik 曾登 

公(拱貢穀) 公(拱貢穀) oŋ/ok 通東₁₃ 通鍾 通冬 

蹱(冢湩瘃) ioŋ/iok 通鍾 

 

江(講絳覺) 

江(講絳覺) aŋ/ak 江江 宕唐 宕陽  

張(長帳著) iaŋ/iak 宕陽 

光(廣誑郭) oaŋ/oak 江江 宕唐 宕陽  

弓(重䛪匊) 弓( 䛪匊) uŋ/uk 通東₃ 通鍾 

中(重中囿) iuŋ/iuk 通東₃ 通鍾 

京(景敬隔) 京(景敬隔) iəŋ/iək 梗庚₃ 梗耕 梗清 梗青 

扃(憬詠狊) iuiəŋ/iuiək 梗庚₃ 梗耕 梗清 梗青 曾

蒸 

 

 

 

 

n 

/l 

 

 

根(懇艮訖11) 

根(懇艮 ) ʌn/ʌl 臻痕 

巾(謹靳訖) ɨn/ɨl 臻眞 臻欣 臻痕 臻臻 

珍(緊鎭吉) in/il 臻眞 

昆(袞睔骨) 昆(袞睔骨) on/ol 臻魂 

干(笴旰葛) 干(笴旰葛) an/al 山寒 山刪 山山 山桓 

官(管貫括) oan/oal 山桓 山刪 山山 

君(攟攈屈) 君(攟攈屈) un/ul 臻文 

鈞(稛俊橘) iun/iul 臻眞 臻諄 

 

鞬(寋建訐) 

鞬(寋建訐) ən/əl 山元 山仙 

堅(繭見結) iən/iəl 山仙 山先 

卷(卷卛厥) uən/uəl 山元 山仙 

涓(畎睊玦) iuiən/iuiəl 山先 山仙 

 

m 

/p 

 

簪(㾕譖戢) 

簪(㾕譖戢) ʌm/ʌp 深侵 

金(錦禁急) ɨm/ɨp 深侵 

碪(踸揕縶) im/ip 深侵 

                                        
11 弓韻部の上声‘重’と根韻部の入声‘訖’はそれぞれ中韻の上声と巾韻の入声である。 
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 甘(感紺閤) 甘(感紺閤) am/ap 咸談 咸覃 咸銜 咸咸 

箝(檢劒劫) 箝(檢劒劫) əm/əp 咸鹽 咸嚴 咸凡 

兼(歉歉頰) iəm/iəp 咸鹽 咸添 

 

w 

高(杲誥) 高(杲誥) ow 效豪 效肴 

驍(皎叫) iow 效宵 效蕭 效肴 

鳩(九救) 鳩(九救) uw 流侯 流尤 

樛(糾晝) iuw 流幽 流侯 流尤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ø 

 

貲(紫恣) 

貲(紫恣) ʌ 止支 止脂 止之 

祇(企棄) i 止支 止脂 止之 止微 

胎(待戴) ʌi 蟹咍 蟹灰 

羈(己寄) ɨi 止支 止脂 止之 止微 

傀(隗儈) 傀(隗儈) oi 蟹灰 蟹泰 

佳(解蓋) 佳(解蓋) ai 蟹佳 蟹皆 蟹咍 蟹泰 蟹夬 

乖(掛卦) oai 蟹佳 蟹皆 蟹夬 

嬀(軌媿) 嬀(軌媿) ui 止支 止脂 止微 蟹祭 

規(癸季) iui 止支 止脂 

雞(啓罽) 雞(啓罽) iəi 蟹斉 蟹祭 蟹廢 

圭( 桂) iuiəi 蟹斉 蟹祭 蟹廢 

孤(古顧) 孤(古顧) o 遇模 遇魚 

 

歌(哿箇) 

歌(哿箇) a 果歌 果戈 仮麻₂ 

迦(姐借) ia 果戈₃ 仮麻₃ 

戈(果過) oa 果戈 仮麻₂ 

拘(矩屨) 拘(矩屨) u 遇虞 

株(𪐴駐) iu 遇虞 

居(擧據) 居(擧據) ə 遇魚 

豬(貯著) iə 遇魚 

 

伝承音は伊藤智ゆき(2007)の「資料篇」に収録されている 5000 字余りの漢字音資料を主

な比較対象として利用する12。原則的には『正韻』のすべての収録字の伝承音を調べなけれ

ばならないが、伊藤(2007)の資料を除けば今確認できる伝承音資料がないと言えるし、5000

余字を利用して伝承音の示している傾向をある程度とらえることができるため、本研究にお

いては上掲の資料だけを研究対象にする。そして、中古音の場合、まず『広韻』(1008)の反

切を第 1資料として用いたが『広韻』に載っていない字の場合『集韻』(1039)の反切を利用

                                        
12 伊藤智ゆき(2007)の「資料篇」は 15世紀から 16世紀の間に刊行された『六祖法宝壇経諺解』

『真言勧供ᆞ三檀施食諺解』『翻訳小学』『訓蒙字会』『小学諺解』『大学諺解』『中庸諺解』

『論語諺解』『孝経諺解』『分門瘟疫易解方』『簡易壁辟瘟方』『誡初心学人文ᆞ発心修行章ᆞ

野雲自警序』『蒙山法語諺解』『四法語諺解』改刊『法華経諺解』『長寿経諺解』に収録されて

いる伝承漢字音を整理した資料である。 
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する。また本研究の目的は正韻音の音韻体系を突き止めることではないため、中古音の推定

音はなるべく使わない。 

本論では次の手順を踏んで研究を進める。 

まず、『正韻』192韻類を終声別に分類し、それぞれのグループに属する字をさらに中古

音の韻母に基づいて分け、それをまた七音により分類する。 

次に、各グループに属する字の伝承音の中声の示している傾向を分析して正韻音の中声が

それにしたがっているか否かを確認する。 

また、正韻音の中声が伝承音のそれと異なっている場合、該当の中声が何に基づいて修正

されたかを明らかにし、伝承音が修正の基準になれなかった理由について述べる。 

さらに、すべての韻類について検討した結果、解明された中声の修正の内容をパターン化

し、それに基づいて韻書の編者たちの語音に対する考え方を調べる。 

 

1.4 用語について 

 

東国正韻漢字音に関する研究は韓国語史のみならず中国語の音韻史にも同時に関連してい

る。さらに‘訓民正音’の創制や韻書の制作の根底にあったのは中国の伝統的音韻学理論で

あった。そのため正韻音について述べる際やむなくそれと関係している概念や用語を使わな

ければならない。そこで以下においては中国語音韻学上の基本用語を簡単にまとめておく。 

中国語の音節は声母と韻母に分けられ、韻母はさらに介音(韻頭)、主母音(韻腹)、韻尾の

3つの部分に分かれる。一般的に中古音の声母は 36 字母体系であり、韻母は 16摂 206韻の

体系であるという。まず 36字母は声母を五音(七音)や清濁により分類したものであるが、

そういった仕分け方法は『韻鏡』に最初に現れ、36 字母の字母名は『七音略』から使われ

始めたものである。 

‘五音(七音)’は唇音·舌音(半舌音)·牙音·歯音(半歯音)·喉音を指す。現代音声学におけ

る調音部位(place of articulation)にあたる概念である。早期韻図(『韻鏡』『七音略』)

の場合五音が唇舌牙歯喉の順に並んでいる反面、後期韻図(『四声等子』『切韻指南』『切

韻指掌図』)には五音が牙舌唇歯喉の順に現れるが、『訓民正音』や『東国正韻』における

五音の並び方が後期韻図にしたがっているのが興味深い。 

中国の音楽用語としての‘清濁’はそれぞれ高音と低音を表すが、音韻学においてはその

意味が明らかではない。ただし‘清濁’はおそらく今の‘無声音’や‘有声音’に近い意味

だろうと推測される。中古音の 36字母を表にすると次のとおり。 

＜表 4＞ 中古音の 36字母 

清濁 

七音 

全清 次清 全濁 次濁 全清 全濁 

 幫 滂 並 明   
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唇

音 

 非 敷 奉 微   

舌

音 

舌

頭 

端 透 定 泥   

舌

上 

知 徹 澄 娘   

牙音 見 渓 群 疑   

歯

音 

歯

頭 

精 清 従  心 邪 

正

歯 

照 穿 牀  審 禅 

喉音 影 暁 匣 喩   

半舌音    来   

半歯音    日   

 

中古音の韻母は 16摂·206 韻の体系である。206韻は『広韻』(1008)の韻母体系を指し、

平声 57韻、上声 55韻、去声 60韻、入声 34韻からなるが、韻とは同一の主母音ᆞ韻尾ᆞ声

調を持つものの集まりをいう。一方韻図においてはすべての韻を 16 個の摂に類別している

が、摂とは韻尾が同一であり、かつ主母音が類似しているものの集まりをいう。206 韻を 16

摂に区別してみると次の通り。 

 

16摂 206 韻 

通摂 東董送屋 冬宋沃 鍾腫用燭 

江摂 江講絳覺 

止摂 支紙寘 脂旨至 之止志 微尾未 

遇摂 魚語御 虞麌遇 模姥暮 

蟹摂 斉薺霽 祭 泰 佳蟹卦 皆駭怪 夬 灰賄隊 咍海代 廢   

臻摂 眞軫震質 諄準稕術 臻櫛 文吻問物 欣隱焮迄 魂混慁沒痕很恨   

山摂 元阮願月 寒旱翰曷 桓緩換末 刪潸諫鎋 山産襉黠 先銑霰屑 仙獮線薛 

効摂 蕭篠嘯 宵小笑 肴巧效 豪皓號 

果摂 歌哿箇 戈果過  

仮摂 麻馬禡 

宕摂 陽養漾藥 唐蕩宕鐸 

梗摂 庚梗映(敬)陌 耕耿諍麥 淸靜勁昔 靑迥徑錫 
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曾摂 蒸拯證職 登等嶝德 

流摂 尤有宥 侯厚候 幽黝幼 

深摂 侵寢沁緝 

咸摂 覃感勘合 談敢闞盍 鹽琰豔葉 添忝㮇帖 咸豏陷洽 銜檻鑑狎 嚴儼釅業 

凡范梵乏   

 

韻母を説明する際、‘開合’や‘等’がよく用いられるが、両者はすべて韻図において現

れる用語である。まず‘開合’は前期韻図である『韻鏡』13に初めて登場する用語であり、

四十三転の各図の先頭に‘開’‘合’‘開合’のような形で現れる。江永の『音学辨微』

(1759)には開口が発音するとき唇をまるくしない音であり、合口が唇をまるくする音である

と述べられている14。この説明によると、開合の意味は今の lip-roundingの意味と合致する

と考えられる。一方『訓民正音』(1443)に現れる‘闔闢’の概念が上述した‘開合’に関わ

っていると考えられるが、両者の意味が完全に一致しているがどうかについては断言できな

い。 

次に‘等’は『守溫韻学殘卷』「四等重輕例」に初めて現れる用語である。『四声等子』

や『切韻指南』では‘等’が用いられている反面『韻鏡』や『七音略』では‘等’の代わり

に‘位’が使われている。‘等’の概念に関する学者らの意見は未だ一致していないが、

『音学弁微•弁等例』15の「音韻有四等、一等洪大、二等次大、三四皆細、而四尤細」といっ

た説明を参考にすると開口度が最も大きいのが 1等であり、2等は 1等より開口度が小さい

と解釈するのが妥当だと思われる16。 

                                        
13 『韻鏡』の刊行年度は不詳。おそらく 850年頃以降、すなわち唐末くらいに作られたと思われ

る。 

14 『音学辨微』 「七．辨開口合口」“音呼有開口合口。合口者吻聚、開口者吻不聚也。” 

최영애(2000：123) 

15 清代の学者である 江永(1681－1762)の著書 

16 しかし、심소희(1995：92－93)は唐宋時期までさかのぼると、四等が声母と深く関連している

ことが確認できると述べながら、四等と三十六字母の結合関係を次の表のように説明した。林茶

英(2015：8) 

＜表 5＞ 四等と三十六字母の結合関係 

 来  匣 暁 影  心 従 清 精 疑  渓 見 泥 定 透 端 明 並 滂 幇 一

等 

 来  匣 暁 影 禅 審 床 穿 照 疑  渓 見 娘 澄 徹 知 明 並 滂 幇 二

等 
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明末清初時期の韻図や韻書を見ると、一等と二等が合流し、三等と四等が合流してしまっ

たことが確認できる。また、それまで用いられていた‘四等’や‘開合’の代わりに、‘四

呼’という概念が韻の説明に使われるようになる。しかし、四呼が四等や開合とは全く関係

のないものであったわけではない。これらの関係は次のとおりである。 

＜表 6＞ 四等’及び‘開合’と‘四呼’の関係 

 開口 合口 

一等 開口呼 合口呼 

二等 

三等 斉歯呼 撮口呼 

四等 

 

最後に韻母に関わっている用語には‘韻摂(摂)’‘韻部’‘韻(韻目)’‘韻母’‘韻類’

の５つがあるが、各々の概念を簡単にまとめると次のとおり17。 조운성(2011B：6)参照 

‘韻摂(摂)’‘韻部’‘韻(韻目)’‘韻母’ ‘韻類’ 

  韻腹   韻腹   韻腹   韻頭   韻頭 

近    韻尾   韻尾   韻腹   韻腹 

  韻尾   同    声調   韻尾   韻尾 

  同         同    同    声調 

                      同 

   

『正韻』の 91韻のうち平声だけを数えると 26個になるが、これを一般的に 26韻部とい

う。即ち「揯觥肱公江弓京/根昆干君鞬/簪甘箝/高鳩/貲傀佳嬀雞/孤歌拘居」が 26韻部であ

るが、このうち「揯/根/簪/貲」韻部を除けば、22 韻部の‘韻部’の概念は上述した‘韻

部’の概念と一致する。「揯/根/簪/貲」韻部の‘韻部’は却って‘韻摂’の概念に類似し

ているかもしれない。同様に 91韻のうち「揯肯亙亟/根懇艮訖/簪㾕譖戢/貲紫恣」の 15韻

                                        
日 来 喩  暁 影 禅 審 床 穿 照 疑 群 渓 見 娘 澄 徹 知 明微 並奉 滂敷 幇 非 三

等 

 来 喩 匣 暁 影 邪 心 従 清 精 疑  渓 見 泥 定 透 端 明 並 滂 幇 四

等 

 

17 下の内容によると‘韻摂’とは韻腹が類似しており、韻尾が同一である韻の集まりであり、

‘韻部’とは韻腹と韻尾が同一である韻の集まりであるということが分かる。 
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を除けば残りの 76韻の‘韻’の概念は上述の‘韻’と同一の意味を表す。91 韻をさらに同

一の中声を持つ韻別に再分類すると 192韻類になるが、ここにおける‘韻類’は上述した

‘韻類’と同一の意味である。 

『広韻』の 36字母と『正韻』の 23字母の字母名が重なる場合がほとんどなく、説明する

際に字母名が用いられる場合があまり多くないため、36 字母と 23 字母の字母名をそのまま

使っても問題はないだろう。しかし、韻母の場合中古音の韻母が 206 個もあり、『正韻』の

韻類が 192 個ある。そこで、本論においては混同を避けるために 206 韻の韻母名は漢字で示

し、26韻部や 192 韻類はローマ字で表記する。192 韻類のローマ字転写の一覧は以下の＜図

2＞のとおり。 
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＜図 2＞ 192韻類のローマ字表記  
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2 韻書『東国正韻』について 

2.1 『東国正韻』編纂の目的と動機 

 

‘訓民正音’を制定した翌年の 1444 年(世宗 26年)世宗は『韻会』の諺訳を命じた18。こ

のことは世宗実録 103巻に記録されている19。即ち  

命集賢殿校理崔恒・副校理朴彭年・副修撰申叔舟・李善老・李塏・敦寧府注簿姜希顔等、詣議

事廳、以諺文譯《韻會》20。東宮與晉陽大君瑈・安平大君瑢監掌其事、皆稟睿斷。賞賜稠重、供

億優厚矣。 

しかし、それ以降『韻会』の諺訳を完成し、その本を刊行したという記事はどこにも見当

たらない。つまり、諺訳事業はおそらく何らかの理由で中止されたと推測される。ただ、そ

の事業が中止になった原因は不明である。このことに関連して정경일(2002：67-68)は『韻

会』の漢字音が韓国漢字音とは余りにも異なっていることやさらに『韻会』の音韻体系が明

代の‘正音’を表すために作られた『洪武正韻』の音韻体系とも相当違っていることが事業

中止の原因になった可能性が高いとしている。つまり『韻会』の表している漢字音が韓国漢

字音だけでなく中国漢字音にも類似していないため、学者たちにそれを諺訳する必要性が感

じられなかったということである。ただ、そうすると最初に『韻会』が諺訳の対象と選ばれ

た理由が説明しにくい。そのことを解明できないと事業が中止になった原因を明らかにする

こともできないだろう。なお、上掲書(67－68)は『韻会』の反訳事業は 2通りに分けられ韓

国漢字音の韻書である『東国正韻』(1448)と中国漢字音の韻書である『洪武正韻訳訓』21(1

455)の編纂という結果をもたらしたと述べているが、実際に『韻会』の諺訳本が刊行されな

かったことやその後『正韻』と『訳訓』が次々と編纂された事実から見ると 3種の韻書がお

互いに深く関連していることは否定できないと考えられる。 

河野六郎(1940 1979：191-192)は上述した記事を根拠にして『韻会』諺訳の試みが『正

韻』の編纂に関係があると述べている。また、河野六郎(1959 1979：283)は新しい文字を

作るためには当時の韓国語(朝鮮語)を分析しなければならなかったが、当時の学者たちにと

って扱いやすいのは‘朝鮮語音(固有語)’より韓国漢字音の方であったと言いながら、しか

                                        
18 実録の記事における‘『韻会』’とは『古今韻会』ではなく『古今韻会挙要』である可能性が

ある。강신항(1997:51)を参照。 

19 実録記事は国史編纂委員会の朝鮮王朝実録データベースを利用した。

(http://db.history.go.kr/) 

20 下線は筆者。 

21 以下においては『訳訓』と略す。 
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し、申叔舟が言った通り‘朝鮮字音(伝承音)’が相当乱雑であったため伝承音の整理から着

手しなければならなかったと述べている。さらに、漢字音の分析から得られたものは朝鮮語

音に適用したに違いなく、その結果‘訓民正音’が制定され、同時に材料として用いられた漢

字音はさらに整理され『正韻』の編纂に至ったと説明している。 

『正韻』の編纂目的は乱れていた伝承漢字音を校正し、新しい文字‘訓民正音’をもって

表記した正しい漢字音を提示することにあったと考えられる22。そのことは「序」を読めば

すぐ明らかになる。「序」の内容を次々と見ると最初に“‘声’には‘七音’と‘四声’が

揃っており、そこから‘清濁’‘軽重’‘深浅’‘疾徐’が生まれる23”と説明し、次に音

韻学の発展過程について述べている24。また、語音の違いを引き起こす原因が地域や風土の

違いにあるとし25、伝承音と中国音が異なっていることが当然であると言っているが、続い

て当時の伝承音を見ると変わってはいけない語音の資質まで変わっていると批判しながら、

伝承音が乱雑になった原因を並べている26。そしてその‘乱れ’を速やかに直さなければ手

の施しようがない状態になるだろう27と述べているが、これこそ『正韻』を編纂した目的で

あると考えられる28。つまり、世宗と韻書の編者たちは当時の伝承音に‘清濁’‘軽重’

‘深浅’‘疾徐’などの語音資質が守られていないため、それを修正するしかないと判断し

『正韻』を編纂したのである。 

                                        
22 유창균(1966：32-35)は「序」に基づき『正韻』の編纂目的が“1)我々の言語体系に基づいて

いる 2)復古的韻学体系を再構成することにより 3)聖人之道へ進める”ことにあると述べてい

る。 

23 “天地絪縕大化流行而人生焉、陰陽相軋氣機交激而聲生焉。聲旣生而七音自具七音具、而四

聲亦備。七音四聲經緯相交、而淸濁輕重深淺疾徐生於自然矣。是故包犧畵卦蒼頡制字、亦皆因其

自然之理、以通萬物之情。”(序 1a) 

24 “及至沈陸諸子彚分類集諧聲恊韻而聲韻之說始興。作者相繼各出機杼論議旣衆舛誤亦多。於

是溫公著之於圖康節明之於數、探賾鉤深以一諸說。”(序 1a-1b) 

25 “夫音非有異同、人有異同。人非有異同、方有異同。盖以地勢別而風氣殊、風氣殊而呼吸異。

東南之齒脣、西北之頰喉是已...(後略)” (序 1b) 

26 これについては 3.1においてさらに詳しく述べる。 

27 “世之爲儒師者、往往或知其失、私自改之、以敎子弟、然重於擅改、因循舊習者多矣。若不一

大正之、則愈久愈甚、將有不可救之弊矣。”(序 3b) 

28 一方、사재동(2014)は正しい漢字音を示すというのは『正韻』の表向きの編纂目的であり、実

際にはそれが仏教と密接に関係しているかもしれないと述べた。つまり、正韻音が主に国文仏経

の刊行、大乗経典の諺解、王室内の国文文献を制作する際用いられたことから『正韻』が作られ

た実の目的は仏経諺解などの国文事業にあったと解釈しているのである。このことを解明するた

めには『正韻』の収録字のうち仏経に主に出現する字と儒教書によく使われる字を分けて両者の

特徴をさらに深く検討しなければならないが、この問題は今後の課題にする。 

http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟


16 

 

 

2.2 『洪武正韻訳訓』との比較 

 

『東国正韻』(1448)に続いて刊行された『洪武正韻訳訓』(1455)は世宗の命により明代の

官撰韻書である『洪武正韻』(1375)29を翻訳した韻書である。申叔舟の『保閑齋集』に載っ

ている「洪武正韻訳訓序」には次のように書かれている。即ち 

我世宗莊憲大王留意韻學、窮硏底蘊、創制訓民正音若干字...(中略)...於是以吾東國世事中

華而語音不通、必賴傳譯、首命譯洪武正韻...(後略) (『洪武正韻訳訓』「序」1a-1b) 

つまり、『洪武正韻訳訓』は中国との交流の際通訳官に頼らなければならない不便をなく

すため刊行されたと推測できる。しかしよく知られているように『洪武正韻』(1375)は当時

の実際の中国音を反映していなかった。そこで申叔舟などの韻書の編者たちは正確な中国音

を転写(transcription)するため中国まで何回も訪ねなければならなかったが「序」にそう

いった編者たちの工夫について詳しく述べられている30。そして韻書には彼らが調べた実際

の北方語音(主に北京音)が‘俗音’として収録されている。 

収録字の漢字音は当然ながら反切の代わりに‘訓民正音’をもって表記している。正韻音

が韓国漢字音を写しているのに対して洪武正韻訳訓漢字音31は当時の中国音を写している32。

今の言語学用語をもって言えば、正韻音が外来語を、訳訓音が外国語を表していると考えて

良いだろう33。それから『正韻』と『訳訓』の編纂に参加した人物がほとんど一致してお

り、中でも崔恒・朴彭年・申叔舟・成三問・姜希安・李塏・李善老は‘訓民正音’の創制に

                                        
29 『洪武正韻』には初刊本の 76韻本(1375)と重修本の 80韻本(1379)があるが、いずれも実際の

中国音を反映していない。『洪武正韻訳訓』は 76韻本を翻訳したものであるが、76韻本が選ば

れた理由は明らかではない。 

30 “(前略)然語音既異、傳訛亦甚。乃命臣等就正中國之先生學士。往來至于七八、所與質之者若

干人。燕都爲萬國會同之地。而其往返道途之遠、所嘗與周旋講明者又爲不少。以至殊方異域之

使、釋老卒伍之微、莫不與之相接、以盡正俗異同之變。且天子之使至國而儒者、則又取正焉。凡

謄十餘藁、辛勤反復、竟八載之久。而向之正罔缺者、似益無疑。”(『洪武正韻訳訓』「序」1b-

2a) 

31 以下『洪武正韻訳訓』を『訳訓』と略し、洪武正韻訳訓漢字音を訳訓音と略す。 

32 小倉進平(1964：492-504)が『正韻』を『訳訓』と同様中国漢字音を載っていると述べている

が、これに関連して河野六郎(1979：200-201)は『正韻』は韓国漢字音の韻書であり、『訳訓』

は『洪武正韻』(1375)を翻訳した中国音の韻書であると指摘している。 

33 当時の学者らに‘韓国漢字音’と‘中国漢字音’が今の‘外来語’や‘外国語’と同一の概念

として認識されていたとは言い切れないが、今のところ最も類似している概念と思われるのが上

述した 2つである。 

http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=崔
http://hanja.naver.com/hanja?q=恒
http://hanja.naver.com/hanja?q=朴
http://hanja.naver.com/hanja?q=彭
http://hanja.naver.com/hanja?q=年
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=成
http://hanja.naver.com/hanja?q=三
http://hanja.naver.com/hanja?q=問
http://hanja.naver.com/hanja?q=姜
http://hanja.naver.com/hanja?q=希
http://hanja.naver.com/hanja?q=安
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=塏
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=善
http://hanja.naver.com/hanja?q=老
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もかかわっている人物であるため34、正韻音と訳訓音の表記上の特徴を調べれば、朝鮮初期

の外来語と外国語の表記方針が窺われると考えられる。本節においては『正韻』と『訳訓』

そして正韻音と訳訓音の差について調べたいと思う。 

『正韻』と『訳訓』を比較してみると、最も特徴的なのが字の分類方法である。つまり、

『正韻』が字を終声＞中声＞初声＞四声の順に分類した反面、『訳訓』は中国伝統の韻書の

分類方法にしたがって四声＞韻母＞声母の順に字を分けているのである。また、声母韻母体

系を見ると『正韻』が 23 字母 91韻の体系となっているのに対して『訳訓』は 31字母 76韻

の体系であるが、31字母 76韻35が『洪武正韻』の体系であることは言うまでもない。31字

                                        
34『解例』：鄭麟趾 崔恒 朴彭年 申叔舟 成三問 姜希安 李塏 李善老 

『正韻』：申叔舟 崔恒 成三問 朴彭年 李塏 姜希顔 李賢(善)老 曺變安 金曾 

『訳訓』：申叔舟 崔恒 成三問 朴彭年 李塏 姜希顔 李賢(善)老 曺變安 金曾 孫壽山 

35 31字母と 76は次の通り 

＜表 7＞ 『洪武正韻訳訓』の 31字母                         

 全清 次清 全濁 不清不濁 全清 全濁 

牙音 見 ㄱ 溪 ㅋ 群 ㄲ 疑 ᇰ   

舌頭音 端 ㄷ 透 ㅌ 定 ㄸ 泥 ㄴ   

唇音重 幫 ㅂ 滂 ㅍ 並 ㅃ 明 ㅁ   

唇音軽 非 ㅸ  奉 ㆄ 微 ㅱ   

歯頭音 精 ᅎ 淸 ᅔ 從 ᅏ  心 ᄼ 邪 ᄽ 

正歯音 照 ᅐ 穿 ᅕ 牀 ᅑ  審 ᄾ 禪 ᄿ 

喉音 影 ᅙ 曉 ㅎ 匣 ᅘ 喩 ㅇ   

半舌    來 ㄹ   

半歯    日 ᅀ   

 

＜表 8＞ 『洪武正韻訳訓』の 76韻 

四声 韻 

平声 東支齊魚模皆灰眞寒刪先蕭爻歌麻遮陽庚尤侵覃鹽 

http://hanja.naver.com/hanja?q=崔
http://hanja.naver.com/hanja?q=恒
http://hanja.naver.com/hanja?q=朴
http://hanja.naver.com/hanja?q=彭
http://hanja.naver.com/hanja?q=年
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=成
http://hanja.naver.com/hanja?q=三
http://hanja.naver.com/hanja?q=問
http://hanja.naver.com/hanja?q=姜
http://hanja.naver.com/hanja?q=希
http://hanja.naver.com/hanja?q=安
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=塏
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=善
http://hanja.naver.com/hanja?q=老
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=崔
http://hanja.naver.com/hanja?q=恒
http://hanja.naver.com/hanja?q=成
http://hanja.naver.com/hanja?q=三
http://hanja.naver.com/hanja?q=問
http://hanja.naver.com/hanja?q=朴
http://hanja.naver.com/hanja?q=彭
http://hanja.naver.com/hanja?q=年
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=塏
http://hanja.naver.com/hanja?q=姜
http://hanja.naver.com/hanja?q=希
http://hanja.naver.com/hanja?q=顔
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=賢
http://hanja.naver.com/hanja?q=善
http://hanja.naver.com/hanja?q=老
http://hanja.naver.com/hanja?q=曺
http://hanja.naver.com/hanja?q=變
http://hanja.naver.com/hanja?q=安
http://hanja.naver.com/hanja?q=金
http://hanja.naver.com/hanja?q=曾
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=崔
http://hanja.naver.com/hanja?q=恒
http://hanja.naver.com/hanja?q=成
http://hanja.naver.com/hanja?q=三
http://hanja.naver.com/hanja?q=問
http://hanja.naver.com/hanja?q=朴
http://hanja.naver.com/hanja?q=彭
http://hanja.naver.com/hanja?q=年
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=塏
http://hanja.naver.com/hanja?q=姜
http://hanja.naver.com/hanja?q=希
http://hanja.naver.com/hanja?q=顔
http://hanja.naver.com/hanja?q=李
http://hanja.naver.com/hanja?q=賢
http://hanja.naver.com/hanja?q=善
http://hanja.naver.com/hanja?q=老
http://hanja.naver.com/hanja?q=曺
http://hanja.naver.com/hanja?q=變
http://hanja.naver.com/hanja?q=安
http://hanja.naver.com/hanja?q=金
http://hanja.naver.com/hanja?q=曾
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母は中古音の 36字母のうち 4つの舌上音字母と唇軽音の次清に当たる敷母を除いたもので

あり、31字母を 23字母に比べると、歯音と唇音が区別されていないことが異なっている。 

漢字音の表記に使われた初声中声終声字の目録も異なっているが36、まず初声字から見る

と最も目に立つのが訳訓音の表記に「非ㅸ奉ㆄ微ㅱ」「精ᅎ淸ᅔ從ᅏ心ᄼ邪ᄽ」「照ᅐ穿ᅕ

牀ᅑ審ᄾ禪ᄿ」が用いられている事実である。それらの初声字は中国音の声母の音声を正確

に写すため工夫をこらした結果であるが、なかでも「ᅎᅔᅏᄼᄽᅐᅕᅑᄾᄿ」の 10字は

『訓民正音』に現れない全く新しい文字である。その反面『正韻』の 23字母体系は訓民正

音の 23初声体系と完全に一致している37。 

中声字の目録を見ると、訳訓音の表記には合計 19字の中声字すなわち「ㅡㅣㅢㅐㅒㅙㅟ 

ㆌㅖㅏㅑㅘㆇㅜㅠㅓㅕㅝㆊ」が使われており、正韻音の表記には都合 23字すなわち

「ㆍㅡㅣㆎㅢㅚㅐㅙㅟㆌㅖㆋㅗㅛㅏㅑㅘㅜㅠㅓㅕㅝㆊ」が用いられているが、それぞれを韻

尾及び終声別に分けると次の通り。 

訳訓音 

ŋ韻尾「東ㅜㅠ庚ㅏㅑㅘ陽ㅢㅣㅟㆌ」 

n 韻尾「真ㅡㅣㅜㅠ寒ㅓㅝ刪ㅏㅑㅘ先ㅕㆊ」 

m 韻尾「侵ㅡㅣ覃ㅏㅑ塩ㅕ」 

w 韻尾「蕭ㅕ爻ㅏㅑ尤ㅡㅣ」 

i 及び ø 韻尾「支ㅡㅣ斉ㅖ魚ㅠ模ㅜ皆ㅐㅒㅙ灰ㅟ歌ㅓㅝ麻ㅏㅑㅘ遮ㅕㆊ」 

正韻音 

ᅌ終声「揯ㅡㅣㆎ觥ㅚ肱ㅟ公ㅗㅛ江ㅏㅑㅘ弓ㅜㅠ京ㅕㆊ」 

                                        

上声 董紙薺語姥解賄軫旱産銑篠巧哿馬者養梗有寢感琰 

去声 送寘霽御暮泰隊震翰諫霰嘯效箇禡蔗漾敬宥沁勘豔 

入声 屋質曷轄屑藥陌緝合葉 

36 訳訓音には正音の他に俗音と又音があるが、ここでは正音だけを扱う。 

37 これはつまり『訓民正音』「解例」で初声の音価を説明する際用いられた 23 字が『正韻』の

23字母と完全に一致していることを意味する。ただ、固有語の表記にはそのうち 17字の初声字

だけが使われている。したがって訓民正音の初声は 17字体系が１次的であり、23字体系が 2次

的であると言える。이기문(1990：9－10)を参照。 
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ᄂ終声「根ㆍㅡㅣ昆ㅗ干ㅏㅘ君ㅜㅠ鞬ㅓㅕㅝㆊ」 

ᄆ終声「簪ㆍㅡㅣ甘ㅏ箝ㅓㅕ」 

ᄝ終声「高ㅗㅛ鳩ㅜㅠ」 

ᄋ終声「貲ㆍㅣㆎㅢ傀ㅚ佳ㅐㅙ嬀ㅟㆌ雞ㅖㆋ孤ㅗ歌ㅏㅑㅘ拘ㅜㅠ居ㅓㅕ」 

ただ、訳訓音の表記に使われた中声字の数が正韻音のそれより少ないが、『訳訓』におい

ては同一の中声が異なる音声を写している場合もあった。例えば『訳訓』の刪韻には発音に

関する次のような注釈が付いている。すなわち 

韻内中声ㅏ音諸字其声稍深宜ㅏㆍ之間読之唯唇音正歯音以ㅏ呼之 

その反面『正韻』には以上のような発音注釈が全く付いていない。それは正韻音に使われ

た中声字が固有語に用いられた中声字と同一の発音を表したためだろうと考えられる。 

終声字の目録を比較してみると次のとおり。 

韻尾    訳訓音   正韻音 

ŋ      ᅌ/ㄱ        ᅌ/ㄱ 

n           ㄴ/ㄷ        ㄴ/ᇙ 

m           ㅁ/ㅂ        ㅁ/ㅂ 

w           ᄝ           ᄝ 

i(及び ø)    ø            ㅇ 

終声字の場合、まず n韻尾の入声韻尾(t)を『訳訓』では‘ㄷ’で写したが『正韻』では

‘ᇙ’をもって表記したことや i(及び ø)韻尾を『訳訓』では表記しなかった反面『正韻』

では‘ㅇ’で写したことが異なっている。実例は次のとおり。 

字 伝承音 正韻音 訳訓音 反切 

弗  블 H     分勿 

雞  계 L  곙    계  古奚 

さらに『訳訓』の終声字‘ᄝ’が音価(－w)を持っているのに対して『正韻』の 終声字 

‘ᄝ’はその字が中古音の w韻尾を伴っていることを示すだけで実際の音価を持たない。例

えば‘高’の正韻音と訳訓音は次のように現れる。 
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  字  伝承音 正韻音 訳訓音 反切 

  高  고 L         古勞 

‘高’の中古音は[ɒu]38と推定されるが、正韻音では [ɒu]を 1つの‘ㅗ’で写している39

ため、終声のᄝは単なるしるしに過ぎないと考えられる。その反面訳訓音の場合 、主母音

の[ɒ]をㅏで韻尾[u]をᄝで表記したと解釈することができる。つまり‘高’の正韻音は初声

‘ㄱ’中声‘ㅗ’終声‘ᄝ’と分析され、訳訓音は声‘ㄱ’韻‘ ’と分析することがで

きるのであるが、これは中国音が声と韻に分かれるのに対して朝鮮の学者は 1つの音節を初

声中声終声の 3つの部分と分析したことと関連している可能性がある40。そして正韻音の場

合必ず初声中声終声を備えて表記したのに対して訳訓音はそうではない(例えば上述の

‘雞’)ということもそういった中国漢字音と韓国漢字音の音節に対する異なる認識を反映

しているかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
38 再構音は麥耘(2009)による。 

39 これは伝承音にしたがって表記した結果であるが、4.4においてさらに詳しく述べる。 

40 これに関連して임용기(2008：152)は‘虯(渠幽切)’の訳訓音‘ ’の‘ㄲ’が声を‘ ’が

韻を表記していると述べている。そしてそれは『訓民正音』「初声解」において‘君’の漢字音

‘군’を‘ㄱ’と‘ ’に分析し‘ㄱ’が声を‘ ’が‘韻’をそれぞれ写していると解釈

したことと等しいとしながら、つまり‘ ’は中国音の音節に対する二分法的考え方を反映した

表記であると述べている。 
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3 初声と終声の修正 

 

東国正韻漢字音はそれまで使われてきた伝承漢字音をある基準により修正した人工の漢字

音体系である。したがって正韻音の性格を理解するためにはまず韻書の編者たちが伝承音を

どういった基準により修正したかを明らかにしなければならない。「序」では主に初声と終

声だけに関するものではあるが、編者らが考えていた伝承音の問題点やその原因そして修正

の実例などについて詳しく説明しているため、その内容に基づけば『正韻』の編纂方針及び

修正基準がうかがわれる。これについてすでに数多くの先行研究が行なわれている。そのう

ち河野六郎(1940 1979)、유창균(1966)などは申叔舟の「序」を詳しく分析しており、

조운성(2011B)は「序」の内容だけでなく中国音資料(主に中古音と『挙要』の字母韻及び反

切)や伝承音資料まで扱って正韻音の特徴を究明している。そこで本章においては先行研究

の結論を整理しながら「序」の内容と初声終声の修正について述べたいと思う。 

 

3.1 申叔舟の「序」 

 

言語と語音の変化について申叔舟は地域や風土の違いこそ語音の違いを引き起こす原因で

あり、語音とは永久不変のものではなく変化するものであるため、伝承音が中国音と異なっ

ているのは当然であると言っている41。このことから当時の学者たちが韓国語が中国語と異

なっている事実はもちろん伝承音が中国音の声母と韻母の音色をそのまま反映していないこ

とも自然なことと認識していたと推測される。 

申叔舟は両言語の差を認めていながら同時に変わってはいけない資質(或いは法則)につい

て言及している。すなわち‘清濁’や‘四声’がそれであるが42、この 2つの資質が中国音の

声母と韻母を説明する際使われる‘清濁’や‘四声’そのものとは言い切れない。つまり、

                                        
41 “夫音非有異同、人有異同。人非有異同、方有異同。蓋以地勢別而風氣殊、風氣殊而呼吸

異。東南之齒脣、西北之頰是已。遂使文軌雖通、聲音不同焉。矧吾東方表裏山河、自爲一區。風

氣已殊於中國、呼吸豈與華音相合歟。然則語音之所以與中國異者、理之然也。至於文字之音、則

宜若與華音相合矣。然其呼吸旋轉之間、輕重吸闢之機、亦必有自牽於語音者。此其字音之所以亦

隨而變也。”(序 1b-2a) 

この言語に対する観点が基づいているのはいわゆる‘風土説’であるが『訓民正音』の鄭麟趾

の「序」にもそれが確認できる。すなわち次の部分である。 

“有天地自然之聲、則必有天地自然之文、所以古人因聲制字、以通萬物之情、以載三才之道、而

後世不能易也。然四方風土區別、聲氣亦隨而異焉。盖外國之語、有其聲而無其字。”(世宗実録

 113巻) 

42 “其音雖變淸濁四聲則猶古也。”(序 2a) 

http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
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韻書の編者たちはおそらく上述の 2通りの資質を言語の普遍的資質として認識していた可能

性が高いのである。ともかく「序」には当時の伝承音が相当乱れていることを指摘し、その

状況について詳しく述べている。すなわち 

而曾無著書以傳其正、庸師俗儒、不知切字之法、昧於紐躡之要、或因字體相似而爲一

音、或因前代避諱而假他音、或合二字爲一、或分一音爲二、或借用他字、或加減點畫、

或依漢音、或從俚語。(序 2a-2b) 

河野六郎(1979：183-185)は“或因字體相似而爲一音”が伝承音不統一の最も重要なもの

とし、諧声声符による類推形がそれに当たると述べながら、例えば‘欧鴎’の伝承音(本文

では朝鮮字音)がいずれも‘구’であるが、この音は‘区’という諧声声符による類推形で

あり、その『広韻』の反切(烏侯切)や日本字音‘オウ’より 2字の正しい音が‘우’である

ことが明らかになると述べている。また“或合二字爲一”は例えば‘乷(살)’‘㐗(놀)’の

ようなものと思われるとしながら、このことから一種の発音文字をより古い時代(朝鮮朝よ

り早い時代)に構成していた可能性が考えられると述べた。さらに“或分一音爲二”の例と

して‘茶’の伝承音が‘차’の他に‘다’も使われていること‘車’の伝承音に‘거’と

‘차’があることを挙げている。そして“或依漢音”というのはおそらく近代中国音の借用

を言っているだろうと述べながら、例えば ‘鞋(혜)’や‘階祴(계)’などが近代音の借用

であるとし、吏読や地名などに漢字を訓読するものがあるがそれがおそらく“或從俚語”で

あろうと述べている43。 

 

3.2 初声の修正 

 

 『正韻』は 23字母体系であり、23 字母は清濁と七音により分かれている。中古音の 36字

母に比べ唇重音唇軽音、舌頭音舌上音、歯頭音正歯音がそれぞれ唇音舌音歯音に合流してい

る。23字母を表にすると次のとおり。 

＜表 9＞ 『東国正韻』の 23字母 

清濁 

七音 

全清 次清 全濁 不清不濁 全清 全濁 

牙音 君 ᄀ 快 ᄏ 虯 ᄁ 業 ᅌ   

舌音 斗 ᄃ 呑 ᄐ 覃 ᄄ 那 ᄂ   

唇音 彆 ᄇ 漂 ᄑ 歩 ᄈ 彌 ᄆ   

歯音 即 ᄌ 侵 ᄎ 慈 ᄍ  戌 ᄉ 邪 ᄊ 

喉音 挹 ᅙ 虚 ᄒ 洪 ᅘ 欲 ᄋ   

半舌音    閭 ᄅ   

                                        
43 河野六郎(1940 1979)では“或因前代避諱而假他音”“或借用他字、或加減點畫”については

あまり言及していない。 
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半歯音    穣 ᅀ   

 

伊藤智ゆき(2007：45)では中古音の 36字母と伝承音の初声の対応を次のように表してい

る。 

＜表 10＞ 中古音 36字母と伝承音初声の対応関係44 

 全清 次清 全濁 次濁 

唇音 幇組 幫 ㅂ(ㅍ) 滂 ㅍ(ㅂ) 並 ㅂ(ㅍ) 明 ㅁ 

非組 非 ㅂ 敷 ㅂ 奉 ㅂ 微 ㅁ 

舌音 端組 端 ㄷ 透 ㅌ 定 ㄷ 泥 ㄴ 

来組       来 ㄹ 

知組 知 ㄷ 徹 ㅌ 澄 ㄷ 娘 ㄴ 

歯音 精組 精 ㅈ 清 ㅊ 従 ㅈ   

 心 ㅅ   邪 ㅅ   

荘組 荘 ㅈ 初 ㅊ 崇 ㅈㅊㅅ   

 生 ㅅ   俟 ㅅ   

章組 章 ㅈ 昌 ㅊ 船 ㅅ 日 ㅿ 

 書 ㅅ   常 ㅅ 羊 ㅇ 

牙喉音 見 ㄱ 渓 ㄱ 群 ㄱ 疑 ㅇ 

 暁 ㅎ   匣 ㅎ   

 影 ㅇ     云 ㅇ 

 

＜表 10＞から伝承音において中古音の全濁が全清と合流しており、舌音と歯音が 1系列

に合流していることが目立つ。ともかく伝承音の初声表記に用いられた初声字は『正韻』の

23 字母より 9 字も少ない「ㄱㄷㅌㄴㅂㅍㅁㅈㅊㅅㅎㅇㄹᅀ」の 14 字である。つまり、この

ことから『正韻』の編者たちが伝承音の初声を大幅に修正したことが明らかになるが、以下

ではまず「序」で説明している初声の修正について述べる。 

「序」に現れる初声に関する説明は次の 5つのことに要約できる。 

① 若以牙音言之溪母之字太半入於見母此字母之変也。(序 2b)  

② 溪母之字惑入於曉母此七音之変也。(序 2b) 

③ 我国語音其淸濁之変與中国無異而於字音獨無濁声豈有此理 此淸濁之変也。（序 2b-

3a） 

④ 初声之変亦衆国語多用溪母而字音則獨夬之一音而已此尤可笑者也。(序 3a) 

⑤ 如舌頭舌上脣重脣軽歯頭正歯之類於我国字音未可分辨亦當因其自然可必泥於三十六字

母乎。(序 4a) 

                                        
44 原文では伝承音の初声をロ－マ字で表しているが、ここではハングルで表記した。 



24 

 

まず‘字母之変’とは‘渓母’を‘見母’のように発音することをいうが、つまり次清が

全清に変わったことを指摘している。例えば、牙音の場合渓母に属する「企跂棄蚑」などの

伝承音は元々「키」にならなければならないがこの 4字の伝承音は「기」である。また、唇

音滂母に属する「斐悱」の伝承音が「피」ではなく「비」に現れることや、歯音清母に属す

る「雌刺」の伝承音が「 」ではなく「 」のように現れることも‘字母之変’に当たる。

つまり‘字母之変’の‘字母’とは‘全清’と‘次清’を区別する資質(すなわち今の‘ｈ’

aspirated)であると推測される。『正韻』では‘字母之変’に当たる伝承音の初声を漏れな

く修正した。つまり、初声がㄱに現れる渓母字の初声をㅋに、ㅂに現れる滂母字の初声をㅍ

へ、ㅈに現れる清母字の初声をㅊに修正したのである。 

次に‘七音之変’とは牙音の次清(ㅋ)が喉音の次清(ㅎ)に変わったことをいう。『訓民正

音』「制字解」で牙音と喉音の音色が類似していると述べていること45を考えに入れると伝

承音において‘七音之変’が起こりやすかったと推測できる。渓母に属する「恢虧」の伝承

音がそれぞれ「회휴」となっていることが‘七音之変’に当たる。‘字母之変’の場合と同

様‘七音之変’に該当するすべての伝承音の初声も修正の対象になった。つまり、初声がㅎ

に現れる渓母字の初声をㅋへ修正したのである。 

さらに‘清濁之変’とは全濁が全清か次清へ変化したことを指す。具体的に言えば牙音全

濁の群母が見母に変わったこと、舌音全濁の定母が端母(全清)か透母(次清)に変わったこ

と、唇音の並母が幫母(全清)或いは滂母(次清)に変わったこと、歯頭音の邪母が心母へ変わ

ったこと、喉音の匣母が暁母に変化したことなどがそれに当たる。‘字母之変’と‘七音之

変’が主に牙音字に現れるのに対して‘清濁之変’は伝承音の全般にかけて現れ、さらに全

濁を忠実に反映している伝承音は全くない46。にもかかわらず韻書の編者たちはすべての全

濁字の初声を‘各自並書’をもって表記した47。 

                                        
45 “喉邃以潤、水也。聲虛而通、如水之虛明而流通也。於時為冬、於音為羽。牙錯而長、木也。

聲似喉而實、如木之生於水而有形也。”(「制字解」6a-6b) 

46 「氏(承紙切、禅母(正歯音全濁))」の伝承音は「시 H」であり(正韻音は:싱)、「氏」の現代

韓国漢字音「씨」はあとで変化したものである。 

47 『正韻』では全濁字を各自並書(すなわちㄲㄸㅃㅉㅆㆅ)をもって表記しているが、中世韓国語

の語頭には現れるのは 6字のうち「ㅆ・ㆅ」しかなかった。「ㅆ・ㆅ」については『訓民正音』

「合字解」でも述べている。すなわち“各字並書如諺解·혀爲舌而· 爲引괴·여爲我愛人而괴·

爲人愛我소·다爲覆物而쏘·다爲射之之類”。허웅(2008：396-399)は以上の説明を根拠として

「ㅆ・ㆅ」を独立した音素として認めている。それに対して「ㄲㄸㅃㅉ」の場合語頭には全く来

られず、それが現れられる条件も非常に限られていたが、Fukui(2012:18－19)は-ᇙ＋破裂音

(ᆨᆮᆸᆺᆽ)の組み合わせを写す方法が 2通りあったこと(すなわち「-ᇙᆨ＝-ᆯㄲ、-ᇙᆮ＝-

ᆯㄸ、-ᇙᆸ＝-ᆯㅃ、-ᇙᆺ＝-ᆯㅆ、-ᇙᆽ＝-ᆯㅉ」)を見ると、中世韓国語に複子音が存在し
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そして「序」では固有語においては「ㅋ」が頻繁に使われているのに初声が「ㅋ」に現れ

る字が「夬(쾌)」しかないということを指摘している。 

最後に、伝承音に舌頭音と舌上音、唇重音と唇軽音、歯頭音と正歯音の区別がないという

ことを指摘しているが、それに関して風土の違いにより生じた両言語(韓国語と中国語)の差

と認め、修正する必要がないと述べている。 

以上で「序」に述べられている初声の修正について検討した。しかし유창균(1967：126－

128)が指摘したように『正韻』の「業欲慈邪」が一体何を基準にとして分類されたかが問題

として残っている。上述したように 23字母と 36字母の対応関係はとても整然としている。

例えば「君快虯」の場合 36字母の「見渓群」と一対一の対応関係にあり、例外が全くない

のである(唇音舌音歯音喉音の例は省略)。したがって業母は牙音の不清不濁(すなわち疑母)

に、欲母は喉音の不清不濁(すなわち喩母)に、慈母と邪母は歯音の全濁に対応しなければな

らないが、実際のところ疑母の一部が‘ㅇ(欲母)’に喩母の一部が‘ㆁ(業母)’に現れるな

ど、上述の 4つの字母に限って中古音の 36字母と整然とした対応を見せない。 

조운성(2011B：19－22)は『正韻』の 23字母のうち業母と欲母が中古音の 36字母ではな

く『挙要』の 36字母にしたがって分類されたと述べている。『挙要』の 36 字母は次のとお

り。 

＜表 11＞ 『古今韻会挙要』の 36字母48 

清濁 

九音 

淸 次淸 次淸次 濁 次濁 次濁次 

角 見 溪  羣 疑 魚 

徵 端 透  定 泥  

宮 幫 滂  並 明  

次宮 非 敷  奉 微  

商 精 淸 心 從  邪 

次商 知 徹 審 澄 娘 禪 

羽 影 曉 幺 匣 喩 合 

半徵商     來  

半商徵     日  

 

上掲論文では『正韻』の業・欲母と『挙要』の疑・魚・喩母そして中古音の疑・喩母 の

対応関係を分析し、3者の関係について次のとおりに述べている。 

                                        

たと考えられ、制約的分布に変化が生じた結果語中以外の位置にも現れるようになったと解釈し

ている。 

48 『挙要』の 36字母は元代の音韻を反映している。中古音の 36字母に比べると舌上音と正歯音

が合流していること、魚・幺・合母が増えたことが目に立つ。 
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つまり、中古疑母 1・2・3等開口、喩母 3(すなわち云母)開口、疑母 1・2 等合口が『挙

要』の疑母に属し、中古疑母 3等合口及び云母合口が『挙要』の魚母に属し、中古喩母 4(す

なわち以母)開合口と疑母 4等開口が『挙要』の喩母に属するが、『挙要』の疑母と魚母が

『正韻』の業母に当たり『挙要』の喩母が『正韻』の欲母に当たるということである。これ

に関連して차익종(2014A：36)は『正韻』に中古音以降の音韻変化(すなわち中古音疑母が消

失した変化)が反映されていることを示しているとしながら、23字母を説明する際中古音 36

字母だけを利用してはいけない理由がそこにあると述べている。 

一方、23字母の慈母と邪母はさらに一層複雑であるが、慈母が中古従母・船母(章組全

濁)の一部・崇母(荘組全濁)の一部に対応し、邪が中古邪母禅母・船母の一部・崇母の一部

に対応する。問題になるのは船母(章組全濁)と崇母(荘組全濁)が本来ㅉに現れるべきである

が、実際にはすべての船母字の初声がㅆで写されており、崇母字の初声表記にはㅆとㅉが共

に現れるということである。조운성(2011B：22－24)は『正韻』の小韻字の正韻音と伝承音

を比較しながら、中古船母が伝承音の傾向に基づいて分類された可能性があり得ると述べて

いる。上掲論文で示している小韻字は次のとおり。 

船母の小韻字49 

「食 實職 澄訖 ·씩 식 H50」「贖 神蜀 澄匊 ·쑉 쇽 H」「射 食亦 澄訖 ·쎡 셕 H」「 

神 乘人 澄巾 씬 신」「盾 竪尹 禪稛:쓘 R슌」「順 殊閏 禪攈 ·쓘 슌 H」 

つまり、船母の伝承音の初声がㅅに現れる傾向にあるため中古船母を『正韻』の邪母に分

類したということである。例字を見れば分かるように船母は中古音 36字母と『挙要』の字

母韻どちにもしたがっていなくて、伝承音の傾向により分類されたように見える。しかし崇

母の場合必ずそうしたわけではない。上掲論文で示している小韻字は次のとおり。 

崇母の小韻字51 

慈母に属する小韻字 

「棧 仕限 澄笴 :짠 잔 H」「撰 雛綰 澄撰 :쫜 찬 R」「撰 雛免 澄撰 :쫜 션 R」「岑 鉏

簪 澄簪 」「讒 鋤咸 澄甘 짬 참」「讒 士監 澄紺 ·짬 참」「儳 仕陷 澄紺 ·짬 

참」「煠 士洽 澄怛 ·짭 잡 H」「柴 鉏佳 澄該 쨍 싀」「豺 牀皆 澄該 쨍 싀」「鉏 牀魚 

澄孤 쫑 서」「助 牀據 澄顧 ·쫑 조 R」「雛 崇芻 澄孤 쭝 추」 

                                        
49 上掲論文には 16個の小韻字が挙げられているが、ここでは 6個だけを載せる。伝承音は伊藤

智ゆき(2007)による。 

50 括弧中は『正韻』の小韻字、反切、字母韻、正韻音、伝承音の順 

51 上掲論文では 46個の小韻字が挙げられたが、ここでは伝承音まで揃っている字だけを示す。 
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邪母に属する小韻字 

「牀 仕莊 澄莊 쌍 상」「狀 助亮 澄壯 ·쌍 장 R」「崇 鉏弓 澄公 쓩 슝」「巢 鋤交 澄

高 」「愁 鋤尤 澄鉤 」「士 鉏里 澄紫 」「俟 牀史 澄紫 」

「事 茌吏 澄恣 」「槎 鋤加 澄牙 쌍 사」「乍 助駕 澄訝 ·쌍 사 R」 

崇母の場合伝承音の初声がㅅ或いはㅈに分かれて現れる傾向がある。조운성(2011B：25)

は船母は伝承音にしたがって邪母に分類したと解釈することができるが、崇母は今のところ

伝承音の傾向により慈母と邪母に分けて分類したとは言い切れないと述べている。確かに上

の例を見ると合計 13字のうち初声がㅈである字が 4字あり、ㅅに現れる字が 4字、ㅊに現

れる字が 5字あるため、伝承音の初声がㅈに現れる傾向にあるとは断言できないと考えられ

る。(ㅊがㅈの有気音であることを考慮に入れれば少しは納得できるかもしれない。)これに

関連して차익종(2014A：40)は崇母が分けられた理由は不明であるが、他でなく慈母(歯音全

濁)と邪母(歯音全濁)に収めたのは崇母が全濁であることを考えれば、『正韻』の編者たち

が初声を修正する際‘清濁’を必ず区別しようとしたことがさらに明らかになると述べてい

る。 

要約すると「業母欲母」は字母韻により「慈母邪母」は伝承音により分類したということ

になる。今のところなぜ上述した 4つの字母だけが他の字母と異なる基準により分類された

かが明らかでないが、このことから『正韻』の 23 字母を中古音 36字母、『挙要』の反切及

び字母、伝承音のどちらかの一方に頼って説明することは不可能であることが証明されたと

思う。なお、23字母の分類基準を解明することと同時にその基準が立てられた理由をも明

らかにしなければならないが、このことは今後の課題にしておく。 

 

3.3 終声の修正 

 

終声は中古音の入声韻尾や陽声韻尾に対応する。詳しく言えば入声韻尾-p –t –kと陽声

韻尾-m –n -ŋ が伝承音の終声-ᄇ –ᄅ –ᄀと-ᄆ –ᄂ -ᅌに対応するが、その対応は非常に

整然としている。例外は稀であるが 真韻(–n韻尾)に属する「親忍仞刃賓頻蘋擯牝」の終声

が「ㄴ」の他に「ㆁ」にも現れることや、「鬢嬪」の終声が「ㆁ」に現れることが挙げられ

る。また蒸韻(-ŋ 韻尾)に属する「仍稱」の終声が「ㆁ」だけでなく「ㄴ」に現れる例があ

り、「坍(-m 韻尾)」の伝承音が「단」であることも例外と言える。 

興味深いのは入声韻尾–tが-ᆮではなく-ᄅに現れ、-ᆮに現れる例外が全くないという事

実である。「序」ではそういった伝承音の特徴を‘四声之変’という誤りと規定しながら

‘以影補来’をもってその誤りを直したと述べている。 
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語音則四声甚明、字音則上去無別。質勿諸韻、宜以端母為終声、而俗用来母。其声徐

緩、不宜入声。此四声之変52也。(中略) 又於質勿諸韻以影補来因俗帰正。舊習譌謬至是

而悉革矣。(序 3a、5a) 

つまり「質勿」などを「·짇·믇」ではなく「질믈」のように発音すると音が緩むためそれ

は入声と言えない53。したがって終声–ᄅ(来)にᅙ(影)を補ったが、これにより伝承音に従う

と同時に誤りが直られたということである。河野六郎(1959 1979：269)が述べたように

‘以影補来’は一種の妥協策であったと考えられるが、換言すればそれは四声の区別をきち

んとしながら伝承音の特色をも維持するため編者たちが工夫した跡であると言えるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
52 原文では伝承音に上声と去声が混乱している事実をも指摘しているが、本節では終声の修正を

扱っているため、声調の修正に関する内容は省略する。 

53 以上のような-t 入声に関する説明は『訓民正音』「終声解」にも現れる。 

“且半舌之ㄹ当用於諺而不可用於文如入声之彆字終声当用ㄷ而俗習読爲ㄹ盖ㄷ変而爲軽也若用

ㄹ爲彆之終則其声舒緩不爲入也”(終声解 23a) 
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4 中声修正の実際 

 

『東国正韻』の「序」においては、中声の修正についてそれほど言及していない。敢えて

言えば、(1)“盖古之為詩也、協其音而已。自三百篇而降、漢魏晋唐諸家亦未嘗拘於一律、

如東之與冬江之與陽之類、豈可以韻別而不相通協哉”(序 3b-4a)と(2)“旁採俗習博考傳

籍、本諸広用之音協之古韻之切、字母七音清濁四声靡不究其源委以復乎正”(序 4b)の 2箇

所が中声の修正に関連する内容と考えられる。これらの文章は次のように解釈できるだろ

う。まず、文(1)には韻書を制作する際、形式的な韻母や韻目より、実際の音質を重視した

『正韻』の編者らの意識がうかがわれる。つまり、東韻と冬韻、江韻と陽韻のように同一韻

ではなくても、押韻する場合があると述べながら、韻母にこだわる必要がないと説明してい

るのである。言い換えれば、韻が異なっていても実際の音質さえ類似していれば、協韻でき

るという意味である。次に、文(2)により、世宗や『正韻』の編者らの中声修正に対する基

本方針が現れる。つまり、修正の際には俗習や伝籍を参照し(旁採俗習博考傳籍)、なかでも

最も広く通用している伝承音に基づくべきであるが、古韻の反切にも符合するように(本諸

広用之音協之古韻之切)しなければならないということである。 

序文から明らかになった修正の基本方針は次の 2つにまとめることができる。1つ目は音

声が類似している字を 1つの韻にまとめておくこと。2つ目は基本的に伝承音のうち最もよ

く用いられる音を選ばなければならないが、古韻に比べて大きく外れている場合には修正す

ること。しかし、ここで問題になるのは、序文では修正しなければならない程度の外れにつ

いて全く説明していないということである。したがって、その‘外れ’を明らかにするため

には正韻音や伝承音の中声を比較し、両者間の異同を分析する作業により、帰納的にそのパ

ターンを導き出さなければならない。そこで以下においては『正韻』における字の分類法に

従って終声ごとに正韻音や伝承音の中声を比較し、どの部分がどういうふうに修正されたか

を調べ、正韻音の修正パターンをまとめることにする。 

 

4.1 ŋ 終声 

 

正韻音のうち終声－ŋを持つ韻部は全部で 7個であり、これらの韻部はさらに 14 個の韻

に分かれる。7韻部と 14 韻及びその代表字をまとめると次のとおりである。 

＜表12＞ ŋ終声類 

 

韻部 韻 平 上 去 入 

 

ɨŋ 

ɨŋ 揯 肯 亘 亟 

iŋ 徵 庱 瞪 陟 

ʌiŋ 庚 梗 更 格 

oiŋ oiŋ 觥 礦 橫 虢 

uiŋ uiŋ 肱   國 

oŋ oŋ 公 拱 貢 穀 

ioŋ 蹱 冢 湩 瘃 

 aŋ 江 講 絳 覺 
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aŋ iaŋ 張 長 帳 著 

oaŋ 光 廣 誑 郭 

uŋ uŋ 弓  䛪 匊 

iuŋ 中 重 中 囿 

iəŋ iəŋ 京 景 敬 隔 

iuiəŋ 扃 憬 詠 狊 

 

さらに、『正韻』の韻部と韻類、正韻音の中声表記、中古音の韻と摂、『挙要』の字母韻

及び反切下字、『洪武正韻訳訓』に収録されている洪武正韻訳訓漢字音の中声を表にすれ

ば、次の通り。 

＜表 13＞ ᇰ[ŋ] ㄱ[k]終声類 

 

                                        
54 １つの韻に 2種以上の等が存在する場合に等を示す。 

55 表には正音だけを示す。 

56 ＜表 13＞においては韻部名を漢字で示したが、以下では中古韻と区別するために『正韻』の

韻をローマ字で表記する。(ローマ字転写の一覧は 1.4の＜図 2＞を参照されたい。以下同)  

57 入声字母韻は＜表＞に載せない。 

韻部 韻類 中声 中古音摂韻(等54) 字母韻 反切下字 訳訓音中

声55 

 

揯56 

揯 ᅳ ɨ 曾登 曾蒸 揯京経公57 登陵弘 ㅢㅣ 

徵 ᅵ i 曾蒸 京 陵 ㅣ 

庚 ᆡ ʌi 梗庚₂ 梗耕 曾蒸  揯京経公

行 

庚耕 ㅢㅣ 

觥 觥 ㅚ oi 曾登 梗庚₂ 梗耕  公泓 弘横宏 ㅟ 

肱 肱 ㅟ ui 曾登 公 弘 ㅟ 

公 公 ㅗ o 通東₁₃ 通鍾 通冬 公弓 公中宗容 ㅜㅠ 

蹱 ㅛ io 通鍾 公弓 容 ㅜㅠ 

 

江 

江 ㅏ a 江江 宕唐 宕陽  岡江荘 郎江良 ㅏㅑ 

張 ㅑ ia 宕陽 岡江 良 ㅑ 

光 ㅘ oa 江江 宕唐 宕陽  光黄江 光江方 ㅘㅏㅑ 

弓 弓 ㅜ u 通東₃ 通鍾 弓雄 中 ㅠ 

中 ㅠ iu 通東₃ 通鍾 公弓 中容 ㅠㅜ 

京 京 ㅕ iə 梗庚₃ 梗耕 梗清 梗青 京経行 京盈経耕

庚 

ㅣㅢ 

扃 ᆑ iuiə 梗庚₃ 梗耕 梗清 梗青 

曾蒸 

弓雄公兄 営扃榮 ㅣᆔ 
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中古音において ŋ韻尾を持つ韻は通、江、宕、梗、曾摂に属する韻である。『正韻』の韻

部と十六摂の対応関係を見ると、ɨŋ、oiŋ、uiŋ、iəŋ 韻部が曾、梗摂に、oŋ や uŋ 韻部が通

摂に、aŋ韻部が江、宕摂に対応する。しかし、おおまかに見ても、1つの摂が正韻音におい

ては 2つ以上の韻部に分かれて置かれていたり、2 つの摂が 1つの韻部に取りまとめられて

いたりするなど、正韻音と中古音の対応関係は整然としていない。유창균(1965B，1967)、

강신항(2009)、조운성(2010A，2011A)、차익종(2014A)が指摘したように、正韻音の中声体

系が基にしているのは伝承音だろうと思われる。とはいうものの、正韻音がすべての伝承音

を受け入れたとは言えない。それは、場合によって、韓国語固有語においてはほとんど見ら

れない中声を用いて伝承音を修正した例が現れるためである。以下においては『正韻』の編

者らが伝承音を受け入れた理由や、修正しなければならなかった理由、すなわち修正の基準

を明らかにするために、韻部ごとに正韻音と伝承音の中声を比較検討する。 

 

4.1.1  ɨŋ 韻部 

 

ɨŋ 韻部にはすべて ɨŋ韻・iŋ 韻・ʌiŋ 韻の 3つの韻が含まれており、これらの韻には中古

音の曾摂・梗摂の開口字が対応する。＜表 14＞は「ɨŋ・iŋ・ʌiŋ」韻に対応する中国音を韻

ごとにまとめたものである。 

＜表 14＞ ɨŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ɨŋ58 曾 登 1 開  ə ŋ/k59 牙、舌頭、唇重、精組、喉、半舌 

ɨŋ 曾 蒸 3 開 j ɨ ŋ/k 牙、精組(心母除外)、荘組(生母除外)、

喉(暁母入声除外)、半舌 

iŋ 曾 蒸 3 開 j ɨ ŋ/k 舌上、唇重、章組、心母、生母(入声除

外)、暁母(入声)、半歯 

ʌik 曾 蒸 3 開 j ɨ k 生母入声 

ʌiŋ 梗 庚 2 開 r æ ŋ/k 牙(疑母除外)、舌、唇重、正歯、匣母、

半舌 

ʌiŋ 梗 耕 2 開 r ɛ ŋ/k 渓母、舌上、唇重、正歯、匣母、半舌 

 

                                        
58 正韻音の表記は강신항(1997)による。 

59 中古音の再構音は麥耘(2009)による。 
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以下の＜表 15＞＜表 16＞＜表 17＞は、各韻に当たる伝承音の資料60をまとめたものであ

るが、出現頻度が高い中声の順に並べた。 

＜表 15＞「ɨŋ/ɨk」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

登開 1 曾61 牙音(1662) 「ɨ63」肯克剋(3)「ʌ」亙刻(2) 

登開 1曾 舌頭(48) 「ɨ」登燈等鐙凳橙得忒慝騰縢藤鄧特能(15)「ə」德(1) 

登開 1曾 唇音(43) 「ɨ」崩北朋䳟堋踣墨默冒(9)「o」蔔(1) 

登開 1曾 歯頭(26) 「ɨ」增矰憎罾曾(精)則層曾(従)贈僧(10)「ə」賊(1)「ʌi」塞(1) 

登開 1曾 喉音(3) 「ɨ」黑(1)「ʌ」恆(1) 

登開 1曾 半舌(15) 「ɨ」楞勒肋(1) 

蒸開 3 曾  牙音(23) 「ɨ」兢矜亟棘襋極凝(7)  

蒸開 3曾 歯頭(19) 「ɨ」甑卽繒(3)「i」稷(1) 

蒸開 3曾 照 2(15) 「ɨ」側仄廁測惻(5)「ʌi」昃(1) 

蒸開 3曾 喉音(35) 「ɨ」膺應(平64)鷹應(去)興(平)興(去)蠅(7) 

「ə」億臆憶抑(4)「i」孕媵(2) 

                                        
60 伝承音は伊藤智ゆき(2007)の資料篇を参照した。しかし、資料篇にはあるが、『正韻』には

載っていない字は外した。 

61 韻母の情報は‘韻’‘開合’‘等’‘摂’の順に記す。 

62 括弧内は『正韻』に載っている字の数値。  

63 括弧内は伝承音の中声を表す。初声と中古音の声母との対応は１対１ではないため、初声は

外す。終声の場合、例外がないため、表には載せない。 

64 括弧の中は四声、或いは字母を表す。例：(平)(上)(去)(入)(見)(渓)(群)(疑)等々。 
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蒸開 3曾 半舌(15) 「ɨ」陵凌綾䔖菱力65(6)「iə」力66(1) 

 

正韻音の中終声が ɨŋ で写された字は中古音の蒸韻と登韻に当たる。両韻はすべて曾摂に

属するが、蒸韻は 3等韻であり、登韻は 1等韻である。しかし、曾摂の場合、1等韻と 3等

韻(一部)がすべて中声 ɨで写されている。以下では、韻ごとに声母との結合関係や、例外に

ついて検討する。 

まず、登韻開口の場合、介音や韻尾を持たず、主母音だけで成り立った 1等韻である。伝

承音の中声は声母に関わらずほとんどすべてが ɨで現れるが、そのほかにも

「ʌ(3)ə(2)o(1)ʌi(1)」(7/46)でも現れる。中声ごとに分布を見ると、ʌ(3)の場合、牙喉音

                                        
65 伊藤智ゆき(2007)の資料篇によると儒教の経典に関連する文献、すなわち『論語諺解』など

の四書諺解には「力」の漢字音がすべて「riək」となっており、仏経に関する文献には「力」の

漢字音が「riək」だけでなく「rɨk」でも現れる。詳しく言えば、『蒙山法語諺解』には「力」

の漢字音が「*rɨkH(L)」と「niəkH」で現れ、『改刊法華経諺解』には「riəkH(L)」「niəkH」

「*rɨkH(L)」で、『長寿経諺解』に「riək」や「rɨk」で現れる。これらの文献のうち、『改刊法

華経諺解』の場合、この文献に表記されている漢字音が伝承音ではなく正韻音である可能性もな

くはない。伊藤智ゆき(2007)の資料篇の凡例によると、*しるしは正韻音か伝承音かはっきりし

ない場合に付けるという。さらに、『改刊法華経諺解』の漢字音に関連して차익종(2015:204)は

次のように述べている。 

「ただし、漢字音については、時々正韻音が現れるものの、主に伝承音が使われていると思われ

ていたが、本稿において改刊本の巻 1や巻 2のすべての漢字音を調べた結果、この文献中の漢字

音が伝承音であるとはとても考えられない。正韻音をそのまま受け入れている場合もあれば、正

韻音でも伝承音でもない漢字音も現れる。」 

その上、사재동(2014：27)は正韻音の用いられた文献について調べた上で、正韻音が主に『月印

千江之曲』『釈譜詳節』『月印釈譜』などの国文仏経や『円覚経諺解』『法華経諺解』などの仏

経諺解書、なお『五大真言』のような陀羅尼の音訳、また『内訓』のような王室の書物に使われ

たと述べながら、『正韻』の刊行の表向きの理由は乱れている漢字音を整理するためであった

が、実際には仏経諺解などの国文事業のためであったとしている。 

上述した内容によれば、仏経系文献にしか現れない「rɨk」という漢字音が正韻音に影響された

漢字音である可能性もあり得る。しかし、今のところ『蒙山』や『長寿』の漢字音まで伝承音で

はないと断定する根拠がないため、本稿では「riək」や「rɨk」を「力」の伝承音として表に載

せた。 

66 複数音がある場合、すべての音を示す。 
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字にだけ現れ、ə(2)は舌頭音字や歯頭音字に、o(1)は唇音字に、ʌi(1)は歯頭音字にしか現

れない67。 

一方登韻開口の正韻音を見ると、すべての中声が ɨで現れ、例外はない。つまり、伝承音

において「ʌ・ə・o・ʌi」のように現れる例外をすべて ɨに修正したのである。その理由に

ついては次のように解釈することができる。中声が ʌで写された字は「亙・恆(以上 hʌŋ68)

刻(kʌk)」であり、すべてが牙喉音の声母を持つ。これらの字は音節制約69のため修正したと

考えられる。詳しく言えば、牙音字の場合、今確認できる伝承音のデ－タが全部で 5字ある

が、そのうち 3字の中声が ɨで現れ、残りの 2字の中声が ʌに現れる。また、喉音字は全部

で 2字あるが、ɨと ʌが 1 回ずつ現れる70。つまり、中声 ɨで写された字が ʌ で写された字

より圧倒的に多いとは言えないのである71。したがって『正韻』の編者らにとっては登韻牙

喉音字の中声をすべて ʌに修正することも可能であったと言えるだろう。それは、2.3 にお

いて述べたように、最も広く通用している字音を選び出し、それに基づき伝承音を修正する
72ことが修正の基本方針であったためである。にもかかわらず、中声が ʌで写された伝承音

をすべて ɨに修正した理由は漢字音の音節において「ʌŋ(或いは ʌk)」という形が許されな

いと判断したためではないか。実際に「ʌŋ(或いは ʌk)」は正韻音においては全く現れず、

伝承音の幾つかの例を除けば、韓国語の固有語においてもあまり見当たらない音節である。

つまり、「亙・恆・刻」の中声は音節制約のため ɨに修正したと考えられる。 

                                        
67 河野六郎(1979：476－477)によると曾摂 1等の伝承音は 3つの層を反映しているという。つ

まり、伝承音の中声 ɨが反映している中国音はｃ層であり、ʌや ʌiは b層を、əは a層をそれぞ

れ写しているということである。それに対して、伊藤智ゆき(2007：207)は伝承音の中声が写し

ているのはやはり b層であり、ɨは韻尾に影響され狭母音化した中国語を表していると解釈し

た。また、ʌは登韻の主母音の変化が生じる前の中国音を表すと述べた。əの場合、入声字にだ

け現れるが、曾摂の蒸韻の入声字も əkで写された例があることから登韻・蒸韻の əkは－ɨ＋ə＋

kから由来しているとした。そして ʌiや oで写されている字は類推と解釈した。 

68 以下、伝承音の表記は伊藤智ゆき(2007)による。 

69 伝承音と固有語に存在している音節（中声あるいは中声と終声の組み合わせ）が正韻音におい

て全く現れていない場合があるが、ここに当たる修正の類型を本稿では‘音節制約’と呼ぶ。こ

こにおける‘音節制約’という用語は 『東国正韻』において当該の音節が許されていないとい

うことを表すが、ここの‘制約’と言語学で用いられる‘制約（constraint）’の概念が完全に

一致してはいない。 

70 『正韻』には登韻の牙音字が 16字、喉音字が 3字載っているが、その中で伊藤智ゆき(2007)

の資料篇において確認できる字は牙音字が 5字、喉音字が 2字である。 

71 勿論『正韻』には載っているが、伝承音のデータが残っていない字の中声が ɨであった可能

性もあり得るが、今のところそういう仮説を裏付ける根拠がない。 

72 “旁採俗習博考傳籍、本諸広用之音協之古韻之切、字母七音清濁四声靡不究其源委以復乎

正”(序 4b) 
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伝承音で中声が əで現れる字は「徳(tək)賊(cək)」であり、ʌiで現れる字には「塞

(sʌik)」があるが、これらの字はすべて舌歯音の入声字である。伝承音資料が残っている登

韻舌歯音字は都合 28字(舌音 16字、歯音 12字)あるが、そのうち入声字が 8字である。舌

音字の場合、5つの入声字(「得忒慝特德」) のうち「德」の中声だけが əで現れ、残りの 4

字の中声は ɨで現れる。したがって「德」の場合、中声が ɨで現れる傾向に従って əから ɨ

へ修正されたと考えて良いだろう。 

その反面、歯音(歯頭)の入声字は 3字あるが、それぞれ異なる中声で現れる。つまり「則

(ɨ)賊(ə)塞(ʌi)」。3つのうち出現の頻度が高いものがないため、いずれにせよ、どちらか

の 1つを選び、それに基づいて他の中声を修正すれば良かっただろう。しかし、それらの中

声の中で ʌiはその基準に当てはまらない。それは、二重母音より短母音が、主母音だけで

成り立った登韻に対応しやすいからである。ともかく、最終的に残りの 2つのなかで ɨが選

ばれたが、その理由として次の 2つが考えられる。 

まず、歯音舒声字の中声がすべて ɨで現れるため、入声字の中声もそれに合わせて修正し

たと解釈することができるが、正韻音を見ると同じ声母を持つ字を舒声と入声に分け、異な

る韻に組み入れた場合があるため、必ずしもそうだとは断言できない。 

次に、正韻音の中声体系において「əŋ(ək)」が許されない音節であったため、修正された

可能性もあり得る。実際に『正韻』には「əŋ(ək)」で終わる字が 1字も現れない。もし、音

節制約のために「賊」を修正したのであれば、舌音字の「德」の場合も同様に解釈できるだ

ろう。そうすると、固有語においては「əŋ(ək)」で終わる音節が多数あるのに、なぜその音

節が許されなかったのかについて説明しなければならないが、それは「序」の内容によれ

ば、次のように説明することができる。つまり、修正の際には、いわゆる‘広用之音’に基

づき、さらに‘古韻之切’に合わせてみてもずれがないようにしなければならなかった。こ

の文を逆に言えば、いくら伝承音で広く使われていても、ある基準(すなわち古韻之切)を満

たさなければ受容しないということになる。つまり、中声 ɨが選ばれたのはそれが əより

‘古韻之切’に当てはまる中声であったためであり、同時に əが‘古韻之切’の基準を満た

さなかったため修正せざるを得なかったと考えられる。それなら、中声 əのどういった部分

が編者らの考えていた基準から外れていたのか。それは伝承音に əkで終わる音節は幾つか

存在するが、əŋという音節は全く現れないためではないか。つまり、舒声字のうち中声が ə

で終わる字が 1字もないから、もし『正韻』に əŋ(ək)韻が立てられれば、その韻には入声

字だけが入ることになるだろう。(əŋ 韻に入れるため舒声字の中声をあえて əに修正するこ

とはできないはずであろう)しかし、伝統韻書を見れば分かるように、入声だけからなる韻

は存在せず73、入声韻尾は常に陽声韻尾と対をなしている。編者らはおそらくそういうとこ

ろが‘古韻之切’に合わないと認めたかも知れない。以上のことから、『正韻』の編者らは

曾摂 1等開口に対応する中声として ɨが最も適当だと認めていたと推察される。 

中声が oで写された字は「蔔(pok)」の 1字であり、この字は唇音の声母を持つ。伝承音

のデ－タを見ると、登韻唇音字は 10字あるが、1 例を除けば、すべての中声が ɨで現れ

る。したがって、「pɨk」は最も広く使われていた中声に合わせて修正した結果である。 

                                        
73 去声だけからなる韻は幾つかある。 
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蒸韻は 3等韻であるため、その韻母は 3等介音や主母音からなる。しかし、蒸韻の牙音・

歯頭音・照組 2等・喉音・半舌音の伝承音の中声は、3等介音が表記に反映されておらず、

ほとんどの場合、中声 ɨで現れる。『正韻』においては、以上のような 3等介音を反映して

いない中声を修正せず、そのまま受け入れている。韻書全般にわたってそういった傾向が見

られるが、合口性が中声表記に反映されていない場合、その中声を必ず修正したことと全く

対比的である。後述するが、合口字の伝承音の中声を修正する際編者らは該当中声に合口性

(すなわち[+口蹙])を加える方法で伝承音を修正した。それは訓民正音の中声体系のなかに

‘闔闢’の対を成す中声字があったからこそ可能となった修正の方法と考えられる。そうす

ると、3等介音が含まれた韻母の場合、それを表記することができる中声字、すなわち[+起

於ᅵ74]の資質を持つ中声75「io・ia・iu・iə」が存在したにもかかわらずそうしなかったこ

とになる。このことは『正韻』の編者ら(=訓民正音の制字に参加した学者ら)が二重母音に

当たる[io][ia][iu][iə]を単母音と認識したこと76を裏付ける根拠となるかもしれない。詳

しく言えば、もし彼らが[io]を二重母音と受け取り、その母音を[j]+[o]と分析したと仮定

すれば、3等介音を反映していない中声を[+起於ᅵ]の中声をもって書き直した可能性が高

くなると考えられる。しかし、『正韻』全般にわたって 3等字の中声を修正しなかったの

は、もちろん編者らに伝承音をそのまま受け入れようとする意識があったことも原因の１つ

であるが、それに彼らが以上の 4つの二重母音を単母音と77捉えており、その上「io・ia・

                                        

74 ‘起於ᅵ’は「ㅗㅏㅜㅓ」と「ㅛㅑㅠㅕ」とを区別する資質である。それは『訓民正音』

「制字解」における次の解説から確認できる。

“ㅛ與ㅗ同而起於ᅵ、ㅑ與ㅏ同而起於ᅵ、ㅠ與ㅜ同而起於ᅵ、ㅕ與ㅓ同而起於ᅵ”(制字解 9b) 

75 これらの中声の音価は[io][ia][iu][iə]であり、音声的側面から考えれば 3 等介音を持つ韻

母に対応すると言える。例えば通摂の冬韻と鍾韻は同一の主母音を持ち、1・3 等の対を成して

いる。麥耘(2009)は両韻の韻母をそれぞれ oŋ や ioŋ に(平山久雄(1967)は oŋ や ɪoŋ)推定した。

両韻の再構音に基づけば冬韻は中声 oで、鍾韻は中声 ioで写されると想定される。しかし、両

韻の伝承音の中声は予想通りには現れない。これについては 4.1.3及び 4.1.5において述べる。 

76 임용기(2008：142-144)は中声字の制字原理である象形・合成・相合・連書・附書について説

明しながら、中声「io・ia・iu・iə」は合成の方法により作られた文字であり、もし

[io][ia][iu][iə]を二重母音と認識したとすれば、それらの中声字は合成ではなく相合の方法に

より作られたはずだろうと述べた。さらに、임용기(2010：100)によると中声「io・ia・iu・

iə」はそれぞれ中声「o・a・u・ə」に‘ᆞ’が‘合成’した結果であるため、二重字(두겹글자)

ではなく単字(홑글자)と見なければならないという。また、[io][ia][iu][iə]を表記するための

二重字を作るのは不可能であると述べ、中声「io・ia・iu・iə」が単字(홑글자)であるからこそ

三重母音の「ioj・iaj・iuj・iəj」などを「ᆈ・ᅤ・ᆔ・ᅨ」などの二重字で写すことができた

と解釈した。 

77 これに関連し姜昶錫(1992：48)は次のように述べている。「“単音は‘それ以上分析するこ

とができない最小の音の単位’であり、合音は複数の単音が合わさった音、すなわちさらに分析

することができる音”と説明できる。このような解釈は現代音韻学の音素或いは音群の概念とほ
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iu・iə」が単字として作られたため、3等介音を写す際それらの中声を用いることができな

かったと可能性をも考えられる。 

中声 ɨのほかに中声「ə(4)i(3)ʌi(1)iə(1)」(9/36)で写された字もあるが、二重母音で写

された例は極稀である。蒸韻の伝承音の中声を声母ごとに見ると、牙音字の場合、例外なし

にすべての中声が ɨで現れ、歯頭音字や照組 2等字にもそれぞれ例外が１ずつある。喉音字

は例外が比較的に多いが、ɨで現れる字が 7つであり、əで現れる字が 4つもある。さらに

iで現れる例外も 2つある。半舌音字の場合、中声が iə で現れる例外が 1つだけ存在する
78。 

喉音字の伝承音を見ると、全部で 3種の中声が現れる。最も多く見られる中声が ɨであ

り、そのほかに中声が əで現れる字には「億臆憶抑(ək)」があり、iで現れる字には「孕媵

(iŋ)」がある。興味深いのは入声字の中声がすべて əで現れる事実である。正韻音ではそれ

らの例外をすべて ɨに修正した。まず「孕媵」の中声 iが修正された理由はおそらくほとん

どすべての舒声字が ɨで写されたために間違いないだろう。しかし、入声字の場合、すべて

の中声が əで現れるにもかかわらず、伝承音を受け入れずに舒声字と同様に ɨに修正した。

その理由はおそらく曾摂 1等の登韻とかかわっていると思われる。つまり、両韻は同摂に属

するため、主母音は等しいか或いは非常に似ていた。したがって 3等介音をもつか否かによ

り、両者が区別された。つまり、蒸韻は 3等介音を持つため、蒸韻の韻母が登韻のそれより

高母音に近かった可能性が高い79。このことについては『正韻』の編者らも気付いていたは

                                        

ぼ一致している。しかし、単位の性格についての定義は同一であっても実際の内容は異なってい

る場合もある。(中略) また piəl(星)の中声‘iə’の場合、今と 15世紀の捉え方が異なってい

る。現代の観点から見れば‘iə’を‘j+ə’の二重母音と分類するが、15世紀にはそれを合音で

はなく単音と認識した。」(訳は筆者) 

78 曾摂 3等韻について河野六郎(1979：501－502)は、次のように層別化した。 

舌音・歯音(荘組以外)・唇音    牙喉音・荘組 

a層           -iə                          -ə / -iə 

b層           -i                           -ɨ 

c層                                       -ʌi 

d層           -ɨ            

その反面、伊藤智ゆき(2007：209)は蒸韻の介音や主母音が、牙喉音では ɨで反映され、舌歯音

(荘組以外)・唇音では iで反映されると述べた。また、荘組の場合、ɨもしくは ʌiで現れると

した。 

79 それは現代の中国語音韻学者らの再構音を見ても妥当な意見である。再構音は学者によって

少しずつ異なるが、ほとんどの場合、登韻の主母音を推定するとき、蒸韻の主母音と同じか或い
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ずである80。ところで『訓民正音』の説明によれば、əは ɨに比べれば[＋口張]を持つ中声

である81。つまり、əはより広い母音であるため、1等韻に対応しやすく、ɨ は狭母音に近い

ため、3等韻に対応しやすかったと考えられる。したがって『正韻』の編者らは 3等韻を表

記するには əより ɨの方が妥当であると判断した可能性がある。しかも、1 等韻である登韻

字の中声を ɨで写した以上、3等の蒸韻字の中声を əで写すことはなおさら許されなかった

だろうと思われる。 

正韻音の特徴の 1つとして挙げられるのが、正歯音を荘組(照 2)や章組(照 3)に大体区別

しているという点である。蒸韻の場合にも声母が荘組か章組かにより該当字を異なる韻に配

属した。つまり、蒸韻荘組の場合、ほとんどすべての中声が ɨになっており、章組の場合、

中声が iになっている。荘組の伝承音を見ると、例外が 1字「昃(chʌik)」ある。これを修

正した理由は他の荘母字の中声がすべて ɨであるためであろう。 

歯頭音字の中声はほとんどすべてが ɨであるが「稷(cik)」の中声だけが iで現れる。こ

れを修正したのは言うまでもなく他の字の伝承音の中声が ɨで現れるためである。 

半舌音字の場合、合計 6字のうち 6字「陵凌綾䔖菱力(ɨ)」の中声が「ɨ」で現れる。た

だ、「力」の伝承音は「rɨk」のほかに「riək」という音でも現れる。「riək」には 3等介

音を反映されていると思われ、したがって「rɨk」に比べ「riək」の方が中国音をより一層

きちんと写していると言える。しかし、編者たちは他の半舌音字の伝承音を顧慮し「力」の

中声を「iə」から「ɨ」へ修正したと考えられる。 

＜表 16＞ 「iŋ/ik」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

蒸開 3 曾 舌上(32) 「i」徵敕𪅍飭澄直匿(7)「ɨ」澄(1) 

蒸開 3 曾 唇音(12) 「i」冰憑馮(3) 

蒸開 3 曾 歯頭(2)82 「i」息(1) 

蒸開 3 曾 正歯(82) 

(照 3) 

「i」職織稱稱秤式識軾拭食蝕𤸤寔殖植(15) 

「ɨ」蒸拯承證秤升昇陞勝勝繩乗承丞乗(15) 

                                        

はそれより低母音で推定する。代表的に、麥耘(2009)は登韻の主母音を əに、蒸韻の主母音を ɨ

に推定した。また、平山久雄(1967)は両者をすべて əに推定した。 

80 実際に、正韻音の全般を見ると、1・2等韻のほとんどの中声が低母音([＋口張など])で現

れ、3・4等韻のほとんどの中声が高母音([＋起於ᅵ]など)で現れる傾向がある。 

81 “ᅥ與ᅳ同而口張其形則ᆞ與ᅵ合而成”(『訓民正音』「制字解」9a-9b) 

82 中声が iで現れる字はすべてが心母入声字である。心母以外の歯頭音字の中声は声調に関わ

らず ɨで現れる。蒸韻心母には舒声字がなく、入声字しかない。 
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蒸開 3 曾 照 2(2) 「㱡・冼83」  

蒸開 3 曾 喉音(18)84 「i」弋杙釴翼翊翌(6) 

蒸開 3 曾 半歯(9) 「i」仍(1) 

 

次に＜表 16＞に基づいて「iŋ/ik」韻類を考察する。正韻音の中声が iで現れる字はすべ

てが蒸韻開口である85。詳しく言えば、舌上音・唇音・照組 3等・半歯音・心母入声・生母

舒声(2字の声調はともに上声である。)・暁母入声・以母入声の中声が iで現れる。歯頭音

の心母・照組 2等の生母・喉音の暁・以母の中声が ɨではなく iで現れることを見ると、

『正韻』の編者らが韻をなるべく細かく分類しようとしていたことが分かる。一方、伝承音

を見ると、ほとんどの場、中声が iで現れ、舌上音・照組 3等字を除けば、例外がない。舌

上音字の場合、すべてほとんどの中声が iŋ で現れるが、「澄」の伝承音が「tiŋ」・

「tɨŋ」の 2種類で現れる。したがって、上述した「力」と同様に解釈して良いだろう。 

照組 3等の伝承音の中声は＜表 16＞を見れば分かるように、iあるいは ɨ で現れるが、そ

の出現の頻度が同一である。したがって、照組 3等字の場合、iŋ 韻に入れてもかまわない

が、照組 2等字と一緒に ɨŋ 韻に入れても問題はなかったはずである。しかし、編者たちは

2等字(壮組)を ɨŋ 韻に、3等字(章組)を iŋ 韻に配属した。さらに、正韻音の全般を見ても

わずかの例外(後述する「㱡・冼」など)を除けば照組を等により区別する傾向が見られる。

このことから編者らはおそらく照組の 2等や 3等をできるだけ区別した方がより正しいと考

えていたと推測される。しかし一方、伝承音において、中声が iで現れる字が ɨで現れる字

より多かったため、照組 3等字を iŋ 韻に入れた可能性も全くないとは言えないだろう。確

認したところ『正韻』には全部で 82字の章組字が収録されているが、そのうち、伝承音資

料が残っている字は 30字に過ぎない。つまり、残りの 52字の伝承音の中声が何であったか

については、今のところ断言することはできないのである。ただ、正韻音の全般を見ると、

伝承音の中声を受け入れる傾向が強いため、照組 3等字が iŋ 韻に入れられた事実を顧慮に

入れれば、それらの 52字の中声が iで現れる傾向にあった可能性もなくはないだろう。  

興味深いのは生母(照組 2等の全清)の舒声字である「㱡・冼」の正韻音の中声が iで現

れ、照 3と同一の中声で写された事実である。このことを見ると、まるで照 2や照 3が混ざ

っているように見える。しかし、それはおそらく字母韻により字を分類した結果と思われ

る。つまり、生母の舒声字が章組字と同様「京」字母韻に属しているため86、『正韻』の編

                                        
83 この 2字は『広韻』には載っておらず『集韻』に収録されている。反切は「色拯切(生拯上曾

開三)」である。伝承音の資料が残っていないため表には伝承音の中声を示さない。ただし現代

韓国漢字音においてはすべてが「sɨŋ」で現れる。 

84 暁・以母の入声字の中声が iで現れる。 

85 平山久雄(1967)によると、蒸韻の再構音は声母と開合により主母音が ĕや ə̌ に分かれるとい

う。つまり、唇音 ɪĕŋ、牙喉音合口 ʏĕk、牙喉音開口 ɪə̌ŋ、荘組 ɪĕŋ、舌歯音(荘組除外)ɪə̌ŋ に

推定した。平山久雄による区別が正韻音における蒸韻の区別と完全に一致してはいないが、声母

によて韻母が分かれる傾向があると解釈したという点は共通する。 

86 ただし、舒声字を持つのは生母しかない。 
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者らがそれを参考にして字を分類したと考えられる。そうすると、生母の入声字が ʌiŋ 韻に

取りまとめられたことが問題になるかもしれないが87、生母の入声字は他の荘組入声字と一

緒に「克」字母韻に属している。つまり、生母の舒声字は章組と同じく取り扱われ、入声字

は荘組として取り扱われたと考えられる。ただし、他の声母とは異なり、生母の入声字だけ

が ʌiŋ 韻に入れられたのは伝承音のためと見られる。以下の＜表 17＞を見ると「色・嗇・

穡」の伝承音の中声が ʌiで現れることが分かる。つまり、生母入声字は伝承音に基づき、

ʌiŋ 韻に収められたと考えられる。以上のことから、『正韻』の編者らがどういった手順

で、照組を区別したかが明らかになると思う。まず、照 2・照 3等を字母韻により分ける。

次に、各韻の中声を定める際、伝承音のなかで最も頻繁に現れる中声に合わせて他の中声を

修正するが、その際、組全体ではなく声母ごとに伝承音を調べ、中声を定める。言い換えれ

ば、荘組字が章組字と同一の韻に置かれることは許されなかったが、同一の組に属する字

が、必ずしも同一の韻に取りまとめられる必要はなかったと考えられる。 

一方、蒸韻歯頭音字を見ると、清母・邪母がなく、精母・従母・心母をもつ字しかない。

『正韻』において精母(去声入声)・従母(平声入声)をもつ字はすべてが ɨŋ 韻に配属し、心

母入声字だけが iŋ 韻に属している。収録字の数は 2字しかないが、そのうち「息 sik」の

伝承音が確認できる。したがって蒸韻心母の正韻音は伝承音を受け入れたと考えられる。 

喉音の暁母・以母の入声字の伝承音の中声は例外なく iで現れ、正韻音の中声も一緒であ

る。興味深いのは暁母・以母の舒声字はすべて ɨŋ に配属し、入声字だけ iŋ 韻に入れておい

たという事実である。このことに基づけば、『正韻』の編者らが字を分類する際、字母のレ

ベルに限らず、さらに声調の違いをも考えに入れたということが明らかになる。 

＜表 17＞ 「ʌiŋ/ʌik」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

庚開 2 梗 牙音88 

(44) 

「ʌi」更羹秔梗哽更格坑客額(10)  

「iə」庚鶊更粳梗鯁綆格骼徦假(11)「a」骼(1) 

庚開 2 梗 舌上 

(39) 

「ʌi」坼宅宅澤檡擇搦(7) 

「iə」丁斥棖鋥翟(5)「a」瞠瞠拆(3) 

庚開 2 梗 端母・泥母 (8) 「iə」打(1)   

庚開 2 梗 唇音 

(74) 

「ʌi」百伯栢烹拍珀魄彭白帛舶盲虻猛孟陌貊驀(18) 

「iə」輧黽(2)「a」迫拍珀(3)  

庚開 2 梗 照 2(34) 「ʌi」笮鐺生笙牲鉎鼪甥省(9) 「iə」猩(1)「a」鐺(1) 

庚開 2 梗 匣母(11) 「ʌi」行桁杏行(4) 「iə」衡(1)  

庚開 2 梗 半舌(1) 「ʌi」冷(1) 

耕開 2 梗 渓母(7) 「ʌi」鏗(1)「iə」硜牼(2) 

耕開 2 梗 舌上(12) 「iə」謫(3) 

耕開 2 梗 唇音(45) 「ʌi」甍萌氓麥(4)「iə」迸迸薜檗擗辟(6)「ɨ」繃綳棚(3) 

耕開 2 梗 照 2(34) 「ʌi」爭箏諍責嘖策冊柵索(9) 「iə」諍幘(2) 

                                        
87 荘母、初母、崇母の場合、入声字しかない。『正韻』の iŋ 韻には荘母字が 8字(伝承音が確

認できる字は 4字)、初母字が 5字(2字)、崇母字が 2字(無し)載っている。 

88 見母・渓母・疑母字がある。群母は 3等韻にしか現れない。 
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耕開 2 梗 影母・匣母(49) 「ʌi」鸚櫻鸎厄阸軛莖幸覈核(10)「iə」罌翮(2) 

蒸開 3 曾 正歯(3) 「ʌi」色嗇穡(3) 

  

次に＜表 17＞に基づいて「ʌiŋ/ʌik」韻類を考察する。正韻音の中声が ʌi で写されたの

はほとんどすべてが梗摂の庚 2
89韻や耕韻に属する字である。庚 2韻や耕韻は 2等韻であり、

韻母の構成を見ると韻尾を除けば、2等介音90と主母音から成り立っている。したがって、

両者の主母音は異なっていたはずである。しかし、正韻音や伝承音の中声にはその違いが全

く反映されていない。それは中国語において重韻の合流したことに関連している。重韻とは

1つの摂に開合や等を同じくする韻が 2つ以上存在する場合を指す。主に 1 等韻や 2等韻に

現れるが、重韻の関係にある韻には「咍(灰)泰」「皆佳夬」「庚耕」「東冬」「刪山」「覃

談」「咸銜」韻がある。また、重韻は切韻(601)時期には確かに存在したが、慧琳の『一切

経音義』(807)では区別が完全になくなった現象である91。つまり、伝承音が重韻の区別がな

くなった中国音を反映していると考えれば、正韻音や伝承音に重韻の区別が見られないのは

当然なことである。勿論、韓国語の母音体系が単純であったため、異なる中国音が 1つの母

音に聞き取られた可能性もなくはない。しかし、いずれにせよ『正韻』においては庚 2韻の

暁母や耕韻の見母・明母を除いた梗摂の 2等韻が ʌiŋ 韻にまとめられた92。 

ʌiŋ 韻には、梗摂の 2等韻のほかにも、蒸韻生母(荘組)の入声字も入っている。つまり、

蒸韻生母は声母により 2つの韻に分かれているが、舒声は iŋ 韻に、入声は ʌiŋ 韻にそれぞ

れ収められた。 

庚 2韻のうち、正韻音の中声が ʌiで現れるのは、牙音(見渓疑)・舌上音・舌頭音(端泥)・

唇音・正歯(照 2)・喉音(匣)・半舌音の声母をもつ字である。伝承音における中声 ʌiの出

現頻度は 40％(20/49)程度で、それほど多くない。さらに、ʌiのほかに中声「iə(21)・

a(8)」(29/49)でも現れるが、ʌiや iə がほぼ同率で現れる93。一方、耕韻の場合、牙音

(渓)・舌上音・唇音・正歯(照 2)・喉音(影匣)字の正韻音の中声が ʌiで現れる。伝承音の

                                        
89 庚韻はさらに 2等韻と 3等韻に分かれるが、庚 2庚 3のように表す。 

90 以前の研究では 2等韻に介音が含まれないと看做されてきたが、最近の研究(潘悟雲(1994)、

麥耘(2009)など)は 2等介音として-ɰ-(麥耘(2009)は ɰにそり舌音の音質が加わった音と再構し

た)を認める傾向がある。 

91 河野六郎(1979)は朝鮮漢字音(すなわち本稿における伝承音)が主に唐代長安音(b層)を反映

していると解釈したが、その主張を裏付ける根拠の 1つとして、朝鮮漢字音に重韻の違いが現わ

れないということを挙げた。しかし、蟹摂 1等韻の伝承音には重韻の名残が残っていると思われ

る。 

92 庚 2韻の暁母や耕韻の見母・明母は iəŋ 韻に配属する。 

93 河野六郎(1979：450)は庚 2韻や耕韻の伝承音に関連して、中終声「ʌiŋ(或いは ʌik)」はｂ層

を反映し、「iəŋ(或いは iək)」がｄ層を写していると解釈した。その反面、伊藤智ゆき(2007：

217)は伝承音の ʌiŋや iəŋ はほぼ同時代の中国音を反映していると述べた。 
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中声を見ると、ʌiで写されたのが 24字(24/42)であり、その他「iə(15)・ɨ(3)」(18/42)で

現れる字もある。つまり、庚 2韻や耕韻ともに ʌi と iə がほぼ半分程度ずつ現れるのである
94。両韻の伝承音の中声の出現頻度をまとめると、次の通り。 

     牙音           舌上音        舌頭音   

庚 2韻 iə(11)＞ʌi(10)＞a(1)  ʌi(7)＞iə(5)＞a(3)     iə(1)   

耕韻  iə(1)＞ʌi(2)         iə(1)      

       唇音           荘組        喉音      半舌  

庚 2韻 ʌi(18)＞iə(3)＞a(2)   ʌi(9)＞a・iə(1)   ʌi(4)＞iə(1)    ʌi(1) 

耕韻  iə(6)＞ʌi(4)＞ɨ(3)   ʌi(9)＞iə(2)   ʌi(10)＞iə(2) 

 

最も疑問になるところは、庚 2韻の舌頭音字や耕韻の舌上音字が ʌiŋ 韻に配属されている

ということである。蒸韻字を伝承音に基づいて ɨŋ や iŋ 韻に分けて入れておいたことに照ら

してみれば、庚 2韻や耕韻に対するそういう扱いが納得し難しい。ただし、拙稿(2015：15)

は耕韻舌上音字「丁玎摘擿謫讁適(知)橙瞪睽(澄)儜𧭈(娘)」のうち、「丁摘適」字が『広

韻』において梗摂 2等(中茎切、陟革切)のほかに、4等(当経切、都歴切、他歴切)でも現れ

ると述べ、またそれらの字が『正韻』においても ʌiŋ 韻だけでなく iəŋ 韻に収録されたと説

明した。その説明を参考にすると、耕韻の舌音字の正韻音が伝承音を全く受け入れなかった

とは言えないかも知れない。その反面、庚 2韻舌頭音字の場合、『正韻』には「打(端母)獰

𦺝薴鬡鬤攘囊(泥母)」の 8字が収録されているが、「打」(1/8)を除けば、伝承音が確認で

きない。つまり、残りの 7字の中声が現時点では確認できないのである。それらの字の中声

が ʌiで現れた可能性が全くないとは限らないが、これはあくまでも推測に過ぎない。 

以上の例外を除けば、ʌiと iə の出現頻度はほぼ等しい。したがって、基準を定める際、

iə と ʌiどちらを選んでも修正の基本方針に外れることはなかっただろう。それに、『正

韻』には iəŋ 韻が存在し、その韻には梗摂の 3・4 等韻や 2等の一部が入っていたため、梗

摂の 2等韻を声母により分けて一部を iəŋ 韻に入れても問題はなかったはずである。にもか

                                        
94 河野六郎(1979：439)は、ʌの後に来る iについて、終声 ŋと母音 ʌの間に glide(i)が発達し

たと説明した。また、平山久雄(1998：128)は伝承音の終声-ŋ や-kの口蓋化が中国音よりさらに

進み、新しい音素/-ɲ/や/-c/を形成したが、それらの音素の舌位置は[i]に近いため、狭める段

階に[i]に似た渡り音を伴いやすかったと解釈した。つまり、伝承音の ʌiについて、中国音が写

されたものではなく韓国語の内部で起こった変化を反映していると解釈したのである。しかし、

本稿においては 2等韻の介音を認める立場をとるため、ʌiについて中国音を写した結果と解釈

したい。つまり、中声 ʌiや iə が 2等韻の介音及び主母音を写していると見ても良いのではない

だろうか。そういう場合、後舌高母音と推定する 2等介音が ʌで写され、低母音に近かったと見

られる主母音が iで写された理由を説明しにくい。しかし、中声 iə の場合、j が介音を əが主

母音を写している可能性が全くないとは言えない。 



43 

 

かわらず、『正韻』の編者らはほとんどすべての 2等韻を ʌiŋ 韻に配属したのである95。こ

ういう修正の結果は曾摂字の場合ときわめて異なっている。つまり、曾摂は等にかかわらず

伝承音に基づいて字を分類したが、梗摂はかえって等により分類したのである。そういう違

いはおそらく、『正韻』の編者らの等に対する認識と関連していると思われる。蒸韻は曾摂

に属する 3等韻であり、該摂には蒸韻以外に 1等韻の登韻が含まれている。一方、梗摂には

庚 2韻や耕韻のほかに庚 3韻・清韻・青韻が含まれている。庚 2・耕韻は 2等韻、庚 3・清韻

は 3等韻、青韻は 4等韻である。つまり、曾摂に比べれば、梗摂の方がより多様な韻で成り

立っており、また梗摂には曾摂にはない 2等韻が含まれているのである。1 つの摂に属する

韻の数が大事なのは韻が多ければ多いほど、韻同士の音声的差が大きくなるためである。例

えば、登韻と蒸韻は 3等介音だけが異なっていたが96、場合によっては声母のため 3等介音

が音声として実現しなかった(或いは非常に弱かったかもしれない)こともあった。実際に、

伝承音を見てもその可能性が高いと見られる。その反面、梗摂は 2等韻と 3 等・4等韻97の

音声がより一層異なっていたと思われる98。それは伝承音を見ると、さらに明らかになる

が、2等韻の場合、iə と ʌiがほぼ半分ずつ現れるのに対して、3等・4等韻の中声はほとん

どすべてが iə で現れる。もし、2等韻の韻母と 3・4等韻の韻母の音声が類似していたとす

れば、梗摂字の伝承音も登韻と蒸韻のように声母によって中声が分かれて現れる可能性が高

い。しかし、梗摂 3・4等韻字のうち中声が ʌiで現れる例が極稀であることを見ると、2等

韻と 3・4韻の間にはある程度の音声的差があったと考えられる99。『正韻』の編者らは、そ

                                        
95 iəŋ 韻に置かれている 2等韻を根拠として、梗摂の 2等韻も声母によって分かれていると言

えるかも知れないが、中声が iə でしか現れない庚韻の舌頭音字や耕韻の舌上韻字を iəŋ 韻と分

類しなかった事実に基づけば、それは例外と考えなければならないと思う。 

96 ほとんどの研究者が登韻や蒸韻の主母音を同一の母音で推定するか、少なくとも 1つの音素

として解釈している。麥耘(2009)の場合、音声的には両韻の諸母音をそれぞれ əと ɨに推定した

が、ɨを əの異音と看做した。また、平山久雄(1967)は登韻の主母音を ə、蒸韻の主母音を ĕ(ま

たは ə̌)と推定したが、音声はほぼ一緒であったと述べた。 

97 本来 4等韻は介音を持たず、主母音(主に高母音)で成り立っていたが、後期の中古音の時期

には 3等介音を持つようになった。 

98 平山久雄(1967)は庚韻の主母音を a、耕韻の主母音を ɐ、清韻・青韻の主母音を ɛと推定し

た。つまり、これは 2等介音を認めず、清韻と青韻を 3等介音の有無によって区別した結果であ

る。その反面、麥耘(2009)は庚韻の主母音を æ、耕韻・清韻の主母音を ɛ、青韻の主母音を eと

推定したが、これは耕韻と清韻を 2等介音の有無によって区別した再構音である。 

99 韻図において等の概念について説明していないため、それが正確に何を示しているかは明ら

かではないが、江永(1681-1762)の『音学辨微』「八．辨等例」によると、「音韻には四等があ

るが、一等は洪大であり、二等は次大であり、三・四等はすべて細であるが、四等がより細であ

る。学ぶ人にとって四等を区別することは容易ではない。四等を区別するためには字母を区別す

ることから始めなければならない。36個の字母が四等の音と合わさってこそ、すべてが整える

のである(音韻有四等、一等洪大、二等次大、三四皆細、而四尤細。学者未易辨也。辨等之法須

於字母辨之。凡字母三十六位、合四等之音乃具)」という。この説明に基づき、ほとんどの研究
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ういう音声差を等によるものと判断したのではないか。そのため、梗摂の 2・3・4等字を取

り合わせて iəŋ 韻に入れるのは避けたと思われるが、蒸韻の荘組を等により分けたことに照

らしてみれば、彼らの等に対する捉え方がある程度一貫性を保っていると言えるだろう100。 

 

4.1.2  oiŋ・uiŋ 韻部101 

 

oiŋ 韻部には oiŋ 韻が、uiŋ 韻部には uiŋ 韻が属する。oiŋ 韻には登韻の合口や梗摂 2等

韻の合口が対応し、uiŋ 韻には登韻の合口が対応する。＜表 18＞＜表 19＞は各韻に対応す

る中国音をまとめたものである。 

＜表 18＞ oiŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

oiŋ 曾 登 1 合 w ə ŋ/k 渓母、匣母 

oiŋ 梗 庚 2 合 rw æ ŋ/k 見母、喉 

oiŋ 梗 耕 2 合 rw ɛ ŋ/k 見母、喉 

 

＜表 19＞ uiŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

uiŋ 曾 登 1 合 w ə ŋ/k 見母、暁母 

 

                                        

者が、等の違いを開口度の違いと解釈している。そういう解釈は『正韻』において大体 1・2等

や 3・4等が分かれていることと通じるところがある。 

100 유창균(1965B：103、131)は『正韻』の根底には等韻の差を区別しようとする考えが強く作

用していると述べている。しかし、編者たちがどういう資料により「等」の概念をつかんでいた

かについてはは明確にしなかった。ただ、韻書を制作する際「切韻指掌図」や「皇極経世書」を

参考資料として利用したことは確かであるが、前期韻図の 1種である「韻鏡」まで参考にしたか

は断言できないとしている。 

 しかし、최영애(2000：127)は韻図の体裁の側面から見ると「切韻指掌図」や「七音略」が

「韻鏡」と同類であり、「四声等子」と「切韻指南」が同類であるとしている。つまり、『正

韻』の編者たちは「韻鏡」系の韻図から「等」の概念を把握していたと考えられる。 

101 oiŋ 韻部や uiŋ 韻部は独立した別個の韻部であるが、それぞれに 1つの韻しか含まれていな

いため、まとめて検討することにする。 
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以下の＜表 20＞＜表 21＞は各韻ごとに七音との対応関係及び、伝承音を示したものであ

る。 

＜表 20＞ 「oiŋ/oik」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

庚合 2梗 牙音(11) 「oi」觥(1)  

庚合 2梗 喉音(31) 「oi」橫(1) 

耕合 2梗 牙音(12) 「oi」馘(1)「u」蟈膕(2) 

耕合 2梗 喉音(46) 「oi」宏紘畫獲(4) 

登合 1曾102 喉音(7) 「o」弘或惑(3) 

 

＜表 21＞「uiŋ/uik」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

登合 1曾 牙音(3) 「u」國囯(2)「oi」肱(1)「ɨ」肱(1) 

登合 1曾 喉音(3) 「u」薨(1) 

 

4.1.1において検討したように、ɨŋ 韻には曾摂と梗摂の開口が対応する。中声の開合(闔

闢103)関係から見ると、中声 oは ʌの合口に当たり、uは ɨの合口に当たる104。また、ʌiや

oi、ɨiや ui がそれぞれ開合の対を成す。したがって、開口が主に中声 ʌiで現れる梗摂 2

等韻の合口が中声 oiで写されたのは当然なことであろう。さらに、梗摂 2等韻字の伝承音

を見ると、耕韻の「蟈膕(kuk)」を除けば、すべての中声が oiで現れるため、それらの字を

oiŋ 韻に配属したのは当たり前の結果だろう。例外の「蟈膕」の中声をすべて oiに修正し

た理由はおそらく開合にかかわっているだろう。つまり、耕韻開口の中声が ʌiで現れるた

め、その開合関係に合わせるため oiに修正したと考えられる。正韻音を一見して明らかで

あるが、最も特徴的なのが、開合をはっきり区別していることである。さらに、その表記に

用いられた中声字を見ると、文字同士の関係から見ても開合の関係に立っているのが明らか

                                        
102 『正韻』の oiŋ 韻には登韻の渓母字が 4字「鞃䡏𩉦䡌(苦弘切)」載っているが、伝承音の資

料が残っていない。それらの字は『広韻』には載っておらず『集韻』に収録されている。 

103 『訓民正音』「制字解」においては‘開合’という用語の代わりにの‘闔闢’という用語が

用いられている。 

104 “此下八声一闔一闢。ᅩ與ᆞ同而口蹙、其形則ᆞ與ᅳ合而成、取天地初交之義也。 

ᅡ與ᆞ同而口張、其形則ᅵ與ᆞ合而成、取天地之用發於事物待人而成也。ᅮ與ᅳ同而口蹙、其形

則ᅳ與ᆞ合而成、亦取天地初交之義也。ᅥ與ᅳ同而口張、其形則ᆞ與ᅵ合而成、亦取天地之用發

於事物待人而成也”(『訓民正音』「制字解」9a) 
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になる105。つまり『正韻』の編者らは、おそらく梗摂 2等の開口：合口を ʌi：oiと見なし

ていたため、「蟈膕」の中声を修正したと解釈できる106。 

以上により、梗摂は開口韻に基づき合口韻を修正したことが明らかになった。このことか

ら推察すると、登韻開口の正韻音の中声がすべて ɨで現れるため、登韻合口の中声は uで現

れなければならない。しかし、『正韻』においては登韻の合口字を声母によって oiŋ 韻か

uiŋ 韻に分韻した。詳しく言えば、渓母や匣母は oiŋ 韻に、見母や暁母は uiŋ 韻に入れてお

いたのである。一方、登韻合口の伝承音を見ると、声母によって異なる傾向がある107が、匣

母の中声はすべて oで現れ、正韻音の中声に比べれば oiから iが脱落した形になってい

る。また、見母の中声は「u(2)oi(1)ɨ(1)」のように現れ、暁母の中声は uで現れる。例外

がなくはないが、いずれにせよ uの方が多く見られ、uiから iが脱落した形になってい

る。つまり、登韻開口の正韻音か伝承音のどちらを参考にしても、登韻の合口は oiŋ 韻か

uiŋ 韻ではなく oŋ 韻或いは uŋ 韻に入らなければならないと考えられる。にもかかわらず、

登韻合口字を oŋ 韻・uŋ 韻に配属しなかった理由は何であろうか。 

このことに関連して、유창균(1965B：115)は『正韻』において「觥韻」と「肱韻」を区別

したのは「七音略」108における分韻の状況と一致すると述べ、『正韻』における分韻の基準

が「七音略」に基づいているとした。しかし、この説明によると、伝承音においても見られ

ず、登韻開口韻と開合の対立が立たない韻をわざわざ立てたということになる。一方、

김철헌(1959：33-34)は登韻合口の正韻音・四声通解音・奎章全韻音・現代韓国漢字音を比

較した結果109、それらの表記は一貫性に欠けているとし、曾摂 1等韻と梗摂 2等韻が混ざり

                                        

105 ただし、基本字である「ʌ(ᆞ)ɨ(ᅳ)i(ᅵ)」は別途扱いされたと思われる。 

106 ところで、序文を参考にすれば、「蟈膕」の伝承音が最初から修正の対象となっていた可能

性がある。序文では伝承音が乱されている理由の 1つとして字体が類似していることが挙げられ

た。(或字体相似而為一音、中略、而字母七音清濁四声皆有変焉)つまり、それらの 2字は「國

(kuk)」と字体が似ていたため、同じ発音になったに違いない。したがって、いくら広く使われ

ていたといえども、その伝承音が標準音と選ばれる可能性はなかったと考える。 

107 河野六郎(1979：501)は oiŋ・oŋ を b層、uŋを d 層と分類した。一方、伊藤智ゆき(2007：

208)は oiŋ：ʌiŋ、oŋ：ʌŋ、uŋ：ɨŋ が開合の関係に立つと見られるが、登韻の伝承音を見ると、

開口の場合、見母や暁母の中声が ɨで現れる反面、匣母(恆)の中声は ʌで現れる。合口の場

合、見母の中声が oi・u・ɨ、暁母が u、匣母が oi・oで現れる。こういうふうに開口、合口の

間で各声母の対応がほぼ並行していることから、登韻の ʌ：ɨ、o：uの違いは声母によるものか

も知れないと述べた。また、その場合、匣母では韻尾の影響による主母音の前進が遅れていたと

解釈した。 

108 『韻鏡』(不詳)と並ぶ最も古い韻図。鄭樵(1102-1160)の『通志』の巻 36-37 に収録されて

いる。 

109 김철헌(1959：33)は各漢字音の初・中・終声をすべて表記したが、以下では中・終声だけを

表示する。 
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合っているのは訳訓音に影響された結果としている。さらに、実際に登韻合口の再構音であ

る/-wəŋ/を訓民正音で表記することは不可能であるとした。しかし、まず、訳訓音は 15 世

紀の中国音(外国語)を写したものであり、正韻音は韓国語(外来語)であるため、正韻音が訳

訓音に影響されたという説明は説得力が足りないと言える。『訳訓』と『正韻』を分けて編

纂した事実から、朝鮮初期の学者らが外国語と外来語の違いをはっきりと認識していたとい

うことが明らかになる。それに、もし、訳訓音を参考にしたとすると、『訳訓』では登韻を

1つの韻(庚梗敬陌韻)に取りまとめ、『正韻』においてはその韻を 2つの韻、すなわち oiŋ

韻や uiŋ 韻に分けた理由が説明できない。次に、正韻音は韓国語であるため、登韻合口の再

構音をそのまま写す必要が全くなかった。つまり、そもそも中国語の韻母と韓国語の母音は

一対一の関係とならない。そのため、伝承音の中声と中古音の韻母を比べてみると、二重母

音から成り立った韻母が単母音の中声で現れる傾向が高い。正韻音を見ると、『正韻』の編

者らが、そういう傾向を認め、伝承音の中声をそのまま受け入れたことが分かる。したがっ

て、/-wəŋ/が表記できないため、訳訓音に基づき、登韻合口を修正したとは考えられない。 

そうすると、『正韻』の編者らが登韻合口を、oiŋ 韻や uiŋ 韻に分けて、取りまとめた理

由は何であろう。それはおそらく曾摂と通摂が同一の韻に配属することを避けるためであろ

うと思われる。正韻音の全般を見ると、韻部ごとに含まる摂が決まっており、例外は全く見

られない110。摂と『正韻』の韻部の対応関係は次の通り。 

曾摂・梗摂  ɨŋ 韻部・oiŋ 韻部・uiŋ 韻部・iəŋ 韻部 

通摂     oŋ 韻部・uŋ 韻部 

江摂・宕摂  aŋ 韻部 

                                        

正韻音  四声通解音  奎章全韻音  現代韓国漢字音 

肱  uiŋ     uiŋ      oiŋ      oiŋ 

国  uik     ui       uk      uk 

弘  oiŋ     uiŋ      oiŋ      oŋ 

或  oik     ui       ok      ok   

110 유창균(1965B：106-107)は『正韻』の韻目字を『韻鏡』の四十三内外転次と比較した結果、

『正韻』における韻目は内外転次や開合の区別にかかわらず、伝承音の体系に基づいて 15個の

韻摂と設定されたと見られるが、それは中国音の韻部母音と韻尾を主に参考したことを示してい

ると述べた。だが、韻部母音と韻尾は摂を類別する基準になるため、その意見は本稿における説

明とだいぶ一致している。 
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以上の『正韻』の韻部と摂の対応関係を見ると、合流状況は中国音の変化とも相当類似して

いることが分かる。前期中古音と後期中古音の間に起きた重要な変化として次の 3つが挙げられ

る111。 

1、東 1と冬、東 3と鍾の合流 

2、宕摂と江摂の合流 

3、曾摂と梗摂の合流 

伝承音がすでに合流した中国音を受け入れたためなのか、それとも、韓国語の母音体系が中国

語のそれより単純であったため複数の韻母を 1つの中声で写すしかなかったのか、理由は分から

ないが、ともかく伝承音を見ると、曾摂・梗摂の韻母が同じ中声で現れ、江・宕摂の韻母が

同一の中声で現れる場合が多いことが分かる。つまり、中国音の韻母と韓国語の中声が 1対

1に対応することは不可能であったことだけは確実だろう。しかし、韻書を作るためには分

韻の基準を定めなければならなかった。そこで、『正韻』の編者らは中国音の韻ごとに入れ

る(『正韻』における)韻を定めておいたと推測できる。言い換えれば、中声ごとに対応でき

る韻母が限られていたとも言えるだろう。そして、たとえすべての伝承音が 1つの中声で現

れても、定められていた基準に外れると、その‘広用之音’は捨てられたと考える。結果的

に、登韻合口が oiŋ・uiŋ 韻に配属した理由は曾摂に属する韻が ɨŋ・oiŋ・uiŋ・iəŋ 韻部以

外には入れなかったためと思われる。 

興味深いのは、『訳訓』において登韻合口に対する類似する取り扱いが観察されることで

ある。訳訓音は 15世紀の北方官話を写したと考えられるが112、それは現代漢語に相当近づいて

いた。登韻の開口合口の母音を音声記号で表すと[ə][u]である113。しかし、登韻の訳訓音を見

                                        
111 詳しく言えば、1は通摂内部において起こった変化であるが、東 1韻や冬韻が合流し、1等に

なり、東 3韻や鍾韻が合流し 3等になったが、東 3韻や鍾韻の荘組だけが 2等になった。2や 3

は摂同士の合流の例である。宕摂・江摂の場合、宕摂には 1等である唐韻や 3等である陽韻が含

まれており、江摂には 2等である江韻が属していたが、陽韻の荘組が江韻と合流し 2等になっ

た。曾摂と梗摂の合流は少し複雑であるが、まず、重韻の関係にあった梗摂の更 2韻や耕韻が合

流し、その後、それらの両韻が曾摂の 3等である蒸韻の荘組と合流し、2等になった。次に、更

3韻、清韻、青韻が合流し、その後、曾摂の蒸韻と合流した。 

112 編者らの出身地域から(浙江 3人、安徽・江蘇・江西・廣東、各 1人、河南 2 人-寧忌浮

(2003：5)参照)『洪武正韻』(1375)の音韻体系が南方音に基づいている可能性が高いと推測でき

る。しかし、申叔舟の「序」では『訳訓』の編者らが中国音を正しく表記するため、燕都(今の

北京)まで何回も往復したと述べている(然語音既異転訛亦甚乃命臣等就正中国之先生学士往来意

至于七八所與質之者若干人燕都為万国会同之地而其往返道途之遠所嘗與周旋講明者又為不少...

後略)(下線は筆者)。つまり、それに基づけば、訳訓音が 15世紀北方官話を反映していると思わ

れる。 

113 麥耘(2009：180)は中古音と現代漢語の対応関係について述べながら、曾・梗摂から由来する

現代漢語の韻母の拼音を次のように示した。括弧内の音声記号は王力(1980/2007：236)による。 
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ると、開口は「正音 ɨiŋ、俗音 ɨŋ又音 iŋ」で現れ、合口は声母にかかわらず「正音 uiŋ(俗音や

又音はない)」で現れる。つまり、開合を問わず、まるで登韻が韻尾[-i]を持っているように

‘與ᅵ相合字’をもって写したのである。兪暁紅(2014：185－196)は『訳訓』の庚梗敬陌韻114

が中声「ɨi・ui・iui」で写されたことを‘文字転換方式115’②(‘文字：音声’の対応関

係)に当たる例と解釈した。つまり、『四声通解』の庚韻に対する説明116や、その韻の再構

音に基づけば、庚梗敬陌韻は韻尾を持たない[ə][u][iu]と推定されるため、庚韻を写した中

声「ɨi・ui・iui」はそれぞれ[ə][u][iu]を表していると見なければならないとした。さら

に、それらの音声に対応する中声「ɨ・u・iu」が存在したにもかかわらず、それらの文字を使

わなかった理由については次のように述べた。 

1．東韻と区別するために 

2．伝承漢字音の影響117 

3．入声韻(陌韻)の白読音の影響118 

中でも、1の東韻との区別のためという説は최영애(1975)により、最初に提起されたが、要す

るに、韻書において韻目が異なると、当然韻部の母音も異になる。したがって『訳訓』におい

て庚韻の韻母を当時の中国音に基づいて「ɨŋ・uŋ・iuŋ」のように写せば、「uŋ・iuŋ」で写さ

                                        

曾梗一二開  eng/e ([əŋ])          曾梗一二合唇 ong/o ([uŋ]) 

曾梗三四開唇 ing/i ([iŋ])          曾梗三四合   iong/ü ([iuŋ]) 

114 『訳訓』の庚梗敬陌韻は中古音の梗摂と曾摂からなる韻である。 

115 김주필(2010)は‘転換’について、ある言語を表記する際、使われる訓民正音に対する別段

の扱い方と定義し、文字転換方式には次の 3つがあると述べた。(兪暁紅(2014：18)から再引用) 

① 文字の数や形：文字の目録上の転換を示す。外国語の表記にしか使われない文字がある場

合(初声ㆆ)、外国語を表記するために新しい文字が作られた場合(ᄼᄽ等)、転換と見なす。 

②‘文字：音声’の対応関係 

③ 文字の運用方法：初声のᄝを用いて韻尾[-w]を表記するなど。 

116 凡例では“至於東與庚、則又以中声ㅜㅠ之呼而相混者亦多矣、故韻会庚韻内盲音與蒙同宏音

與洪同、此因中声相似以致相混也”(下線は筆者)と述べているが、東韻と庚韻の発音が相当似て

いたことが分かる。 

117 강신항(1973：98)は梗・曾摂の伝承音の中で「坑 kʌiŋ・行 hʌiŋ(xʌiŋ)、肱 koiŋ・弘

hoiŋ(xoiŋ)」などの例を挙げながら、『訳訓』の編者らが庚梗敬陌韻の韻母を写す際、例のよう

な伝承音に影響され、主母音と韻尾の間に「i」を挟んで表記したと説明した。 

118 兪暁紅(2014：193)は白読音説を裏付けるために、『四声通解』の蒙音を根拠としている。 
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れた東韻と表記が重なってしまうため、『訳訓』の編者らがそれを避けるために庚韻を表記す

る際、半母音‘i’を挟んだということである119。 

以上のことから、韻書を作る際、体系を立てるため、実際の音声にかかわらず人工の音声

を選ぶ場合があったことが明らかになった。さらに、よく知られているように、『正韻』や

『訳訓』の編者らはほとんどすべて重なっている。したがって、『正韻』において登韻合口

を oiŋ・uiŋ 韻に分けて入れたのは韻書の体系が壊れないようにするためだろうと推測され

る。しかし、こういう事実は、単に彼らの分韻に対する基本的な考え方を示しているだけ

で、このことが、伝承音を修正する際、訳訓音を参考にしたという主張を裏付けられる根拠

にはならない。もし、正韻音が訳訓音の影響を受けたとすれば、すべての登韻合口が oiŋ 韻

か uiŋ 韻、どちらかの一方に入れられたはずである120。しかし、編者たちは伝承音を顧慮し

て、登韻合口に属する字を oiŋ 韻と uiŋ 韻に分けて分韻した。つまり、渓・匣母を oiŋ 韻

に、見・暁母を uiŋ 韻に入れたが、このことから伝承音の傾向を最大限に反映しようとした

編者らの考えがうかがわれる。なお、そういった分韻の結果に基づけば、伝承音資料が残っ

ていない登韻渓母の中声は oであった可能性が高くなる。 

 

4.1.3  oŋ 韻部 

 

oŋ 韻部121には oŋ 韻・ioŋ 韻の 2つの韻が含まれており、この韻部には中古音の通摂の 1

等韻である東 1・冬韻や 3等韻である東 3・鍾韻の一部が対応する。「oŋ・ioŋ」韻に対応す

る中古韻をまとめると次の＜表 22＞になる。 

                                        
119 兪暁紅(2014：192) 

120 登韻合口の正韻音の中声や訳訓音の中声をまとめてみると次の通り。 

渓・匣母     見・暁母 

訳訓音      ui        ui 

正韻音      oi        ui 

 訳訓音の中声表記には中声 oが全く用いられず、中声 uだけが使われている。例えば、東韻の

場合、正韻音では 1等が oで、3等が uで現れる傾向が見られるが、東韻の訳訓音のすべての中

声は uで現れる。このことから正韻音が訳訓音とは全く異なる性質の漢字音体系であることがさ

らに明らかになると考えられる。 

121 김무림(1996)は oŋ韻と uŋ 韻が ɨŋ韻部に含まれず、それぞれ独立した 1つの韻部を成してい

ることに関連して、本来 o と u はそれぞれ ʌと ɨの合口呼であるが、表面音声形において核母と

して機能しているため、ɨŋ韻とは別の韻として看做されたと述べた。 
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＜表 22＞ oŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

oŋ 通 東 1 独  u ŋ/k 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

oŋ 通 東 3 独 j u ŋ/k 唇 

oŋ 通 冬 1 独  o ŋ/k 牙、舌頭、明母、歯頭、喉、半舌 

oŋ 通 鍾 3 独 j o ŋ/k 牙、唇軽、影母、暁母入声、書母入声、

来母入声、娘母平声 

ioŋ 通 鍾 3 独 j o ŋ/k 舌上、歯、来母舒声、半歯、以母 

 

＜表 22＞を見ると、すべての 1等韻の正韻音の中声が oで現れ、3等韻の中声は声母によ

り、oか ioに分かれるのが分かる。以下の＜表 23＞＜表 24＞は各韻の伝承音の中声を示し

たものである。 

＜表 23＞ 「oŋ/ok」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

東独 1 通 牙音(44) 「o」公工功攻貢穀轂谷空箜悾孔鞚哭(14) 

東独 1 通 舌頭(100) 「o」東董蝀凍棟湩通侗桐桶痛禿鵚同筒桐銅童僮瞳動洞峒衕慟牘讀

讟瀆櫝匵犢獨韣髑(35)  

東独 1 通 唇重(72) 「o」卜扑醭蓬篷逢僕蒙矇蠓木沐(12) 

東独 1 通 歯頭(88) 「o」鬉總鏃蔥聰叢族送速餗(10) 

東独 1 通 喉音(41) 「o」翁塕甕屋汞洪葒烘紅虹鴻鬨斛槲(14) 

東独 1 通 半舌(61) 「o」聾櫳嚨籠竉弄祿𥂖鹿漉轆麓簏(13) 

東独 3 通 唇軽 

(64) 

「o」福幅輻蝠腹覆蝮鳳伏茯茯馥服鵩(14) 

「u」風楓諷風豐馮(6)  

東独 3 通 明母(21) 「o」懜夢目苜睦牧𥠇繆(8) 

冬独 1 通
122 

牙音(8) 「o」谷告(2) 

冬独 1 通 舌頭(31) 「o」冬篤統統彤毒纛濃農膿(10)  

冬独 1 通 歯頭(13) 「o」宗綜宋(3) 

冬独 1 通 喉音(9) 「o」沃鋈鵠(3) 

鍾独 3 通 牙音(54) 「o」恭供拱供恐曲筇蛬共禺玉獄(12) 

鍾独 3 通 舌頭(4) 「o」醲濃(2) 

鍾独 3 通 唇軽(41) 「o」封丰蜂峯鋒烽捧縫奉俸幞襆(12) 

鍾独 3 通 照 3(2)123 「o」束(1)  

鍾独 3 通 喉音(41) 「o」𪄉癰饔雍擁壅雍壅(8)「u」旭勗(2) 

                                        
122 牙・舌頭・歯頭・喉音以外に『正韻』には重唇音字が 4字、半舌音字が 7字載っているが、

伝承音資料がないため、表から外した。 

123 書母入声字のみ。 
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鍾独 3 通 半舌

(10)124 

「o」録綠菉(3)  

 

＜表 24＞ 「ioŋ/iok」韻類の韓国漢字音の中声比較 

韻母 七音 伝承音 

鍾独 3通 舌上(16) 「io」塚寵(3)「iu」躅(1)  

鍾独 3通 歯頭 

(54) 

「io」縱從蹤縱足從竦聳松頌誦訟續俗(14) 

「o」促趣竦駷粟(5) 

鍾独 3通 照 3 

(50) 

「io」鍾鐘腫踵種種燭屬觸舂贖蜀屬(13) 

「iu」衝(1)「oa」𪄻(1) 

鍾独 3通 喉音(52) 「io」容鎔庸傭墉涌湧埇踊踴蛹勇用欲慾浴谷(17) 

鍾独 3通 半舌(11) 「io」龍(1)「o」壟(1) 舒声 

鍾独 3通 半歯(24) 「io」宂辱褥(3) 

 

通摂は東 1韻・冬韻・東 3韻・鍾韻の 4つの韻から成り立つ。4つの韻はすべてが開合の区

別がない独韻である。1等韻の正韻音の中終声はすべてが oŋ で現れ、東 3韻の唇音字も oŋ

で現れる。鍾韻は声母によって分かれているが、牙音・舌頭音・唇音・書母・喉音・半舌音

の中終声が oŋ で現れ、舌上音・歯頭音・照 3・喉音・半舌音・半歯音の中終声が ioŋ で現

れる。 

東 1韻·冬韻はすべて 1等韻であり、ほとんどの研究において両韻の主母音を円唇母音で推

定する125。両者の音声間にはほとんど差がなかったと考えられるが、伝承音を見ても、すべ

ての中声が oで現れ、例外が全く見られない。したがって、『正韻』の編者らは通摂 1等

韻、すなわち東 1韻と冬韻を躊躇わず oŋ韻に入れただろう。なお、東 1韻·冬韻は中国音に

おいても合流したが126、中声についてめったに触れていない「序」においても唯一東韻·冬

韻及び江韻·陽韻の合流についてだけは言及している127。このことから見ても、東 1韻や冬

韻を oŋ 韻に入れたのは何の問題もなかったと考えられる。 

東 3韻の場合、唇音字だけが oŋ 韻に分類され、それ以外の声母を持つ字はすべて uŋ 韻に

属している。つまり、東 3韻の伝承音にも 3等介音が反映されていない場合があるのであ

る。しかし、蒸韻の場合と同様に、『正韻』では伝承音の傾向にしたがって、すべての東 3

                                        
124 入声字のみ。 

125 麥耘(2009)は東韻と冬韻の主母音をそれぞれ uと oで推定した。また、平山久雄(1967)は両

韻を ŏuŋ や oŋ で推定し、ほかにも최영애(2000)の uŋ と uoŋ で推定した。 

126 前期中古音時期(『切韻』)には分かれていたが、後期中古音時期(『四声等子』)になってか

ら合流した。 

127 “盖古之爲詩也、恊其音而已。自三百篇而降、漢魏晋唐諸家亦未嘗拘於一律。如東之與冬江

之與陽之類、豈可以韻別而不相。”(序 3b-4a、下線は筆者) 
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韻唇音字を oŋ 韻に取りまとめた。詳しく言えば、伝承音の資料が残っている字は都合 20字

あるが、中声が oで現れる字が 16字「福幅輻蝠腹覆蝮鳳伏茯茯馥服鵩」、中声が uで現れ

る字が 6字「風楓諷風豐馮」ある。さらに、これらの字を声母ごとに分けてみると、非母字

が 9字「福幅輻蝠腹(o)風楓諷風(u)」、敷母字が 3字「覆蝮(o)豐(u)」、奉母字が 8字「鳳

伏茯茯馥服鵩(o)馮(u)」あるが、いずれにせよ中声 oで現れる字が中声 uで現れる字より多

いことが分かる。つまり、伝承音の傾向により「風楓諷風豐馮」の中声が u から oへ修正さ

れたと考えられる。 

鍾韻は声母により、oŋ韻或いは ioŋ 韻に配属した。鍾韻が 3等韻であるにもかかわら

ず、中声が oで現れる伝承音をも受容したのである。正韻音と伝承音の中声を比較して見る

と、伝承音を受け入れた結果に違いないだろう。半舌音や書母(章組の全清)の場合、舒声字

を ioŋ 韻に、入声字を oŋ 韻に入れたのが目に立つ。書母の場合、伝承音の中声に基づき、

分けたと考えられるが、半舌音の舒声字の伝承音を見ると「龍(io)壟(o)」のように ioと o

が 1回ずつ現れるため、来母を舒声と入声に分けた理由は不明である。しかし『正韻』には

鍾韻来母字が全部で 11字、すなわち「龍(平声)籠蘢巃瓏龐寵隴壟壠龍(上声)」が収録され

ているが、字形に「龍」字が含まれるため、伝承音の中声が ioで現れた可能性が高いと思

われ、正韻音がそれを受け入れたと見られる。また、「壟」の伝承音はおそらく中国音に影

響されたと見えるが128、「序」において示しているように129、中国音或いは俗音は修正の対

象であったため、最初から基準音と選ばれる可能性がなかったかもしれない。 

 

4.1.4  aŋ 韻部 

 

aŋ 韻部には aŋ韻・iaŋ 韻・oaŋ 韻が含まれ、この韻部には宕摂・江摂が対応する。＜表

25＞は韻ごとに対応する中古音の韻をまとめたものである。 

＜表 25＞ aŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

aŋ 宕 唐 1 開  ɒ ŋ/k 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

aŋ 宕 陽 3 開 j ɒ ŋ/k 牙、荘組 

aŋ 宕 陽 3 合 jw ɒ ŋ/k 唇軽 

aŋ 江 江 2 独 r ɔ ŋ/k 牙、唇重、喉 

iaŋ 宕 陽 3 開 j ɒ ŋ/k 舌上、精組、章組、喉音、半舌、半歯 

oaŋ 宕 唐 1 合 w ɒ ŋ/k 牙、喉 

oaŋ 宕 陽 3 合 jw ɒ ŋ/k 牙、喉 

                                        
128 「壟」の訳訓音は「正音 riuŋ、俗音 ruŋ」で現れ、現代中国語の拼音では「long(第 3声)」

で書く。 

129 “(前略)...或依漢音或俚語而字母七音清濁四声皆有変焉...(後略)”(序 2b) 



54 

 

oaŋ 江 江 2 独 r ɔ ŋ/k 舌上、正歯、半舌 

 

以上の＜表 25＞から分かるように、1・2等韻は開合或いは声母により、aŋ 韻か oaŋ 韻に

それぞれ配属し、また、3 等韻の開口は声母により aŋ 韻と iaŋ 韻に入れられ、合口は唇音

が aŋ 韻に、それ以外の声母はすべて oaŋ 韻に入れられた。以下の＜表 26＞＜表 27＞＜表

28＞は中古音の韻母や声母の対応関係及び、各韻の伝承音資料をまとめたものである。 

＜表 26＞ 「aŋ/ak」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

江独 2江130 牙音(68)  「a」江矼扛講港絳降洚覺角桷腔殼嶽樂(15)「oa」確(1) 

江独 2江 唇重(65) 「a」邦樸朴龐棒蚌雹骲厖邈藐(11) 

江独 2江 喉音(47) 「a」幄握肛降缸項巷鶴确(9)「ʌ」學鷽(2) 

唐開 1宕 牙音(92) 「a」剛綱亢𤭛各閣康糠炕伉昂枊諤愕鍔蕚(16) 

唐開 1宕 舌頭 

(103) 

「a」當璫襠黨當湯帑儻盪託托橐籜唐塘糖螗堂螳棠蕩盪鐸度囊曩諾

(27) 

唐開 1宕 唇重(91) 「a」榜謗博餺煿粕膊濼傍房彷箔薄簿忙莽蟒莫漠膜幕(21) 

唐開 1宕 歯頭(58) 「a」臧贓葬作倉蒼鶬錯藏藏昨柞怍鑿桑喪顙磉嗓𤸯喪索(22) 

唐開 1宕 喉音(72) 「a」盎惡堊矐壑航吭行沆𦐄𦐄𥮕行貉(14) 

唐開 1宕 半舌(48) 「a」郞廊狼稂浪洛落酪絡駱珞樂驝(13) 

陽開 3宕 牙音(50) 「a」薑疆彊韁礓姜襁腳羌蜣却彊彊滰仰仰虐瘧(18) 

陽合 3宕 唇軽(57) 「a」方坊昉放舫芳紡訪防坊魴縛亡忘鋩網魍輞罔妄望(21) 

陽開 3宕 照 2 

(39) 

「a」莊粧裝壯瘡創霜孀爽牀床狀(12) 

「oa」孀(1) 

 

＜表 27＞ 「iaŋ/iak」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

陽開 3宕 舌上(41) 「ia」張長帳漲脹著韔長㙊腸丈杖仗仗著娘釀(17) 

陽開 3宕 歯頭(88) 「ia」將(平)槳漿將(去)醬爵雀槍搶鵲芍牆檣嬙薔匠㬭襄驤相(平

)緗箱廂想鯗相(去)削詳祥翔庠象像橡(34) 

陽開 3宕 照 3(113) 「ia」章彰獐掌障嶂灼酌妁勺芍繳昌菖娼廠唱綽商觴傷賞餉爍常

裳嘗償尚(平)上(上)尚(去)上(去)杓(33) 

陽開 3宕 喉音 

(104) 

「ia」約香鄕響嚮饗曏享向陽楊揚烊羊洋養養樣恙煬藥躍爚鑰籥 

(25) 「a」秧殃鴦(3) 

陽開 3宕 半舌(40) 「ia」良蜋量糧梁涼兩魎諒亮量略掠(13) 

陽開 3宕 半歯(22) 「ia」禳攘瓤壤攘讓弱若箬(9) 

 

                                        
130 牙喉音・重唇音以外に、初母(荘組次清)入声字が12字「娖 𨃢孎齪齱𪘏促擉捒捔昔(測角

切)」、徹母(舌上次清)入声字が2字「逴踔(敕角切)」収録されている。 
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まず、aŋ韻には江韻の牙喉音・唇重音、唐韻開口、陽韻の一部が対応する。＜表 26＞か

ら正韻音が伝承音の中声をそのまま受け入れたことが明らかになる。江韻牙音字に例外が 1

字「確(oa)」、喉音字に例外が 2字「學鷽(ʌ)」見られるが、「確」の場合、他の伝承音に

そろえて修正したと考えられ、「學鷽(ʌ)」の場合、音節制約のため修正せざるを得なかっ

ただろう。また、唐韻開口の唇重音字や、陽韻合口の唇軽音字を一緒に aŋ 韻に入れたの

は、唇音の声母がすでに円唇性を帯びているため、唇音のあとには中声 oa が来られないと

判断したためだろう。 

一方、＜表 27＞から確認できるように、陽韻の舌上音・歯頭音・照 3・喉音・半舌音・半

歯音の正韻音の中声は ia で現れ、伝承音の中声もほとんどすべてが iaで現れる。これは言

うまでもなく伝承音を受け入れた結果である。 

＜表 28＞「oaŋ/oak」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

唐合 1宕 牙音(36) 「oa」光廣郭槨爌纊壙鞹鞟(9) 

唐合 1宕 喉音(86) 「oa」汪艧蠖荒霍彍黃潢皇凰篁煌隍蝗惶徨幌穫鑊(19)「oi」彍 

江独 2江 舌上(39) 「oa」樁(1)「a」卓琢啄椓瘃幢濁濯(8) 

江独 2江
131 

照 2(35) 「oa」雙(1)「a」捉䆫鋜雙瀧朔槊數(8)  

陽合 3宕 牙音(38) 「oa」誑誆钁匡筐躩狂王往王(10)「ia」籰(1) 

陽合 3宕 喉音(13) 「oa」枉況(2) 

 

oaŋ 韻には宕摂 1等・3等の合口が対応する。1等の喉音字から見ると、都合 20 字のう

ち、中声が oaで現れる字が 19字あり、1字「彍」の中声が oiで現れる。つまり、唐韻喉

音字の場合、ほとんどすべての字の中声が oa で写されているのである。「彍」の中声はそ

ういう伝承音の傾向に合わせて oiから oa へ修正されたとも考えられる132。3等の牙音字に

も例外が 1字「籰(ia)」見られる。例外の中声 ia はおそらく合口介音を反映せず、3等介

音と主母音だけが写された結果と思われるが、それを修正したことから、合口をはっきり写

そうとする考えがうかがわれる。 

一方、江韻は開合の区別がない独韻であるが、『正韻』においてはこの韻を声母により、

aŋ 韻と oaŋ 韻に分けている。つまり、牙喉音・唇重音・初母入声を aŋ韻に、舌上音・荘組

(初母入声除外)・半舌音を oaŋ 韻に分けて取りまとめたのである。疑問になるのは＜表 28

                                        
131 舌上音・荘組以外にも半舌音字が2字「瀧犖」収録されているが伝承音資料がないため表か

らはずした。 

132 さらに、中国音の母音との対応関係から見ても、中声 oiの場合、唐韻合口を写しているとは

到底考えられない。詳しく言えば、唐韻合口は合口介音と主母音からなるが、ほぼすべての唐韻

開口が中声 aで写されることから、唐韻合口は oa で現れるのが当然であろう。つまり「彍」

の中声 oiは合口介音はきちんと写しているが、主母音を間違って写していると考えられる。こ

のことから見ても、「彍」の中声を修正せざるを得なかったと考えられる。 
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＞を見れば分かるように、舌上音字・荘組字のほとんどすべての中声が aで現れるにもかか

わらず、『正韻』の編者らがそれらの字をあえて中声 oaに修正したことである133。それに

関連して조운성(2011B：51)は舌上音・荘組・半舌音字が合口韻になった事実を考えに入れ

た結果と説明した。確かに『切韻指南』などの後期韻図を見ると、舌上音・荘組・半舌音が

合口として扱われており134、該当字の訳訓音を見ても、中国音における変化が反映されてい

る135。さらに、これらの字は『挙要』において、「郭」字母韻に属し、合口韻として扱われ

ている136。つまり、さまざまな中国の韻書や韻図を参考にすれば、正韻音が中国音の傾向を

反映していると言えるかもしれない。しかし、正韻音が中国音の音声そのものを写している

とは言えず、本来、開合の区別がなかった江韻が、後に声母によって開口と合口に分かれた

ことを反映したと見なければならない。つまり、江韻の舌上音・荘組・半舌音字は合口韻と

見なされたため、伝承音の中声 aに合口性を差し加えて oaに修正したのである。 

伝承音では全く現れない江韻の開合を区別していることを見れば、『正韻』の編者らが開

合を徹底的に区別しようとしたということがなおさら明らかになる。しかし、そうすると、

江韻の初・徹母の入声字が oaŋ 韻でなく aŋ 韻に入っている理由を説明しにくい。しかし、

                                        
133 これに関連して、金喆憲(1959：41-42)は、元代の『切韻指南』において江摂を独韻として分

韻しつつも、江摂を宕摂の 2等韻にも入れておいたことや、本来江摂は開合不分なのに、該摂を

開口呼とし、その反面、韻図においては声母により、牙喉唇音字を開口呼に、舌歯音字を合口呼

に取りまとめたことを言及しながら、『正韻』における江摂に対する取り扱いがまさに『切韻指

南』のそれと軌を同じくすると説明した。また、正韻音について六朝後期や唐代音だけでなく古

官話系音まで参考にしたことを見ると、正韻音の基準音は非常につかみどころがないと批判し

た。しかし、それはあくまで正韻音の中声体系が中国の伝統の韻書や韻図の韻母体系に基づいて

立てられたと思い込み、出された結論としか考えられない。つまり、規則性があまり見られない

伝承音の中声体系が正韻音の根幹をなしている以上、正韻音に規則性が見られないのは当然なこ

とであろう。 

134 最古の韻図である『韻鏡』や『七音略』においては江韻が開口呼に属していたが、『四声等

子』『切韻指掌図』『切韻指南』では合口呼と変わった。さらに『切韻指南』の「江摂外一」で

は“見・幇・暁・喩母は開口に属し、知・照・来・日母は合口に属する(見幇暁喩属開、知照来

日属合)”と説明している。 

135 江韻の舌上・荘組・半舌音字の訳訓音の中声は次のとおり。 

知・澄   徹    娘   荘   初・生    崇     来   

舒声 正 a俗 oa  正 a俗 oa  なし  なし  正 a俗 oa  正 a俗 oa   なし  

入声 正 oa     なし   正 a  正 oa  正 a俗 oa  正 a     正 a 

136 「郭」字母韻は宕摂 1等入声の「郭廓霍穫」小韻、3等入声の「縛」小韻、江摂入声の「逴

濁朔」小韻から成り立つ。 
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花登正宏(1978：113)によると、初・徹母の入声は例外的に合口韻にならなかったという。

さらに、筆者が調べた結果、初・徹母の入声は『挙要』においてそれぞれ「各」字母韻や

「爵」字母韻に属するが、2つの字母韻はすべて開口扱いされる字母韻である。つまり、

初・徹母の入声字だけが aŋ 韻に取りまとめられた理由は、『正韻』の編者らがそれらを合

口と認めなかったためと考えられる。また、『正韻』における江韻の舌歯音に対する仕分け

方法から、『正韻』の編者らがある字の開合を定める際、『挙要』における開合関係を重視

したことがうかがわれる。 

 

4.1.5  uŋ 韻部 

 

uŋ 韻部には uŋ韻や iuŋ 韻が含まれており、この韻部には通摂の 3等韻である東 3・鍾韻

の一部が対応する。「uŋ・iuŋ」韻に対応する中古韻をまとめると次の＜表 29＞になる。 

＜表 29＞ uŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

uŋ 通 東 3 独 j u ŋ/k 牙、喉 

iuŋ 通 東 3 独 j u ŋ/k 舌上、歯、半舌、半歯、暁母、以母 

iuŋ 通 鍾 3 独 j o ŋ/k 牙、舌上、喉 

 

各韻の正韻音と伝承音の中声をまとめると、次の＜表 30＞＜表 31＞のようになる。 

＜表 30＞ 「uŋ/uk」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

東独 3通 牙音(37) 「u」弓躬宮菊鞠掬鵴穹芎麴窮(11) 

東独 3通 喉音(16) 「u」郁澳燠雄熊(5) 

鍾独 3通 牙音(3) 「u」局(1) 

 

uŋ 韻には東 3韻の牙音・喉音(影母・ 匣母)及び鍾韻の群母入声字が取りまとめられてい

る。両韻を比べてみると、鍾韻の場合、比較的 oŋ 韻に属する字が多く、その反面、東 3韻は

唇音を除けば、すべての字が uŋ 韻に属する。それは＜表 30＞を見れば分かるように、伝承

音の中声を受け入れた結果であろう。 

＜表 31＞ 「iuŋ/iuk」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 
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東独 3 通
137 

舌上(41) 「iu」中忠衷中竹竺築蟲沖翀仲逐軸舳柚(15) 

東独 3 通 歯頭(24) 「iu」䠞嵩肅宿蓿夙(6)「io」菘(1) 

東独 3 通 照 2(10) 「iu」縮蹜崇(3) 

東独 3 通 照 3(38) 「iu」衆祝粥充茺菽叔倏孰熟塾淑(12)「io」終螽(2) 

東独 3 通 喉音(17) 「iu」畜融育鬻(4)「io」肜(1) 

東独 3 通 半舌(20) 「iu」隆窿癃六陸蓼戮僇(8) 

東独 3 通 半歯(9) 「iu」戎肉(2) 

鍾独 3 通 舌上(6) 「iu」重(平)重(上)重(去)(3)  

鍾独 3 通 喉音(21) 「iu」胷兇凶(3)  

 

正韻音の中声が iuで現れる字は東 3韻の舌上・歯頭・正歯(荘組・章組)・喉音(暁母・以

母)・半舌音字及び、鍾韻の澄母舒声字や、暁母舒声字である。それらの字の伝承音を見る

と、ほとんどすべての中声が iuで現れる。つまり、『正韻』では通摂字を等により分韻せ

ず、伝承音に基づいて分類しているのである。さらに、声母と声調により分かれる伝承音の

特徴まで受け入れられた事実から、『正韻』の編者らが、通摂字の場合、oŋ 韻部及び uŋ韻

部に属する韻であれば、どの韻に取りまとめられても基準から外すことはないと認めていた

ことがうかがわれる。 

 

4.1.6  iəŋ 韻部 

 

iəŋ 韻部には iəŋ 韻及び iuiəŋ 韻が含まれており、主に梗摂が対応し、そのほかに曾摂の

3等韻の一部が対応する。以下の＜表 32＞は各韻と中古音の対応関係を示している。 

＜表 32＞ iəŋ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

iəŋ 梗 庚 2 開 r æ ŋ/k 疑母、暁母 

iəŋ 梗 庚 3 開 j æ ŋ/k 牙、唇重 

iəŋ 梗 耕 2 開 r ɛ ŋ/k 見母、明母 

iəŋ 梗 清 3 開 j ɛ ŋ/k 牙、舌上、唇重、歯、喉、半舌 

iəŋ 梗 青 4 開  e ŋ/k 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

iək 曾 蒸 3 開 j ɨ k 唇重 

iuiəŋ 梗 庚 3 合 jw æ ŋ/k 見、云、暁母 

耿は「広韻」では耕韻字 

iuiəŋ 梗 清 3 合 jw ɛ ŋ/k 渓母、群母、心母、喉音 

                                        
137 iuŋ 韻の最初には「囿」(「于六切、東韻云母入声」)字が収録されている。조운성(2011B：

52)はそれが伝承音を参考にした結果とした。 
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iuiəŋ 梗 青 4 合 w e ŋ/k 牙、喉 

iuiəŋ 梗 青 4 開  e ŋ/k 暁母 

iuiək 曾 蒸 3 合 jw ɨ k 云母、暁母 

 

正韻音の中声が iə・iuiə で現れる字を中古音の韻母・声母別に分け、伝承音の中声をま

とめると以下の＜表 33＞＜表 34＞になる。 

＜表 33＞ 「iəŋ/iək」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

庚開 3 梗 牙音(57) 「iə」京驚荊景警境敬竟鏡卿慶綌檠𢐧鯨黥競迎逆(19) 

「ɨ」戟隙劇屐(4) 

庚開 3 梗 唇重(41) 「iə」兵丙秉柄碧平萍枰評病明鳴皿命(14)「ʌi」盟(1) 

庚開 3 梗 喉音(11) 「iə」英影映(3) 

庚開 2 梗
138 

喉音(9) 「iə」亨赫(2) 暁母 

耕開 2 梗 牙音(9) 「iə」耕隔膈革𥴩(5)  見母 

耕開 2 梗 唇重(4) 「iə」黽(1) 

清開 3 梗 牙音(5) 「iə」頸輕(2) 

清開 3 梗 舌上(26) 「iə」禎貞檉蟶赬逞呈程裎鄭擲躑(12) 

清開 3 梗 唇重(38) 「iə」幷餠屛倂幷辟璧襞躄薜擗闢辟名(14)「i」聘(1) 

清開 3 梗 歯頭(98) 「iə」精睛蜻菁晶旌井積襀跡蹟脊踖淸圊請婧刺磧情晴靜靖穽淨籍 

瘠塉省性生姓昔腊惜舄磶潟餳席夕汐穸(43) 

清開 3 梗 照 3(47) 「iə」征鉦𢁿正整正政隻炙尺赤聲聖釋螫成城誠盛筬盛射石碩(24) 

清開 3 梗 喉音(34) 「iə」嬰瓔纓廮盈楹嬴郢繹譯驛亦奕弈易蜴射(17) 

「ʌi」嬰掖液腋 (4)「i」益梬(2) 

清開 3 梗 半舌(4) 「iə」令領嶺(3) 

青開 4 梗 牙音(34) 「iə」經徑激擊墼磬(6)「i」喫鷁(2)「ʌi」鷁(1) 

青開 4 梗 舌頭(147) 「iə」丁釘頂鼎碇釘飣顁的靮菂滴鏑嫡蹢適聽廳鞓聽惕趯庭廷亭停

艇定狄荻敵笛翟糴滌覿寧甯佞(39)「i」溺(1) 

青開 4 梗 唇重(69) 「iə」壁霹甁輧屛並甓冥瞑瞑銘茗覓(13) 

青開 4 梗 歯頭(40) 「iə」績勣靑鯖戚鏚慼寂星腥惺鯹錫裼皙淅析蜥(18) 

青開 4 梗 喉音(29) 「iə」馨形刑型硎脛覡(7) 

青開 4 梗 半舌(87) 「iə」伶靈櫺零聆蛉鈴怜鴒翎瓴苓囹令歷曆癧櫪靂礫櫟(21) 

蒸開 3 曾 唇重(14) 「iə」堛(1)「i」逼(1) 

 

                                        
138 暁母のほかに庚 2韻疑母の「硬鞭」字が収録されているが、伝承音が残っていないため、表か

ら外した。 
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正韻音の中声が iə で現れるのは庚 3韻開口の牙喉音・唇重音、清韻開口の牙音・舌上・唇

重・歯頭・照 3・喉音・半舌音、青韻開口の牙音・舌頭・唇重・歯頭・喉音・半舌音、庚 2

韻開口の暁母、耕韻の見・明母、蒸韻開口の唇重音である。 

庚 3韻の喉音・唇重音字を見ると、伝承音の中声がほぼすべて iə で現れるため、議論の余

地がないと思う。明母字である「盟」の伝承音の中声は ʌiで写されたが、ほかの明母舒声

字139の伝承音資料を見ると、「明鳴皿命」の４字の中声が iə で現れる。したがって、庚 3韻

の唇音字は伝承音に基づいて修正したと考えられる。一方、＜表 33＞を見れば分かるよう

に、牙音字の伝承音の中声は iə 或いは ɨで現れるが、中声が ɨで写された字はすべて入声

字である。詳しく言えば『正韻』には 57字の牙音字が収録されているが、そのうち、舒声

字が 37字、入声字が 20字載っている。伝承音資料が残っている入声字は 6 字あるが、中声

が ɨで現れる字が 4字「戟隙劇屐」であり、iə で現れる字が 2字「綌逆」ある。しかし、

『正韻』においては牙音入声字を iəŋ 韻に取りまとめた。その理由は 4.1.1 において述べた

ように、2等韻と区別するためだろうと思われる。 

清韻の伝承音の中声は、唇音字の 1字「聘(i)」や喉音字の 6字「嬰掖液腋(ʌi)益梬(i)」

を除けば、例外なく iə で現れる。しかし、唇音字の場合、全体 15字のうち例外が 1字しか

ないため、「聘」の中声を iə に修正した理由は言うまでもないだろう。一方、喉音字の例

外を見ると、「嬰梬」が舒声であり、「掖液腋益」が入声であるが、舒声字は 10 字のうち

2字が例外であり、入声字は 13字のなかで 4字が例外である。つまり、喉音字も唇音字と

同様に伝承音に基づいて修正したと言える。 

青韻の伝承音の中声もほとんどすべてが iə で現れる。例外を見ると、牙音字に 3字「喫

鷁(i)鷁(ʌi)」(3/9)、舌頭字に 1字「溺(i)」(1/40)が現れるが、それらの例外はすべて iə

に修正した。 

興味深い事実は庚 2韻の暁母、耕韻の見・明母が iəŋ 韻に配属されている点である。それ

らの字の伝承音を見ると、いずれも iə で現れ、ʌi で現れる字は 1字も見られない。したが

って、これは伝承音に基づいて分韻した結果としか考えられない。言い換えれば、梗摂 2等

韻の場合、伝承音の中声が ʌiと iə の両方で現れると、ʌiŋ 韻に取りまとめたが、iə でしか

現れない場合には、やむをえず iəŋ 韻に入れたと思われる。 

蒸韻の唇音字は声調により舒声字が iŋ 韻に、入声字が iəŋ 韻にそれぞれ入れられた。

4.1.1において検討したが、舒声字の場合、例外がまったく見られなかった。しかし、＜表

33＞から分かるように中声が iə で現れる字が 1字「堛 piək」、iで現れる字が 1字「逼

phip」見られる。つまり、伝承音の中声出現率から考えれば、入声字を舒声字と同様に iŋ

韻に取りまとめても良かっただろう。しかし、「逼」の伝承音は phipで現れ、終声が-pと

写されている。伊藤智ゆき(2007：211)はそれを＊phikに由来するものと解釈したが、ŋ終

声を持つ字のなかで、「逼」の終声のみ-pに変わった理由が説明できない。ともかく phip

                                        
139 『正韻』に収録されている庚3韻の唇音字はほとんどすべてが舒声字であり、入声字は幫母の

「碧」字しかない。しかし、そもそも中国音にも庚3韻唇音の入声字はきわめて少ない。「碧」

は『広韻』ではなく、『集韻』に収録されている。 
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は梗摂字を写したとはとても考えられず、そういう理由で、基準音と選ばれなかったと考え

られる。 

＜表 34＞ 「iuiəŋ/iuiək」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

庚合 3梗 牙音(16) 「iə」榮蠑永詠泳(5) 

庚合 3梗 喉音(1) 「iə」兄(1) 

清合 3梗 牙音(25) 「iə」傾頃檾瓊(4) 

清合 3梗 歯頭(5) 「iə」騂(1) 心母のみ 

清合 3梗 喉音(23) 「iə」營穎役疫(4) 

青合 4梗 牙音(17) 「iə」扃絅(2) 

青合 4梗 喉音(27) 「iə」螢滎炯(3) 

青開 4梗 喉音(7) なし、「鬩𧨃𥍠𥍧𥍟赥謚」 

蒸合 3曾 喉音(16) 「iə」域閾洫(3) 

 

次に、＜表 34＞に見られるように、正韻音の中声が iuiə で現れる字は梗摂 3・4等の合

口、及び、4 等青韻開口の喉音字、また曾摂 3等韻合口の喉音字である。これらの字の伝承

音を見ると、すべての中声が iə で現れる。 

まず、3つの合口韻の構成要素を見ると、3等介音、合口介音、主母音、陽声韻尾から成

り立っている。しかし、伝承音の中声には 3等介音や主母音しか反映されていない。河野六

郎(1979：441)によると、韓国語の場合、中国語のように二重母音や三重母音を豊富に持つ

言語ではなく、むしろそれとは逆の単母音の傾向が強い言語であるという140。つまり、梗摂

3・4等及び曾摂 3等韻の合口韻が韓国語に流入する時、韻尾を除いても 3つもある韻母の

要素をすべて受け入れることができず、一部だけが受け入れられた結果、それらの合口韻の

中声が iə で現れたと考えられる。しかし、正韻音の全般を見れば、より明らかになるだろ

うが、『正韻』の編者らは 3等介音が表記に反映されなかった場合、それを修正せず、その

まま取り入れたが、合口性が反映されていない場合には、その中声をもれなく修正した。し

たがって、上述の 3つの韻の中声も iuiə に修正したのである。 

それなら、合口性を反映していない伝承音をどういう方式で修正したのであろうが。考え

られる方法は次の二通りある。 

① 合口性が現れない伝承音の中声に合口性を差し加える。 

② 該当韻の開口韻の中声に合口性を加える。 

ここで問題になるのは開口韻と合口韻の伝承音の中声が異なっている例がなければ、2種

の方式のうちどちらが選ばれたかが分かりにくいということである。例えば、梗摂 3・4等

                                        
140 河野六郎(1979)は効摂・流摂の伝承音に韻尾-ｗが反映されず、ほとんどの場合短母音で現れ

る現象を解釈する際、このような説明を付け加えたがが、中国語の二重母音が韓国語において短

母音に受け入れられるのは頻繁に見られる。 
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の場合、開合を問わず、伝承音の中声が iə で現れる。したがって①と②の結果が等しくな

り、逆に言えば両方で解釈することができると言える。しかし、蒸韻喉音字の場合、開口韻

の伝承音の中声が「ɨ・ə・i」で現れ、正韻音の中声は「ɨ・i」で現れる141。一方、合口韻

の伝承音は＜表 34＞から分かるようにすべての中声が iə で現れる。つまり、①の方式で蒸

韻喉音字の伝承音を修正したとすれば、それらの字は uŋ(合口性＋ɨ)韻或いは uiŋ(合口性＋

i)韻に入れられる可能性が高い。しかし、蒸韻喉音字は iuiəŋ 韻に入れられた。つまり、こ

のことに基づけば『正韻』の編者らが合口韻を修正する際、②の方式で伝承音の中声を修正

したことが明らかになる。 

一方、＜表 34＞を見ると、青韻開口の喉音字が合口扱いされたことが分かる。これらの

字は『挙要』において「橘」字母韻142に該当し、合口扱いされている。つまり、『正韻』の

編者らは「鬩𧨃𥍠𥍧𥍟赥謚」の 7 字が江韻の舌歯音字と同様に合口に変化したと判断し、そ

れらの中声を iuiə に修正したと考えられる。また、正韻音の中声が iuiə に修正された結果

から、おそらく 7字の伝承音の中声は iə であった可能性が高いと推測できる。 

 

4.1.7  まとめ 

 

4.1においては「揯觥肱公江弓京」韻部の正韻音の中声を伝承音の中声と比較し、『正

韻』の編者らが主にどういった中声を受け入れ、どういう中声を修正したか、また、修正し

た中声はなぜ修正しなければならなかったについて検討した。その結果、次のことが明らか

になった。 

『正韻』の韻を定める際、基本的に伝承音を考慮に入れたことや、正韻音の中声が伝承音

の中声をかなり受け入れていることを確認した。しかし、開合の区別、荘組と章組との区

別、1・2等と 3・4等との区別は伝承音ではなく『挙要』の字母韻に基づき、該当字を分類

したと考えられる。ただし、重韻の場合その差が中声に現れなくても修正せずそのまま韻書

に載せた。さらに、伝承音に特定の傾向が見られない場合にも字母韻によりそれらの字を分

類したと考えられる。しかし、開合などを区別する際字母韻を参考にしたとはいえ、その中

声を修正する際には伝承音を最大限受け入れようとしたと見られる。 

修正のパターンは次の四通りである 

① 音節制約：本稿でいう音節制約とは固有語ではなく、『正韻』において許されない音

節を示す。例えば、伝承音には「-ʌŋ(-ʌk)・-əŋ(-ək)」という音節が見られるが、正韻音を

見ると、そういう音節形が全く見られない。それは、『正韻』において「ʌŋ・əŋ」のような

音節が許されなかったことを示す。 

                                        
141 ɨ・əで現れる字はすべて ɨŋ韻に取りまとめ、iで現れる字は iŋ 韻に配属した。 

142 「橘」字母韻は臻摂3等入声の「橘獝」小韻、梗摂4等入声の「狊闃鬩」小韻から成り立つ。 
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② 韻部の区別：韻部を区別するためというのは、言い換えれば、摂ごとに入れる韻部が

定められていたことを表す143。例えば、登韻合口の伝承音のほとんどの中声が「o・u」で現

れるにもかかわらず、「oŋ・uŋ」韻ではなく「oiŋ・uiŋ」韻に取りまとめた理由は、通摂と

曾摂を同一の韻部に配属することが許されなかったためである。さらに、このことから『正

韻』の編者らにとって中古音の「通・江・宕・曾・梗」の 5つの摂は「通」「江・宕」

「曾・梗」摂の 3つのまとまり摂に認識されていたことがうかがわれる。 

③ 開合の区別：先行研究でも指摘されてきたように、『正韻』では開合を厳格に区別し

ていることを再確認することができた。さらに、曾摂 1・3等の合口韻を検討することによ

り、合口性が反映されていない中声を修正する際には、該当字の伝承音を最大限反映しよう

としたことを明らかにした。 

④ 洪細144の区別：『正韻』においては 1・2等と 3・4等をできるだけ区別しようとして

いると見られる。それは梗摂の 2等韻と 3・4等韻を区別したことや、荘組と章組を区別し

たことから確認できる。 

 修正の対象となった中声を類型別に表すと、次の通りである。(下線は出現率が低いため

修正した伝承音の中声を示す。) 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

曾摂 

梗摂 

開口 

ɨ 

i 

ʌi 

iə 

 ɨ・ʌ・ə①・iə④・i・ʌi 

i・ɨ④ 

ʌi・a②・iə④・ɨ 

iə・ʌi・ɨ④i 

曾摂 

梗摂 

合口 

oi 

ui 

iuiə 

oi・o・u② 

u②・ɨ③・oi 

iə③ 

通摂 o 

io 

u 

iu 

o・u 

io・oa・iu・o 

u 

iu・io 

宕・江摂 

開口 

a 

ia 

a・ʌ・oa 

ia・a 

宕・江摂 

合口 

oa oa・ a③·oi・ia 

 

                                        
143 4.1.2を参照されたい 

144 洪細は洪音と細音を合わせて呼ぶ際用いられる用語である。中国語音韻学において 1等や 2

等を洪音と呼び、3等や 4 等を細音という。 
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4.2 n終声 

 

正韻音のうち終声－nを持つ韻部は都合 5個であり、これらの韻部はさらに 12個の韻に

分かれる。5 韻部や 12韻及びその代表字をまとめると次のとおりである。 

＜表 35＞ n 終声類 

韻部 韻 平 上 去 入 

 

ʌn 

ʌn 根 懇 艮  

ɨn 巾 謹 靳 訖 

in 珍 緊 鎭 吉 

on on 昆 袞 睔 骨 

an an 干 笴 旰 葛 

oan 官 管 貫 括 

un un 君 攟 攈 屈 

iun 鈞 稛 俊 橘 

 

ən 

ən 鞬 寋 建 訐 

iən 堅 繭 見 結 

uən 卷 卷 㪻 厥 

iuiən 涓 畎 睊 玦 

 

『正韻』の韻部、正韻音の中声表記、中古音の韻と摂、『挙要』の字母音及び反切下字、

訳訓音の中声をまとめると、次の通り。 

＜表 36＞ㄴ[n] ㄹ[l](ᇙ[l])終声類 

韻目 韻類 中声 中古音摂韻(等) 字母韻 反切下字 訳訓音中声 

 

根 

根 ᆞ ʌ 臻痕 根 痕 ㅡㅜ 

巾 ㅡ ɨ 臻眞 臻欣 臻痕 

臻臻145 

巾根欣 巾斤痕臻 ㅣㅡ 

珍 ㅣ i 臻眞 欣巾 鄰 ㅣ 

昆 昆 ㅗ o 臻魂 昆 昆 ㅜ 

干 干 ㅏ a 山寒 山刪 山山 

山桓 

干間官 干姦閑官 ㅓㅑㅏㅝ 

官 ㅘ oa 山桓 山刪 山山 官關 官頑還 ㅝㅘㅏ 

君 君 ㅜ u 臻文 鈞筠雲昆分 分 ㅜㅠ 

鈞 ㅠ iu 臻眞 臻諄 鈞筠 倫 ㅠ 

 

 

鞬 ㅓ ə 山元 山仙 鞬堅干 言虔袁 ㅕㅑㅘㅏ 

堅 ㅕ iə 山仙 山先 堅鞬賢 年延 ㅕ 

                                        
145 臻摂の重紐 3等開口韻 
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鞬 卷 ㅝ uə 山元 山仙 卷涓 袁員 ᆑ 

涓 ᆑ iuiə 山先 山仙 涓 玄緣 ᆑㅕ 

 

中古音の摂のうち、韻尾-nを持つ摂は臻摂と山摂である。＜表 36＞から分かるように臻

摂は ʌn・on・un韻部に対応し、山摂は an・ən韻部に対応する。4.1.1において検討した

が、曾摂の伝承音にも中声が ʌで現れる字があった。しかし、『正韻』ではそれらの伝承音

の中声をすべて他の中声に修正した。その反面、n 終声をもつ韻部には ʌn韻部が立てられ

ており、臻摂 1等韻をそこに取りまとめておいたという点が興味深い。以下では韻部ごとに

正韻音と伝承音を比較検討する。 

 

4.2.1  ʌn韻部 

 

ʌn韻部には合計 3 つの韻が含まれているが、ʌn 韻・ɨn韻・in韻がそれである。ʌn韻部

は中古音の臻摂と対応するが、1等は ʌn韻に、3等韻は ɨn韻・in 韻にそれぞれ対応する。

次の＜表 37＞はその対応関係を示したものである。 

＜表 37＞ ʌn韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ʌn 臻 痕 1 開  ə n/t 牙、透母、影母 

ɨn 臻 欣 3 開 j ɨ n/t 牙、喉、初母 

ɨn 臻 臻 3 開 j i n/t 荘組 

ɨn 臻 真 B 開 rj i n/t 牙、喉、初母 

ɨn 臻 痕 1 開  ə n/t 匣母 

in 臻 真 A 開 j i n/t 牙、舌上、唇重、喉、半舌、半歯、精

組、章組 

in 臻 真 B 開 rj i n/t 唇重、影母 

in 臻 諄 3 合 jw i n/t 崇母去声146 

 

以下の＜表 38＞＜表 39＞＜表 40＞は、伝承音の中声の出現頻度を声母ごとにまとめたも

のである。 

＜表 38＞ 「ʌn/ʌl」韻類の韓国漢字音の中声 

                                        
146 in韻には諄韻・崇母・去声の「酳(伝承音なし)」字が収録されている。中古音では諄韻が真

韻の合口韻であるが、「酳」は「巾」字母韻に属するため、『正韻』においては開口扱いされた

ことが分かる。 
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韻母 七音 伝承音 

痕開 1臻 牙音(14) 「ɨ」根跟齦(3)「ʌ」懇(1) 

痕開 1臻 舌頭(1) 「ʌ」吞(1) 

痕開 1臻 影母(1) 「ɨ」恩(1) 影母 

 

ʌn韻には臻摂 1等韻である痕韻の牙音・透母・影母が収められた。牙音字のうち伝承音

の中声が ʌで現れる字が 1字しか見られず、ほかの 3字の中声はすべて ɨで現れるが147、

『正韻』の編者らは伝承音を受け入れず、それらの字を ʌn韻に取りまとめた。さらに、影

母字が 1字しか収録されていないが、「恩」の中声は ɨで現れるにもかかわらず、その字を

ʌn 韻に入れた。さらに疑問になるのは、以下の＜表 39＞を見れば分かるように、痕韻の匣

母の場合、伝承音の中声が ʌと ɨが 1回ずつ現れるが、ɨn韻に入れられた点である。つま

り、痕韻の場合、伝承音を受け入れたとは言いにくいかもしれない。それに関連して、

조운성(2011B：58)は『挙要』痕韻の牙音・透母・影母は「根」字母韻に属し、匣母だけが

「巾」字母韻に属していることを反映した結果と述べた。つまり、痕韻に限って伝承音では

なく、字母韻に基づいて分韻したということになるが、その理由が分かりにくい。ただ、痕

韻に属する字が余りにも少ないため148、伝承音以外の資料を参考にした可能性があり得る。 

ところで、4.1.1 において述べたように、少数であるが、伝承音に中終声が ʌŋ で現れる

字があるにもかかわらず、『正韻』の編者らは ʌŋ 韻を立てず、それらの字を ɨŋ 韻に取りま

とめた。その反面、中終声が ʌn で現れる伝承音が、それほど多く見られるというわけでも

ないのに、今度は、わざわざ ʌn 韻を立て、わずかの字をそこに取りまとめておいた。つま

り、曾摂の 1・3等はそれほど細かく分類しなかったが、臻摂の 1・3等はできるだけ細かく

分類しようとしたのである。その理由は、摂内の韻同士の関係にかかわっていると思う。詳

しく言えば、曾摂の 1・3等韻はほぼ同一の主母音を持ち、両韻の違いは 3等介音を持つか

否かにあると考えられる。曾摂字の伝承音資料を見ると、中声表記に 3等介音が反映されて

いない場合が沢山ある。しかし、『正韻』においては、そういった伝承音をほとんど修正し

なかった。通摂の東 1・東 3韻や効摂の 1・3等韻の関係も曾摂の 1・3等韻と類似している

が、『正韻』におけるそれらの韻に対する扱い方はほぼ変わっていない。このことに基づけ

ば、同じ主母音を持っている 1・3等韻の伝承音の場合、あえて区別しようとしなかったと

考えられる。一方、臻摂の痕韻や真韻も 1等韻：3 等韻の関係にあるが、両韻の主母音はか

                                        
147 河野六郎(1979：470-471)によると、伝承音の中声 ʌと ɨは中国音の əを写す 2つの方法であ

り、両者の間には時代的違いがあるという。また、『四声通解』を参考にすると、ɨと写すのが

定石であるから、ɨの方が新しく、ʌは古い時期の写音であると述べた。その上に、中国音の ən

は変化を成していないため、ʌn・ɨn は韓国語の母音の動きに関連すると解釈した。 

148 調べたところ『広韻』に収録されている痕韻字は全部で15字である。すなわち「痕鞎拫㯊

(匣)根跟𣥦珢(見)恩𤇯煾(影)吞(透)垠圻泿(疑)」『正韻』には1字増えて、16字が収録されてい

る。すなわち「根跟𣥦艮(見)懇貇頎墾齦(渓)垠圻垦限眼(疑)吞(透)恩(影)痕鞎拫很恨(匣)」『広

韻』には渓母字が載っていなかったが、『正韻』には5字もある。 
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なり異なっていた149と考えられる。『切韻』時期の韻文において両韻が押韻する例が極めて

稀であったことを参考にしても150、その可能性が高い。つまり、『正韻』の編者らも臻摂の

痕・真韻の関係が曾摂の登・蒸韻の関係とは異なっていることに気付いていたため、伝承音

に現れるかすかな差を見逃さず、正韻音の表記に反映したと考えられる。だが、伝承音にそ

れほど多く見られない ʌnを韻として立てた理由は、真韻がさらに重紐151A類と B類に分かれ

るためだろう。以下の＜表 39＞＜表 40＞を見れば分かるように、真韻の重紐 A類と B類の

伝承音の中声はそれぞれ iと ɨで現れる傾向がある。そのため、真韻を収めるためには in

韻や ɨn韻を立てなければならなかったはずである。つまり、ʌn韻を立てなければ、やむを

えず、痕韻を真韻の B類と一緒に ɨn韻に入れなければならなかった。そこで『正韻』の編

者らは、それを避けるために、ʌn韻を立て、痕韻をそこに取りまとめたと考える。 

＜表 39＞ 「ɨn/ɨl」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

真開 B臻 牙音(44) 「ɨ」僅饉覲銀誾嚚垽(7)「ə」巾(1) 

真開 3臻 照 2(5) 「i」櫬襯齔(3)「ɨ」櫬(1) 

真開 B臻 暁母(2) 「i」肸(1) 入声 

欣開 3 臻152 牙音(36) 「ɨ」斤筋謹槿靳訖勤懃芹近近齗(12)「ə」吃乞(2) 

欣開 3臻 喉音(42) 「ɨ」殷慇隱檃欣訢昕(7) 

臻開 2臻 照 2(16) 「ɨ」櫛瑟蝨(3)「i」榛蓁(2) 

痕開 1臻 匣母(5) 「ɨ」痕(1)「ʌ」恨(1)   

 

正韻音の中声が ɨで現れる字は真 B韻153の牙音・暁母、真韻の照 2、欣韻の牙喉音、臻154

韻の照 2、痕韻の匣母に当たる。痕韻を除いたほかの 3つの韻は介音と主母音から成り立つ

韻であるが、伝承音の中声はすべて単母音で現れる。 

                                        
149 麥耘(2009)は痕韻や真韻の再構音を以下のように推定した。 

前期中古音：痕韻 ə、真韻 i 

後期中古音：痕韻 ə、真韻 iə 

平山久雄(1967)の再構音は痕韻 ə、真韻 ɪĕ(iĕ) 

150 최영애(2000：277)による。 

151 重紐については 4.5において述べる。 

152 牙喉音以外に初母の「齔」字が収録されているが、伝承音資料がない。 

153 重紐の種類は韻の後に Aか Bを付けて表記する。下同 

154 臻韻には荘組字しかなく、その上に平声・入声字しかない。一方、真韻の場合、荘組字が

上・去声にしか現れない。そういうわけで、両韻を 1つの韻に合わせることができる。顔師古
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真 B韻の牙音字の伝承音を見ると、中声 ɨが中声 əより多く現れるため、伝承音を受け入

れた結果と考えて良い。しかし、荘組字の場合、中声が ɨで現れる字が 1字あり、iで現れ

る字が 3字「櫬襯齔」ある。さらに、暁母の場合、伝承音資料が残っている字が 1つしかな

いが、その中声が iで現れる。つまり、真韻の荘組・暁母字の正韻音は伝承音を受け入れな

かったと思われる。 

まず、荘組字を見ると、章組字(照 3)が in韻に取りまとめられたことを考慮すれば、照 2

等・3等を区別するため、荘組字を ɨn韻に入れたと解釈することができる。その上、真韻

の荘組字は臻韻の荘組字と相補分布をしているため、両韻を合わせて扱う場合が多い。つま

り、真韻・臻韻を合わせて考えると、伝承音の中声の出現頻度は i(5)：ɨ(4)で、ほぼ等し

くなる。したがって、荘組字は照 2・3等を区別すると同時に、伝承音をも受け入れている

と言えるだろう。 

一方、暁母の 2字を ɨn韻に収めたのは理解しにくい。『正韻』には真 B韻の喉音字が全

部で 8字、さらに詳しく言えば、影母入声字が 2字「乙鳦(ɨ)」、暁母去声字が 4字「釁155

衅興亹(伝承音なし)」、暁母入声字が 2字「肸(i)肹(なし)」収録されている。しかし、そ

れらの字の伝承音を見ると、in韻に収められた字の中声が ɨで現れ、ɨn韻に属する字の中

声は iで現れることが分かる。つまり、分韻の結果を見ると、伝承音を受け入れないどころ

か、全く正反対の結果を示している。さらに「乙鳦」字が、真 A韻の影母入声字である「一

壹(i)」と一緒に in韻に置かれているが、これはほかの字に対する扱い方156を考えれば、到

底納得できない。また、真 B韻の喉音字の字母韻を確認したところ、4字の入声字が「訖」

字母韻に属し、暁母去声字は「巾」字母韻に属する。2種の字母韻は単に舒声と入声の違い

を示しているだけであるため、以上の 8字を ɨn韻と in韻に分けて収めた根拠にはならな

い。in韻に真 B韻の喉音字を入れたのは、あるいは『正韻』の編者らの間違いかも知れな

いが、それを裏付ける根拠がない。 

欣韻の牙喉音字を ɨn韻に取りまとめたのは言うまでもなく伝承音を受け入れた結果であ

ろう。 

＜表 40＞ 「in/il」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

真開 A 臻 牙音(5) 「i」緊吉詰(3) 

真開 3 臻 舌上(58) 「i」珍鎭窒銍趁陳塵陣秩帙姪(11) 

真開 B 臻 唇重(55) 「i」彬筆貧弼佛旻愍閔憫泯敏(11) 

真開 A 臻 唇重(81) 「i」賓儐𢷤𣩵𩯭必畢觱匹疋頻蘋 牝柲民蜜密(18) 

                                        

(581-645)の『漢書注』(不詳)には真韻と臻韻が区別されていないが、『切韻』では両韻がそれ

ぞれ独立している。 

155 「釁」の現代韓国漢字音は hɨn である。 

156 照 2等・3等字を区別することや、重紐 A・B類を分けることなど。 



69 

 

真開 3 臻 歯頭(67) 「i」津盡晉搢進親七漆㯃秦盡疾嫉蒺辛新薪信訊洒顖悉蟋膝燼(25)  

真開 3 臻 照 3 

(110) 

「i」眞畛畛袗疹震振賑質櫍礩蛭桎瞋嗔申伸紳身娠矧哂失室神辰晨

宸臣腎愼實(32)「iu」蜃(1) 

真開 B 臻 喉音(6) 「ɨ」乙鳦(2) 

真開 A 臻 喉音(54) 「i」因茵姻印一壹寅引蚓逸佚佾溢(13)「iə」姻(1) 

真開 3 臻 半舌(56) 「i」鄰麟鱗吝悋磷(6)「iu」栗慄篥(3) 

真開 3 臻 半歯(18) 「i」人仁忍刃訒仞日(7) 

 

正韻音の中声が iで現れるのは真 A韻の牙音・唇重音・喉音、真 B韻の唇重音・喉音、真

韻の舌上音・歯頭音・章組・半舌音・半歯音字である。有坂秀世(1936：44-45)によると、

伝承音において 3等韻には A類の牙・唇・喉音と舌上・歯頭・章組・半舌・半歯音が同一の

中声で現れ、B類の牙・唇・喉音と荘組が同一の中声で現れる傾向があるという157。ただ

し、唇音はほとんどの場合、重紐の差が反映されず、A類の中声で現れる。真韻の伝承音を

見ると、唇音を除けば、A 類と B類がはっきりと区別されており、正韻音も伝承音のそうい

う傾向をそのまま受け入れている。 

半舌音字の場合、舒声字の伝承音の中声が iで現れる反面、入声字の中声は iuでしか現

れない。伝承音に従えば、入声字が iun韻に収められなければならない。iun韻には臻摂の

文韻や諄韻が配属しているが、両韻はそれぞれ欣韻と真韻の合口韻に該当する。しかし、入

声字の中声 iuがまるで合口介音を反映しているように見えるが、中古音においても、字母

韻を見ても、「栗慄篥」などの入声字は合口扱いされていない。つまり、入声字を in韻に

取りまとめた理由は、それらの字が確かに開口であるため、合口と一緒に収めることが、許

されなかったと解釈できる。 

真韻の荘組(照 2)・章組(照 3)字の伝承音を見ると、章組字の中声が iで現れるのに対し

て、 荘組字の中声は ɨや iが混ざって現れることが分かる。一方、蒸韻の場合、真韻とは

異なり、荘組字の中声が ɨで現れ、章組字の場合、中声 iや ɨの出現頻度がほぼ等しい。し

かし、『正韻』においては荘組字の中声を ɨに、章組字の中声を iに修正した。このことか

ら、『正韻』の編者らの等に対する認識がうかがわれると思う。つまり、2 等韻には中声 ɨ

が、3等韻には中声 iがそれぞれ対応すると考えたのではないか。それから、中声 ɨが[舌

少縮]であり、iは[舌不縮]158であるという説明を根拠にすると、『正韻』の編者らはおそら

く 2等韻と 3等韻の違いを大体[舌縮]の程度でつかんでいたと見られる。 

 

                                        
157 조운성(2011B：40)から再引用 

158 “ᆞ舌縮而声深・天開於子也。形之圓・象乎天也。ᅳ舌小縮而声不深不浅・地闢於丑也。形

之平・象乎地也。ᅵ舌不縮而声浅・人生於寅や。形之立・象乎人也”(『訓民正音』「制字解」

8b-9a) 
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4.2.2  on・un韻部159 

 

on韻部は on韻 1つから成り立っており、un韻部には un韻・iun韻が含まれている。両

韻部にはそれぞれ臻摂合口の１等韻と 3等韻が対応する。「on・un・iun」韻に対応する中

古韻をまとめて見ると、次の通り。 

＜表 41＞ on 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

on 臻 魂 1 合  u n/t 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

on 臻 真 3 合 jw i n/t 生母 

 

＜表 42＞ un 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

un 臻 文 3 合 j u n/t 牙、唇軽、喉 

iun 臻 諄 3 合 jw i n/t 牙、喉、知組、精組、章組、来母、日母 

iun 臻 真 B 合 jw i n/t 牙、喉 

 

以下の＜表 43＞＜表 44＞＜表 45＞は、伝承音の中声の出現頻度を声母ごとにまとめたも

のである。 

＜表 43＞「on/ol」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

魂合 1臻 牙音(92) 「o」昆蜫袞滾骨坤閫困兀(9)「u」裩窟(2) 

魂合 1臻 舌頭(65) 「o」敦墩頓柮暾褪豚燉囤沌遯突堗揬(14)「u」屯臀鈍訥(4) 

魂合 1臻 唇重(73) 「o」本畚沒(3)「u」奔賁噴盆門(5)「ʌ」勃(1)「i」悶(1) 

魂合 1臻 歯頭(57) 「o」尊卒村忖寸猝卒存鐏孫𧎤猻巽孫(14)「u」蹲(1)「a」猻(1) 

魂合 1臻 喉音(59) 「o」溫穩昏閽婚忽笏魂渾混渾棍鶻(13) 

魂合 1臻 半舌(7) 「o」論(1) 

真合 3臻 照 2(4) 「o」率蟀帥(3) 

 

                                        
159 on韻部や un 韻部は独立している韻部であり、韻目の配列を見ても、un 韻部は an 韻部の後

に置かれているが、両韻部が共に臻摂の合口韻に対応するため、説明の便宜上、まとめて検討す

ることにする。 
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正韻音の中声が oで現れる字は魂韻の牙音・舌頭音・唇重音・歯頭音・喉音・半舌音字、

真韻の荘組字である。伝承音の中声は魂韻の唇音字を除けばほとんどの場合、中声 oで現れ

る。 

舌頭音字は「o」のほかに「u」で現れる字が 4字「屯臀鈍訥」ある。しかし、例外が多く

ないため、on 韻に収められた。歯頭音字にも 2つの例外「蹲(u)猻(a)」が見られるが

「猻」の場合、2つの伝承音が存在し、そのうち 1 つが oで現れるため、実際には例外が 1

字「蹲」しかないと言える。そして、その例外は伝承音に基づき修正された。 

唇音字の場合、さまざまな中声で写されたが、中声が oで現れる字が 3つしかなく、uで

現れる字が 5字「奔賁噴盆門」、ʌで現れる字が 1 字「勃」、iで現れる字が 1字「悶」あ

る。にもかかわらず、唇音字を unでなく on韻に入れた理由は 1等・3等の区別のためと考

えられる。これは梗摂 3等と区別するために 2等をなるべく ʌiŋ 韻に入れようとした扱い方

と一脈通じるところがある。 

真韻荘組字の場合、伝承音の中声にしたがっていると考えられる。 

＜表 44＞ 「un/ul」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

文合 3臻 牙音(68) 「u」君軍皸屈郡崛堀(7)「u」雲云芸耘運暈餫韻160(8) 

文合 3臻 唇軽(170) 「u」分饙粉糞奮僨芬氛紛忿枌蚠焚濆墳豶憤坌分佛文紋聞蚊問聞

汶璺(28)「ɨ」弗黻不拂佛吻勿物(8) 

文合 3臻 喉音(64) 「u」鬱熨蔚熏纁勳葷訓(8)「o」氳蘊韞醖慍縕(6) 

 

正韻音の中声が uで現れる字はすべて文韻に属する。牙音字の場合、伝承音の中声がすべ

て uで現れるため、議論の余地がない。唇音字は中声 uで現れる字が、ɨで現れる字よりず

っと多いため、un韻に収められたと考えられるが、中声 ɨが合口性を伴っていないため修

正せざるを得なかったと解釈するすることもできる 。喉音字は中声 u(8字)や o(6字)がほ

ぼ等しく現れるが、臻摂 1等と区別するために un 韻に収められただろう。 

＜表 45＞ 「iun/iul」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

諄合 A 臻 牙音(13) 「iu」鈞均橘(3) 

諄合 3 臻 舌上(22) 「iu」椿黜朮(3)「u」窀(1) 

                                        
160 右側の 8字の声母は中古音においては云母であったが、『挙要』では疑母になった。『挙

要』の字母体系(声母体系)は 36個の字母から成り立っているが、その中身は、中古音の 36声母

とは少し異なっている。조운성(2011B：21-22)によると、大体、中古の疑母 1・2・3等の開口、

云母開口及び 1・2等の合口が『挙要』の疑母に対応し、疑母 3等の合口や云母合口が魚母に対

応し、以母及び疑母 4等開口が喩母に対応するという。さらに、『挙要』と『正韻』の字母の対

応関係を見ると、『挙要』の疑母・魚母が『正韻』の業母に対応し、喩母が欲母と対応するとい

う。つまり、以上の 8字は『挙要』の魚母に属し、『正韻』では業母に属する。 



72 

 

諄合 3 臻 歯頭(80) 「iu」逡皴詢恂筍隼峻恤卹戍訹旬循巡徇(15) 

「u」遵(1)「o」卒啐(2) 

諄合 3 臻 照 3(67) 「iu」肫準春蠢出舜蕣瞬眴脣純淳醇鶉蓴盾楯順術述秫(21) 

「u」肫(1) 

諄合 3 臻 喉音(19) 「iu」尹允繘鷸(4) 

諄合 3 臻 半舌(15) 「iu」倫淪輪綸律(5) 

諄合 3 臻 半歯(9) 「iu」閏潤(2) 

真合 B 臻 牙音(28)161 「iu」囷菌(2)「u」窘(1) 

「iu」筠(1)「u」隕殞(2)162 

 

すべての諄韻字や真韻合口の牙音字は iun韻に取りまとめられた。諄韻の牙喉・半舌・半

歯字の伝承音には例外が見られない。舌上・照 3字の場合、伝承音の中声が uで現れる字が

1字ずつ現れ、歯頭音字にも uで現れる字が１字、oで現れる字が 2字あるが、それらの例

外は伝承音に合わせて修正した。真韻合口牙音字の場合、中声 iuと uが半分ずつ現れる

が、すべての字が iun韻に入れられた。これに基づけば『正韻』の編者らが文韻と諄・真韻

合口韻をできるだけ区別しようとしたと推測される。上述したように、真韻(諄韻及び真韻

合口の開口)は欣韻(文韻の開口)と一緒に臻摂に属しているものの、主母音があまり類似し

ていない163。『正韻』の編者らはそのことを考えに入れ、真韻合口字の中声をすべて iuに

修正したかも知れない。 

 

4.2.3  an韻部    

 

an 韻部には an韻や oan韻が含まれる。この韻部に山摂の１・2等韻や 2等韻の崇母字が

対応する。以下の＜表 46＞は「an・oan」韻に対応する中古韻をまとめたものである。 

＜表 46＞ an韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

an 山 寒 1 開  ɒ n/t 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

an 山 桓 1 合 ｗ ɒ n/t 唇重 

an 山 山 2 開 ｒ æ n/t 牙、舌上、唇重、喉、荘組 

an 山 删 2 開 ｒ a n/t 牙、舌上、唇重、喉、荘組 

oan 山 桓 1 合 ｗ ɒ n/t 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

                                        
161 真B韻の牙音字以外にも喉音字(影母)が1字「贇」収録されているが、伝承音が残っていな

い。また、真A韻の暁母である「獝矞䎉瞲𥅛𥄵㤜」も載っているが、伝承音が残っていない。 

162 「筠隕殞」字の声母も中古音の云母に属する。 

163 欣・文韻は痕・魂韻と近い。 
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oan 山 山 2 合 rw æ n/t 見、端、泥、荘、影、匣 

oan 山 删 2 合 rw a n/t 牙、喉、荘組 

oan 山 仙 3 合 jw ɛ n/t 崇母 上声、去声 

 

以下の＜表 47＞＜表 48＞は、伝承音の中声の出現頻度を声母ごとにまとめたものであ

る。 

＜表 47＞ 「an/al」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

寒開 1 山 牙音(53) 「a」干竿肝奸乾漧笴稈葛割旰幹看侃侃渴岸枿(18)「iə」岸(1) 

寒開 1 山 舌頭(103) 「a」單簞襌丹旦灘攤坦炭歎嘆闥撻獺壇檀彈但袒誕憚彈但達難難

捺(27)「io」旦(1) 

寒開 1 山 歯頭(53) 「a」贊讚拶餐璨殘珊散饊傘散薩(12)「oa」散(1) 

寒開 1 山 喉音(67) 「a」安鞍按案遏漢喝寒韓旱翰銲汗𤿧悍毼轄(17) 

寒開 1 山 半舌(33) 「a」蘭瀾欄嬾爛辣糲(7) 

刪開 2 山 牙音(19) 「a」姦諫㵎圿慳顔鴈贋(8)「oa」菅(1) 

刪開 2 山 舌上(4) 「a」赧(1) 

刪開 2 山 唇重(40) 「a」班斑頒板攀蠻慢(7) 

刪開 2 山 照 2(15) 「a」刹訕(2) 

刪開 2 山 喉音(17) 「a」晏瞎僩骭(4) 

山開 2 山 牙音(39) 「a」間艱𥳑揀襉閒眼(7) 

山開 2 山 舌上(5) 「a」綻(1) 

山開 2 山 唇重(21) 「a」八瓣辨(3)「iə」盼(1) 

山開 2 山 照 2(38) 「a」盞札鏟察孱棧山産殺(9) 

山開 2 山
164 

喉音(31) 「a」閑癇(2)「ʌ」限(1) 

桓合 1 山 唇重(118) 「a」般半撥鉢潘判冸醱盤瘢蟠胖伴畔叛跋妭撥曼謾鏝饅鰻鞔滿幔

漫末沫抹䴲(31)「ə」潘(1) 

 

正韻音の中声が aで現れる字は寒韻の牙音・舌頭音・歯頭音・喉音・半舌音字、刪・山

韻の牙音・舌上音・唇重音・照 2・喉音字、桓韻の唇重音字である。山摂 1・2 等

韻の伝承音の中声はほとんどすべてが aで現れる。2等の刪・山韻は重韻の関係に

あるが、伝承音においてその違いが全く現れない 165。しかし『正韻』の編者らは

その中声を修正せず、そのまま受け入れた。つまり、1 等韻と 2 等韻を分韻せ

ず、さらに重韻に関係にある韻も分類しなかったということであるが、このこと

                                        
164 ほかに、半舌音字が 4字「斕𣁣瞵潾」収録されているが、伝承音がない。 

165 麥耘(2009)は刪・山韻の主母音を a・æ と推定し、平山久雄(1967)は a・ɐ と推定し

た。また、後期中古音時期には両韻が完全に合流し、慧琳音においては重韻の違い

が全く現れない。 
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から彼らが伝承音を修正する際、伝承音を最大限受け入れようとしたことがさら

に証明される 166。 

寒韻の例外には、中声が iə で現れる字「岸」、ioで現れる字「旦」、oa で現れる字

「散」が 1字ずつ見られるが、それらの字の伝承音を見ると、すべてが中声 aでも現れるこ

とが確認できる。つまり、寒韻字の伝承音には例外がないと言える。桓韻の唇音字にも中声

が əで現れる例外が 1字「潘」見られるが、この字の中声もまた aや əの二通りで現れる。 

2等の刪・山韻字の伝承音の中声を見ると、ほとんどすべてが、a で現れるが、3

つの例外が現れる。すなわち「菅(oa)、盼(iə)、限(ʌ)」であるが、「菅」は開合を区別す

るため、「盼」は 3・4等との区別のため、「限」は臻摂と山摂を区別するため、修正した

と考えられる。 

 

＜表 48＞ 「oan/oal」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

桓合 1 山 牙音(84) 「oa」官涫棺觀冠莞管琯輨盥鸛觀灌瓘館盥冠括栝适筈寬款闊玩(

25)「uə」蚖(1) 

桓合 1 山 舌頭(78) 「a」端短斷鍛碫斷湍猯脫團段奪脫暖(14) 

桓合 1 山 歯頭(47) 「a」鑚纂纉鑚竄㸑酸狻算筭(10) 

「oa」撮(1)「uə」蒜(1)「oi」撮(1) 

桓合 1 山 喉音(81) 「oa」剜豌歡懽獾喚渙煥桓完丸芄紈萑緩浣換活(18) 

「a」斡豁(2) 

桓合 1 山 半舌(11) 「a」鸞巒卵亂(4) 

刪合 2 山 牙音(18) 「oa」關慣貫串刮頑(6)「a」薍(1) 

刪合 2 山 照 2(13) 「oa」刷(1) 

刪合 2 山
167 

喉音(39) 「oa」還寰環鬟患豢宦(7)「a」彎(1) 

山合 2 山 牙音(3) 「oa」鰥(1) 

山合 2 山
168 

喉音(9) 「oa」幻滑猾(3) 

仙合 3 山 照 2(11) 「a」饌撰(2) 

 

                                        
166 山摂字の字母韻を見ると、重韻は合流しているが、1等韻と 2等韻はほぼ区別していることが

分かる。1・2等の差は訳訓音の中声にも現れるが、1等韻の中声は aで、2等韻の中声は iaで

現れる。 

167 舌上音字が 2字「窡妠」載っている。 

168 舌上音字が 2字「豽𤜽」収録されている。 
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正韻音の中声が oaで現れるのは、桓韻の牙喉音・舌頭音・歯頭音・半舌音字、刪韻合口

の牙喉音・照 2 字、山韻合口の牙喉音字、仙韻合口の照 2 字である。 

刪韻の伝承音の中声はほぼすべてが oaで現れ、牙喉音字に 2つの例外が「薍彎(a)」

が見られるが、それらの中声は合口性を反映していないため、修正した。桓韻字の伝承音に

は例外が比較的多く見られるが、中声が uə で現れるのが 2字「蚖蒜」、oi で現れるのが 1

字「撮」ある。それらの字は伝承音に基づき修正された。桓韻・仙韻の舌歯音字の伝承音を

見ると、ほぼすべての中声が(仙韻の場合、すべての中声が)a で現れる169。『正韻』の編者

らは伝承音を受け入れず、それらの中声をすべて oaに修正した。このことから、唇音字以

外はどんな場合にでも合口性を厳しく修正したことが分かる。 

 

4.2.4  ən韻部  

 

ən韻部には ən韻・iən韻・uən韻・iuiən韻が含まれる。この韻部に山摂の 3・4等韻が

対応する。以下の＜表 49＞は各韻に対応する中古音の韻母や声母をまとめたものである。 

＜表 49＞ ən韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ən 山 元 3 開 ｊ o n/t 牙、喉 

ən 山 元 3 合 jw o n/t 唇軽 

ən 山 仙 B 開 rj ɛ n/t 牙 

ən 山 仙 A 開 j ɛ n/t 牙 

iən 山 仙 A 開 j ɛ n/t 牙、唇重、喉、知組、精組、荘組、章

組、来母、日母 

iən 山 仙 B 開 rj ɛ n/t 疑母、唇重、喉 

iən 山 先 4 開  ɛ n/t 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

uən 山 元 3 合 jw o n/t 牙、喉 

uən 山 仙 B 合 jw ɛ n/t 牙、来母 

                                        
169 これに関連して伊藤智ゆき(2007：136)は次のように述べている。「しかし、朝鮮語(中期朝

鮮語)にはそもそも、＊toa-、＊thoa-、＊tiuie-、＊thiuie-のような連続が原則として現れな

い。したがって朝鮮語にはこのような舌音の合口性を写す方法がなかったと見られる」また、桓

韻の舌歯音は合口性が反映されず、-an(-al)で現れるのが原則と述べ、歯音に合口性が反映され

た例があるのは、荘組の調音が合口性を伴いやすいためと解釈した。（伊藤智ゆき(2007：180、

182)） 一方、河野六郎(1979：428-430)は次のように述べた。「中国原音の合口の朝鮮字音に

おける現れ方を見ると、まず 1・2等では、牙・喉音の字は合口を明白に示す。(中略)舌頭音字

は合口要素を示さないのが普通である。(中略)歯頭音も舌頭音と同様合口要素を脱落するが、合

口を留める場合も可也ある。(中略)舌上音は例が少ないが、皆合口を示す。(中略)正歯 2等は合

口を失う場合と保つ場合とがある。」 
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iuiən 山 仙 A 合 jw ɛ n/t 牙、喉、知組、精組、荘組、章組、来

母、日母 

iuiən 山 仙 3 開 j ɛ n/t 邪母 平声 

iuiən 山 先 4 合 w ɛ n/t 牙、喉 

iuiən 山 先 4 開  ɛ n/t 暁母 

 

以下の＜表 50＞は、ən韻に取りまとめられた字の伝承音中声の出現頻度を声母ごとにま

とめたものである。 

＜表 50＞ 「ən/əl」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

元開 3山 牙音(45) 「ə」鞬犍建言(4)「a」訐羯竭碣(4)「iə」訐(1) 

元合 3山 唇軽(83) 「ə」藩翻幡轓旛反煩繁蘩燔樊礬伐筏瞂罰䑔(17) 

「a」反返阪販畈髮發礬飯飯晚挽萬韈襪(15) 

元開 3山 喉音(42) 「ə」偃鰋堰軒掀獻憲歇蠍(9)「a」謁蠍(2) 

仙開 B山 牙音(76) 「ə」謇愆騫攐孑乾虔鍵件傑桀彦諺唁孽闑(15)「iə」蘖(1) 

仙開 A山 牙音(4) 「iə」譴(1) 

仙開 3山 喉音(1) 「ə」焉(1) 

 

正韻音の中声が əで現れる字は元韻開口の牙喉音字、元韻合口の唇重音字、仙韻の牙喉音

字である。元韻の伝承音を見ると、喉音を除けば、中声 əと aがほぼ等しく現れることが分

かる170。しかし、『正韻』の編者らは元韻をすべて ən韻に取りまとめた。それは山摂の 1・

2等韻と区別するためと考えられる。 

仙韻はさらに重紐 A類と B類に分かれるが、仙韻の場合もほかの重紐韻と同様牙喉音字だ

けが重紐の差を表している。しかし、＜表 50＞を見ると、仙 A韻の牙音字の中声が iə で現

れるにもかかわらず、仙 B韻と一緒に ən韻に入れられたことが分かる。3.2.1において、

『正韻』では重紐 A・B類をきちんと区別しており、重紐字の分韻は伝承音に基づいている

と述べた。しかし、仙韻牙音字の場合、伝承音を全く参考にしなかったように見られ、むし

ろ字母韻により A・B類が分類されたと思われる。仙韻牙音字の字母韻を調べたところ、

「譴」は重紐 B類字が収められている「鞬」字母韻に、「遣」は重紐 A類字が集められてい

                                        
170 元韻は本来臻摂に属する韻であったが、韻図時期に山摂に合流した韻である。최영애(2000：

278)によると『韻鏡』において元韻は山韻と同一の図(第 21-22転)、仙韻は删・先韻と同一の図

(第 23-24転)に置かれているが、韻書においては元韻が文・欣韻や魂・痕韻(臻摂)の間に入れら

れているという。元韻の伝承音の中声が əだけでなく aでも現れることに関連して、伊藤智ゆき

(2007：185、186)は次のように述べた。「元韻の唇音は軽唇音化を起こしている。そのため唇音

は舒声-ən、入声-əl以外に、舒声-an、入声-alで現れ、元韻の主母音 ʌを反映している。」ま

た、牙喉音の例外については類推と説明した。その反面、河野六郎(1979：500)は-an(-al)を a

層に、əをｂ層に置いた。 
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る「堅」字母韻に属していることが明らかになった171。これは『正韻』において「譴」が ən

韻に配属し、「遣」が iən韻に属することと一脈通じるが、このことにより、仙韻牙音字の

場合、伝承音ではなく字母韻に基づき分韻したことが証明されると考えられる。そうする

と、仙韻に限り字母韻に従っている理由は何であろうか。それはおそらく字数の多寡に関係

があると思われる。＜表 50＞＜表 51＞を見れば分かるように、『正韻』に仙 A韻の牙音字

は全部で 9字しか載っておらず、そのうち伝承音が残っている字は 3字に過ぎない。そこ

で、字母韻を参考し、仙韻 A・B 類を分韻したのではないか。つまり、重紐韻を分類する

際、基本的には伝承音の傾向にしたがっているが、字数が余りにも足りない場合には172、字

母韻を参考して重紐 A類と B類を区別した可能性があると考えられる。 

しかし、だからといって、『正韻』において山摂 3・4等を字母韻に基づき、分韻したと

は考えられない。조운성(2010B：216)によると ən 韻部と字母韻の対応関係は次の通り。 

ən韻「鞬(元開・仙開)・堅(元開)・干(元合)」字母韻       

iən韻「鞬(仙開・先開)・堅(仙開・先開)・賢(先開)」字母韻  

uən韻「巻(元合・仙合)・涓(元合)」字母韻        

iuiən韻「涓(仙合・先合)」字母韻173  

以上で確認できるように、ən韻部の各韻と字母韻の対応関係は整然としていない。つま

り、このことから『正韻』の編者らに伝承音が最も重要視されたことが示されると思う。た

だ、上述したように、場合によっては字母韻を参考にしたことは確かなようである。 

＜表 51＞ 「iən/iəl」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

先開 4山 牙音(60) 「iə」堅肩繭襺趼見結潔鍥挈姸研(12)「i」拮(1) 

先開 4山 舌頭

(146) 

「iə」巓癲典天靦鐵餮田電甸畋殿澱𪑣奠淀年撚涅捏(20)  

「i」絰垤迭(3)「a」涅捏苶(3) 

                                        
171 「鞬・堅」字母韻は共に中古音の元韻・先韻・仙韻から成り立っており、また、開口の細音

である。にもかかわらず、『韻会』においては両者が分かれている。これに関連して竺家寧

(1986：87)は韻母から見れば、その理由を説明することができないが、声母を分析すれば、

「鞬」字母韻には濁声母が、「堅」字母韻には清声母が収められたことが分かると述べた。しか

し、「譴(渓)」及び「遣(渓)」の声母はすべて清声母である。 

172 伝承音の資料が少ないという意味ではなく、中国の韻書に収録されている字が少ない場合を

言う。同一の条件、すなわち、同じ韻母や声母に属する字が非常に少ない場合がある。例えば、

『集韻』には仙韻重紐 A類の牙音字が 5字しか載っていない。 

173 조운성(2010B：220)は『正韻』に韻部と『挙要』の字母韻の対応関係について述べながら

『挙要』では仙韻・祭韻の重紐の違いが見られないとしている。しかし、喉音字は 1字もなく、

収録された牙音字の数も余りにも少ないため(特に A 類の牙音)、重紐の違いがないとは言えない

と思う。 
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先開 4山 唇重(74) 「iə」邊籩蝙徧遍片騈艑眠麪蔑蠛(12) 

先開 4山 歯頭(78) 「iə」箋節千蒨倩切竊前截先跣霰先(13) 

先開 4山 喉音(76) 「iə」煙燕咽胭宴燕鷰嚥咽蠮顯賢弦舷峴見莧絜(18) 

「i」咽纈頡(3)「iə」硯研齧霓174(4) 

先開 4山 半舌(17) 「iə」蓮憐鍊煉(4) 

仙開 A山 牙音(1) 「iə」遣(1) 

仙開 3山 舌上(48) 「iə」展𩥇哲徹撤纏廛徹撤碾(10) 

仙開 A山 唇重(46) 「iə」鞭鼈篇偏騗便便綿面滅搣(11) 

仙開 B山
175 

唇重(30) 「iə」變別辨辯卞弁別免冕勉娩(11) 

仙開 3山 歯頭(87) 「iə」

煎剪箭煎薦遷韆淺錢踐餞賤仙鮮獮鮮蘚癬燹線薛絏媟泄洩楔褻羨(28) 

仙開 3山 照 3(104) 「iə」饘鸇氈𣃼戰折闡掣羶膻扇設蟬禪善鱔蟺膳舌(19) 

仙開 3山 喉音(37) 「iə」延筵莚蜒郔𤀋(6)「ə」焉(1) 

仙開 3山 半舌(20) 「iə」連輦璉列烈裂蛚(7) 

仙開 3山 半歯(3) 「iə」然熱(2) 

 

正韻音の中声が iə で現れる字は仙韻・先韻字である。それらの韻は 3等介音と主母音か

らなる韻であるが、伝承音を見ると、ほぼすべての中声が iə で現れる。仙韻の場合、喉音

字の「焉(ə)」を除けば、すべての中声が iə で現れる。したがって、『正韻』では「焉」の

中声を iə に修正した。 

一方、先韻を見ると、唇重音・歯頭音・半舌音字には例外が見られず、牙喉音及び舌頭音

字に例外が若干見られるが、牙音字に 1字「拮(i)」、舌頭音字に 6字「絰垤迭(i)、涅捏苶

(a)」、喉音字に 3字「咽纈頡(i)」現れる。例外のうち最もよく見られる中声が iであるが

「咽」を除けば、すべてが入声字である。声ごとに入声字の中声出現の頻度を見ると、牙音

字の場合、iə(4)：i(1)であり、喉音字は iə(5)：i(3)である。また、舌頭音字の場合、

iə(2)：i(3)である。したかって、牙喉音字は伝承音に基づいて修正したと解釈してよい。

舌頭音字の入声字を in韻に入れなかった理由はその韻には臻摂が対応すると決められてい

たためと考えられる。舌頭音字には中声が aで現れる字が 3つあるが、そのうち、2字は 

「涅捏」の中声は iə でも現れる。つまり、先韻・仙韻開口の正韻音は伝承音をそのまま受

け入れたと考えられる。ただし、先韻の舌頭音の入声字は韻部の区別のために、修正された

と見られる。 

＜表 52＞ 「uən/uəl」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

仙合 B山 牙音(45) 「uə」卷眷卷權拳卷圈(7)「oa」顴(1) 

「uə」員圓瑗援院(5)「oa」瑗(1) 

                                        
174 中古音では疑母であったが、『挙要』では喩母に属する。 

175 牙音字が 4字「巘讞瓛甗齞」載っているが、伝承音はない。 
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仙合 3山 半舌(11) 「iə」戀(1)176 

元合 3山 牙音(93) 「uə」蕨蹶瘚券勸闕橛撅元黿原源願愿月刖軏(17)「oa」阮(1) 

「uə」袁轅猿榬園垣援遠遠樾鉞(11)「oa」援遠曰(3) 

元合 3山 喉音(59) 「uə」鴛怨寃苑怨暄喧萱諠楦(10)「oa」畹踠喧楦(4)「ə」噦(1) 

 

元韻合口と仙 B韻の伝承音は合口性をきちんと反映している。ほとんどの中声が uə で現

れ、正韻音もそれをそのまま受け入れている。例外がなくはないが、元韻喉音字の「噦」を

除けば、すべての中声が oaで現れ、例外すら合口性を反映していることが分かる。oaの場

合、山韻の 1・2等韻との区別のために修正しただろう。唯一「噦」の中声が əで現れる

が、『正韻』においてはその中声に合口性を加えて修正した。 

しかし、仙韻の半舌音字である「戀」が uən韻に入れられた理由は説明しにくい。＜表

52＞＜表 53＞を見れば分かるように、半舌音字の場合、舒声字が uən韻に、入声字が iuiən

韻に置かれている。しかし、半舌音字の伝承音の中声はすべて iə で現れるため、あえてそ

れらの字を声調により分けたことは納得しがたい。ただし、字母韻を考えに入れれば、次の

ような可能性が考えられる。半舌音字の舒声字は「巻」字母韻に属し、入声字は「玦」字母

韻に属する。「玦」字母韻字の場合、uən韻・iuiən韻に現れるが、「巻」字母韻字は uən

韻にしか現れない。つまり、伝承音に従えば、声調にかかわらず iuiən韻に取りまとめなけ

ればならないが、「巻」字母韻字を iuiən韻に入れられないと考え、舒声字を uən韻に入れ

たかもしれない。しかし、仙韻の半舌音字に限り、字母韻に基づいて分韻した理由が分から

ない。 

＜表 53＞ 「iuiən/iuiəl」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

先合 4山 牙音(44) 「iə」鵑蠲畎決訣𢎹犬闋(8)「iu」譎(1) 

先合 4山
177 

喉音(41) 「iə」淵絢血玄縣眩衒穴(8) 

仙合 A山 牙音(13) 「iə」絹狷缺(3) 

仙合 3山 舌上(23) 「iə」轉轉輟啜椽傳傳(7) 

仙合 3山 歯頭(63) 「iə」鐫悛全泉吮絶宣選撰雪旋旋(12) 

仙合 3山 照 3(50) 「iə」專甎顓穿川喘釧說船篅(10) 

仙合 3山 喉音(39) 「iə」鉛緣鳶悅說閱(6) 

仙合 3山 半舌(3) 「iə」劣(1) 

仙合 3山 半歯(45) 「iə」撋蠕臑爇(4) 

仙開 3山 歯頭(4) 「iə」涎(1) 

 

iuiən韻には仙韻・先韻の合口が対応する。伝承音を見ると、先韻の牙音字に例外が 1字

「譎(iu)」見られるが、それを除けば、すべての中声が iə で現れる。中声 iə には合口性が

                                        
176 「巻」字母韻。 

177 先韻開口の喉音字が 2字「韅顯」載っているが、「涓」字母韻である。 
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反映されていないため、『正韻』の編者らはそれらの中声に合口性を加え、iuiə に修正し

た。＜表 53＞から仙韻開口の歯頭音字が iən韻ではなく iuiən韻に入れられたことが確認

できる。しかし、それらの字は「涓」字母韻に属する。「涓」字母韻は山摂 3・4等の合口

韻から成り立っているため、『正韻』の編者らはそれに基づき、仙韻開口の歯頭音字を

iuiən韻に取りまとめただろう。 

 

4.2.5  まとめ 

 

4.2においては「根昆干君鞬」韻部に属する字の正韻音や伝承音を比較検討した。その結

果、次のことが明らかになった。 

まず、各韻部と摂の対応関係はつぎの通りである。 

ʌn・on・un 韻部：臻摂 

an・ən韻部：山摂 

次に、開口の一部(仙韻歯頭音字・先韻喉音字など)が合口韻に入れられた例が見られる

が、それらの字の字母韻を調べた結果、すべてが合口の字母韻に属することが明らかになっ

た。このことから開合を字母韻に基づいて区別したことが再確認できた。また、荘組と章組

を区別する際には、伝承音で荘組·章組が区別される傾向にある場合に限り、両者を分けて

異なる韻に入れたが、分韻の際には字母韻を参考にしたことを確認した。 

そして「根昆干君鞬」韻部を検討した結果、重紐韻に対する取り扱い方が明らかになった
178。臻摂真韻や山摂仙韻は重紐に当たるが、それらを分韻した結果により『正韻』の編者ら

が重紐 A・B類を区別する際、主に伝承音の傾向に従うが、場合によっては、例えば、該当

する字が不足している場合など、字母韻を参考にした可能性があることを確認した179。さら

に、開合や洪細の場合と同様、それらの韻を字母韻に合わせて分類したものの、正韻音の中

声を定める際には伝承音を忠実に反映したことが明らかになった。 

また、伝承音に重韻(删韻・山韻)の違いが全く反映されていなかったが、『正韻』の編者

らはそれを修正しなかった。このことは後期中古音時期に重韻の区別がなくなったことを反

映している可能性もなくはないが、蟹摂の 1·2等の伝承音や正韻音が重韻の差を反映してい

ることを顧慮すれば、正韻音に山摂 2等の重韻の違いが現れていないのは伝承音を受け入れ

たためと解釈できる。 

最後に、開合・照組・重紐の以外にも、字母韻を参考にしたと考えられる場合があった

が、痕韻の牙音・透母・影母(以上「根」字母韻)を ʌn韻に収め、匣母(「巾」字母韻)を ɨn

                                        
178「揯觥肱公江弓京」韻部には重紐韻がない。 

179 しかし、唇音の場合字母韻にかかわらず、重紐 A類として扱われている。これも伝承音の傾

向にしたがっていると考えられる。 
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韻に入れたことや、仙韻の半舌音字を声調により分けたことは字母韻に基づいた可能性が高

い。その理由は分かりにくいが、収録字の数が余りにも少ないため、字母韻を参考にしたか

もしれない。 

修正の対象となった中声を類型別に表すと、次の通りである180。 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

臻摂 

開口 

ʌ 

ɨ 

i 

ʌ・ɨ④ 

ɨ・ʌ・i④・ə 

i・iu③・iə 

臻 

合口 

o 

u 

iu 

o・u④・a・ʌ・i 

u・ɨ③・o④ 

iu・o・u 

山摂 

開口 

a 

ə 

iə 

a・iə・ə・ʌ・oa 

ə・a④・iə 

iə・i・a・ə 

山摂 

合口 

oa 

uə 

iuiə 

oa・a③・uə・oi 

uə・oa・ə・iə 

iə③·iu 

 

4.3 m終声 

 

正韻音のうち終声-mを持つ韻部は都合 3 つあり、これらの韻部はさらに 6 個の韻に分か

れる。『正韻』の韻部や韻及びその代表字をまとめると次のとおりである。 

＜表 54＞ m 終声類 

韻部 韻 平 上 去 入 

 

ʌm 

ʌm 簪 㾕 譖 戢 

ɨm 金 錦 禁 急 

im 碪 踸 揕 縶 

am am 甘 感 紺 閤 

əm əm 箝 檢 劔 劫 

iəm 兼 歉 歉 頰 

 

『正韻』の韻部、正韻音の中声表記、中古音韻摂、『挙要』の字母韻及び反切下字、訳訓

音の中声をまとめると、次の通り。 

                                        
180 ①音節制約、②韻部の区別、③開合の区別、④洪細の区別。下線は出現率が低いため修正し

た伝承音の中声を示す。 
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＜表 55＞ ㅁ[m] ㅂ[p]終声類 

韻目 韻類 中声 中古音摂韻(等) 字母韻 反切下字 訳訓音中声 

 

簪 

簪 ᆞ ʌ 深侵 簪 簪 ㅡㅣ 

金 ㅡ ɨ 深侵 金歆 簪林 ㅣ 

碪 ㅣ i 深侵 金 林 ㅣ 

甘 甘 ㅏ a 咸談 咸覃 咸銜 

咸咸 

甘緘 三含銜咸 ㅏㅑ 

箝 箝 ㅓ ə 咸鹽 咸嚴 咸凡 箝甘杴 占嚴凡 ㅕㅏ 

兼 ㅕ iə 咸鹽 咸添 兼箝嫌 占兼 ㅕ 

 

中古音の摂のうち、韻尾-mを持つ摂には深摂と咸摂がある。両摂と『正韻』の韻の対応

関係を見ると、＜表 55＞から分かるように深摂が ʌm韻部に対応し、咸摂が am・əm韻部に

対応する。m 終声を持つ韻部にも、ʌm韻部が含まれており、n終声韻部と同様、ʌm韻・ɨm

韻・im韻が揃っている。以下では韻部ごとに正韻音と伝承音を比較検討する。 

 

4.3.1  ʌm韻部 

 

ʌm韻部には ʌm韻・ɨm韻・im韻が含まれている。これらの韻には中古音の深摂が対応す

る。深摂は侵韻だけからなる摂であるが、侵韻の伝承音の中声は声母により分かれており、

『正韻』においてもそれをほぼそのまま受け入れている。以下の＜表 56＞は ʌm韻部と侵韻

との対応関係を示したものである。 

＜表 56＞ʌm 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ʌm 深 侵 3 独 j ə m/p 荘組 

ɨm 深 侵 AB 独 j ə m/p 牙、唇重、喉 

im 深 侵 3 独 j ə m/p 知組、精組、章組、来母、日母 

 

 以下の＜表 57＞＜表 58＞＜表 59＞は伝承音の中声の出現頻度を声母ごとにまとめたもの

である。 

＜表 57＞ 「ʌm/ʌp」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

侵開 3深 照 2(37) 「ʌ」簪譖岑涔參蔘(6) 
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ʌm韻に属する字は侵韻の荘組字である。侵韻は 3等韻であるため 3等介音と主母音から

なるが、それらの字の伝承音を見れば分かるように、すべての中声が ʌで現れ181、介音が反

映されていない。しかし『正韻』の編者らは伝承音を修正せず、そのまま受け入れた。これ

は彼らの 3等韻に対する一貫した扱い方である182。 

＜表 58＞ 「ɨm/ɨp」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

侵開 B 深 牙音(62) 「ɨ」金今襟錦禁急級汲給欽衾泣琴禽檎及笈吟(18)「i」金(1) 

侵開 B 深 唇重(2) 「u」稟品(2) 

侵開 B 深 喉音(15) 「ɨ」音隂飮(上)窨飮(去)邑浥歆(8)「a」瘖(1)「i」飮(去)(1) 

侵開 3 深 喉音(14) 「ɨ」淫婬(2) 

侵開 A 深 喉音(11) 「ɨ」揖挹吸翕(4) 

 

正韻音の中声が ɨで現れるのは侵 B韻の牙喉音・唇重音、侵 A韻の喉音、侵韻の以母字で

ある。侵 A韻及び侵韻の伝承音には例外が見られない。侵 B韻の牙喉音字の中声を見ると、

ɨ以外に、中声「a(1)・i(2)」で現れる例外がある。しかし、「金・飮」の場合、伝承音の

中声が「ɨ・i」の二通りで現れる多音字である。「瘖」の中声が aで現れるが183、他の喉音

字の中声がほぼすべて ɨで現れるため、それに合わせて中声を ɨに修正した。 

                                        
181 侵韻の荘組字の中声が ʌで現れることに関して、河野六郎(1979：475)は声母のために、介音

が喪失した段階を写していると解釈し、伝承音の-ʌm をｃ層に、-ɨmをｂ層に配置した。その反

面、伊藤智ゆき(2007：177)は 邵雍の『皇極経世声音唱和図』に伝承音の-ʌm/-ʌpに当たる音が

あると考えられ、伝承音の母胎層が唐末～宋初ぐらいであれば、-ɨmと-ʌmが同時期の中国音を

写していると解釈できると述べた。 

182 ところで김철헌(1959：49-50)は『正韻』において ʌn韻(根)ʌm韻(簪)ʌ 韻(貲)の中声が ʌ(ᆞ)

で写されたことから正韻音の ʌと訓民正音の ʌの音声が異なっていたことが証明されると述べ

た。つまり、ʌn韻・ʌ韻 は 1等韻であり、ʌm韻は 2 等韻である。ʌn韻は最初から『広韻』で韻

目として立てられていたのに対して、ʌ韻は本来 4等韻であったが北宋以降に歯上音だけが 1等

韻になったものである。したがって 3つの異質の韻を同じ ʌで写したことに基づけば、正韻音の

ʌが訓民正音の ʌと完全に同一の音声を持っているとは考えられず、両者の音声が類似していた

と見られるということである。さらに、『四声通攷』で記述している中声の発音法を見ても正韻

音と訓民正音の ʌは同一ではないとした。しかし『四声通攷』の説明は訳訓音の中声に関するも

のであり、正韻音の中声とは特に関係がない。以上の見解はそこを見逃していると考えられる。 

183 伊藤智ゆき(2007：177)によると「瘖」は「暗」(覃韻影母)の類推という。 



84 

 

『正韻』には侵韻の唇重音字が 2つしか載っていない184。すなわち「稟品」。それらの 2

字の伝承音を見ると、すべての中声が uで現れる185。伝承音のうち唇音字の中声に合口性が

正しく反映されている例は極稀である。だが『正韻』ではそれらの中声を ɨ に修正した。そ

の理由については次の二通りの解釈ができる。 

まず、唇音の声母にすでに合口性が含まれているため、中声に合口性を再び写す必要がな

いと判断し、あえて中声 uを ɨに修正した可能性が考えられる。4.1及び 4.2 において検討

したように、唇音字の伝承音の中声には合口性が全く反映されていなかったが、『正韻』の

編者らはそれを修正せず、開口と同様に取り扱った。それは、彼らが唇音字の中声を[＋口

蹙]の中声字を用いて表記することを合口性を余計に加えることと考えたためではないか。

そこで、唇音字の中声に合口性が現れる場合、それを削除したと思われる。ところで、

4.1.6において述べたが、合口字なのに中声表記に合口性を反映しなかった場合(伝承音の

ほとんどの場合)、『正韻』の編者らはその中声を伝承音に基づき修正した。例えば、梗摂

4等の合口韻の中声が iə で現れると、それを他の[＋口蹙]を持つ中声ではなく、該当中声

字に[＋口蹙]を加えた中声に修正したのである。だが、「稟品」の伝承音を修正する際に

は、それと正反対の作業が行なわれた。つまり、u から[＋口蹙]の資質を除いた結果、以上

の 2字の中声が ɨになったのである。 

次に、侵韻には元々開口韻しか存在しないため、合口のための韻を立てなかった可能性も

考えうる。中古音には開合の区別がない韻からなる摂が 6つ「通・江・遇・効・流・深」あ

るが、『正韻』においてはそれらの摂に属する韻を開口か合口のどちらかの一方に取りまと

めておいた186。つまり、『正韻』の編者らは深摂に合口がないことを考えに入れ、合口性が

現れる中声を修正したかもしれない。 

興味深いのは、侵韻 A・B類がともに ɨm韻に収められた事実である。しかし＜表 58＞を

見れば分かるように侵韻 A・B類の伝承音のほぼすべての中声が ɨで現れ、なかでも侵 A韻

の場合、すべての中声が ɨで現れる。したがって、伝承音において両者の区別がつかないた

め『正韻』においても両者を区別しなかったと解釈することができるだろう。しかし一方、

侵韻字の字母韻を調べたところ、重紐 A・B類を問わず、すべてが「金」字母韻に属してお

り、重紐の区別が完全になくなっていることが明らかになった。つまり、このことによれ

ば、字母韻において侵韻 A・B類が合流していることを顧慮し、両者をともに ɨm韻に入れた

                                        
184 『広韻』においても侵韻の唇音字は多くない。調べたところ、幫母字が 3字、滂母字が 1

字、並母字が 1字収録されていた。そのうち、『正韻』には幫母字が 1字「稟」滂母字が 1字

「品」載っている。 

185 重紐韻の伝承音は牙喉音字の場合、A類と B類が分かれる傾向があることに対して、唇音字は

大体 A類のように現れるのが一般的である。しかし、侵 A韻にはそもそも唇音字が存在せず、侵

B韻の唇音字の中声は他の B類と一緒に ɨで現れる。これに関連して、伊藤智ゆき(2007：176)

は韻尾部分の唇の突き出しに伴って介音及び主母音が後退した可能性があると解釈した。 

186 『正韻』では江摂を開口と合口に分類しているが、それは韻図において江韻の開合を区別し

ているためである。江韻は元々開合の区別のない独韻であったが、韻図時期(後期中古音)には開

合が分かれ、後期韻図や『韻会』の字母韻にはそういう変化が反映されている。 
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と解釈しても問題はないのである。もし、伝承音においては重紐の A・B類が完全に合流し

ているが、字母韻は分かれている例があれば、編者たちが伝承音と字母韻のうちどちらをよ

り重視したかが明らかになるだろうが、そういう例が見当たらない。したがって、仙韻 A類

の牙音字のように字数が足りない場合を除けば、重紐韻を分類する際、伝承音をより重視し

たと推測され、『正韻』の編者らは重紐韻を次の順で分類し、修正したと思われる。 

伝承音に区別がない → 分韻しない 

伝承音に区別がある → 字数が多い → 伝承音にしたがって分韻 

          → 字数が不足 → 字母韻により分韻 

＜表 59＞ 「im/ip」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

侵開 3深 舌上(33) 「i」砧椹湛沉朕蟄賃(7) 

侵開 3深 歯頭(63) 「i」浸侵寢集心尋鬵燖(8)「ɨ」緝葺楫習襲(5) 

侵開 3深 照 3(43) 「i」斟鍼枕枕執汁瀋 審嬸諶葚甚十什(15) 

「ɨ」汁濕拾(3)「ʌ」箴(1) 

侵開 3深 照 2(3) 「ʌ」䜟(1) 

侵開 3深 半舌(17) 「i」林霖臨臨立粒笠苙(8)「ɨ」廩(1) 

侵開 3深 半歯(33) 「i」壬餁衽荏恁稔妊紝絍任入(11)「iə」稔(1) 

 

正韻音の中声が iで現れるのは舌上音・歯頭音・章組・荘組・半舌音・半歯音字である。

上述したように『正韻』の編者らは侵韻字を伝承音に基づき分韻している。＜表 59＞から

伝承音の中声がほぼすべて iで現れることが確認できる。舌上音字の中声は例外なく iで現

れ、半歯字には例外が 1字だけ「稔(iə)」見られるが「稔」の中声は iə のほかに iでも現

れるため、議論の余地がないと思われるが、中声 iə は咸摂 3・4等に対応するため、侵摂字

の中声表記には適当ではなかったと考えられる。また、半舌字の場合、中声が ɨで現れる字

が 1字あるが、すなわち「廩」、都合 9字のうち例外が 1字しかないため、多数見られる中

声に合わせ、「廩」の中声を iに修正しただろう。歯頭音字には中声が iで現れる字が 8

字、ɨで現れる字が 5字ある。つまり、両中声の出現率はあまり変わらない。しかし、歯頭

音の場合、章組と一緒に取り扱う場合が多く、さらに、わずかな差でも iの方が多いため、

歯頭字を im韻に取りまとめたと考えられる。つまり、歯頭音字の場合、洪細を区別するた

め修正したと解釈できる。 

章組字の場合、中声 iで現れる字が 15字、ɨで現れる字が 3字、ʌで現れる字が 1字あ

る。そのうち、中声 ʌは出現率も低いが、それより、ʌm韻には荘組字がまとめられたの

で、荘・章組を区別するためには、章組字を別の韻に入れなければならなかっただろう。そ

こで、残りの中声 iや ɨのなかで、より多く現れる iが選ばれ、章組字を im 韻に収めたと

考える。 

初母(荘組次清)に属する「墋堪䜟」が ʌm韻ではなく im韻に収められた理由はそれらの字

が他の荘組字とは異なる字母韻に属しているためである。侵韻の荘組字の字母韻を調べて見

ると、ʌm韻に入れられた荘組字はすべて「簪」字母韻に属するが、上述の 3 つの字は章組
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字と同様「金」字母韻に属することが分かった。つまり、『正韻』の編者らはそれに基づき

「墋堪䜟」を im韻に取りまとめた考えられるが、このことから、照 2・照 3 等字を分類す

る際、基本的には伝承音の傾向に従っているが、字数が少ない場合など、場合によっては他

の基準に基づいて分韻することもあったと考えられ、またそういった場合に主に参考にした

のは字母韻であることが明らかになったと思う。  

 

4.3.2  am韻部 

 

am韻部は am韻からなる。この韻には中古音の咸摂の１等・2等韻が対応する。以下の＜

表 60＞は am 韻部と咸摂の１等・2等韻との対応関係を示したものであり、その次の＜表 61

＞は各韻の伝承音の中声出現率を声母ごとにまとめたものである。 

＜表 60＞ am 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

am 咸 覃 1 開  ɔ m/p 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

am 咸 談 1 開  ɒ m/p 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

am 咸 咸 2 開 ｒ æ m/p 牙、舌上、喉、荘組 

am 咸 銜 2 開 ｒ a m/p 牙、喉、荘組 

 

＜表 61＞「am/ap」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

談開 1咸187 牙音(16) 「a」甘柑泔敢瞰榼磕(7) 

談開 1咸 舌頭(79) 「a」擔膽擔耼菼毯榻塌搭談痰澹噉澹淡(15) 

談開 1咸 歯頭(12) 「a」慚暫三(3) 

談開 1咸 喉音(28) 「a」憨盍嗑(3) 

談開 1咸 半舌(22) 「a」藍籃襤攬濫纜覽臘鑞蠟(10) 

覃開 1咸 牙音(49) 「a」感紺閤蛤鴿龕堪戡坎欿勘(11) 

覃開 1咸 舌頭(87) 「a」耽湛答荅貪探錔塔潭蟫藫曇禫萏南男納衲(18) 

覃開 1咸 歯頭(50) 「a」匝咂參雜糝(5)「ʌ」蠶糝(2)「i」糝(1) 

覃開 1咸 喉音(74) 「a」䳺庵暗闇罨含函涵䤴頷撼憾感合(14)「ɨ」洽(1) 

覃開 1咸 半舌(15) 「a」婪嵐(2) 

咸開 2咸 牙音(30) 「a」緘(1)「iə」鹻裌跲掐(4) 

咸開 2咸 舌上(13) 「a」劄湛賺(3) 

咸開 2咸 照 2(44) 「a」斬蘸鍤揷讒饞煠牐歃(9) 

咸開 2咸 喉音(26) 「a」黯咸鹹函陷(5)「iə」狹(1) 

                                        
187 am韻には凡韻入声字が１字だけ「猲」収録されているが、「戞」字母韻である。 
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銜開 2咸 牙音(17) 「a」監鑑鑑甲胛嵌巖(7) 

銜開 2咸 照 2(43) 「a」懺衫釤箑(4) 

銜開 2咸 喉音(29) 「a」押壓鴨銜檻艦狎柙匣(9) 

 

咸摂には 1等韻と 2等韻がそれぞれ 2つずつある。すなわち、覃韻と談韻(以上 1等韻)の

ペア、咸韻と銜韻(以上 2等韻)ペアがそれである。これらの韻は重韻の関係にある。しか

し、伝承音の中声には、重韻どころか 1等や 2等の差さえ反映されていない。つまりほぼす

べての中声が aで現れるのである。しかし『正韻』の編者らは重韻の違いや、1・2等の違

いを中声表記に反映しようとしなかった。それは彼らが韓国語の母音体系が中国語のそれよ

り単純であり、両国語の母音が 1対 1に対応しないということを了解していたためではない

か。また咸韻の牙音字の場合、伝承音の中声が aの方より、iə の方が多く現れるにもかか

わらず、それらの字を am 韻に取りまとめた。このことから、彼らにとって 1・2等と 3・4

等との区別ははっきりしなければならない問題であったが、1等と 2等との区別や 3等と 4

等との区別はそうではなかったということが分かる。 

覃韻の場合、例外が比較的多く見られる。牙音・舌頭音・半舌音字の中声は例外なく aで

現れるが、歯頭音字には、中声 ʌで現れる字が 2字「蠶糝」、中声 iで現れる字が 1字

「糝」見られる。さらに、喉音字にも中声 ɨで現れる字が 1字「洽」だけ現れるが、『正

韻』においてはそれらの例外をすべて中声 aに修正した。それは例外の比率が高くないため

であろう。つまり、歯頭音の場合、都合 8字のうち例外が 3字あり、喉音の場合 15字のう

ち例外が 1字しかないため、伝承音にしたがって例外を修正したのである。のみならず、例

外に見られる中声「ʌ・i・ɨ」は、すべてが ʌm韻部に属している。しかし、ʌm韻部には深

摂が対応する。したがって、韻部を区別するため、咸摂に属する字をそこに入れることがで

きなかったと考えられる。 

咸韻の牙喉音字には例外が多く見られる。なかでも牙音字の場合、中声 aで現れる字が１

字しかない反面、iə で現れる字は 4字もある188。にもかかわらず『正韻』の編者らはそれら

の字を iəm韻に入れなかった。それは洪細を区別するためであろう。後述するが、iəm韻に

は咸摂 3等・4等字がまとめられている。そのため、咸韻の牙音字を iəm韻に入れず、am韻

にまとめて置いたと考えられる。喉音字の例外も同じ理由で修正したのであろう。 

銜韻と談韻の場合、例外が全く見られない。正韻音は伝承音をそのまま受け入れたと考え

る。 

 

                                        
188 これに関連して、伊藤智ゆき(2007：171)は複数の音を持っていた可能性「掐」、類推による

もの「鹻裌」、原因不明「跲」に分けて説明した。また、喉音字である「狭」も多音字と解釈し

た。しかし、馬徳強(2008：71)によると、咸摂 1等重韻に比べ、2等重韻の合流時期が少し遅か

ったという。あるいは、咸韻牙喉音の伝承音の中声が iə で現れるのは重韻の合流時期が遅かっ

たことと多少関係があるかもしれない。 
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4.3.3  əm韻部 

 

əm韻部には əm韻・iəm韻が含まれる。この韻部には中古音の咸摂の 3等・4等韻が対応

する。以下の＜表 62＞は əm韻部と咸摂の 3等・4 等韻との対応関係を示したものである。 

＜表 62＞ əm 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

əm 咸 塩 3 開 ｊ ɛ m/p 牙、影母、暁母 

əm 咸 厳 3 開 ｊ a m/p 牙、喉 

əm 咸 凡 3 合 ｊ o m/p 唇軽 

iəm 咸 塩 3 開 ｊ ɛ m/p 知、精、章組、幇、影、云、以、来、日

母 

iəm 咸 添 4 開  ɛ m/p 牙、舌頭、歯頭、喉 

 

以下の＜表 63＞＜表 64＞は各韻の伝承音の中声出現率を声母ごとにまとめたものであ

る。 

＜表 63＞ 「əm/əp」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

厳開 3咸 牙音(37) 「ə」劒刧怯嚴儼釅驗業鄴(9)「ɨ」欠(1) 

厳開 3咸 喉音(20) 「ə」淹醃蘞脇(4)「iə」脇(1)「ɨ」杴(1) 

塩開 B咸 牙音(18) 「ə」檢撿瞼黔儉(5)「iə」臉鉗 (2)「a」芡(1) 

塩開 B咸 喉音(31) 「ə」掩揜閹險嶮(5) 「a」俺(1) 

凡合 3咸 唇軽(32) 「ə」法凡帆笵範犯梵(7)「i」乏(1) 

 

正韻音の中声が əで現れるのは咸摂 3等韻である厳韻の牙喉音字、塩 B韻の牙喉音字、凡

韻の唇軽音字である。 

厳韻と凡韻は開合の対を成す一組である189。両韻は 3等介音と主母音からなる 3等韻であ

る。しかし、両韻の伝承音のほとんどすべての中声が əで現れ、3等介音が反映されていな

い。『正韻』の編者らはそれを修正せず、そのまま韻書に載せた。このことから咸摂の 3等

韻を他の 3等韻と同一に取り扱っていることが確認できる。 

                                        
189 厳韻には牙喉音字だけが現れ、凡韻には軽唇音字しか現れない。つまり、両韻は相補分布を

なしている。 
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厳韻の例外を見ると、まず牙喉音の場合、ɨで現れる字が 2字あり、iə で現れる字が 1字

ある。伊藤智ゆきによると(2007：174)「欠杴(hɨm)」は「欽(hɨm)190」の類推であり、

「脇」は「協(hiəp)191」の類推という。しかし、4.1.2 において述べたように、『正韻』に

おいては字形の類似による類推音を修正の対象と見なしていた。したがって、以上の 3字の

中声は修正せざるを得なかったと考えられる。のみならず、ɨm韻は ʌm韻部に含まれるた

め、咸摂字が入れなかっただろう。 

凡韻の伝承音には例外が 1字だけ「乏(i)」見られる。声調別に見ると、すべての舒声字

の中声が əで現れ、入声字は 1字が əで(法)、1字が iで現れる。つまり、入声字の中声に

は特定の傾向がないのである。それなのに凡韻の入声字を əm韻に取りまとめた理由は韻部

を区別するためであろう。 

侵韻の場合、正韻音と伝承音を問わず重紐 A・B類の違いが全く現れなかったが、塩韻の

伝承音には重紐の区別がきちんと反映されており、正韻音にもその違いが見られる。塩 B韻

の牙喉音字が əm韻に入れられたのは伝承音の中声を受け入れた結果であろう。牙音字の場

合、8字のうち中声が əで現れる字が 5字であり、iə で現れる字が 2字「臉鉗」、aで現れ

る字が 1字「芡」ある。つまり、中声 əの出現率が最も高いため、牙音字を əm韻に入れた

のである。例外の中声 iə は重紐 A類との区別のため修正したと解釈できる。さらに中声が

aで現れる「芡」や「俺192」の場合、咸摂 1.2 等と区別するため修正したと解釈することが

できる。 

＜表 64＞ 「iəm/iəp」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

添開 4咸 牙音(28) 「iə」兼縑蒹頰鋏莢筴謙歉慊篋(11) 

添開 4咸 舌頭(70) 「iə」點坫店添忝帖貼甜恬簟牒蝶氎鮎拈念捻(17) 

添開 4咸 歯頭(10) 「iə」浹(1) 

添開 4咸 喉音(12) 「iə」嫌協挾俠(4) 

塩開 3咸 牙音(8) 「iə」炎曄饁(3)云母 

塩開 3咸 舌上(28) 「iə」輒諂覘鑷(4) 

塩開 B咸 唇重(9) 「iə」貶(1) 

塩開 3咸 歯頭(77) 「iə」漸接椄睫籤塹妾漸(8)「ʌ」潛(1) 

塩開 3咸 照 3(73) 「iə」瞻占沾占襜韂苫痁苫攝韘葉蟾涉(14) 

塩開 3咸 喉音(23) 「iə」鹽簷閻燄焰葉(6)「ə」葉(1) 

塩開 A咸 喉音(37) 「iə」黶檿𧞣厭猒(5)「ə」厭(1)「a」厭(1) 

                                        
190 侵韻渓母。 

191 添韻匣母。 

192 伊藤智ゆき(2007：173)は「俺」の伝承音 'amLを覃韻影母の「庵('amL)」の類推と解釈した

が、そうすると「掩閹」の伝承音が'amR・'amL/Rとなっている理由が説明しにくい。 
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塩開 3咸 半舌(39) 「iə」廉簾濂鐮匳帘斂斂殮獵鬣(11) 

塩開 3咸 半歯(18) 「iə」枏冉染染(4) 

 

iəm韻にまとめられたのは添韻の牙喉音・舌頭音・歯頭音字、塩韻の牙喉音・舌上音・歯

頭音・章組・半舌音・半歯音字である。添韻の伝承音の中声はすべて iə で現れ、例外が全

く見られない。塩韻の場合、歯頭音・喉音字に例外が若干見られるが、ほとんどすべての中

声が iə で現れるため、両韻がともに iəm韻に収められたのである。 

塩韻の歯頭韻字に伝承音の中声が ʌで現れる字が 1字「潛」だけ現れるが、その中声は深

摂との区別のためにも修正しなければならなかっただろう。喉音字には例外が 2字あるが、

すべてが多音字である。つまり「葉」の場合、伝承音の中声が əや iə で現れ、「厭」の伝

承音は iəmのほかに əm・an193でも現れる。それらのうち中声 əは重紐 B類と区別するため修

正したと考えられる。an は終声が韻尾-nを写しているとしか考えられないため、基準音と

して選ばれなかっただろう。 

 

4.3.4  まとめ 

 

4.3においては「簪甘箝」韻部に属する字の正韻音や伝承音を比較検討した。「簪甘箝」

韻部には中古音の深摂と咸摂が対応する。両摂には合口韻が存在しないから、比較的単純な

韻母から成り立っていると言えるし、そのため伝承音の中声との対応が整然としている。

『正韻』の韻部と摂との対応関係は次の通り。 

ʌm韻部：深摂 

am・əm韻部：咸摂 

そして検討の結果、まず、唇音字を写した伝承音の中声に合口性が現れた場合、それを伝

承音に基づき修正したことが明らかになった。つまり、唇音字を開口韻と見なしていたと考

えられ、このことから合口字に合口性が反映されていない場合と開口字に合口性が加わって

いる場合は同一に扱っていることが証明される。 

また、重紐 A・B類を分韻する際にも、場合によって字母韻を参考にした可能性がうかが

われたが、伝承音に重紐の区別が見られない場合には、最初から重 A・B類を分類しようと

もしなかったことが明らかになった。さらに、山摂 2等と同様、伝承音には咸摂 1·2の重韻

の違いが全く反映されていなかったが、『正韻』の編者らがそれらの字を修正せず韻書に載

せたことを再確認した。つまり、重紐であれ重韻であれ、たとえ中国音においてはきちんと

                                        
193 便宜上中終声だけを示した。 
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区別されていても、伝承音でその区別がつかない場合、編者たちは伝承音の方を重視したこ

とが分かる。 

修正の対象となった中声を類型別に表すと、次の通りである194。 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

深摂 

 

ʌ 

ɨ 

i 

ʌ 

ɨ・u・i 

i・ɨ・ʌ 

咸摂 a 

ə 

iə 

a・iə④・ai・ʌ・ɨ・i 

ə・ɨ・i・a・iə 

iə・ʌ・a・iə 

 

4.4 w終声 

 

正韻音のうち終声-wを持つ韻部は都合 2 つある。これらの韻部はさらに 4 個の韻に分か

れる。『正韻』の韻部や韻及びその代表字をまとめると次のとおりである。 

＜表 65＞ w終声類 

韻部 韻 平 上 去 

o o 高 杲 誥 

io 驍 皎 叫 

u u 鳩 九 救 

iu 樛 糾 晝 

 

『正韻』の韻部、正韻音の中声表記、中古音韻摂、『挙要』の字母音及び反切下字、訳訓

音の中声をまとめると、次の通り。 

＜表 66＞ ᇢ[w]終声類 

韻目 韻類 中声 中古音摂韻(等) 字母韻 反切下字 訳訓音中声 

高 高 ㅗ o 效豪 效肴 高 刀交 ㅏ195 

驍 ㅛ io 效宵 效蕭 效肴 驍驕交高 嬌堯遙交 ㅕㅑㅏ 

鳩 鳩 ㅜ u 流侯 流尤 鳩鉤裒浮 侯尤 ㅣㅡ 

                                        
194 ①音節制約、②韻部の区別、③開合の区別、④洪細の区別。下線は出現率が低いため修正し

た伝承音の中声を示す。 

195 効(效)摂字や流摂字の訳訓音中声の下に付いている「ᄝ」は音価[w]を持っているが、便宜上

表には中声だけを載せる。下同 
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樛 ㅠ iu 流幽 流侯 流尤 樛鳩鉤 尤幽侯 ㅣㅡ 

 

w終声韻部には効摂・流摂字が収められている。効摂は四等が揃った摂であり、その構成

が比較的簡単であるため196、効摂の伝承音と正韻音を比較して見れば四等に対する編者らの

認識をうかがうことができると予想される。効・流摂と『正韻』の韻の対応関係を見ると、

効摂が ow韻部に対応し、流摂が uw韻部に対応する。2.3 において検討したように、両摂の

正韻音の終声(w)は音価を持たないただのしるしに過ぎない。つまり、中国音の陰声韻尾-w

は伝承音や正韻音の中声にすでに反映されていると考えなければならないのである。以下で

は中古音の韻母が伝承音にどういうふうに写され、正韻音は伝承音を如何に修正したかにつ

いて韻部ごとに検討する。 

 

4.4.1  ow韻部 

 

ow韻部には ow韻・iow韻が含まれている。両韻には中古音の効摂が対応する。効摂は

豪・肴・宵・蕭韻からなる。4つの韻の伝承音は大体 1等韻が他の 2・3・4 等韻と区別され

る傾向があり、正韻音も伝承音の傾向にしたがっている。以下の＜表 67＞は ow 韻部と豪・

肴・宵・蕭韻との対応関係を示したものである。 

＜表 67＞ ow 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ow 効 豪 1 独  ɒ u 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

ow 効 肴 2 独 r a u 唇重、崇母 

iow 効 宵 3 独 j ɛ u 牙、舌上、唇重、喉、精組、荘組、来、

日 

iow 効 蕭 4 独  ɛ u 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

iow 効 肴 2 独 r a u 牙、喉、知組、荘組 

 

効摂字の伝承音の中声は 1・2等(唇音・崇母)と 2・3・4等が分かれている。これまで検

討してきた内容から、『正韻』においては 4つの韻が洪音(1・2等)と細音(3・4等)に分類

されるだろうと予想したが、実際を見ると伝承音の傾向にしたがっていることが分かる。以

下では韻ごとに伝承音と正韻音の中声を比較し、分韻の基準や修正のパターンについて調べ

る。 

＜表 68＞ 「ow」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

                                        
196 山摂も四等がすべて揃っているが、重韻が現れるため、その構成が複雑と言える。 
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豪開 1効 牙音(82) 「o」高膏篙皐橰羔餻櫜杲稾藁誥告尻考栲槁犒敖熬獒螯翺傲敖鏊奡

(27) 

豪開 1効 舌頭

(115) 

「o」刀舠忉倒禱擣島到倒饕滔韜慆絛討陶淘萄桃逃濤鼗道稻導幬蹈

盗腦瑙惱(31)「io」絛淘臑(3)「a」臑(1) 

豪開 1効 唇重(61) 「o」寳保堡報袍抱暴菢毛帽媢冒耗(13) 

豪開 1効 歯頭(77) 「o」糟遭早藻澡棗竈躁操草糙慥曹艚螬槽皁造搔臊繅掃噪譟燥掃 

(26)「u」艘嫂(2) 

豪開 1効 喉音(66) 「o」爊媼197襖奧蒿薅好耗好豪壕毫號嘷浩昊顥號(18)「io」爊(1) 

豪開 1効 半舌(32) 「o」勞撈牢老勞澇(6)「io」醪潦轑(3)「oi」勞牢(2) 

肴開 2効 唇重(61) 「o」包苞飽泡脬砲庖炮咆匏跑麅皰茅蝥犛貌(17) 

「io」豹鮑茅卯(4) 

肴開 2効 照 2(7) 「o」巣(1) 

 

正韻音の中声が oで現れる字は 1等韻である豪韻の牙喉音・舌頭音・唇重音・歯頭音・半

舌音字及び 2等韻である肴韻の唇重音・崇母字である。それらの字の伝承音を見ると、ほぼ

すべての中声が oで現れる。つまり、このことから正韻音が伝承音に基づき分韻したことが

明らかになる。 

豪韻は 1等韻であるが、韻母に主母音以外にも陰声韻尾が含まれているため、音声は二重

母音に近かったと言える198。しかし、伝承音のほとんどすべての中声が o現れ、単母音のよ

うに写されている。それに関連して河野六郎(1979：441)は韻尾－i及び－u は母音であるた

め、主母音(V)と合体して明確を欠くことがあると述べた。また、韓国語の場合、中国語の

ように二重母音や三重母音を豊富に持つ言語ではなく、むしろそれとは逆の単母音の傾向が

強い言語であるから、その合体は著しい。特に流摂及び効摂では単母音化が明白であると説

明した。 

しかし、韓国語と中国語の母音体系の差を考慮に入れると199、以上の単母音化は当然のこ

とであると考えられる。つまり、効摂・流摂に属する韻母は主母音と陰声韻尾-wからな

                                        
197 「媼」の伝承音は「’o」のほかに「’on」でも現れる。これに関して伊藤智ゆき(2007：

160)は魂韻影母の「温」などの類推と見た。 

198 麥耘(2009)は豪韻の主母音や陰声韻尾を ɒuと推定し、平山久雄(1967)は ɑuと推定した。 

199 이기문(1990：111、114)は 13世紀(B前期中世)・15世紀(A後期中世)韓国語の母音体系を次

のように解釈した。 

(B)ᅵ ᅮ ᅩ      (A)ᅵ ᅳ ᅮ  

  ᅥ ᅳ ᆞ          ᅥ ᅩ 

    ᅥ            ᅡ ᆞ 
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り、現代音声学の用語をもって言うとそれらの母音は下降二重母音に当たる。しかし、よく

知られているように、訓民正音の中声字には-wで終わる母音を表す中声が存在せず、当然

ながら当時の韓国語の母音体系には-iで終わる下降二重母音は存在したが、-wで終わる下

降二重母音は全くなかった。つまり、両言語の音韻体系における差により主母音+wのよう

な母音は単母音と受け取られるしかなかったと考えられ、『正韻』の編者らも両言語のそう

いった差をつかんでいたため、効摂と流摂の伝承音の中声を修正しなかったと解釈すること

ができる。 

上述の内容やこれまで検討してきた内容によると、伝承音における単母音化には主に 3つ

の類型があり、単母音化した中声に対する『正韻』の編者らの扱い方にも 3 種類あることが

明らかになる。まず、単母音化の類型はつぎのとおり。 

ⓐ 3等介音が中声に反映されていない場合 

ⓑ 合口介音が中声に反映されていない場合 

ⓒ 韻尾-w が中声に反映されていない場合 

そのうち、ⓐの場合、音声的には[io]と[o]、[ia]と[a]が区別されたものの、中声「io・

ia・iu・iə」が単字であったため、3等字の伝承音が修正できなかったと考えられ、ⓑの場

合中声体系に‘闔闢’の対を成す中声字があったため修正することが可能であったと解釈で

きる。しかしⓒの場合、両言語の音韻体系における差によりその母音が聞き取られること自

体ができず、たとえそういう音声が聞き取れたとしても、それを表記する適当な中声字が存

在しなかった200ため、修正する方法がなかったと考えられる。 

ともあれすべての豪韻字及び肴韻字の一部の伝承音の中声が oで現れ、正韻音は伝承音の

中声を受け入れているが、＜表 68＞を見れば分かるように例外がなくはない。以下におい

ては伝承音の例外について韻ごとに調べる。 

                                        

一方、麥耘(2009：70、77)は前期中古音と後期中古音の主母音(韻腹)をそれぞれ 7個や 8個と

推定した。（括弧は異音を表す） 

前期 u[u] o[o・ɔ] ɒ[ɒ] a[a・æ] ɛ[ɛ・e・æ] i[i] ə[ə・ɨ] 

後期 u[u・ʊ] o[o・ɔ] ɒ[ɒ・ɔ] a[a] ɛ[ɛ・e] i[i] ï[ï] ə[ə・ɨ] 

200 崔世珍(1473-1542)の『翻訳老乞大』において用いられている‘国俗撰字’を見ると、流摂の

侯韻を「ɨu ᆕ」で、尤韻を「iu ᆛ」で写しているが、それらの中声は陰声韻尾-wをきちんと表

記するために工夫して作り出したものである。 
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豪韻の牙喉音や唇重音字の伝承音には例外がない201。喉音字である「爊」の中声が ioで

現れるが、その字は多音字である。舌頭音字に例外が 4つ「絛淘臑(io)臑(a)」見られる

が、そのうち「絛淘」の伝承音の中声は ioだけでなく oでも現れるため、議論の余地がな

い。また「臑」の伝承音を見ると、nioや nanで現れるが、nanはおそらく豪韻泥母ではな

く臻摂 1等韻である痕韻の泥母字を写していると思われる202。歯頭音字に 2つの例外が「艘

嫂(u)」見られるが、それらの字は類似した字形による類推とみなし修正した可能性が高い
203。のみならず uw韻には流摂が対応するため以上の伝承音の中声を修正せざるを得なかっ

ただろう。 

半舌音字には比較的例外が多く、5字「醪潦轑(io)勞牢(oi)」見られる。そのうち「勞

牢」の伝承音の中声は oi だけでなく oでも現れるため、例外と考えなくて良いと思う。

「醪潦轑」の場合、字形による類推と判断され204、修正対象になっただろう。 

肴韻の唇重音字には 4つの例外「豹鮑茅卯(io)」が見られるが、唇重音字のほとんどの中

声が oで現れるため、それに合わせて修正したと考えられる。興味深いのは荘組のうち唯一

崇母字だけが ow韻に入れられた点だる。伝承音の資料が 1つだけ「巣(o)」残っているが、

その中声が oで現れるため、伝承音にしたがって分韻した結果と考えられる。 

＜表 69＞ 「iow」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

蕭開 4効 牙音(32) 「io」梟徼皦叫徼(5) 

蕭開 4効 舌頭(97) 「io」貂凋琱彫雕鵰鳥弔釣糶眺齠跳調蜩條鰷調蓧銚尿(21)「o」

掉(上)掉(去)(2) 

蕭開 4効 歯頭(18) 「io」蕭簫蠨嘯(4) 

蕭開 4効 喉音(34) 「io」曉(1)「io」堯(1)疑母 

蕭開 4効 半舌(60) 「io」寮僚撩獠𤢸遼鷯寥了繚燎蓼鐐(13) 

宵開 3効 牙音205(49) 「io」驕嬌憍矯鞽蕎橋轎(8B) 「io」蹻(1A)「io」鴞(1 云) 

宵開 3効 舌上(18) 「io」朝超晁朝潮趙兆(7)「iu」趙(1) 

宵開 A効 唇重(52) 「io」標漂飄剽瓢薸妙(7) 

                                        
201 「爊」は多音字であり、伝承音の中声が oや io で現れる。 

202 nanは『翻訳小学』『小学諺解』に見られ「臑酒」のように用いられるが、この場合「臑」は

古の「暖」の字という。伊藤智ゆき(2007：159)を参照。 

203 伊藤智ゆき(2007：160)はそれらの字の伝承音を尤韻生母(流摂 3等)である「捜」などの類推

と解釈した。 

204 伊藤智ゆき(2007：160)によると「醪」は蕭韻来母の「寥(rio)」の、「潦轑」は、「寮遼

(rioＲ)」などの類推という。 

205 46字のうち、重紐 B字が 36字、重紐 A字が 9字、云母字が 3字ある。 
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宵開 B効 唇重(31) 「io」鑣𦔩臕表苗描廟猫(8)「iu」猫(1) 

宵開 3効 歯頭(101) 「io」焦鷦蕉椒鍬樵譙憔誚宵霄消綃銷痟小笑肖(18) 

宵開 3効 照 3(35) 「io」昭招沼照詔弨麨燒少少韶召邵(13) 

宵開 A効 喉音(11) 「io」腰要要(3) 

宵開 B効 喉音(20) 「io」妖夭夭(3)「ɨn」囂(1) 

宵開 3効 喉音(44) 「io」遥摇謠陶軺舀鷂(7) 

宵開 3効 半舌(12) 「io」療(1) 

宵開 3効 半歯(18) 「io」饒橈嬈蕘擾繞遶(7) 

肴開 2効 牙音(59) 「io」交郊蛟咬膠絞狡鉸敎校窖覺骹磽巧齩咬樂(18) 

肴開 2効 舌上(30) 「io」嘲鐃撓鬧(4)「o」棹(1) 

肴開 2効 照 2(43) 「io」鈔炒抄梢鞘弰蛸筲稍(9) 

「o」爪笊鞘弰蛸筲(6)「oa」抓206(1) 

肴開 2効 喉音(50) 「io」坳孝肴效(4)「o」髇(1) 

 

次に、＜表 69＞に見られるように、正韻音の中声が io で現れる字は効摂 2等韻である肴

韻の牙音・舌上・照 2・喉音字、3等韻である宵韻字、4等韻である蕭韻字である。効摂 2・

3・4等韻字の伝承音の中声はほぼすべてが ioで現れるため、正韻音が伝承音にしたがって

いることが分かる。以下では伝承音の例外について述べる。 

肴韻の牙音字には例外が見られず、喉音字も 1字「髇(o)」を除けば例外がない207。舌上

音字の場合例外が 1字「棹(o)」あるが、他の舌上音字の伝承音にしたがって修正した。問

題になるのは荘組字である。『正韻』では荘組に属する声母のうち、全濁の崇母字だけが

ow 韻に収められ残りの荘・初・生母字はすべて iow韻に入れられた。つまり、声母により

字が分かれているのであるが、初・生母字の場合、中声が io で現れる傾向があるため、正

韻音が伝承音に基づいていると考えて良いと思う。しかし、筆者の調査では、荘組の場合、

3つの伝承音資料のうち、2つ「爪笊」の中声が o で現れ、1つ「抓」の中声が oaで現れる

ことが明らかになった。つまり、伝承音に従えば荘組字は崇母字と同様 ow 韻に入れられな

ければならないのである。それに、すべての字母韻を見てもすべての肴韻荘組字が「高」字

                                        
206 伊藤智ゆき(2007)の資料篇には「抓」の声調が上声となっているが、『正韻』には上声では

なく去声となっている。『広韻』には「抓」が 3回現れるが、声調が異なっているだけで(平・

上・去)すべてが肴韻荘母に属する字である。 

207 河野六郎(1979：456-457)は肴韻の牙音字の中声が ioで現れることに関連して、中国音にお

ける 2等牙喉音の口蓋化によるものと考えられるが、他の声母字の中声まで ioで現れることを

考慮に入れると、韻母の主母音と韻尾(すなわち-ɑu)が合体して-yoとなることがあったのでは

ないかと解釈した。また、伊藤智ゆき(2007：160)も同様韻母の要素が合体することにより渡り

音[i]が生じたと述べた。以上の説明は 2等韻が介音を持たないと前提しているからこそ成立す

ると思われる。しかし本稿においては 2等介音を認めているため、肴韻の伝承音の中声が io で

現れる可能性が十分にあると考える。 
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母韻に属するため、その分韻の基準が全く分からない。ただ、例外が多く見られる崇母字を

別途に考えれば、荘組字の中声が伝承音にしたがっていると言えるかもしれない208。 

「抓」の伝承音は coaRや koaRである。両者のうち、前者は中国音に影響されたもの209と

思われ、後者は字形による類推によるものと考えられる210ため、その中声を修正せざるをえ

なかっただろうと思われる。 

舌上音字には例外が 1字「棹(o)」現れるが、伝承音に基づき修正した。 

宵韻は 3等韻であり、牙・喉・唇音は重紐 A・B類に分かれる。しかし、＜表 69＞を見れ

ば分かるように、伝承音の中声には重紐の違いがほとんど反映されていない。正韻音はそう

いった伝承音の傾向を受け入れて中声を修正したと考えられる。さらに、舌上音字に多音字

が 1つだけ(「趙 io・iu」)見られることを除けば、他の声母字には例外が全く現れない。

例外を見ると次の通り。 

牙音字に例外が全く見られない反面、喉音字には 1字だけ例外が現れる。すなわち「囂」

の伝承音が ɨnであるが、韻尾を見れば分かるようにその漢字音が宵韻字を写しているとは

考えられない211。「囂」を除けば、すべての伝承音の中声が io で現れるため、正韻音が伝

承音にしたがっていると言えるだろう。唇音字の場合、宵 A韻字には例外が全くない反面、

宵 B韻の「猫」の中声が ioの他に iu212でも現れるが、多音字である以上「猫」の伝承音が

宵韻を写していないとは言い切れない。例外を検討した結果、宵韻字の伝承音には重紐 A・

B類の差が現れないことが明らかになった。さらに、このことから伝承音に重紐の差が反映

されていない場合、『正韻』の編者らは該当韻の重紐 A・B類を区別しようとしなかったこ

とがさらに証明されたと思う。 

効摂 4等韻である蕭韻字も ow韻に入れられた。伝承音を見ると、ほぼすべての中声が io

で現れるため、正韻音が伝承音を受け入れていることが分かる。舌頭字に例外が 2字「掉掉

(o)」見られるが、伝承音に基づき修正した。 

                                        
208 崇母字の場合、伝承音にも例外が多数見られるが、『正韻』においても慈母や邪母に分かれ

ているなど例外的現象がしばしば見られる。また、中国語音韻学でも崇母は複雑な声母の 1つと

挙げられる。『広韻』では崇母字だったのに『集韻』では船母字(章組全濁)と変わった字もあ

り、『集韻』において船母が禅母(章組全濁)と合流したため、結局牀母(照組全濁)と禅母が入り

乱れることになってしまった。有坂秀世(1936：38-39)は漢字音を注音する際、正韻音を用いて

いる諺解書において中古音の牀母が邪・禅母と同様 ss(ㅆ)で注音されたと指摘した。 

209 「或依漢音...」(『正韻』「序」2b) 

210 이돈주(1990：28)によると、coaRは中国音に影響された結果であり、koaRは麻韻見母合口で

ある「 」の類推と述べた。(伊藤智ゆき(2007：161)から再引用)  

211 伊藤智ゆき(2007：163)によると「囂」の伝承音は真Ｂ韻疑母の「嚚(’ɨnＬ)」の類推とい

う。 

212 iuw韻には流摂が対応するため効摂字が入れない。 
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効摂は四等が揃っている摂であるため、効摂の正韻音を正確に分析すれば、編者らが 1・

2・3・4等をどのように理解し、漢字音の表記にその理解や認識を如何に生かしたかを解明

することができると予測した。上述した内容に基づけば 1・2等や 3・4等に分かれるだろう

と予想したが、実際を見るとそうではなかった。つまり『正韻』において洪音と細音を分類

する傾向があることは確かであるが、重紐や照組の場合と同様、それに対する区分は伝承音

における洪細の区分が前提になると言える。 

 

4.4.2  uw韻部 

 

uw韻部は uw韻・iuw韻からなる。両韻には中古音の流摂が対応する。流摂には 1等韻の

侯韻や 3等韻の尤韻・幽韻213があるが、尤韻・幽韻は重韻の関係214にある。以下の＜表 70＞

は uw韻部と侯・尤・幽韻との対応関係を示したものである。 

＜表 70＞uw 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

uw 流 侯 1 独  ə u 牙、唇重、歯頭、喉、端、透、定、半舌 

uw 流 尤 3 独 j ə u 牙、唇、荘組、影母 

iuw 流 尤 3 独 j ə u 知組、精組、荘組、暁母、以母、半舌、

半歯 

iuw 流 幽 3 独 j i u 牙、唇重、喉 

iuw 流 侯 1 独  ə u 泥母 

 

流摂の 1等韻は泥母を除けばすべてが uw韻にまとめられている。3等韻のうち尤韻は uw

韻と iuw韻に分けて入れられている反面、幽韻の場合すべての字が iuw韻に収められてい

る。1等韻の侯韻と 3等韻の尤韻は同一の主母音を持っており215、尤韻・幽韻が重韻の関係

にあることを考えれば、ある程度予想される結果と思われる。以下では流摂の正韻音と伝承

                                        
213 韻図において幽韻は 4等欄に置かれているが、陸志韋(1947)、董同龢(1968)、李新魁

(1984)、麥耘(2009)などほとんどの学者らが幽韻を 3等韻とみなしている。平山久雄(1967)は幽

韻を 4等韻と述べたものの、幽韻の唇音が尤韻の唇音と重紐のペアをなすとした。 

214 龍宇純(1970)は幽韻の介音を重紐 A類と同様-jiと推定し、李新魁(1984)は尤韻・幽韻を重紐

B・A類とみなした。しかし、韻書や韻図において両韻が 1つの韻となっていないことに基づけ

ば、両韻が重紐の関係にあるとは到底考えにくい。 

215 麥耘(2009)や平山久雄(1967)は共に侯韻・尤韻の主母音を əに推定した。のみならず、他の

学者らの再構音を見ても、両韻についての見解はほぼ一致している。 
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音を韻ごとに比較、検討する。次の＜表 71＞＜表 72＞は伝承音の中声の出現頻度を声母ご

とにまとめたものである。 

＜表 71＞ 「uw」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

尤開 3流 牙音(69) 「u」鳩九久韭救廐疚究丘糗求球毬裘仇臼舅咎舊柩牛(21) 

「iu」九(1) 

尤開 3流 云母(18) 「u」尤疣右友佑祐又(7)「iu」有囿(2) 

尤開 3流 唇軽(39) 「u」不缶不否富副覆浮蜉𣑿芣婦負阜復(15) 

尤開 3流 明母(29) 「o」謀矛鍪牟眸麰(6) 

尤開 3流 照 2(46) 「u」縐皺篘搜溲廋蒐瘦愁(9)「iu」緅甃(2) 

尤開 3流 影母(13) 「u」憂優耰麀(4) 

侯開 1流 牙音(76) 「u」鉤篝溝韝笱苟狗垢冓構購覯雊彀彄摳口叩釦寇𣫠偶耦腢藕 

(25)「o」叩扣(上声)扣(去声)(3) 

侯開 1流 舌頭(43) 「u」斗枓蚪𩰚偷透頭投骰窬㢏豆荳餖脰竇(16) 

「o」兜鍮透頭(4)「iu」鍮(1) 

侯開 1流 唇重(49) 「u」剖抔裒部戊茂楙貿(8) 

「o」部母拇𢽒某莽牡姆(8)「io」𢽒(1) 

侯開 1流 歯頭(45) 「u」走奏腠叟瞍藪漱嗽(8)「o」漱(1) 

侯開 1流 喉音(55) 「u」謳鷗甌歐嘔漚吼侯帿喉糇猴厚后後𠋫堠鍭逅(19) 

「hol(hɨl)」篌(1) 

侯開 1流 半舌(33) 「u」婁樓螻髏縷摟蔞漏鏤瘻陋(11) 

 

正韻音の中声が uで現れる字は 1等韻の侯韻の牙喉音・舌頭・唇重音・歯頭音・半舌音

字、3等韻の尤韻の牙音・云母・唇軽音・明母・影母・壮組字である。伝承音を見ると、唇

音字を除けば、ほぼすべての中声が uで現れる。つまり効摂と同様二重母音に近かった中国

音の韻母が単母音化しているのである。しかし、効摂に比べ侯韻・尤韻の伝承音には例外が

より多く見られる。なかでも侯・尤韻の明母字のほとんどすべての中声が o で現れること216

や、侯韻字に中声 oや io で現れる例外が多く見られることが目立つ217。 

侯韻は半舌音字を除けば、すべての声母に例外が現れる。牙音には中声 oで現れる字が 2

字「叩扣」見られる。そのうち「叩」の中声は uでも現れるため扱わなくて良いだろう。そ

                                        
216 河野六郎(1979：486-488、502)は伝承音における尤韻・侯韻明母の模韻化に関連して『慧琳

音義』において尤韻・侯韻明母が模韻に合流したことを指摘しながら、伝承音がそういった音変

化を反映していると解釈し、中声 oで現れる明母字を c層に置いた。 

217 河野六郎(1979：486)は侯韻の一部の中声が oで現れるのは中国音-uを反映しているためと解

釈した。以上の解釈は侯韻が-u(『切韻』時期)>-əu(唐代)のように変化したという李栄(1956)の

見解に基づいている。しかし、李栄の主張は侯韻の伝承音が uで現れることを根拠としている。

さらに、彼の見解は韓国語母音体系に əuといった二重母音が存在しなかったことを考慮してい

ないということで최영애(2000：282)により批判された。 
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うすると牙音字には例外が 1字しかないということになるが、ow韻には効摂が対応するた

め流摂字が入れられなかったと考えられる。舌頭音字のうち 3字「兜透頭」の中声が oで現

れ、「鍮」の中声は o及び iuで現れる。4字のうち「透頭」の中声は uでも現れる。

「兜」の中声は「扣」と同様韻部の区別のため修正したと考えてよい。「鍮」の場合、韻部

の区別のため修正するほかに、字形による類推218と判断され修正の対象になったと解釈する

こともできる。 

唇重音字には例外が最も多く見られるが、8字「部母拇𢽒某莽牡姆」の中声が oで現れ、

そのうち「𢽒」の中声は ioでも現れる。他の声母の場合、ほとんどの中声が uで現れるの

に対して、唇重音の場合、中声 oで現れる字がより多く見られる。にもかかわらず、唇重音

字を ow韻部に入れなかったのは韻部を区別するためであっただろう。 

歯頭音字のうち「漱」の中声が uのほかに oでも現れる。喉音字の「篌」の伝承音は

hol(hɨl)である。「篌」の伝承音は侯韻字を写しているとは見えないため219、それについて

は述べない。 

尤韻の場合、明母を除けば、中声が oで現れる例外がない220。さらに、唇軽音・喉音にも

例外が 1字も見られない。尤韻の例外を声母ごとに見ると次の通り。 

牙音字には例外が 1字「九(iu)」見られるが、＜表 71＞を見れば分かるように「九」の

中声は iuのほかに uでも現れる。中古音の韻母との対応関係から言えば、中声 iuの方が 3

等介音や韻尾(或いは主母音＋韻尾)を正しく写していると考えられる。しかし、ほとんどす

べての中声が uで現れるため「九」の伝承音もそれに合わせて修正したのであろう。その他

にも中声 iuを中国音に影響された発音と判断し、修正した可能性をも考えうる221。 

                                        
218 伊藤智ゆき(2007：165)は「鍮」が虞韻の「愉楡」など兪声字との contamination と見られる

と述べた。 

219 伊藤智ゆき(2007：165)は「篌」の伝承音について、『改刊法華経諺解』に載っている伝承音

は hol(もしくは hɨl)のように見えると述べた。また、「篌」は楽器の名前であり、その伝承音

が hɨlであったならば、同じく楽器の名前である臻韻生母「瑟 sɨl」と関連性があるかもしれな

いと述べた。 

220 侯韻の伝承音の中声が oで現れることに関連し、伊藤智ゆき(2007：165)は強い円唇性韻尾-u

の影響で侯韻 əuの主母音がほとんど oに近く聞こえた音があった可能性もあると解釈した。尤

韻の伝承音に中声 oで現れる例が少ない事実は以上の見解を裏付ける根拠になると考える。つま

り、尤韻の韻母には侯韻と同じ主母音と韻尾が含まれるが、尤韻は 3等韻であるため、侯韻とは

異なり介音-iをも持つ。したがって、侯韻 əuと尤韻 iəuの間にはわずかの差が存在したと思わ

れ、その音声の違いが伝承音に反映されたと考えられる。 

221 これに関連して伊藤智ゆき(2007：167)は『論語諺解』において「九」が幽韻見母の「糾」の

意味で用いられたが、そういう場合「九」の音を kiuHで示していると説明した。しかし「九」

の訳訓音が kiwであることを考えれば、あるいは kiuHは中国音を写したものであるかもしれな

い。 
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云母の場合、大多数の中声が uで現れるが、例外が 2字「有囿(iu)」現れる。河野六郎

(1979：486)によると、尤韻牙喉音字のうち中声が-iuで現れるものは近世音形という。こ

れらの字の訳訓音の中声は-iwで現れるため、確かに中国音に影響された可能性もある。し

かし、喉音の場合、ほとんどすべての中声が iuであるため iuw韻に取りまとめられたが、

牙音の場合、中声 uで現れる字がはるかに多いため、「有囿」は uw 韻に入れられた。 

壮組字の「緅甃(iu)」の中声が iuで現れる。＜表 71＞・＜表 72＞を見れば分かるよう

に、尤韻照 2・3字の中声はそれぞれ uと iu に分かれて現れる傾向がある。したがって、尤

韻の照組字は等により区別すべき対象であっただろう。つまり、例外の 2字は章組字との区

別のため uw韻に収められたと考えられる。 

尤韻明母のすべての中声は oで現れる。伝承音に従えば、それらの字を ow 韻に入れなけ

ればならないが、尤韻は流摂に属する韻であり、流摂は uw韻部にしか収められないため、

明母の中声をも uに修正したと言える。つまり、このことから、摂の区別は開合の区別とと

もに伝承音より優先されたと推測できる。 

＜表 72＞ 「iuw」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

幽開 3流 牙音(16) 「iu」糾(1) 

幽開 3流 唇重(8) 「iu」繆(1) 

幽開 3流 喉音(11) 「iu」幽㓜(2) 

尤開 3流 舌上(52) 「iu」輈肘晝丑杻儔疇籌稠紬紂冑宙紐杻鈕(16) 

尤開 3流 歯頭(61) 「iu」酒秋楸鶖鞦鰍鷲修羞饈秀繡宿囚泅岫袖(17)「iui」僦就(2) 

尤開 3流 照 3(46) 「iu」周賙州洲舟箒祝呪收首守手狩獸讎酬受壽授售(20) 

「iui」醜臭(2) 

尤開 3流 喉音(81) 「iu」休由油猷猶輶攸悠斿蝣游遊繇酉莠誘牖柚鼬(19) 

「u」朽嗅(2) 

尤開 3流 半舌(62) 「iu」畱榴瑠鶹流旒劉柳罶溜瘤餾(12) 

尤開 3流 半歯(23) 「iu」柔(1) 

侯開 1流 泥母(16) 「iu」䨲㝅(2) 

 

正韻音の中声が iuで現れるほとんどすべての字は流摂の 3等韻である。詳しく言えば、

幽韻の牙音・喉音・唇音字、尤韻の舌上音・歯頭音・章組・喉音・半舌音・半歯音字の中声

が iuで現れ、例外的に、1等韻である侯韻の泥母字の中声も iuで現れる。 

侯韻の場合、泥母を除いたすべての侯韻字が uw韻に入れられており、泥母字だけが 3等

韻と一緒に iuw韻に取りまとめられている。泥母字の伝承音を見ると、残っている資料は少

ないがすべての中声が iu で現れることが分かる。つまり、1等の侯韻には 3 等介音が含ま

れていないのに伝承音の中声はまるで 3等介音があるように現れるのである。しかし、『正

韻』の編者らは伝承音にしたがって侯韻字を分韻した。これまで検討してきた内容に照らし

て見ると、正韻音の分韻の基準が伝承音に基づいていると見られるため、侯韻泥母字が iuw

韻に置かれているのは一見当然のことのように見える。しかし『正韻』の全般にかけて 1等

韻字の中声表記に[+起於ᅵ]の中声が用いられた場合は侯韻泥母字の例しかない。なお、字

母韻を調べたところすべての侯韻舌頭音字が「鉤」字母韻に属していることが明らかになっ



102 

 

た。それに基づけば侯韻字の分韻は字母韻を考慮に入れた結果ではないと言えるだろう。つ

まり、侯韻泥母字は伝承音に基づいて iuw韻に入れられたと考えられ、このことから、『正

韻』の編者らが標準となる中声を定める際、他の何よりも伝承音を重視したことが確かめら

れる。 

尤韻字の伝承音の中声はほぼすべてが iuで現れる。舌上音・半舌音・半歯音字の場合、

例外が全く現れず、歯頭音・章組・喉音字に例外が 2つずつ見られる。まず、喉音字から見

ると、尤韻の喉音字は影母字が uw韻に、暁母・以母字が iuw韻に入れられている。影母・

以母字には例外がないため、正韻音が伝承音にしたがっていると考えてよい。しかし、暁母

の場合、残っている伝承音 3字「休(iu)朽嗅(u)」のうち 2字の中声が uで現れ、iuで現れ

る字は 1字しかない。それなのにすべての暁母字を iuw韻に入れたのは(資料が残っていな

いため断言することはできないが)収録字のうち伝承音の中声が iuで現れる字がより多かっ

たためではないだろうか。『正韻』に収録されている尤韻暁母字は都合 16 字である。すな

わち「休庥茠烋髹貅咻(hiu)煦朽齅嗅臭(hu)䯱嘼畜𤠕(X222)」であるが、これらの字の現代韓

国漢字音には中声 hiuで現れる字が 7字あり、hu で現れる字が 5字ある。さらに、字形を

見ても、字形に「休」が含まれる字の伝承音は hiu であった可能性が高いと思われる。以上

に基づき 16字のうち 8字の中声が iuであったと仮定すれば、暁母字は伝承音の傾向にした

がって iuw韻に入れられたと解釈できるかもしれない。また、伝承音の中声を考慮に入れず

に、暁母字を iuw韻に入れた事実だけを考えると、3等韻字をなるべく中声 iuで写そうと

した編者らの意図がうかがわれる。 

歯頭音や章組の場合、中声 iuiで現れる字が 2字ずつ見られる223。すなわち「僦就(歯

頭)、醜臭(章組)」。尤韻は-i韻尾を持たないにもかかわらず、以上の 4字の中声が iuiで

現れる原因は明らかではないが、編者らは中声 iuiを iuに修正した。それは例外の数が少

ないためでもあり、その上中声 iuiの iを余計な部分とみなしたためでもあろう。 

幽韻字の伝承音には例外が全く現れず、正韻音もそれを受け入れていると言える。 

 

4.4.3  まとめ 

 

以上で「高鳩」韻部に属する字の正韻音を伝承音と比較し、正韻音の分韻の基準について

検討した。両韻部のうち「高」韻部には中古音の効摂が「鳩」韻部には流摂がそれぞれ対応

する。つまり、『正韻』において効摂の韻母は中声 oか ioで現れ、流摂の韻母は中声 u及

                                        
222 尤韻に当たる伝承音は見当たらない。 

223 伊藤智ゆき(2007：129)は虞韻・支韻合口・尤韻で初声が chである場合に限って中声 iuとと

もに iuiが現れるといいながら、chiuiは声母の影響により前舌化、狭母音化した、口蓋化の強

い[y]を表していると述べた。 
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び iuで現れる。当然ながら 1つの韻部に両摂が混ざり合って入れられた場合は全くない。

例えば、検討の結果、侯韻・尤韻の明母の中声が uではなく oで現れるにもかかわらず、そ

れらの中声をすべて uに修正したことが分かったが、これによって 1つ韻部に対応する摂が

決まれば、他の摂が入れられる場合はなかったということが明らかになった。 

なお、開合や摂の区別を除けば、分韻する際伝承音が最も重視されたことが以下の 3つに

より再確認できた。 

まず、効摂の 4つの韻が洪音(1・2等)と細音(3・4等)に分かれると予想されたが、実際

にはそうではなく、完全に伝承音の中声に基づいて字が分類されたことが分かった。ただ、

洪音・細音を区別しようとする傾向は確かにあると考えられる。 

次に、効摂 3等の宵韻は重紐韻であるが、調べたところ伝承音には重紐 A・B類の差が全

く現れていなかった。正韻音はそういった伝承音の傾向にしたがって重紐を区別しなかっ

た。 

さらに、侯韻の舌頭音字の伝承音は声母により u或いは iuで現れるが、正韻音も伝承音

に基づき端・透・定母を uw韻に泥母を iuw韻に入れた。 

w終声韻部の伝承音は比較的整然としていると言える。ただ、効摂と流摂は-w韻尾で終わ

る韻の集まりで、-i 韻尾を伴っていない韻であるのに、伝承音にはまるで-i韻尾を写した

ように見える例外、すなわち「oi・iui」が多少あったが、『正韻』ではそれらの中声をす

べて修正した。修正の対象となった中声を類型別に表すと、次の通りである224。 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

効摂 

 

ow 

iow 

o・io④·a・u・oi 

io・o④・iu225 

流摂 uw 

iuw 

u・o②・iu 

iu・iui 

 

4.5 ø 終声 

 

『正韻』の韻部のうち、最も多様な韻部が含まれており、最も多い字が収められている韻

部が終声-ø を持つ韻部である。-ø 終声韻部は 9つの韻部に分かれ、それらの韻部はさらに

                                        
224 ①音節制約、②韻部の区別、③開合の区別、④洪細の区別。下線は出現率が低いため修正し

た伝承音の中声を示す。 

225 iow韻に中声 oaで現れる例外が見られるが、表には載せなかった。それらの伝承音は(中国音

による)類推と考えられる。 
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19 個の韻に分かれる。正韻音の表記を見ると、すべての字が終声-ø(ᄋ)で終わるが、その

終声は 4.4 で検討した-w(ㅱ)終声と同じく音価がないただの表記に過ぎない。『正韻』の韻

部や韻及びその代表字をまとめると次のとおりである 

＜表 73＞ ø 終声類 

韻部 韻 平 上 去 

 

ʌ 

ʌ 貲 紫 恣 

i 祇 企 棄 

ʌi 胎 待 戴 

ɨi 羈 己 寄 

oi oi 傀 隗 儈 

ai ai 佳 解 蓋 

oai 乖 掛 卦 

ui ui 嬀 軌 媿 

iui 規 癸 季 

iəi iəi 雞 啓 罽 

iuiəi 圭  桂 

o o 孤 古 顧 

 

a 

a 歌 哿 箇 

ia 迦 姐 借 

oa 戈 果 過 

u u 拘 矩 屨 

iu 株 𪐴 駐 

ə ə 居 擧 據 

iə 豬 貯 著 

 

次の＜表 74＞＜表 75＞は『正韻』の韻部、正韻音の中声表記、中古音韻摂、『挙要』の

字母音及び反切下字、訳訓音の中声を示したものである。ただ-ø 終声韻部には中古音のう

ち-i韻尾を持つ韻と韻尾を持たない韻が一緒に対応するため、説明の便宜上『正韻』の韻

部を中古音の韻尾ごとに分けて表に載せた。 

＜表 74＞ o[Ø]終声類(i韻尾類) 

韻目 韻類 中声 中古音摂韻(等) 字母韻 反切下字 訳訓音中声 

 

 

貲 

貲 ᆞ ʌ 止支 止脂 止之 貲 支夷之 ㅡㅣㅖ 

祇 ㅣ i 止支 止脂 止之 止微 羈嬀雞 支夷之非宜 ㅣㅖㅟ 

胎 ᆡ ʌi 蟹咍 蟹灰 該嬀 來回 ㅐㅟ 

羈 ㅢ ɨi 止支 止脂 止之 止微 羈貲 宜夷之希 ㅖㅣㅡ 

傀 傀 ㅚ oi 蟹灰 蟹泰 嬀 回外 ㅟ 

佳 佳 ㅐ ai 蟹佳 蟹皆 蟹咍 蟹泰 

蟹夬 

該佳 佳皆來蓋邁 ㅒㅐㅟ 

乖 ㅙ oai 蟹佳 蟹皆 蟹夬 乖 媧懷快 ㅙㅘ 
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嬀 嬀 ㅟ ui 止支 止脂 止微 蟹祭 嬀規麾 爲佳非芮 ㅟ 

規 ᆔ iui 止支 止脂 規嬀乖惟 規佳 ㅟ 

雞 雞 ㅖ iəi 蟹斉 蟹祭 蟹廢 雞羈 奚例廢刈 ㅖㅣ 

圭 ᆒ iuiəi 蟹斉 蟹祭 蟹廢 規嬀 畦芮廢 ㅟ 

 

止摂と蟹摂は『正韻』の ʌ・oi・ai・ui・iəi韻部に対応する。大体、止摂が ʌ・ui韻部

に、蟹摂が oi・ai・iəi韻部に対応する傾向はあるが、蟹摂の一部が之摂と同一の韻部に置

かれている場合がある。両摂は収噫韻尾226を持っている韻の集まりである。止摂の韻尾に対

する、今の学者らの見解は一致していないが、『正韻』における分韻結果に基づけば、少な

くとも編者らは止摂が蟹摂と同様-i韻尾を持っていると認めた可能性が高い。 

＜表 75＞ o[Ø]終声類(Ø 韻尾類) 

韻目 韻類 中声 中古音摂韻(等) 字母韻 反切下字 訳訓音中声 

孤 孤 ㅗ o 遇模 遇魚 孤 胡居 ㅜㅠ 

 

歌 

歌 ㅏ a 果歌 果戈 仮麻₂ 歌嘉牙戈 何加禾 ㅓㅑㅏㅝ 

迦 ㅑ ia 果戈₃ 仮麻₃ 迦嗟 遮伽 ㅑㅕ 

戈 ㅘ oa 果戈 仮麻₂ 戈瓜瘸歌 禾瓜鞾 ㅝㅘㅓ 

拘 拘 ㅜ u 遇虞 居孤 俱 ㅠㅜ 

株 ㅠ iu 遇虞 居 俱 ㅠㅜ 

居 居 ㅓ ə 遇魚 居 居 ㅠ 

豬 ㅕ iə 遇魚 居 居 ㅠ 

 

中古音の遇摂、果摂、仮摂は o・a・u・ə韻部に対応する。止摂と蟹摂の場合、1つの韻

部に両摂が入り混じっている場合があるのに対して、上述の 3摂と『正韻』の韻部の対応は

整然としている。それは 1つの摂に属する韻の数が少なく、それらの韻の四等が重なる場合

                                        
226 明代に曲韻家らにより使われ始まった韻尾の名称の 1種。「直音、収噫、収嗚、抵㗁、穿

鼻、閉口、満口、撮口」のうち直音は Ø韻尾、収噫は-i 韻尾、収嗚は-u韻尾、抵㗁は-n韻尾、

穿鼻は-ŋ 韻尾、閉口は-m韻尾、満口は韻尾をも持たず主母音が uである‘合口直音’、撮口は

韻尾を持たず主母音が üである‘撮口直音’を示す。『正韻』の Ø終声韻部に対応する 5つの摂

のうち遇・果・仮摂が直音に属し、蟹摂が収噫に属する。止摂が直音に属するか収噫に属するか

についての学者らの見解は一致していない。『韻学驪珠』(1792)では止摂を直音に収めている反

面、薛鳳生(1985：41)は止摂を蟹摂と同様収噫に属すると解釈した。一方、Karlgren(1940：

489-493)は支韻を jie に、脂・之韻を ji に微韻を jei に推定したが、それは‘同じ韻尾を持ち、

類似する主母音を持つ’という‘摂’の基本概念に外れる結果となってしまった。麥耘(2009)も

微韻だけを韻尾-iを持つ韻と解釈し、他の 3つの韻には韻尾がないとしている。本稿では薛鳳

生と同様両摂を収噫に属する摂と分類する。 
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があまりないためであろう227。詳しく言えば、遇摂には 3つの韻が含まれており、果摂と仮

摂にはそれぞれ 1つの韻しかない228。それに果摂の歌韻や仮摂の麻韻は相補分布をなすた

め、両摂は 1つの摂と見ることができる229。『正韻』では、遇摂が o・u・ə韻部に、果・仮

摂が a韻部に分けて入れられた。以下においては各韻部の正韻音と伝承音を比較検討する。 

 

4.5.1  ʌ 韻部 

 

ʌ 韻部には ʌ韻・i韻・ʌi韻・ɨi韻の 4つの韻が含まれる。中古音の止摂と蟹摂が ʌ韻部

に対応する。止摂は支・脂・之・微韻からなるが、4つの韻の開口がすべて ʌ韻部に収めら

れている。また蟹摂の場合、1等韻である咍韻や灰韻が ʌ韻部に入れられた。以下の＜表 76

＞は ʌ韻部と上述した 6つの韻との対応関係を示したものである。 

＜表 76＞ ʌ 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾 声母 

ʌ 止 支 3 開 j e  歯頭、生母 

ʌ 止 脂 3 開 j i  歯頭、生母 

ʌ 止 之 3 開 j ɨ  歯頭、崇母、生母、俟母 

i 止 支 A 開 j e  牙、舌、唇重、喉、章組、来母、日母 

i 止 脂 A 開 j i  牙、舌、唇重、喉、章組、来母、日母 

i 止 之 3 開 j ɨ  知組、章組、以母、来母、日母、崇母

(平) 

i 止 微 3 合 jw ə i 唇軽 

ʌi 蟹 咍 1 開  o i 歯頭、喉、端、透、定、来母 

ʌi 蟹 灰 1 合 w u i 唇重 

ɨi 止 支 B 開 j e  牙、喉、初母 

                                        
227 止摂に属する 4つの韻はすべて 3等韻であり、蟹摂には開合の対になる韻を 1つの韻と数え

ても 8つの韻が属している。さらに蟹摂にも 3等韻があるなど、両摂の構成は最も複雑と言え

る。 

228 果摂には歌韻と戈韻があるが、両韻は開合一組であり、『切韻』や『広韻』(王三本)ではそ

れらの韻を分けなかった。戈韻には 1等以外に 3等韻字(伽迦など)もあるが、その数が余りにも

少なく、それらの字の反切下字はすべてが例外反切と扱われているため、果切の歌・戈韻は開合

の対になる 1等韻と考えてよい。최영애(2000：279)参照。 

229 董同龢(1968：174)は果摂の戈韻に載っている「伽迦」などの字が仏経の翻訳過程で新しく作

られた字であるため、それらの字さえ除けば果摂と仮摂を 1つの摂にすることができると述べ

た。また、최영애(2000：280)によると、『四声等子』(元代)以降のすべての韻図には両摂が合

わさって載っているという。 
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ɨi 止 脂 B 開 j i  牙、喉 

ɨi 止 之 3 開 j ɨ  牙、喉、荘母、初母 

ɨi 止 微 3 開 j ə i 牙、喉 

 

ʌ 韻部には止摂と蟹摂が一緒に収められているが、韻ごとに見ると、ʌi韻に蟹摂が、残り

の ʌ韻・i韻・ɨi韻に止摂が対応する。正韻音の中声に止摂に属する 4つの韻の音声的差異

は全く反映されておらず、声母及び重紐 A・B類の違いだけが現れる。つまり、ʌ韻には支

韻・脂韻・之韻の歯頭音字や壮組字の一部が取りまとめられ、i韻や ɨi韻には重紐 A類や B

類がそれぞれ収められたのである。それは言うまでもなく伝承音の傾向にしたがっているの

であろう。以下では正韻音と伝承音の異同を韻ごとに調べる。 

＜表 77＞ 「ʌ」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

支開 3止 歯頭(75) 「ʌ」貲髭紫呰雌此刺疵骴漬斯撕𪆁廝徙璽賜(17) 

「ʌi」此(1)「i」漬(1)「ɨi」廝(1) 

支開 3止 照 2(33) 「ʌi」屣(上)屣(去)「iəi」屣(上)屣(去) 

「ɨi」釃簁(2)「oai」纚(1) 

脂開 3止 歯頭(55) 「ʌ」咨諮資姿姊恣次餈瓷自私死四泗駟肆(16)「ʌi」齍(1)「i」

兕(1) 

脂開 3止 照 2(4) 「ʌ」師獅(2) 

之開 3止 歯頭(78) 「ʌ」孶滋鎡耔鼒子仔慈鶿鷀茲字牸思絲司笥伺詞祠辭似姒耜祀寺 

嗣飼飠(29)「ʌi」梓(1)「i」寺(1)「ɨi」偲緦葸(3) 

之開 3止 照 2(23) 「ʌ」史使(上)士仕俟事(6)「i」使(去)柹(2) 

 

正韻音の中声が ʌで現れるのは支・脂韻の歯頭音・生母字や、之韻の歯頭音・崇・生・俟

母字である230。上述した字の伝承音を見ると、支韻の生母を除けば、中声が ʌで現れる傾向

が多い。しかし、支・脂・之韻がすべて 3等介音を持ち、主母音も前舌母音か中舌母音に推

定された231事実を考えれば、止摂歯音字の中声が ʌで現れるのは非常に興味深い現象であ

る。この現象は、いわゆる止摂歯音字の‘舌尖音化’と関わりがあると考えられる。麥耘

(2009：79-80)によると止摂歯音字に舌尖音化が生じ、後期中古音時期になると、精組字は

すでに 1等韻になり(『切韻指掌図』には‘咨疵慈思’などの精組字を 1等欄に置いてある

                                        
230 しかし、支韻壮母・之韻崇母字は i韻に、支韻初母・之韻荘母初母字は ɨi韻に収められた。 

231 麥耘(2009)は支・脂・之韻の主母音を各々ɛ・i・əと推定し、平山久雄(1967)は ĕ・ĭ・ə̌ と推

定した。 
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232)、壮組字の主母音も[i]ではなかったという。신아사(2009：160)は止摂の音変化の段階

を次の 4つにまとめた。 

(1) 支・脂・之・微韻の合流 

(2) 重紐 B類が 3等韻に、A類が 4等韻にそれぞれ合流 

(3) 歯頭・正歯 2等字の主母音の舌尖音化 

(4) 蟹摂開口 3・4等字や合口 1・3・4等字が止摂に合流 

そして、3・4つ目は宋代から元代までのどこかで起きた変化と見なし、歯音字の伝承音

が中国近代音を反映していると述べた。この見解は有坂秀世(1973)233・河野六郎(1979：

479-481)234の見方と一脈通じる。 

その反面、박병채(1986：190)は止摂歯音字の伝承音が『切韻』より古い時期、すなわち

上古音の反映と述べた。つまり、支・脂・之韻の上古音の主母音は中舌の[ə]と考えられる

が235、中性 ʌ がそれを写していると解釈したのである。 

一方、伊藤智ゆき(2007：150-153)は止摂の精組・壮組字は-ʌ・-ɨi・-i236の 3通りで現れ

るとし、そのうち中声-ʌ について次のように解釈した。つまり、精組・壮組字は「子音＋

母音」という音節としてより、[ʦzˌ][szˌ]のように聞き取られたと考えられるが、この場合

中声 ʌは挿入母音の役割を果たしたと見られるということである。 

                                        
232 その反面『韻鏡』にはそれらの字が 4等韻欄に置かれているため、2種の韻図におけるこうい

う差異は中国音の変化をよく表していると言える。 

233 有坂秀世(1957：297)は唐代以前の中国音を伝承音の母胎音と考えられない根拠の 1つとして

止摂歯音字の伝承音の例を挙げた。つまり、『切韻指掌図』や『中原音韻』(1324)では歯音字が

他の声母字と区別されたことに対して、慧林の『一切経音義』においては両者がまだ区別されて

いないが、このことによると歯音字が分かれた時点が唐代以降であることが明らかになるとし

た。 

234 河野六郎(1979)は歯頭音や壮組字の中声 ʌが後世の-ɿ(voyelle apicale)を写していると述べ

ながら、止摂の伝承音をｃ層(近代音)に置いた。 

235 박병채(1986)は Karlgren(1940)の上古音再構音を用いている。すなわち、支韻*-i̯ĕg(*-

i̯ĕi)、脂韻*-i̯ĕd(*-i̯ĕi)、之韻*-i̯əg。しかし、支韻・脂韻の場合、*-i̯əi＞-i̯ĕi の変化

を前提としなければならない。 

236 なお、伊藤智ゆき(2007：150、151)は 3つの中声のうち iは介音の口蓋性がまだ失われてい

ない状態を表し、iと ɨiはともに韻尾-iを保たれていた状態を表すと述べながら、両者が中声

ʌより古い段階を表しているとした。 
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ともかく止摂歯頭音字と壮組字一部の伝承音は独特の現れ方を示しているが、以上の＜表

77＞から正韻音がそういった伝承音の傾向をそのまま受け入れたことが確認できる。韻ごと

に見ると、支韻歯頭音字には例外が 3字、「此(ʌi)・漬(i)・廝(ɨi)」見られるが、すべて

が多音字である。脂韻歯頭音字には例外が 2字「齍(ʌi)・兕(i)」あるが、それらの 2字を

除いた 16字の中声がすべて ʌで現れるため、伝承音の傾向に合わせて修正しただろう。脂

韻の生母字には例外がない。之韻の歯頭音字に例外が 5字「梓(ʌi)・寺(i)・偲緦葸(ɨi)」

見られる。例外のうち「寺」字の中声は ʌでも現れるが、調べたところ「寺」が i韻にも置

かれていることが分かった。したがって『正韻』に「寺」のすべての伝承音が反映されてい

る言えるだろう237。そのほかに、中声 ʌiや ɨiで現れる字238は伝承音に基づき修正したと考

えられる。之韻荘組字に例外が 2字「使柹(i)」あるが『正韻』では 2字の中声を伝承音に

したがってすべて ʌに修正した。つまり、止摂の歯頭音字や壮組字の正韻音は伝承音を受け

入れているとと言えるだろう。 

しかし、支韻生母の場合、伝承音の中声が ʌで現れる字が全くないにもかかわらず、それ

らの字を ʌ韻に入れたのが疑問に感じられる。詳しく言えば、「屣(上)屣(去)」の中声は

ʌi・iəiで現れ「釃簁」の中声は ɨiで「纚」の中声は oai239で現れる。これらの例外のう

ち、中声 oaiは開合の間違いであり、中声 iəiは洪細の区別のため、修正しなければならな

かっただろう。そうすると ʌiもしくは ɨiが基準音と選ばれなかった理由は何であろうか。

支韻初母字が ɨi韻に入れられたことを考えれば、ɨiが基準音にならなかった理由はなおさ

ら分かりにくい。さらに、すべての支韻壮組字は「貲」字母韻に属するが、壮組字をあえて

清濁により分類した理由は何であろうか。このことについて以下の 2つの理由が考えうる。 

まず、伝承音において支・脂・之韻の違いが全く現れないという事実を考慮に入れ、支・

脂・之韻の生母字の中声をまとめて見ると、中声の出現頻度は ʌ(4)・ʌi(2)・iəi(2)・

ɨi(2)・i(1)・oai(1)のようである。これによると ʌの出現率が圧倒的に高いとは言えない

が、伝承音の中声が ʌで現れる傾向があることは確かであると言える。つまり『正韻』の編

者らはそういった伝承音の傾向に基づき支韻生母字を修正したと推測される。 

次に、当時の支韻生母字のうち伝承音の中声が ʌで現れる字が多かった可能性が考えられ

る。『正韻』には 33字240の生母字が収録されているが、そのうち伝承音の残っている字は 5

                                        
237 김철헌(1959：67)は止摂歯上音字の正韻音の中声(韻母)が ʌと iを混用する理由について中

国の古官話に影響された結果と解釈した。 

238 伊藤智ゆき(2007：150、153)によると「梓」は咍韻精母「宰」の類推、上声の「葸」は平声

の「偲緦」の類推という。 

239 ただ、「纚」は蟹摂 2等生母でもあり、『正韻』において ai韻にも載っているが、 oaiは開

合を間違って写した例外かもしれない。 

240 すなわち「釃𦌿灑厮襹褷籭簛簁蓰躧蹝屣釃纚縰灑洒曬瞛𩌦𩎉蓰簁籭漇𩌦屣灑洒曬釃䚕」 
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字しかない。しかし、調べたところ 33字のうち現代韓国漢字音の中声が aで現れる字が 8

字「籭簁蓰躧蹝屣纚漇」になるということが分かった241。中世の ʌ(ᆞ)が a(ᅡ)に合流した

242事実に基づけば、生母字の中声が ʌで現れる傾向があった可能性が全くないとは言い切れ

ないだろう。もちろん、こういう場合、中声が aで現れる 8字の漢字音が韻書音に影響され

た可能性をも考えなければならないし243、今現代漢字音が確認できない字も沢山残っている

ため、支韻生母字の中声が ʌであったと考えるのはあくまでも推測に過ぎない。 

＜表 78＞ 「i」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

支開 A止 牙音(21) 「i」岐(1) 

支開 3止 舌上(49) 「i」知蜘智知魑馳池(7) 

支開 A止 唇重(70) 「i」卑箄裨俾髀箄臂辟譬辟脾婢避辟彌弭瀰(17) 

支開 B止 唇重(64) 「i」陂羆碑彼鈹披皮疲被髲被鞁糜𪎭靡(15)「a」𪎭(1) 

支開 3止 照 3244(118) 「i」

支枝肢巵梔衹榰紙砥只咫忮眵侈施絁弛豕翅施啻匙鍉是諟氏(26) 

「iəi」 舐(1) 

支開 3止 喉音(48) 「i」移扅椸匜易施(6) 

支開 3止 半舌(46) 「i」離籬璃詈離(5) 

支開 3止 半歯(8) 「i」爾邇(2)「ʌ」兒(1) 

脂開 A止 牙音(6) 「i」棄耆鬐(3)「ɨi」祁(1) 

脂開 3止 舌頭(3) 「i」地(1) 

脂開 3止 舌上(75) 「i」致躓 絺墀遲雉稚治尼(10) 

脂開 A止 唇重(52) 「i」匕妣秕比鈚琵膍鼻(8)「ʌi」寐(1) 

脂開 B止 唇重(69) 「i」悲鄙祕轡邳備眉湄麋美媚(11)「ʌi」魅(1)「ɨi」圮(1) 

脂開 3止 照 3(44) 「i」脂祗旨指底至摯鴟尸鳲屍蓍矢屎視示謚嗜(18)「ʌi」鴟(1) 

脂開 3止 喉音(37) 「i」伊夷荑姨彝(5) 

脂開 3止 半舌(17) 「i」犂犂履利蒞(5) 

脂開 3止 半歯(7) 「i」二貳樲(3) 

之開 3止 舌上(33) 「i」置癡恥治持痔値植(8) 

                                        
241 しかし、現代漢字音が確認できるのは 19字しかない。 

242 母音 ʌ(ᆞ)の他母音への合流(消失)過程は非語頭音節の場合や語頭音節の場合がそれぞれ異な

っている。つまり、第 2音節の ʌ(ᆞ)は ɨ(ᅳ)に合流し、第 1音節の ʌ(ᆞ)は a(ᅡ)に合流したの

である。李基文(1990：117-121)参照 

243 「簁屣」の場合、その可能性が高いと考えられる。 

244 章組字以外に壮母字が 1字だけ「笫」収録されているが、伝承音が確認できない。 
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之開 3止 照 3245 

(70) 

「i」之芝止芷沚址趾志誌識痣蚩嗤齒熾詩始試弑時塒市恃侍䦙

(25) 

之開 3止 以母(27) 「i」飴怡貽頥以已苡異(8) 

之開 3止 半舌(26) 「i」犛狸嫠貍里理鯉俚裏李吏(11) 

之開 3止 半歯(35) 「i」而栭耳餌珥(5) 

微合 3止 唇軽(96) 「i」非誹扉飛匪篚榧沸菲妃斐悱費肥淝腓菲翡剕微薇尾未味(24) 

「ʌi」緋(1) 

 

正韻音の中声が iで現れる字は支 A・脂 A韻の牙音・唇音字、支 B・脂 B韻の唇重音字、

支・脂・之韻の喉音・舌上音・半舌音・半歯音・章組字、微韻の唇軽音字である。支韻・脂

韻は重紐韻であり、伝承音には重紐 A・B類の差がきちんと反映されている246。つまり A類

の中声は iで、B類の中声は ɨiで現れる傾向が見られるのである。『正韻』では伝承音の

傾向に基づき重紐を分類している。以下ではまず重紐及び伝承音における重紐の現れ方につ

いて調べ、次に伝承音の例外について述べる。 

重紐とは 3等韻である「支・脂・祭・真・諄・仙・宵・侵・塩」韻において唇・牙・喉音

字が 2セットの反切下字を持っており、韻図でそれらの 2セットがそれぞれ 3等・4等欄に

分かれていることを示す。3等韻に入れられた韻を重紐 3等韻または重紐 B 類、4等韻に置

かれている韻を重紐 4等韻または重紐 A類と呼ぶ247。章炳麟(1976)・王力(1984)248など、重

紐の存在を否定する派もいるが、今はほぼすべての研究者がその現象に注目している。しか

し、重紐の違いがどこにあるかに関する見解は人それぞれである。以下において代表的な研

究をまとめておく。 

三根谷徹(1953)、李新魁(1984)は重紐の差が声母にあると解釈したが、前者が声母の口蓋

化要素/ĵ/の有(A類)無(B 類)をもって重紐を説明したことに対して、後者は唇化音声母

(kw-、pw-、xw-、ʔw-等々)を持つか(B類)否か(A類)により重紐が区別されると解釈した。こ

れらの解釈によれば、舌・歯音字の拗介音問題をも説明できるようになる。 

陸志韋(1947)や王静如(1948)によると、声母と介音の違いにより重紐 A・B類が分かれる

という。つまり、重紐 A類の唇・牙・喉音は円唇性がない声母であり、介音は iである反

面、重紐 B類の唇・牙・喉音は円唇性を持ち、介音が ɪであると解釈した。なお、陸志韋

(1947：24-29)は B類は壮組・知組・来母と同類になり、A類は残りの舌音・歯音と同類に

なると述べた。 

董同龢(1948)は重紐の生じた原因が主母音にあると述べた。A・B類が上古音においてそ

れぞれ異なる韻部に属しており、中古音では 1つの韻となったが、両者の主母音が異なって

                                        
245 章組以外に崇母字が 2字「茬茌」載っているが伝承音は残っていない。 

246 ただ、唇音の場合、重紐 A・B類を問わず A類のように現れる。 

247 重紐 A・B類という用語は周法高(1948)により使われ始めた。 

248 Karlgrenも重紐については別に言及していない。 
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いたと解釈した。それに対して張琨(1987)は A・B 類の主母音の間には高母音：低母音或い

は前舌母音：奥舌母音の差があると説明した。 

有坂秀世・河野六郎(1939)など、数多くの研究において重紐を介音の違いと解釈してい

る。有坂秀世・河野六郎は A類の介音を口蓋的 i̯、B類の介音を非口蓋的 ï と推定したが
249、その他、李栄(1956)は A・B類の介音を[j]：[i]と推定し、麥耘(2009)は-j-：-rj250-と

解釈した。学者らの再構音の音価が一致してはいないが、両者の間の音声的差には、一定の

パターンが見られる。 

伝承音における重紐 A・B類の反映の特徴を見ると、まず支・脂・際・真・仙・塩韻の伝

承音にはその違いが現れるが、諄・宵・侵韻の伝承音には重紐の差が全く反映されていな

い。また、伝承音に基づけば重紐の違いは介音 jの有無にあると思われる。さらに、唇・

牙・喉音のうち唇音字にはその区別が現れず251、최영애(1999：54)によると、全体的に喉音

影母字に重紐の差が最もはっきりと現れるという。なお、各韻別伝承音の中声を見ると次の

通り252。 

 支脂韻 

開口 

真韻 

開口 

祭韻 

開口 

仙塩韻 

開口 

支脂祭韻

合口 

真韻 

合口 

仙韻 

合口 

A類 i i iəi iə iu・iəi iu iə 

B類 ɨi ɨ əi ə ui・uəi u uə 

 

ところで、興味深いのは之韻の伝承音が声母により iと ɨiに分かれて現れることであ

る。詳しく言えば、之韻は重紐の区別がない普通 3等韻253であるが、之韻の舌上音・以母・

半舌音・半歯音の中声は A類と同様 iで現れ、牙音・影母・暁母・壮組字の中声は B類のよ

うに ɨiで現れるのである。その理由として次の 2 つが考えられる。 

まず、止摂の伝承音が中国音の変化を写していると解釈することができる。切韻音では細

かく分かれていた 4つの韻が、慧琳音においてはすべて合併してしまった。止摂の伝承音に

ついて河野六郎(1979：479)は次のように述べている。「しからば朝鮮音では如何という

                                        
249平山久雄(1967)は一応有坂秀世・河野六郎説を受け入れてはいるが、三根谷徹(1953)の説によ

れば、舌音・歯音をまでより合理的に説明することができるとしている。また、B類の介音を ɪ

と推定した。 

250 実際の音声は[rɪ]に近い。麥耘(2009：68) 

251 それに反してベトナム漢字音では唇音字に重紐の区別が反映されている。つまり、A類の唇音

は t-・th-・j-・ny-のように舌音化する傾向が多いが、その反面、B類の場合 ph-・b-・m-のよ

うに唇音の性質が保たれているのである。平山久雄(1967)参照 

252 최영애(1999：55-56)参照。ただ、表記は原文では허웅(1985)にしたがっているが、本稿では

伊藤智ゆき(2007)に基づき修正した。 

253 平山久雄(1967)は C類という。 
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に、ここでも切韻の細かい種別、支・脂・之・微の別は全く認められず、甲・乙254の対立の

みが鮮かである。255」このように、伝承音の母胎音を唐代長安音と仮定すれば、之韻の伝承

音が中国音の変化を反映していると解釈することができるだろう。ただ、この場合、重紐の

対立がない舌歯音が 2通りに分かれるのが問題になるが、平山久雄(1967)によると、舌歯音

声母の場合、壮組と合わさる韻母は B類の介音に近い介音を持ち、それ以外の舌歯音を伴う

場合には A類介音に近い介音を持つという256が、壮組が B類と、その他の舌歯音が A類と一

緒に群を成しているのはそのためではないか。 

しかし、一方では、之韻はそれと音声が非常に類似していた支・脂・微韻と同様 i(ᅵ)と

聞き取られるしかなかったが、声母の性質に影響され、2種の中声で現れるようになった可

能性が考えられる。これまで他の韻部について調べながら、複数の中古音の摂が『正韻』で

は 1つの韻部に対応することを何度も確認することができた。繰り返して言うが、それは中

古音に多様な母音の組み合わせが存在した反面、韓国語の母音体系は比較的に単純であった

ためである。止摂の場合 4つの韻がすべて 3等韻であるが、麥耘(2009)と平山久雄(1967)は

4つの韻を次のように推定した。 

支韻   脂韻   之韻   微韻 

                                        
254 甲・乙は A類・B類に当たる。 

255 河野六郎(1979：480)はさらに、その対応を表にした。(再構音は省略する) 

 切韻 慧琳 朝鮮音(伝承音) 

 

開口 支甲・脂甲・之甲 脂甲 ᅵ 

 支 d・脂 d・之 d 脂 d 乙 ᆞ 

 支乙・脂乙・之乙・微 脂乙 ᅴ 

合口 支甲・脂甲 脂甲 ᅲ・ᆔ 

 支乙・脂乙・微 脂乙 ᅱ・ᅰ 

 

256 これに関連して陸志韋(1947)は重紐の対立がない 3等韻の唇・牙・喉音(以母除外)は B類

と同類の介音を持ち、舌歯音の声母の場合、精組・章組・半歯音・以母は A 類の介音を、壮

組・云母は B類の介音を、知組・半舌音は両方とも関わりがあるが、一応 B 類に分類してお

くと述べた。 
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麥耘(2009)       j257e       ji       iə        iəi 

平山久雄(1967)    iĕ     i    ɪəɪ   ɪəi 

再構音を見ると、4つの韻母は前舌高母音的要素を必ず 1個含んでいることが分かる。し

たがって、それらの韻は母音 iとしか聞き取られなかったと思われる。しかし、牙音・壮

組・喉音(以母除外)字の場合、声母の調音位置が、章組・舌上・以母258・半舌音・半歯音の

それより比較的後ろにあったため、母音がそれに引かれて iではなく ɨiのように聞き取ら

れたと考えられる。なお、この解釈に基づけば、微韻の伝承音が唇音字の場合 A類と同様中

声 iで現れ、牙喉音字の場合 B類と一緒に中声 ɨi で現れる理由も同じく説明できるだろ

う。言い換えれば、之韻・微韻の伝承音は重紐とは関係なく声母により 2種に分かれて現れ

ると考えられる。 

これまで、重紐及び伝承音に見られる重紐の特徴について探ってみたが、伝承音の中声に

i：ɨiの対立が見られるのは、重紐の対立だけでなく声母に影響された結果である可能性が

うかがわれた。しかし、止摂の 4つの韻が合併した後の中国音を受け入れた可能性も考えら

れる。以下では例外について韻ごとに調べる。 

壮組字を除けば、止摂の伝承音には例外がそれほど多く見られない。まず、支韻の例外を

見ると、唇重音に 1字「𪎭(a)」の例外が見られる。しかし「𪎭」の中声は aのほかに iで

も現れる259。したがって、16字の唇音字の中声がすべて iで現れると考えて良いだろう。章

組字にも例外が 1字「舐(iəi)」あるが、それを除けば 26字の中声が iで現れる。したがっ

て「舐」の中声は伝承音の傾向に基づき修正したと考えられる。さらに、伊藤智ゆき

(2007：153)によると「舐」が斉韻端母の「抵邸」などの類推というが、字形による類推と

判断され修正したかもしれない。半歯音字の伝承音資料は 3つ残っており(『正韻』収録字

数は 8字)、そのうち「兒」の中声が ʌで現れる。これもやはり伝承音に合わせて修正した

と見るしかないだろう。 

脂韻牙音字のうち「祁」の中声が ɨiで現れるが、これは重紐の区別のため修正しただろ

う。唇音の場合、中声が ʌiで現れる字が 2字「寐・魅」、ɨiで現れる字が 1字「圮」見ら

れれ。いずれにせよ伝承音の傾向にしたがって修正したと考えられるが、「寐・魅」の場

合、類推(灰韻明母の「妹昧」)と見られるため、修正せざるを得なかったとも思われる。

「圮」の中声はまれに重紐 B類の介音を写していると見られるが、伝承音に合わせて修正し

た。章組字の例外「鴟(ʌi)」の中声は iでも現れる。 

之韻字には例外が 1字も見られない。微韻字に中声が ʌiで現れる字が 1字「緋」ある

が、伝承音にしたがって修正した。 

＜表 79＞ 「ʌi」韻類の韓国漢字音の中声 

                                        
257 重紐 A類の介音のみ提示する。 

258 麥耘(2009：56)は以母を零声母或いは*jに推定することができると述べた。 

259 ただし『正韻』には 1回しか現れない。 
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韻母 七音 伝承音 

咍開 1蟹 舌頭(65) 「ʌi」戴胎台貸態臺擡苔炱待殆怠代袋黛玳(16) 

咍開 1蟹 歯頭(55) 「ʌi」哉栽災菑宰載再載採彩綵菜裁才材財在塞賽(19) 

「ʌ」哉才纔(3)「ɨi」猜顋(2)「ai」賽(1) 

咍開 1蟹 喉音(35) 「ʌi」埃愛海醢孩頦(6)「ai」埃(1) 

咍開 1蟹 半舌(17) 「ʌi」來麳(2) 

灰合 1蟹 唇重(100) 「ʌi」杯背(幫)輩坏醅配裴倍(去)焙玫梅酶莓每媒煤每妹昧(19) 

「ai」倍(上)背(並)悖(3)「o」瑁(1) 

 

次に、＜表 79＞に見られるように、ʌi韻に収められた字は蟹摂 1等韻である咍韻の舌頭

音・歯頭音・喉音・半舌音字、灰韻の唇重音字である。蟹摂の場合、1・2等韻が ai韻に、

3.4 等韻が iəi韻に対応する傾向があるが、咍・灰韻だけが ʌi韻に入れられたことが目立

つ。これらの字の伝承音を見るとほとんどすべての中声が ʌiで現れるが、中声 ʌiは主母音

と-i韻尾からなる咍韻260の韻母をきちんと写していると考えられる。さらに、『正韻』では

伝承音の傾向に合わせて例外を修正している。このことは-w韻尾の場合と全く対照的と言

える。4.4 において述べたが、韓国語に-wで終わる二重母音が存在せず、当然ながら訓民正

音の中声体系にもその母音に当たる中声がなかった。そのため韻尾-wが写されなかった場

合に、それらの中声は修正の対象にならなかったのである。その反面、韓国語母音体系には

比較的多様な重母音が存在し、訓民正音にもそれらの母音に当たる中声字が揃っていた。す

なわち‘與ᅵ相合字’「ʌi・ɨi・oi・ai・ui・əi261」がそれであるが、それらの中声があっ

たからこそ、-iで終わる韻母をも表記することができたのである。にもかかわらず、咍韻

字の伝承音には例外が比較的多く見られる。それは咍韻が同じ 1等韻である泰韻と重韻の対

をなしているためだろう262。以下では例外について述べる。 

まず、歯頭音字に都合 6つの例外が見られ、中声 ʌi以外にも ʌで現れる字が 3字「哉才

纔」、ɨiで現れる字が 2 字「猜顋」263、aiで現れる字が 1字「賽」ある。中声 ʌには韻母

の要素のうち韻尾-i が反映されていないと思われ、中声 ɨiは主母音を間違って写した結果

と見られる。また、中声 aiは泰韻との混同形と考えられる。しかし、いずれにせよ ʌiより

                                        
260 麥耘(2009)は咍韻開口を oi(前期)、ɒi(後期)に、平山久雄(1967)は ʌiと推定した。 

261 他にも「ioi・iai・iui・iəi・oai・uəi・ioiai・iuiəi」がある。 

262 蟹摂には重韻関係にある韻が 5つ含まれている。重韻については ai韻部で調べる。 

263 伊藤智ゆき(2007：133)は中声 ʌと ɨiを止摂開口精組・壮組との混同形かもしれないと解釈

し、その理由について次のように述べている。「もし咍韻の主母音が短母音だったならば(Karlg

ren(1940:478-483))、主母音の発音は非常に弱く発音されたと考えられるため、止摂開口精組・

壮組と聞き間違えることもあり得るだろう。」確かに、Karlgren(1940:478-483)は「咍(灰)泰」

「皆佳夬」「刪山」「覃談」「咸銜」の違いが主母音の長短により生じたと解釈しているが、咍

韻の主母音を短母音に、泰韻の主母音を長母音に解釈した。さらに、主母音の長短説を説明する

ために、伝承音において蟹摂 1・2等韻の中声が ʌi：aiに現れる事実を用いているが、ʌiと ai

の間には長短の差ではなく音声の違いだけがある。 
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出現頻度が高い中声が存在せず、その上「哉才・賽」の場合、中声が ʌiでも現れるため、

編者らはそれらの例外をすべて ʌiに修正しただろう。喉音字に例外が 1字「埃」だけ見ら

れるが、その中声が ʌi及び aiで現れるため、議論は省略する。 

唇音字には中声が aiで現れる例外が 3つ「倍背悖」あり、oで現れる字が 1字「瑁」見

られる。aiは泰韻合口との混同形である可能性がある。「瑁」の場合、灰韻明母の「莫佩

切」以外にも豪韻明母の「莫報切264」の音も持っており、『正韻』に ʌi韻だけでなく o韻

にも収録されている。 

＜表 80＞ 「ɨi」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

支開 B止 牙音(97) 「ɨi」羈剞寄徛踦綺奇騎琦伎妓錡宜儀蟻義誼議(18)「i」技芰(2) 

支開 B止 喉音(39) 「ɨi」猗欹倚椅戲(5) 

脂開 B止 牙音(22) 「ɨi」飢肌冀驥器跽劓(7)「uəi」几机(2) 

脂開 B止 喉音(12) 「ɨi」懿(1) 

之開 3止 牙音(83) 「ɨi」姬箕錤棋基己紀記欺起杞亟期淇麒旗蘄忌疑擬(20) 

「i」其淇(2)「ɨi」矣(1) 

之開 3止 壮・初母

(33) 

「ɨi」緇輜(2)「ʌi」滓(1)「ʌ」胾𨧫廁(3)「i」廁(上・去)(2) 

之開 3止 喉音(36) 「ɨi」醫噫意薏嬉熙喜(7) 

微開 3止 牙音(53) 「ɨi」機璣饑鞿譏幾蟣幾旣豈氣祈璣沂毅(15) 

微開 3止 喉音(37) 「ɨi」衣依扆偯衣稀豨希餼(9) 

 

次に、＜表 80＞に見られるように、正韻音の中声が ɨiで現れる字は支 B 韻牙喉音字、脂

B韻牙喉音字、之韻牙喉音・壮組字、微韻牙喉音字である。伝承音を見ると、韻の種類にか

かわらず牙喉音字の場合、例外があまり見られない。その反面、之韻の壮母・初母字は基準

音の中声 ɨiより、他の中声の出現率が高い。各韻の例外を見ると次の通り。 

『正韻』には牙喉音字以外に初母字が 5字「差嵯嵳䡨𨍃」収録されているが、伝承音が残

っていない265。それらの字の現代韓国漢字音は「差(cha・chi・chai)嵯(cha・chi)嵳(cha・

chi)䡨(chai)𨍃(なし266)」で現れ、3種の中声のなかでは aや iが多く現れると言える。現代

音の中声 aは中世の aもしくは ʌから変化したものと思われ、中声 iは i或いは ɨiから

                                        
264 伊藤智ゆき(2007：133)は「瑁」を豪韻明母の「冒帽」の類推と解釈したが、「瑁」は本来豪

韻明母字でもある。 

265 伊藤智ゆき(2007)の資料表には載っていないが『李朝語辞典』に収録されている「差備」の

音が「cʌpi」である。 

266 ただ、「𨍃」は「䡨」の異体字である。 
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267、aiは aiから各々変化したものと推測できる。ところで、筆者の調査では「差嵯嵳䡨」

が『正韻』の ɨi韻だけでなく、a韻や ai韻にも収録されていることが明らかになった268。

すなわち「差(ɨi・a・ai 韻)嵯(ɨi・a韻)嵳(ɨi・a 韻)䡨(ɨi・ai韻)𨍃(ɨi韻)」。これらの

正韻音を現代音と比べれば、まず、現代音の中声 a・aiはそれぞれ『正韻』の a・ai 韻の漢

字音を引き継いでいるものと言えるだろう。したがって残りの現代音の iは ɨi韻の漢字音

を受け継いでいると考えられるが269、そうすると「差嵯嵳䡨𨍃」の 15 世紀の中声は i或い

は ɨiであったと推察され、それらの字が ɨi韻に入れられた理由を突き止めることができ

る。つまり、もし伝承音の中声が ɨiであったとすれば、正韻音が伝承音をそのまま受け入

れたことになる。また、i であったと仮定すれば、章組字と区別するため中声を修正したと

解釈することができるだろう。さらに、「差嵯嵳䡨𨍃」の字母韻を調べた結果、ʌ韻に入れ

られた支韻生母(壮組全濁)と同様「貲」字母韻に属することが明らかになった。言い換えれ

ば、『正韻』の編者らは同一の字母韻に属している支韻壮組字をあえて ʌ韻(生母)と ɨi韻

(初母)に分けて入れたということになる。それは伝承音(ɨiもしくは i)を反映した結果とし

か考えられないだろう。ただ、生母字の伝承音のうち中声が ʌで現れる字が 1字もなかった

ことを考慮すると、支韻壮組字の分韻基準について何とも断言することはできないと思う。 

支韻牙音字に例外が 2字「技芰(i)」現れるが、重紐 A韻との混同形だろう。例外の数が

少なく、全体 20字のうち 18字の中声が ɨiで現れるため、それに基づき例外を修正したと

考えられる。 

脂韻牙音字の場合、ほぼすべての中声が ɨiで現れるが、例外が 2字「几机(uəi)」見られ

る。uəiは例外が少ないため修正の対象になっただろう。しかし、その他にも uəiの場合、

開合を間違って反映している270ため修正したと解釈することもできる。 

一方、支韻・脂韻喉音字のすべての中声は ɨiで現れ、例外が 1字も現れない。ただ、興

味深いのは、支・脂韻牙音字のうち正韻音の中声が ɨiで現れる字は「覊」字母韻に、中声

が iで現れる字は「雞」字母韻にそれぞれ属しているのに対して、両韻の喉音字の場合、重

紐 A・B類がともに「覊」字母韻に入れられている事実である。にもかかわらず、喉音字を

ɨi 韻と i韻に分けて取りまとめたのは、伝承音の傾向を受け入れた結果である。 

之韻牙音字に例外が 2字「其淇(i)」見られるが、そのうち「淇」の中声は ɨiでも現れ

る。したがって「其」だけが例外になるが、ほぼすべての牙音字の中声が ɨiで現れるため

修正しただろう。之韻喉音字には例外が見られない。 

之韻壮組字の場合、崇・生・俟母字が ʌ韻に入れられた反面、壮・初母字は ɨi韻に取り

まとめられた。しかし、壮・初母字の伝承音を見ると「緇輜(ɨi)、滓(ʌi)、胾𨧫廁(ʌ)、廁

                                        
267 止摂字の伝承音の中声 ɨiは現代漢字音では少数の例外(疑・意等々)を除けば、すべて iで現

れる。 

268 a韻や ai韻に属する字の初声は「嵳(째)」を除けばすべてが ch(ㅊ)である。 

269 もちろん現代漢字音が韻書の漢字音を引き継いでいる可能性もある。 

270 uəiという中声字自体が合口性を伴っていることだけでなく、脂韻合口の伝承音を見ると、中

声が uəiで現れる例が沢山見られる。 
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(i)」のように現れ、中声が ɨiで現れる字が多いわけでもないのに、『正韻』の編者らはそ

れらの字を ɨi韻に分類した。且つ、すべての之韻壮組字は「貲」字母韻に属するため、一

体何を基準として壮組字を分けたのかが分かりにくい。ところで、そのことに関連し、

조운성(2011B：84)は壮組の摩擦音と破擦音の音変化が間をおいて起きた可能性を示すと述

べた。その上、止摂歯音字の訳訓音を見てもそういう傾向が見られる。拙稿(2010：29)は

『訳訓』において歯頭音字の中声は ɨ(ᅳ)で、正歯音字の中声は i(ᅵ)で写されたが、た

だ、正歯音の章組の場合、すべての中声が i(ᅵ)で現れる反面、壮組字の中声表記には

ɨ(ᅳ)と i(ᅵ)が共に現れると指摘した。さらに、壮組字の正韻音と訳訓音を比較した結

果、正韻音の中声が ʌで現れる字は訳訓音の中声が i(ᅵ)で現れ、正韻音の中声が ɨiで現

れる字の訳訓音の中声は ɨ(ᅳ)で現れる傾向があるということを明らかにした。伝承音が残

っている字の訳訓音の中声を示すと次の通り271。 

 字  伝承音の中声   訳訓音の中声 

「緇輜」   ɨi        i 

「滓」    ʌi        ɨ 

「胾廁」   ʌ        ɨ       

以上のことに基づけば、当時の中国音に変化が起こっていたことは確かであり、『訳訓』

の編修にも加わった『正韻』の編者らなら当然ながらそういう変化について気付いていたと

推測される272。つまり、之韻壮・初母字を ɨi韻に入れたのはそういう階段的変化を示そう

とした意識の反映ではないか。言い換えれば、精組や章組字の伝承音に例外がそれほど多く

見られないのに反して、壮組字の場合、多くの多様な例外が見られるが、編者らは壮組字を

ʌ韻と ɨi韻に分けて入れることで、伝承音のそういう傾向を見せようとしたと思われる。

しかし、ここで注意すべきことは、壮組字を 2つの韻に分けたのは中国音の変化を反映した

結果ではなく、あくまでも伝承音に見られる特徴を反映した結果という点である。 

ただ、壮・初母や崇・生・俟母を分けた基準は明らかではないが、強いて言えば、伝承音

の傾向を反映していると言えるかもしれない。之韻壮組字の伝承音をさらに声母ごとに分け

て見ると、崇母の中声は「ʌ(3)、i(1)」で、生母の中声は「ʌ(2)、i(1)」で、俟母の中声は

「ʌ(1)」で現れるのに対して、壮組の中声は「緇輜(ɨi)、滓(ʌi)、胾𨧫(ʌ)」で、初母の伝

承音の中声は「廁(ʌ)、廁(i)273」で現れる。つまり、壮母の場合、中声 ɨiの出現率が ʌの

                                        
271 「𨧫」の訳訓音は見当たらない。なお「廁」の伝承音の中声は ʌと iが共に現れるが訳訓音

は 1 つしかない。 

272 김철헌(1959：67)は正韻音の中声が ʌで現れる字が古官話音の訳音と解釈したが、もしその

見解が正しければ、「滓胾廁」などの訳訓音の中声が ɨで現れる字はすべて ʌ韻に入れられたは

ずである。 

273「廁」の伝承音は全部で 3通りである。すなわち「chʌH・chiH/R」 
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それと一緒であり、初母は iの方がより多く現れるため、壮・初母を崇・生・俟母とは異な

り ɨi韻にまとめておいたのではないだろうか。 

中声 ʌ以外の例外を見ると、中声 ʌiは蟹摂 1等韻との区別のため、中声 iは章組と区別

するため修正したとも考えられる。 

微韻の牙喉音字も ɨi韻に収められたが、例外が全く現れない。したがって伝承音に基づ

いていると見て良いだろう。 

 

4.5.2  oi韻部 

 

oi韻部は oi韻 1つからなり、この韻部には中古音の蟹摂 1等合口韻が対応する。以下の

＜表 81＞は oi韻部と両韻との対応関係を示したものである。 

＜表 81＞ oi 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

oi 蟹 灰 1 合 w u i 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

oi 蟹 泰 1 合 w ɒ i 牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

 

灰韻は咍韻の合口であるため、灰韻と泰韻合口は重韻の関係にあると言えるが、『正韻』

ではそれに構わず、両韻を一緒に oi韻に入れた。また、咍韻が ʌi韻に収められたことか

ら、灰韻は oi韻に対応するだろうと十分予想されたが、泰韻合口の場合、開口の中声表記

にかかわらず伝承音にしたがって oi韻に取りまとめられたことが目立つ。次の＜表 82＞は

伝承音の中声の出現頻度を声母ごとにまとめたものである。 

＜表 82＞ 「oi」韻部の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

灰合 1蟹 牙音(37) 「oi」傀恢魁塊(4)「ui」桅(1)「ai」磑(1)「ɨi」磑(1) 

灰合 1蟹 舌頭(58) 「oi」鎚蓷腿退頹魋餒(7)「ʌi」對碓隊內(4)「im」碓(1) 

灰合 1蟹 歯頭(39) 「oi」崔催衰摧(4)「ai」碎(1)「iu」焠(1) 

灰合 1蟹 喉音(48) 「oi」隈煨偎灰賄悔誨晦悔回迴茴槐(13) 

灰合 1蟹 半舌(37) 「oi」雷罍儡耒(4)「ʌi」耒(1) 

泰合 1蟹 牙音(18) 「oi」儈檜膾外(4) 

泰合 1蟹 歯頭(8) 「oi」最(1) 

泰合 1蟹274 喉音(12) 「oi」會繪(2) 

                                        
274 泰韻舌頭音字(泥母除外)が 13字「祋杸娧脫稅駾蛻兌(透)兌(定)𩊭銳𠜑奪」が載っているが、

伝承音が残っていない。さらに、半舌音字が 1字「酹」収録されているが、伊藤智ゆき(2007)
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正韻音の中声が oiで現れる字は灰韻の牙音・舌頭音・歯頭音・喉音・半舌音字、泰韻の

牙音・歯頭音・喉音字である。咍韻の場合舌頭音(泥母除外)・歯頭音・喉音・半舌音字が ʌ

韻に取りまとめられた反面、灰韻はすべての声母が oi 韻に入れられた点が興味深い。両韻

の伝承音のほとんどすべての中声が oiで現れるが、なかでも泰韻の伝承音には例外が全く

見られない。以下では灰韻の例外について調べる。 

まず、牙音字には都合 3つの例外、すなわち「桅(ui)、磑(ai・ɨi)275」が見られるが、伝

承音に中声が oiで現れる字がより多いため修正したと考えられる。舌頭音字に 5つの例外

「對碓隊內(ʌi)、碓(im)」があるが、そのうち「碓(thim)」は灰韻と考えられない276。「對

碓隊內」の中声は合口性が反映されていないため修正しただろう。歯頭音字に例外が 2字

「碎・焠」見られる。「碎(ai)」の場合、表記に合口性が現れず、さらに主母音をも間違っ

て反映しているため修正せざるを得なかっただろう。なお「焠(iu)」の中声はまず、3等韻

でもないのに表記に 3等介音が写されており、韻尾-iが反映されていない。また主母音が

間違って写されているため修正したと考えられるが、それに、字形による類推277であるため

修正した可能性をもあり得る。半舌音字に例外が 1字「耒(ʌi)」あるが、その字の中声は

oi でも現れる。中声 ʌiは合口性が反映されていないため修正しただろう。 

 

4.5.3  ai韻部 

 

ai韻部には ai韻や oai韻が含まれる。中古音の蟹摂 1・2等韻がこの韻部に対応する

が、重韻の関係にある 5つの韻(咍・泰韻、皆・佳・夬韻)がすべて ai韻部に配属している

点が特徴的である。ai韻部と蟹摂 1・2等韻の対応関係を示すと次の通り。 

＜表 83＞ ai 韻部 

                                        

「資料篇」には「酹」の伝承音が載っていない。權仁瀚(2009)によると『新増類合』(1576)に

「酹」の音が「roi」となっているという。 

275 『正韻』に「桅」は 1回、「磑」は 2回(oi韻平声・去声)現れ、oi韻以外の韻には現れな

い。伊藤智ゆき(2007：136)は 3字をすべて類推と解釈した。「桅」は支韻疑母の「危」の類推

など。 

276 伊藤智ゆき(2007：137)によると「碓(thim)」は侵韻知母の「砧(thim)」の音で読んだものと

いう。さらに「碓」は灰韻端母の反切「都隊切」しかなく、『正韻』においても oi韻にしか載

っていない。 

277 伊藤智ゆき(2007：137)は「焠」を脂韻生母の「率」か、脂韻心母の「粹」の類推と解釈し

た。しかし、そうすると「碎」の中声がなぜ ai で現れるのかが分かりにくい。 
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中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

ai 蟹 皆 2 開 ｒ æ i 牙、唇重、喉、荘組 

ai 蟹 佳 2 開 ｒ æ (i) 牙、舌、唇重、喉、荘組 

ai 蟹 泰 1 開  ɒ i 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

ai 蟹 夬 2 開 ｒ a i 唇重、徹母、崇母、影母 

ai 蟹 咍 1 開  o i 牙、泥母 

oai 蟹 皆 2 合 rw æ i 牙、喉 

oai 蟹 佳 2 合 rw æ (i) 牙、喉 

oai 蟹 夬 2 合 rw a i 牙、初母、匣母 

 

中声 aiと oaiは開合の対をなす。2等韻の場合、開・合口が一緒に ai韻部に入れられて

いるため、中古音の開合と正韻音の開合が 1対 1の対応をなしている。その反面 1等韻の場

合、開口は ʌi韻と ai韻に分かれており、合口は ʌi韻の合口である oiに収められている。

中古音と正韻音の対応が整然としていない。以下の＜表 84＞は蟹摂 1・2等開口の伝承音の

中声出現頻度をまとめたものである。 

＜表 84＞ 「ai」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

佳開 2蟹 牙音(14) 「ai」街崖涯睚(4)「ʌi」懈廨(2)「a」佳(1) 

佳開 2蟹 舌頭(6) 「ai」嬭(1) 

佳開 2蟹 唇重(16) 「ai」派牌𥱼稗賣(5)「a」罷(1)「ʌi」買(1) 

佳開 2蟹 照 2(27) 「ai」跐債釵灑洒(5) 

「a」釵差(2)「ʌ」疵(1)「ɨi」柴(1)「oai」灑洒(2) 

佳開 2蟹 喉音(24) 「ai」矮(1)「ʌi」隘鞋蟹解(4)「iəi」鞋(1)「a」蟹解(2) 

皆開 2蟹 牙音(42) 「ai」楷介㠹芥疥鍇騃(7)「ʌi」皆楷荄痎稭揩騃(7) 

「iəi」階戒誡界犗(5) 

皆開 2蟹 唇重(19) 「ʌi」拜排埋霾(4) 

皆開 2蟹
278 

照 2(14) 「ai」殺(1)「ʌi」齋(1)「ɨi」豺(1)「iəi」儕(1)「oai」殺(1) 

皆開 2蟹 喉音(18) 「ai」挨噫(2)「ʌi」骸駭(2)「iəi」薤(1) 

咍開 1蟹 牙音(47) 「ai」槪愷鎧慨礙(5)「ʌi」改開咳(3) 

咍開 1蟹 舌頭(10) 「ai」乃鼐奈(3) 

泰開 1蟹 牙音(14) 「ai」蓋丐艾(3) 

泰開 1蟹 舌頭(18) 「ai」泰太大汰釱柰(6)「ʌi」帶(1) 

泰開 1蟹 唇重(17) 「ai」沛(1) 

泰開 1蟹 歯頭(3) 「ai」蔡(1) 

泰開 1蟹 喉音(9) 「ai」害(1) 

                                        
278 照 2字のほかに、心母字が 2字あるが、伝承音がない。 
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泰開 1蟹 半舌(9) 「oi」賴瀨癩賚279(4)「a」癩(1)「oai」癩(1) 

夬開 2蟹 舌上(4) 「ai」蠆(1) 

夬開 2蟹 唇重(7) 「ai」敗唄邁(3)「a」敗(1)「iəi」敗(1) 

夬開 2蟹
280 

喉音(3) 「ai」餲(1) 

 

正韻音の中声が aiで現れる字は佳韻・皆韻・夬韻の開口や咍韻の牙音・舌頭音・半舌音

字、泰韻の牙音・舌頭音・唇重音・歯頭音・喉音・半舌音字である。2等韻のすべての開口

が ai韻に入れられた反面、1等韻は声母により分かれるているが、それはおそらく伝承音

の傾向にしたがって分韻した結果であろう。5つの韻の伝承音を見ると、幾つかの例外を除

けば、中声が aiで現れる傾向が確かに見られる。しかし上表を見れば分かるように他の

摂、例えば咸摂・山摂などの伝承音に比べ、例外が多く現れる。その理由は次の 2通りが考

えられる。まず、当時韓国語の母音体系に offglide が存在したため(さらにそれらの母音は

いわゆる‘與ᅵ相合字’をもって表記することができた)、他の韻母より、-i韻尾を持つ蟹

摂に当たる韻母が比較的正確に聞き取られたと考えられるが、多様な二重母音が存在しただ

け選択肢が広がり、人により異なる母音と聞き取れた可能性があると思われる。次に、蟹摂

の伝承音に重韻の名残が残っていることかもしれない。つまり、さまざまな二重母音が存在

したので、できるだけ重韻の違いを表そうとした結果、例外が多くなったと解釈することが

できるだろう。それでは、まず伝承音に現れる重韻の特徴について探り、次に蟹摂 1・2等

韻の伝承音と正韻音を比較検討する。 

重韻とは同摂に開合や等を同じくする韻が 2つ以上ある場合を言う。重韻281には「咍(灰)

泰」「皆佳夬」「庚耕」「東冬」「刪山」「覃談」「咸銜」の 7つのペアがある。しかし、

蟹摂 1・2等韻を除けば、伝承音に重韻の差が現れる韻がない。その理由は上述したように

韓国語の母音が多様ではなかったためであろう。例えば、まず「庚耕」韻の場合、中声が

ʌi と iəiに分かれる傾向が見られるが、梗摂の伝承音を見ると、重韻同士の差より 2等と

3・4等韻の差がずっとよく反映されている。また、「東冬」韻の伝承音の中声は両韻がと

もに oで現れるが、中声体系において oに類似している中声、すなわち uや ɨはそれぞれ通

摂 3等韻や曾摂字に対応するため282、「東冬」韻の表記に用いられなかっただろう。「刪

                                        
279 「賚」の場合、『広韻』には咍韻にしか載っていないが、『集韻』には泰韻にも収録されて

いる。『正韻』には泰韻字が載っている。 

280 崇母字が 2字収録されている。 

281 薛鳳生(1996B：46)によると『切韻』時代には重韻といった現象が存在しなかったが、韻図時

期になって 2つの韻が近くなり、同摂の同一の等に置かれるのが重韻であるという。

Karlgren(1940)は重韻の差が主母音の長短にあると述べたが、重韻の違いは主母音にあるという

のが定説である。さらに、それを裏付ける根拠としてよく用いられているのが蟹摂 1・2等韻の

伝承音である。 

282 中声 əは ŋ終声韻部にそれほど多く現れないため、外した。 
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山」(山摂)「覃談」「咸銜」(以上咸摂)のすべての中声は aで現れるが、中声 aに近い ʌは

臻摂と侵摂に対応するため、上述の 6つ韻の表記に使えなかったと考えられる。その反面、

韓国の中声体系には‘與ᅵ相合字’があったため、-i韻尾を伴う韻、すなわち「咍(灰)

泰」「皆佳夬」韻などを比較的正確に写すことができたと思われる。結果、伝承音に蟹摂

1・2等韻の重韻の差がよく反映されたと考えられる。一方、これに関連して河野六郎

(1979：455)は咍韻と泰韻開口が大体 ʌi：ai の対立をなしているように見えるが、咍韻に中

声が aiで現れるものも多く、ʌiと aiの区別は諧声群により決まっているように見られる

点、両韻合口の伝承音の中声が oi：oaiのような区別を見せず、ほぼすべて oiで現れる点

を持って、咍韻と泰韻の伝承音が重韻の差ではなく層の違いを反映していると解釈した。さ

らに、ʌiの ʌ を iの前で aが変容した結果と説明した。その反面、伊藤智ゆき(2007：132)

は伝承音における ʌiと aiの対立は重韻の差を反映していると見るのが妥当であると述べな

がら、中国語方言においても蟹摂の開口韻と合口韻の音変化が並行的ではないと指摘し、開

口・合口韻に違いが生じることは不自然なことではないとした。そして、蟹摂 1等韻につい

て「-ʌiと-ai、-oiと-oai が合流した 1等重韻を段階的に写したものとするのは適当では

なく、これらの韻は開口では区別され、合口では合流していたとするのが妥当あろう」とし

たが、蟹摂 1・2等重韻の合流時期は次の通りである283。 

      玄応音      何超音        慧琳音284    

1等開口   区別あり     区別なし       区別なし 

1等合口   区別あり     区別あり       区別なし 

2等開口   区別あり     皆韻・夬韻合流    区別なし 

2等合口   皆韻・夬韻合流  皆韻・夬韻合流    区別なし285        

                                        
283 馬徳強(2008：70-71)参照 

284 3種の韻はそれぞれ玄応の『一切経音義』(649)、何超の『晋書音義』(747)、慧琳の『一切経

音義』(807)の音韻体系を指す。 

285 蟹摂 1・2等韻合口の訳訓音及び伝承音の中声は次の通り。 

等 韻母 訳訓音中声 伝承音中声 

1等 灰：泰 ᅱ：ᅱ ᅬ：ᅬ 

2等 皆：佳：夬 ᅫᅱ：ᅪᅫ： ᅫᅱᅪ ᅬᅰ：ᅫᅪ：ᅫᅪ 
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以上を見ると、1等韻の場合、開口韻の方がより早い時期に合流したことが明らかにな

る。したがって蟹摂 1等韻の伝承音に開口・合口韻が異なって反映されていることが重韻の

合流時期と関係あるとは考えにくい。その理由はおそらく合口介音の有無にかかわっている

と思われる。言い換えれば、開口韻の場合、主母音と韻尾からなるため、その音声が比較的

明確に聞こえた可能性が高い。その反面、合口韻には合口介音がさらに加わって開口韻に比

べればより複雑な母音となったため、合口介音と主母音の部分が oに、韻尾が iに聞き取ら

れた結果 1等韻合口の伝承音の中声が oiになったのではないだろうか。 

一方、2等韻合口の伝承音の中声は皆韻：佳・夬韻が oi：oa286で現われるが、1等韻合口

の伝承音とは異なり、重韻の差が反映されているように見える。その理由としてまず、2等

韻の主母音同士の音声差が、1等韻のそれより多かった可能性が考えられる。麥耘(2009)と

平山久雄(1967)の蟹摂 1・2等韻の再構音は次の通り。 

咍韻  泰韻  皆韻  佳韻  夬韻 

麥耘(2009)       o   ɒ    ɛ   æ    a 

平山久雄(1967)     ʌ   ɑ    ɐ   a    a287 

麥耘(2009)の再構音に従えば、1等韻の主母音が異なっているが、両者に合口介音-wが付

けば、2つの音声が等しくなる可能性が高いと思われる。しかし、2等韻の主母音はそうで

はない。なお、平山久雄(1967)によれば、2つの 1 等韻と皆韻が奥舌母音に近く、佳・夬韻

が前舌母音に近いが、それらの主母音に合口介音が加わると、咍・泰・皆韻の音声が同じく

なり、佳・夬韻の中声が似てくる可能性が高いと考えられる。 

次に、1等韻は合口介音しか伴わないが、2等韻は合口介音のほかに 2等介音をも持つた

め、主母音の音声の差が比較的はっきりと聞き取られたかもしれない288。 

                                        

馬徳強(2008)によると、1 等韻合口がより早い時期に合流したというが、訳訓音の中声を見る

と、逆に 1等韻に区別がなくなり、2等韻は区別を保っている。ただ、2等韻の場合、皆・夬韻

が早い段階に合流したというが、2等韻の訳訓音の中声がそれを反映しているように見える。 

286 中声 oaは本来 oaiから韻尾の-iが写されなかった形であろう。 

287 平山久雄(1967)は佳韻と夬韻がそれぞれ異なる韻尾を伴うと推定した。すなわち、佳韻：夬

韻は aɪ：ai 

288 平山久雄(1967)は中古音を推定する際、2等介音を設けなかったが、4.1.1で述べたように、

最近の研究は 2等介音を認めている。 



125 

 

ただ、以上の解釈はいずれにせよ中国音の再構音に頼っているため、中国語音韻学界の成

果により解釈が変わることができるという問題を抱えている。次は蟹摂 1・2等韻の伝承音

と正韻音について調べる。 

佳韻の牙音・唇重音・壮組字の場合、中声が aiで現れる字が多いため、aiが基準音にな

ったと考えられる。例外を声母ごとに見ると、牙音字に例外が 3字「懈廨289(ʌi)、佳
290(a)」、唇重音字に 2字「罷(a)、買(ʌi)」現れる。基準音から見れば、中声 aには韻尾が

写されなかったと思われ、中声 ʌiは主母音が間違って写されたと言える。したがってそれ

らの中声を修正しただろう。壮組字には比較的例外が多く見られる。すなわち「釵差(a)、

疵(ʌ)、柴(ɨi)、灑洒(oai)」。「釵差291」の中声には韻尾が反映されておらず、「疵」の中

声には主母音が間違って写され且つ韻尾も反映されていない。さらに「柴292」は主母音が

「灑洒」は開合が間違っているためそれぞれ修正しただろう。ただ「灑洒」の中声は aiで

も現れる。問題なのは喉音字である。伝承音のうち中声が aiで現れる字が 1字「矮」しか

なく、中声 ʌiで現れる字が 4字「隘鞋蟹解」もある。のみならず「鞋(iəi)、蟹解(a)」の

ような例外も見られる。しかし、中声 aの場合韻尾が反映されていないと見られるため「蟹

解」は中声 aiに近いと解釈することができるかもしれない。また「鞋」の中声は ʌiと iəi

が両方現れるが、iəiはおそらく中国音に影響された293結果と思われるため、基準音と選ば

れなかっただろう。そうすると、結局佳韻喉音字の基準音となれる中声には ai(「矮蟹

解」)や ʌi(「隘鞋蟹解」)が残ると思われる。しかし、見れば分かるようにどちらも圧倒的

に多く現れるとは言えない。こういう状況で編者らはおそらく字母韻を参考にした可能性が

高いと思われるが294、字母韻を見ると、蟹摂 1・2等韻が大体「該」字母韻に属する反面、

皆韻・佳韻の牙喉音字だけが「佳」字母韻に属することが分かる。つまり、編者らは字母韻

に基づき佳韻喉音字を ai韻に入れたと推測される。ただ、今のところ確認できない伝承音

の中声が aiで現れた可能性もなくはない。 

皆韻牙喉音字はおそらく佳韻喉音字と同じ理由で ai韻に入れられたと考えられるが、皆

韻牙喉音字には中声 aiや ʌi以外にも、中声が iəiで現れる例外が「階戒誡界犗(以上牙

音)、薤(喉音)」見られる。それらの例外は中国音の影響によるものであるため修正しただ

                                        
289 伊藤智ゆき(2007：138)は 2字が「解 hʌiL」の類推と解釈した。 

290 a韻に収録された字は麻韻見母の「居牙切」であると思われるが(『広韻』にはなく『集韻』

に収録されている)、あるいは伝承音の kaはそれを表しているかもしれない。 

291 しかし、「差」の場合、複数の反切(佳韻・麻韻など)があり、『正韻』にも 6回現れる。 

292 伊藤智ゆき(2007：139)が指摘したように、『集韻』支韻に「柴」が載っているが、中声 ɨi

はそれを反映しているかも知れない。 

293 伊藤智ゆき(2007：139)は「鞋」などの蟹摂字の伝承音が近世中国語以前に生じた牙喉音 2

等の口蓋化を反映した形と解釈したが、訳訓音の中声を見ても、蟹摂 1等韻は aiで現れる反

面、2等韻の中声は iaiで現れる。 

294 4.2でも述べたが、収録字が少なく、伝承音に特定の傾向が見られない場合に字母韻により分

韻したと推察される。 



126 

 

ろう。唇重音字の中声はすべて ʌiで現れ、壮組字の場合牙喉音字と同様伝承音に特定の傾

向が見られない。しかし編者らは、字母韻に構わずすべての字を ai韻に入れたが、その理

由は分かりにくい。 

夬韻の場合、舌上音・喉音字には例外が見られず、唇重音字に例外１字だけ見られる。す

なわち「敗」の中声が aと iəiで現れる295が、「敗」の中声は aiでも現れるため、例外が

ないと考えてよいだろう。 

咍韻牙音字は都合 47字収録されているが、伝承音を見ると、中声が aiで現れる字が 5字

見られ、ʌiで現れる字が 3字確認される。中声 ai の出現率がはるかに高いとは言えない

が、ʌiより多く現れることは確かであるため、咍韻牙音字は伝承音の傾向に基づいて修正

したと考えられる。 

泰韻の場合、舌頭音字や半舌音字に例外がある。だが、舌頭音字の場合、ほぼすべての中

声が aiで現れるため、正韻音が伝承音を受け入れたと解釈できる。一方、半舌音字の場

合、「賴瀨癩賚」の中声が oiで現れ、そのうち「癩」の中声が aと oaiでも現れる。つま

り、aを除けばすべての中声が開合を間違って反映しているのである。最も多く現れる中声

である oiから合口性を外すと、ʌiになるが、編者らは半舌音字を ai韻に収めた。それは

泰韻の他の声母字を ai韻に入れたことに影響された結果かもしれない。 

以上で蟹摂 1・2等韻の修正基準について探ってみた。結果を簡単にまとめると、正韻音

が伝承音にしたがっていることは確かであるが、伝承音に別に傾向が見られない場合には字

母韻を参考にしたと推測される。 

＜表 85＞ 「oai」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

皆合 2 蟹 牙音(15) 「oi」乖怪壞聵(4)「uəi」聵(1) 

皆合 2 蟹 喉音(8) 「oi」懷淮壞(3)「uəi」壞(1) 

佳合 2 蟹 牙音(15) なし 

佳合 2 蟹 喉音(8) 「oa」畫(1)  

夬合 2 蟹 牙音(15) 「oi」快(1) 

夬合 2 蟹 初母(1)  嘬 なし 

夬合 2 蟹 喉音(4) 「oa」話(1) 

 

正韻音の中声が oaiで現れる字は蟹摂 2等韻合口である。2等韻開口が ai 韻に入れられ

たことから、合口が oai韻に収められると十分予想できる。興味深いのは伝承音の中声が合

口性を反映しているにもかかわらず、すべての中声を修正した点である。つまり、皆韻の伝

承音は主に oiで現れ、佳韻・夬韻の中声は oaで現れるが、『正韻』の編者らはそれらの中

声をすべて oaiに修正したのである。ところで、字母韻を見ると、1等韻合口は「嬀」字母

韻に、2等韻合口は「乖」字母韻に属することが分かる。このことに基づけば、字母韻によ

                                        
295 伊藤智ゆき(2007：140)が指摘したように、a は戈韻滂母、iəi は廃韻非母を写していると考

えられる。しかし、『正韻』には夬韻に当たる字しか収録されていない。 
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り 1・2等合口を分けたと言えるかもしれない。だが、「嬀」字母韻に止摂合口韻も属する

ことを考えれば、編者らが専ら字母韻により合口韻を分けたとは考えにくい。したがって、

蟹摂 2等韻に限り伝承音ではなく字母韻に合わせて分韻したと解釈する方がより妥当だろう

と思う。それはおそらく収録字の数が少ないためだろうと思われる。つまり、1等韻合口の

場合 200を越える字が収録されているが、その反面 2等韻は収録字があまりにも少ない。そ

れで編者らが分韻の際、字母韻を参考にした可能性があると考えられる。さらに、他の摂と

は異なり蟹摂字の場合それを表記する中声が多数存在したことも、原因の 1 つとなるかもし

れない。一方、1等合口の基準音を oiに、2等合口の基準音を oaiに定めたのは、ほぼすべ

ての 1等合口の中声が oiで現れ、2等開口の中声が ai で現れる傾向があるためと考えられ

る。 

＜表 85＞を見ると、中声が uəiで現れる字が 2字、oa で現れる字が 2字見られるが、uəi

の場合音節制約のためと解釈することができるだろう。なお、中声 oaを oai に修正した理

由は次の二通りが考えられる。 

1つは韻部を区別するためと考えられる。後述するが、oa韻には果摂と仮摂の合口が入れ

られた。したがって、それらの字と区別するために蟹摂字を oai韻に取りまとめた可能性が

ある。 

 もう 1 つは蟹摂に含まれる韻が韻尾－i を伴っているため、それを表記に反映するため

に伝承音の中声を修正した可能性が考えられる。 

 

4.5.4  ui韻部 

 

ui韻部は ui韻と iui韻からなる。中古音の止摂・蟹摂の合口がこの韻部に対応する。韻

ごとに見ると、止摂の支・脂・微韻及び蟹摂の祭韻が ui韻に、支・脂韻が iui韻に収めら

れたが、その対応関係をまとめると、次の＜表 86＞になる。 

＜表 86＞ui 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

ui 止 支 B 合 jw e  牙、喉 

ui 止 脂 B 合 jw i  牙、喉、知母(去) 

ui 止 微 3 合 jw ə i 牙、喉 

ui 蟹 祭 3 合 jw ɛ i 見母、云母 

iui 止 支 A 合 jw e  牙、舌上、喉、精、章、荘組、来、日母 

iui 止 脂 A 合 jw i  牙、舌上、喉、精、章、荘組、来、日母 

 

上表から ui韻部に止摂合口の重紐韻が対応することが確認できる。止摂開口の重紐につ

いては 4.5.1 において触れておいたが、手短にまとめると次の通り。伝承音で大体重紐 B類

の中声が ɨiで現れ、重紐 A類の中声が iで現れるが、正韻音が伝承音をそのまま受け入れ

たことを確認した。さらに、重紐とは関係がない之韻や微韻の中声も声母により ɨiと iに
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分かれて現れるが、正韻音にもそういった伝承音の特徴があるということが確認できた。開

口の 4つの韻が重紐及び声母により ɨi韻や i韻に分けて入れられたのに対して、合口は

支・脂韻だけが重紐により ui韻と iui韻に分かれ、微韻の場合、すべての字が ui韻に収め

られた(之韻には合口韻がない)。また、蟹摂の祭韻が ui韻に入れられたことも ui韻部の特

徴の 1つである。支・脂・微・祭韻の伝承音の中声出現頻度をまとめると次の通り。 

＜表 87＞「ui」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

支合 B止 牙音(29) 「ui」潙危(2)「uəi」詭攱跪(3)「i」庋(1) 

支合 3止 云母(7) 「ui」爲(1) 

支合 B止 喉音(27) 「ui」萎委餧(3)「uəi」毀燬毀(3) 

脂合 B止 牙音(45) 「ui」龜喟(2)「uəi」軌簋匱櫃饋蕢簣(7) 

「u」晷(1)「oi」愧(1)「iu」逵(1) 

脂合 3止
296 

云母(2) 「ui」位(1)「iu」帷(1) 

微合 3止 牙音(12) 「ui」歸鬼貴魏(4)「oi」巍(1) 

微合 3止 云母(20) 「ui」韋幃違闈圍偉暐葦胃謂蝟緯彚(13) 

微合 3止 喉音(34) 「ui」威蝛尉慰暉揮楎諱(8)「uəi」虺卉(2)「oi」畏(1) 

祭合 3蟹
297 

云母(10) 「ui」衛(1) 

 

正韻音の中声が uiで現れる字は支韻・脂韻・微韻の牙喉音字及び祭韻の喉音字である。

蟹摂の 3・4等韻合口のほぼすべてが iuiəi韻に収められたが、祭韻合口云母字だけが ui韻

に入れられたのが興味深い。それは伝承音に基づき分韻した結果だろう。支韻・脂韻・微韻

字の伝承音を見ると、大体中声が uiか uəiで現れるが、その他に u・iu・i・oiで現れる例

外も若干見られる。韻ごとに見ると、支韻・脂韻の中声が主に uəiで現れ、微韻の中声は

ui で現れる傾向が強い。しかし『正韻』の編者らはそれらの中声をすべて ui に修正した。

重紐 B類字開口の中声が ɨiで現れることに基づけば、中声 ɨiの合口である uiを基準音と

定めたのは当然のことであり、微韻・祭韻の場合、ほぼすべての中声が ui で現れるため特

に問題とならない。しかし、支韻・脂韻の場合、中声が uəiで現れる例が非常に多く見ら

れ、なかでも脂韻牙音字の中声は uəiの方が uiよりはるかに多く現れる。にもかかわら

ず、編者らは uəi韻を立てず、その中声をすべて uiに修正してしまったのである。その理

由はおそらく音節制約にかかわっていると考えられる。 

伝承音(特に止摂合口の伝承音)には 中声が uəiで現れる字が少なくない。しかし、正韻

音を見ると全般にわたって中声 uəiが全く現れない。このことから ɨŋ 韻部において əŋ(ək)

という音節が許されなかったのと同様 Ø終声韻部では中声 uəiが認められなかったと推測さ

                                        
296 牙喉音のほかに知母字が 1字「轛」載っているが、伝承音が残っていない。 

297 祭韻の牙音字が 10字あるが、伝承音が 1つも残っていない。 
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れる298。伝承音に中終声が əkで終わる音節がしばしば現れるにもかかわらず、『正韻』で

は中声 əをすべて ɨに修正した。その理由について本稿では、舒声字の伝承音のうち中声が

əで現れる字が全くなかったため、əŋ(ək)韻を立てることができなかったと解釈した299。し

かし、止摂は陰声韻だけで構成されており、舒声・入声の対立のない摂である。そうすると

『正韻』で中声 uəiが許されなかった理由は何であろうか。それは止・蟹摂300の伝承音に中

声 uəiと開合の対をなす中声 əi がめったに現れないからと思われる。両摂の伝承音には中

声が əiで写された字が 3字301しか見られない。したがって編者らにはそれらの 3字のため 1

つの韻を立てる必要性が感じられなかった可能性が高い。実際に『正韻』に əi韻は立てら

れなかったが、それこそ正韻音体系において中声 uəiが許されない原因になったのではない

か。要するに、əŋ 韻と əi 韻は伝承音にその音節がなかったため(əiの場合ごく稀であった

ため)、独立した韻として立てられなかったと考えられ、それは ək韻・uəi 韻が立てられな

い結果をもたらしたと解釈できる。次は各韻の例外について検討する。 

支韻の伝承音の場合、中声 uiや uəiがほぼ等しく現れるが、uəiを修正した理由は上述

した通り。牙音字に中声が iで現れる例外が 1字「庋」だけ見られるが、表記に合口性が反

映されていないため修正したのだろう。 

脂韻の伝承音を見ると、ui・uəiのほかに中声 u(晷)・iu(逵帷)・oi(愧)で現れる例外が

見られる。u の場合、韻母の要素、すなわち 3等介音＋合口介音＋主母音のうち合口介音だ

けが中声表記に反映されたと見られる。したがって、uは少数例でもあり、且つ当時訓民正

音の中声体系に上述した韻母を正確に写す中声が存在したため修正したと考えられる。oi

はおそらく蟹摂 1等韻と区別するため、iuは重紐 A類との区別のためそれぞれ修正したと

推測される。 

ところで、微韻の伝承音には例外が少ないのに、支韻・脂韻の伝承音に例外(uəi・oiな

ど)が多く現れる理由は何であろうか。それは微韻と両韻の音声の間に何らかの差が存在し

たために違いないだろう。以下ではその理由を突き止めるために、支・脂・微韻合口の再構

音や、それらの伝承音について詳しく検討する。まず、各韻の伝承音を声調ごとに示すと次

のとおり。 

＜表 88＞ 支・脂・微韻の伝承音の中声比較 

                                        
298 ʌŋ(ʌk)が ŋ終声韻部に限り許されなかったことに対し、中声 əi及び uəiは終声の種類を問わ

ず現れない。 

299 4.1.1参照 

300 『正韻』の韻部と十六摂の対応関係を見ると、蟹摂の一部が止摂と混ざっている。すなわ

ち、ʌ韻部に止摂開口韻と一緒に蟹摂 1等開口韻が入っていることや、ui韻部に止摂合口韻と蟹

摂祭韻合口が入っていることなど。このことから、両摂同士は出入りが自由であって、編者らも

両摂を同じ類として扱ったと推察されるため、止摂について述べる際には蟹摂をも一緒に扱うこ

とにする。 

301 蟹摂祭韻牙喉音字「揭偈(牙音)餲(喉音)」 
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声調 

韻 

平声 上声 去声 中声出現率 

支 潙危爲(uiL)(3/3302) 詭(危+鳥)攱跪(kuəiR) 

毁燬(huəiR)(6/9)  

委(uiR)餧(uiH)(2/9) 

庋(kiR)(1/9) 

萎(uiR)爲(uiR/H)(2/3)  

毁(huəiR)(1/3) 

ui 0.46(7/15)303 

uəi 0.46(7/15) 

i 0.06(1/15) 

脂 

龜(kuiL)(1/3)  

逵(kiuL)惟(iuL) 

(2/3)  

軌簋(kuəiR)(2/3)  

晷(kuR)(1/3) 

愧(koiR)(1/8)  

喟位(uiH)(2/8)  

匱櫃簣蕢饋(kuəiR)(5/8)  

uəi 0.5(7/14) 

ui 0.21(3/14) 

iu 0.14(2/14) 

oi 0.07(1/14) 

u 0.07(1/14) 

微 威蝛韋幃闈圍(uiL) 

違(uiL/H)暉揮楎(hu

iL)(11/12) 

巍(oiL)(1/12)  

鬼(kuiR) 葦暐(uiR) 

偉(uiL/R)(4/6)  

卉虺(huəiR)(2/6) 

貴(kuiR) 彚諱(huiH) 

胃蝟緯(uiH)魏謂(uiR/H) 

尉(uiR)慰(ui) (10/11)  

畏(oiR)(1/11)  

ui 0.86(25/29) 

uəi 0.07(2/29) 

oi 0.07(2/29) 

中声

出現

率 

ui 0.83(15/18) 

oi 0.16(3/18) 

iu 0.11(2/18) 

uəi 0.55(10/18) 

ui 0.33(6/18) 

u 0.055(1/18) 

i 0.055(1/18) 

ui 0.63(14/22) 

uəi 0.27(6/22) 

oi 0.09(2/22) 

 

 

止摂 B類合口の伝承音に関連して、河野六郎(1979：484)は B類合口の中声は主に ui で現

れるが、上去声では uəiも見られると述べながら、このことは A類合口の中声が iəiか

iuiəiで現れることと平行的に考えるべきものとした。なお、伊藤智ゆき(2007：157)も止

摂 B類の中声が平声では-ui、上去声では-uəiで現れる傾向があると述べた。つまり、伝承

音が uiと uəiに分かれるのは声調によるものと解釈したのである。 

しかし、上表を見ると、上声の場合確かに uəiが多く見られるが、平声・去声の場合そう

ではないことが明らかになる。そこで、各韻の中声出現頻度を調べてみた結果、脂韻の場

合、伝承音の半分が uəiで現れるが、最も多様な例外が見られ、支韻は ui や uəiが同率で

現れることが分かった。さらに、微韻の伝承音には ui が圧倒的に多く現れることを確認し

た。このことを参考にすれば、止摂 B類合口の中声は韻母の平仄ではなく、韻の種類により

異なると解釈する方がより妥当だろうと思う。 

そうすると、3つの韻にはどういった違いがあるだろうか。韻書や韻図によれば、止摂に

関して今のところ確認できるのはそれらの韻が前期中古音においてはそれぞれ分かれていた

が、後期中古音では合併したという事実しかない。だが、中古音の再構音が様々な研究者に

より推定されているため、それらの資料を利用すれば、支・脂・微韻の差異が見えてくるか

                                        
302 括弧内の数値は該当中声が現れる回数を示す。 

303 出現率が高い順に並べた。 
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も知れない304。したがって、まずは再構音305に基づき、支・脂・微韻の間にどういう違いが

あったを探る。代表的な再構音を示すと次のとおり。 

麥耘(2009) 平山久雄(1967)   伝承音の中声  

支韻     rjwɛ306    ʏĕ      (ui0.46、uəi0.46、i0.06) 

脂韻     rjwi     ʏi       (uəi0.5、ui0.21、iu0.14、oi0.07、u0.07) 

微韻     jwəi     ʏəˇi     (ui0.86、uəi0.07、oi0.07) 

3つの韻の共通点は合口介音を伴い、高母音の主母音か韻尾を持つという点である。した

がって、それらの韻母の音声は[uj]或いは[wi]に近い母音であったと推測される。だが、韻

母の要素のうち主母音だけが単独で 1つの音節をなすことができるという点を考慮に入れれ

ば、支韻・脂韻の場合介音が、微韻の場合韻尾がそれぞれ glideに成りやすいと思われる。

だとすると、前者の音声は[wi]に、後者の音声は[uj]に類似していた可能性が高いと推察さ

れる。 

ところで、この場合問題になるのは、[uj] は中声 ui で写せばよかっただろうが、当時

[wi]を表記する方法がなかったということである。現代韓国語では[wi]を(あるいは[y]を

も)uiで表記するが、中期韓国語(15・6世紀)で中声 uiは母音[uj]に対応する文字であっ

た。つまり、当時は[wi]を表記するための中声字がなかったのである307。しかし、そういっ

                                        
304 再構音は研究者により異なるが、止摂の場合学者らの意見がほぼ一致している。支・脂・微

韻の再構音をまとめてみると次の通り。 

 Karlgren 董同龢 李榮 王力 邵榮芬 최영애 

支 B 合口 (j)wiĕ jwĕ iwe ĭwe iwɛ iwe 

脂 B 合口 (j)wi jwĕi wi wi iwɪ iwei 

微韻合口 (j)wĕi jwəi iwəi ĭwəi iwəi iwəi 

권혁준(2014:135)参照 

305 本稿で用いるのは前期中古音の再構音である。河野六郎(1979)では伝承音の母胎音が慧琳音

(後期中古音)であるとしているが、それに基づけば、止摂の伝承音が韻ごとに異なっていること

が説明しにくい。伝承音の母胎音は本稿における研究対象でないため、これ以上言及しない。 

306 麥耘(2009)は重紐 A・B類の介音をそれぞれ j・rj と推定した。 

307 さらに、学者によっては 15世紀の韓国語に[wi]という二重母音がなかったと解釈する場合も

ある。説明のために、以下では母音[wi]に関するこれまでの研究をまとめておく。 

まず、[wi]を認めない見解として代表的に허웅(1952・1968)、김완진(1972)などが挙げられ

る。허웅(1968：614)は 15 世紀韓国語で glide wの後に来られる母音は ə及び aしかなかった
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た状況でも、その音声を正しく表記しようとする試みはあったと見られる。それに関連し

て、李基文(1990：45、46)は‘chiβi＞chiui’‘təβi＞təui’‘tiβi＞tiui’の ui が

[wi]に当たると考えられるとし、『杜詩諺解』()に-tiui以外にも-tiuəi(디웨)、-

tioi(디외)が見られるが、それは、当時の中声体系に[wi]という音声を写す適当な中声がな

かったため、いろいろな中声をもってその音声を表記しようと試した結果だろうと指摘し

た。この説明によると、[wi]を ui・uəi・oiで写すこともできたと推測される。 

本題に戻って、[uj]は常に uiで写された反面、[wi]は多様な中声で表記された事実を考

えに入れると、止摂合口韻の伝承音について次のような解釈ができると思われる。つまり、

微韻韻母の音声は[uj]に類似していたため、伝承音の中声が主に uiで現れ、しかも例外も

少なかったが、支韻・脂韻韻母の音声は[wi]に近かったため、中声が uiだけでなく uəi・

oi でも現れたのではないか。それに、こういう解釈は上述した中古音の再構音に照らして

みてもつじつまが合うと思う。だが『正韻』の編者らは支・脂韻と微韻のそういった違いに

関わらず、3 つの韻を ui 韻に取りまとめた。それは uəi韻が存在しなかったためであろうが、

同時に彼らが[wi]と[uj]を区別して表記する必要がないと考えていた可能性も考えられる。

つまり、あるいは彼らにとって[wi]と[uj]は 1つの音素の異音と認識されていたかもしれな

い308。 

ところが、uiŋ 韻部と ui 韻部に現れる中声 uiはそれぞれ異なる役割を果たしていると思

われる。中声 uiは『正韻』全般にかけて 2箇所、すなわち uiŋ 韻部及び ui 韻部に現れる。

uiŋ 韻部には曾摂 1等韻合口だけが対応する。しかし、実際のところ登韻合口の伝承音の中

声は大体 uで現れる傾向が高かった。にもかかわらず、それらの字は uiŋ 韻部に入れられた

が、検討の結果、それは通摂字との区別のためということが分かった309。したがって、uiŋ

韻部で uiは音素文字の機能、すなわち弁別機能と音声表記機能のうち弁別的機能だけを果

たしていると見なければならない。その反面、ui 韻部に現れる中声 uiは特定の音声を表記

しているため、弁別機能と音声表記機能をともに果たしていると言える。このことは『訳

                                        

と述べながら、[uj]があったため、[wi]が存在しなかったと説明した。なお、김완진(1972)はβ

i＞wiのような変化が最も自然であるとしながらも、15世紀に[wi]という母音を音声として実現

することができなかったと述べた。以上の見解は文字と音声が 1対 1対応をなすということを前

提としている。そのため、[wi]の存在を認めることがさらに一層できなかったと思われる。 

一方、이기문(1990：128)は[wa]や[wə]の存在を認めれば、[wi]の存在を否定する理由がない

としながら、βi＞wiの例に限り、uiを[wi]に解釈し、その根拠として副動詞語尾-tiβiの変

化形を引いている。이기문(1990)の他に최세화(1976)、육효창(1989)、박창원(2010)なども 15

世紀の韓国語母音体系に[wi]が存在したと認めている。だが、[wi]の存在を認めるか否かにかか

わらず、中声 uiの音価に関しては、皆 uiは[uj]を表記するための文字という立場を取ってい

る。(박창원(2010)除外) 本稿では[wi]が存在したという以上の研究と見解を同じくする。 

308 これに関連して김무림(1996：127-128)は『正韻』において oi(ᅬ)・ui(ᅱ)は i(ᅵ)の合口で

ないため、uiに対応する音声は[wi]ではなく[uj]であると解釈した。しかし、それは[wi]と

[uj]が異音関係になれないことを前提としているから得られた結論と思われる。 

309 4.1.2を参照されたい。 
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訓』にも見られる現象である。『訳訓』において中声 uiは灰韻・庚韻字の中声表記に使わ

れたが、4.1.2において検討したように庚韻の場合、uiが弁別機能だけを果たしている。そ

れに対して、灰韻に使われた uiはその音価を正確に表記している。つまり、『正韻』の

uiŋ 韻部と『訳訓』の庚韻に現れる中声 uiが同一の性質を持っており、『正韻』の ui 韻部

と『訳訓』の灰韻に用いられている中声 uiの性質が一緒であると考えられる。 

一方、微韻牙喉音字に中声 uəiで現れる字が 2字、oiで現れる字が 2字見られるが、す

べて uiに修正した。祭韻字には例外がない。 

＜表 89＞ 「iui」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

支合 A止 牙音(16) 「iu」規𨾚闚窺跬(5) 

支合 3止 舌上(15) 「iu」錘(1) 

支合 3止 歯頭(28) 「iu」髓隨隋(3)「iuiəi」嘴(1) 

支合 3止 照 3(25)310 「iu」捶吹炊垂睡(5)「iuiəi」捶箠惴(3) 

「iui」吹炊(2)「iə」瑞(1)「iəi」瑞(1) 

支合 A止 喉音(24) 「iu」恚觽(2)「əi」恚(1) 

支合 3止 半舌(3) 「iu」累(1)「i」羸(1) 

支合 3止 半歯(5) 「iəi」蘂(1) 

脂合 A止 牙音(15) 「iu」葵(1)「iəi」癸季(2) 

脂合 3止 舌上(16) 「iu」追椎錘墜隊(5) 

脂合 3止 歯頭(48) 「iu」綏荽雖遂燧繸穗(7)「io」隹(1)「iuiəi」萃悴(2)

「iui」醉翠(2) 

脂合 3止 照 3(16) 「iu」萑錐推出水誰脽(7)「io」隹錐(2) 

脂合 3止 照 2(5) 「iu」帥(1)「oi」衰榱(2) 

脂合 3止 喉音(21) 「iu」惟維唯遺唯壝遺(7) 

脂合 3止 半舌(41) 「iu」縲虆壘類淚(5)「oi」誄(1)「u」淚(1) 

脂合 3止 半歯(10) 「iu」緌(1) 

 

正韻音の中声が iuiで現れる字は支韻・脂韻の重紐 A類合口の牙喉音字及び、舌歯音字で

ある。両韻の伝承音の中声を見ると、iuで現れる字が最も多い。両韻はともに 3等介音・

合口介音・主母音からなる韻であるが、伝承音の中声 iuはどう見ても 3つの要素のうち 3

等及び合口介音だけを反映していると見られる。それはおそらく伝承音に二重・三重母音を

単母音化する傾向があることと関係があるだろう。にもかかわらずそれらの中声を iuiに修

正したのは iu韻部と区別するためであろう。だが、その他にも中声 iuが支韻・脂韻の主母

音を反映しなかったと判断し、iuの後に主母音を表す iを加える方法で修正したと解釈す

ることもできる。止摂重紐 A・B 類の中声が iuiと uiに区別されているのは、他の重紐韻、

例えば仙韻 A・B類の中声が ə：iə の対立を表していることと一脈通じる。以下では各韻の

例外を声母ごとに調べる。 

                                        
310 初母字が 2字含まれる。 
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支韻の牙音・舌上音には例外が見られない。歯頭音字に中声が iuiəi311で現れる字が 1字

だけ「嘴」あるが、中声 iuiəiは蟹摂 3・4等韻に対応するものであるため、iuiへ修正し

たと考えられる。章組字の場合、例外が比較的多いが、「吹炊」の中声が iu の他に iuiで

も現れる点が目立つ。また、中声が iuiəiで現れる字が 3字「捶箠惴」見られ、「瑞」の中

声は iə と iəiで現れる。中声 iə・iəiは共に合口性を写していないため、修正の対象にな

っただろうが、それらの伝承音の中声が基準音と選ばれず修正されたもう 1 つの理由は韻部

を区別するためと考えられる。すなわち中声 iə は ə 韻部に属し、中声 iəiは iəi韻部に属

するため、修正しなければならなかったと解釈できる。喉音字の例外「恚(əi)」や半歯音字 

の「蘂(iəi)」の伝承音の以上の理由で修正したと考えられる。半舌音字の伝承音は 2字残

っているが、例外の「羸(i)」は合口性を反映しなかったため修正した。 

脂韻の舌上音・喉音・半歯音字には例外がない。牙音字の場合、中声が iu で現れる字が

1字しかなく、中声が iəi で現れる例外が 2字「癸季」見られるが、iəiが基準音と選ばれ

なかった理由は支韻章組字の場合と同様である。歯頭音字に多様且つ多数の例外が見られ

る。すなわち、「隹(io)、萃悴(iuiəi)、醉翠(iui)」。例外のうち中声 iuiəiや iuiを修正

した理由は上述のとおり。ただ、io の場合、o韻部と区別するため修正したのだろう。つま

り、o韻部に io韻は存在しないが、その韻部には遇摂が対応するため、止摂字が入れなか

ったのである。章組字の例外「隹錐(io)」も同様に解釈できる。壮組字の場合、中声が iu

で現れる字「帥」より、oiで現れる字が「衰榱」多く見られるが、これもやはり蟹摂 1等

合口韻と区別するために修正したと考えられるが、これに基づけば、『正韻』に洪音と細音

を区別しようとする傾向があったことは確かであると見られる。半舌音字に「誄(oi)、淚

(u)」の例外が現れるが、多数の字の中声が iuで現れるため、それらの例外を修正したのだ

ろう。 

 

4.5.5  iəi韻部 

 

iəi韻部には iəi韻・iuiəi韻が含まれる。中古音の蟹摂 3・4等開口・合口韻がこの韻部

に対応する。その対応関係を表にすると次の通り。 

＜表 90＞ iəi韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

iəi 蟹 斉 4 開  ɛ i 牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

iəi 蟹 祭 3 開 j ɛ i 牙、舌上、唇重、喉、精、章組、来母 

                                        
311 中声 iuiəiは止摂・蟹摂合口にしか見られないが、主に歯音の声母字に現れる。それについ

ては iəi韻部で検討する。 
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iəi 蟹 廃 3 開 j o i 疑母 

iəi 蟹 廃 3 合 jw o i 唇軽 

iuiəi 蟹 斉 4 合 w ɛ i 牙、喉 

iuiəi 蟹 祭 3 合 jw ɛ i 歯、知母、以母、日母 

iuiəi 蟹 廃 3 合 jw o i 喉 

 

蟹摂 3・4等韻である祭韻・廃韻・斉韻の開口が iəi韻に、3つの韻の合口が iuiəi韻に

取りまとめられた。祭韻合口の場合、云母字を除けば、すべての声母字が iuiəi韻に入れら

れた。各韻の伝承音の出現頻度を声母ごとに示すと次の通り。 

＜表 91＞ 「iəi」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

斉開 4 蟹 牙音(38) 「iəi」雞稽笄計繼繫髻薊溪鸂啓稽契(13) 

斉開 4 蟹 舌頭(159) 「iəi」

低羝堤邸抵觝底帝諦蔕螮嚔鵜體涕替涕題提踶啼蹄綈稊鵜荑弟娣遞 

第弟悌娣褅髢逮棣禰泥(39) 

「iə」低邸詆抵底(5)「i」提泥禰(3) 

斉開 4 蟹 唇重(45) 「iəi」閉嬖陛梐(4)「i」篦鎞批鼙鞞迷米(7) 

斉開 4 蟹 歯頭(43) 「iəi」齎韲擠濟霽切砌斉臍蠐薺洗細(13) 

「iə」妻(平)妻(去)西栖棲犀壻(7) 

「ʌi」齎(1)「ʌ」泲(1)「ɨi」嘶撕(2) 

斉開 4 蟹 喉音(50) 「iəi」翳曀醯兮鼷蹊系(7)「iə」兮(1)「ʌi」奚(1) 

斉開 4 蟹 疑母(21) 「iəi」鯢輗麑猊霓詣睨羿(8) 

斉開 4 蟹 半舌(51) 「iəi」犂藜梨鸝禮醴鱧盠儷棙茘隷(12) 

「iə」黎藜瓈醴麗儷戾茘(8) 

祭開 3 蟹 牙音(20) 「əi」揭偈(2) 

祭開 3 蟹 舌上(6) 「iəi」滯彘(2) 

祭開 3 蟹 唇重(16) 「iəi」蔽敝弊袂(4) 

祭開 3 蟹 歯頭(5) 「iəi」祭際穄(3) 

祭開 3 蟹 照 3(33) 「iəi」制製世貰勢誓逝(7)「iə」勢誓逝筮噬(5) 

祭開 3 蟹 喉音(24) 「iəi」曳裔勩(3) 

祭開 3 蟹 疑母(8) 「iəi」藝(1) 

祭開 3 蟹 半舌(19) 「iəi」例礪(2)「iə」厲勵蠣癘(4) 

廢開 4 蟹 牙音(4) 「iəi」乂(1)「ai」刈(1) 

廢合 4 蟹 唇軽(11) 「iəi」廢肺吠(3) 

 

＜表 91＞を見れば分かるように、蟹摂 3・4等韻字の伝承音の中声はほぼすべて iəiで現

れる。したがって、祭韻・廃韻・斉韻の正韻音が伝承音に基づいていると解釈して良いだろ

う。以下では伝承音に見られる例外を韻ごとに調べる。 
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まず、廃韻を見ると、唇軽音字の場合例外がない。牙音字の伝承音が 2つ残っているが、

中声が iəiで現れる字が 1字「乂」、中声が aiで現れる字が 1字「刈(ai)312」見られる。

両者のうち iəiが基準音と選ばれたのは洪細を区別するためであると思われるが、河野六郎

(1979：464)が指摘したように、aiが「艾(ai)」の類推と判断して iəiに修正した可能性も

ある。調べたところ『集韻』の廃韻に「艾・刈・乂」が収録されており、「艾」は泰韻にも

載っていることを確認した。一方「艾」は『正韻』において iəi韻と ai韻に現れる。した

がって編者らが「刈」の中声 ai を「艾」の類推と考えたと推測され、そこで「刈」の伝承

音を修正したと考えられる。 

次に、祭韻の伝承音の中声は iəiの他に əiや iə が現れる。3種の中声のうち最も多く見

られるのが iəiである。したがって祭韻の正韻音も伝承音を受け入れていると言える。一方

əi は 3等介音-i-が反映されていない。iə は韻尾-iが写されていないと考えられるが、編

者らはこれらの中声をすべて iəiに修正した。声母ごとに例外を見ると、舌上音・唇重音・

歯頭音・疑母字には例外がない。章組字の場合、中声が iə で現れる字がずいぶん多く見ら

れるが、例外の「勢誓逝筮噬」のうち「勢誓逝」の中声は iəiでも現れ、さらに、『正韻』

の iə 韻には遇摂が対応するため、韻部を区別するためでも中声 iə を修正せざるを得なかっ

たと考えられる。半舌音字の場合、中声が iəiで現れる字より iə で現れる字が多いが、章

組字と同じ理由で修正しただろう。 

牙音字の場合、すべての伝承音の中声が əiで現れる。にもかかわらず、əiをすべて iəi

に修正した。そればかりか編者らは『正韻』に əi 韻自体を立てなかった。それは伝承音の

全般にわたって中声が əiで現れる字が余りにも少ないためであろう。つまり、4.5.4 にお

いて述べたように、中声が əiで現れる字は 3字「揭偈餲」しかない。したがって、編者ら

には極少数の例のため、1 つの独立した韻を立てることが非効率的であると感じられたかも

しれない。つまり、əi韻を立てなかったのは、韻書を作る際、漢字音を正確に注音する作

業も大事であるが、同時に体系の効率性をも考慮しなければならないことを考えれば当然の

結果だろうと思われる。祭韻喉音字の例外「餲(əi)」も以上の理由で修正したと解釈してよ

いだろう。 

斉韻は 4等韻であるため、3等介音を伴わず313、主母音と陰声韻尾からなる。しかし、斉

韻の伝承音を見ると、半分以上の中声が iəiで現れ、その上 iə で現れる字も沢山見られ

                                        
312 「刈」の中声 aiについて、河野六郎(1979：464)は「艾」の類推である可能性や、或いは廃

韻が-ï̯ɐiでった段階を表している可能性が考えられると述べた。その反面、伊藤智ゆき

(2007：145)は「刈」には「艾」のような泰韻相当の字音があったと考えられるとした。 

313 Karlgren(1940)は 4等韻の介音を-iと推定した。趙元任、王力なども Karlgrenと見解を同じ

くしている。 一方、4等韻が介音を伴わないという説は最初に Maspero(1920)により提起され

た。さらに、河野六郎(1939)は、青・先・添・蕭・斉韻の主母音をすべて eと推定し、4等韻を
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る。iəiの場合、まるで 3 等介音を写しているかのように感じられる314。つまり iə が介音＋

主母音を、i が陰声韻尾をそれぞれ反映していると思われるのである。しかし、編者らは韻

母の構成要素にこだわらず、伝承音の傾向を受け入れ、蟹摂 3・4等韻の開口字を iəi韻に

取りまとめた。一方、iə の場合、3等介音と主母音だけを反映しており、陰声韻尾が写され

ていない。『正韻』の編者らは中声 iəiを斉韻の基準音として選んだが、それはやはり伝承

音の傾向を受け入れた結果と言えるだろう。例外を見ると次の通り。 

牙音字には例外が全く見られない。舌頭音字に「低邸詆抵底(iə)提泥禰315(i)」のような

例外が現れるが、iə は表記に陰声韻尾が反映されず、i316はそこからさらに中声が単母音化

した形だろう。つまり、いずれにせよ伝承音の単母音化の傾向を表していると考えられる。

ところで、例外のうち「詆泥」を除けば、残りの 6字の中声は iəiでも現れる。そうする

と、舌頭音字の中声はほぼすべてが iəiで現れると言えるだろう。したがって「詆泥」の中

声は伝承音に基づき修正したと解釈できる。唇重音字の場合、基準音である iəiより、iで

現れる字がずっと多く見られる。すなわち「閉嬖陛梐(iəi)、篦鎞批鼙鞞迷米(i)」。にもか

かわらず、編者らは中声 iを iəiに修正したが、それは洪細を区別するためであろう。さら

に、そういった修正の結果から、やはり‘與ᅵ相合字’をもって写せる音であれば、なるべ

く正確に表記しようとした彼らの考えがうかがわれる。歯頭音字には様々な例外が見られ

                                        

介音を持たない韻と解釈した。また、李栄(1956)李新魁(1986)藤堂明保(1957)等々も有坂の説と

見解を一緒にする。최영애(2000：259-261)参照。 

 一方、河野六郎(1979：444、445)によると、慧琳音において 4等韻は重紐 A類に合流したとい

う。さらに河野六郎は切韻より慧琳音義反切への推移を表に示したが、4等韻だけを抜粋して示

すと次の通り。 

青・清→ 清韻、先・仙 A韻→仙 A韻、添・塩 A韻→塩 A韻、蕭韻・宵 A韻→宵 A韻、斉韻・祭

A韻→祭 A韻 

つまり、伝承音が後期中古音を母胎音としていると仮定すれば、4等韻の伝承音の中声が iə・io

で現れる理由が納得できる。 

314 5種の 4等韻の伝承音を見ると、ほぼすべての中声がいわゆる‘起於ᅵ’で写されていること

が分かるが、それが 4等韻と重紐 A類が合流した後の中国音を反映しているものか、それとも他

の 3 等韻と区別した結果そうなったのかについてはまだ断定することができないだろう。 

315 ただ、「禰」の伝承音は miəiR・miLであるが、伊藤智ゆき(2007：143)はそれを支韻明母「彌

miL」の類推と解釈した。 

316 河野六郎(1979：413、499)は斉韻の中声が iで現れることに関連して、それらの伝承音が d

曾の中国音を反映していると解釈したが、一部の唇音字に限り止摂字の類推と説明した。 
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る。すなわち「妻妻西栖棲犀壻(iə)、齎(ʌi)、泲(ʌ)、嘶撕(ɨi)317」。しかし、全体的に iəi

で現れる字がより多いため、例外を iəiに修正したと考えられる。ただ「齎(cʌi)」の場

合、脂韻精母の反切を、「撕(sɨi)」の場合、支韻心母の反切をも同時に持っており318、

『正韻』においてその 2字は iəi韻だけでなく ʌ韻にも収録されている。このことを考慮に

入れると、正韻音が 2通りの伝承音をすべて受け入れていると言えるかもしれない。喉音字

に例外が 2字「兮(iə)、奚(ʌi)」見られるが、「兮」の中声は iəiでも現れる。したがっ

て、「奚」だけが例外となるが、編者らはその字の中声を伝承音に基づき修正した。半舌音

字には中声が iəiで現れる字が 12字あり、iə で現れる字は 8字ある。しかし、例外の 8字

のうち 4字「藜醴儷茘」の中声は iəiでも現れる。したがって、半舌音字の中声も大体 iəi

で現れる傾向があると考えられ、正韻音がその傾向を受け入れたと言えるだろう。 

＜表 92＞ 「iuiəi」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

斉合 4蟹 牙音(18) 「iəi」桂(1)「iu」圭閨(2) 

斉合 4蟹 喉音(23) 「iəi」慧惠(2)「iu」畦(1) 

祭合 3蟹 歯頭(8) 「iəi」歲(1) 

祭合 3蟹 照 3(10) 「iəi」稅帨蛻說(4)「iuiəi」贅(1) 

祭合 3蟹
319 

照 2(4) 「iuiəi」毳(1) 

祭合 3蟹 喉音(4) 「iəi」𥈠(1) 

廢合 4蟹 喉音(11) 「iəi」穢濊(2)「uəi」喙(1) 

 

正韻音の中声が iuiəiで現れる字は蟹摂 3・4等韻の合口である。斉・祭・廃韻の伝承音

の中声は概ね iəiで現れるが、その他、iu・iuiəi・uəiでも現れれる。それらのうち中声

iəiは合口性が反映されなかった形であるため、編者らは中声 iəiに合口声を加えて iuiəi

に修正したと考えられる。これは『正韻』の編者らが合口韻の中声を修正する際、常に用い

たやり方である。つまり、蟹摂合口字の場合も伝承音を受け入れそこに合口性だけを加える

方法で修正したのである。中声 iuは斉韻牙喉音字「圭閨(牙)畦(喉)」の伝承音にしか見ら

れないが、iu 韻にはすでに遇摂虞韻が対応するため、中声 iu を修正するしかなかっただろ

う。中声 uəiの場合、上述したように正韻音全般にかけて uəiは現れず、編者らはこの中声

で写された伝承音をすべて修正した。「喙(uəi)」の中声は他の廃韻喉音字「穢濊」の中声

が iəiで現れるため、それらの中声と一緒に iuiəiに修正しただろう。 

                                        
317 伊藤智ゆき(2007：143)は「齎(ʌi)、泲(ʌ)、嘶撕(ɨi)」について、それぞれ皆韻壮母「齋

cʌiL」、脂韻精母「姉 cʌR」、支韻心母「廝 sɨiL」の類推と述べた。 

318 ただ「齎(cʌi)」の 2種の反切は『広韻』にもすべて見られるが、「撕(sɨi)」の場合『広

韻』には斉韻にしか現れず、『集韻』に 2通りの反切が現れる。 

319 知母が 6字、日母字が 5字ある。 
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興味深いのは照組字の中声が正韻音の中声と同様 iuiəiで現れることである。ただ、

iuiəiに当たる音声が実際に存在したかについては大きな疑いが残されている320。これに関

連して福井玲(2012：20-21)は iuiəiが iu・iə・i の合体した形であり、これに対応する音

声は 2音節ではなく 1音節であると述べた321。また、16世紀の文献のうち漢字学習書である

『訓蒙字会』(1527)だけでなく仏教関連文献である『真言勧供諺解』(1496)や儒教関連文献

である『翻訳小学』(1518)『小学諺解』(1588)にも chiuiəiという音節が見られることに基

づけば、iuiəiという音声が実際したと考えられると述べた。 

以上の文献に見える伝承音 chiuiəiが正韻音の影響によるものと思うかもしれないが、伝

承音が chiuiəi で現れる字には蟹摂合口字だけでなく止摂合口字もある。つまり、支韻・脂

韻合口の歯音字の伝承音にも中声が iuiəiで現れる字が「嘴捶箠惴萃悴」6 字あるのである
322。しかし、『正韻』で上述した 6つの字は iui韻に入れられたため、それらの伝承音の中

声が正韻音に影響されたとは考えにくい。 

これまで、止摂と蟹摂について検討してきた。伝承音を受け入れる傾向が高いのは他摂と

同様であったが、特徴的なのは、伝承音で単母音化の傾向が少なかったこと、さらに『正

韻』においても中国音をなるべく正確に写そうとしたということである。その原因としてや

はり韓国語の母音体系に中国音に対応できる-iで終わる母音が多く存在し、また、それを

表記する中声が多かったということが考えられる。 

 

                                        
320 正韻音が実際に存在した音節ではなく漢語或いは漢字音を正確に表記するため作られた架空

の体系と述べる際、根拠としてよく挙げられる例には次のようなものがある。すなわち、初声の

なかでは全濁声母を表記するための kk(ᄁ)tt(ᄄ)pp(ᄈ)ss(ᄊ)cc(ᄍ)hh(ᅘ)及びʔ(ᅙ)が挙げら

れ、中声のなかでは iuiəi(ᆒ)や iuiə(ᆑ)が挙げられ、終声のなかでは w(ᄝ)および lʔ(ᇙ)が挙

げられる。 

321 上掲論文では、iuiə 及び iuiəiの iuが単母音であり、その音声は中国音の撮口介音に当たる

と述べ、iu・j・wが含まれた母音の例を次のように挙げた。 

j  ᅧ：je[jə]     ᅨ：jei[jəi]或いは[jei] 

w  ᅯ：we[wə]     ᅰ：wei[wəi] 

ɥ  ᆑ：ɥe[ɥə]     ᆒ：ɥei[ɥəi]或いは[ɥei] 

322 伊藤智ゆき(2007：146、155)は蟹摂・止摂合口歯音字の伝承音 chiuiəiの中声が[-yiɛi]及び

[-yiĕi](或いは[-yiәˇi])を表していると解釈した。 
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4.5.6  o韻部 

 

o韻部には o韻だけが含まれる。この韻には中古音の遇摂に属する字が入れられた。遇摂

は 1等韻である模韻や 3等韻である虞韻·魚韻からなるが、3種の韻のうち模韻と魚韻が o

韻に対応する。以下の＜表 93＞は o韻部と模韻·魚韻との対応関係を示したものである。 

＜表 93＞ o 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

o 遇 模 1 独  u  牙、舌頭、唇重、歯頭、喉、半舌 

o 遇 魚 3 独 j u  荘組 

 

o韻には模韻と魚韻が対応する。しかし、模音の場合声母にかかわらずすべての字が o韻

に入れられた反面、魚韻の場合荘組字だけが o韻に入れられ、荘組を除いた声母字はすべて

ə韻部に取りまとめられた。各声母別伝承音と正韻音の中声を表にすると次の通り。 

＜表 94＞ 「o」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

模合 1 遇 牙音(112) 「o」孤觚姑沽蛄辜古估牯罟鼓瞽股羖𦍩蠱賈顧雇固錮故枯苦庫 

袴吾梧鼯吳五伍午誤悟䎸捂忤寤(39)「io」梧(1)「ə」䎸(1) 

模合 1 遇 舌頭(86) 「o」都覩睹土兔菟吐徒途塗屠圖度渡鍍奴孥怒弩努(20) 

「u」妒蠧杜(3) 

模合 1 遇 唇重(78) 「o」逋晡補圃布圃普浦溥怖蒲蒱步捕哺酺鞴模姥莾暮慕(22) 

「u」鋪(平)鋪(去)簿(3)「io」墓(1)「ki」姥(1) 

模合 1 遇 歯頭(45) 「o」租祖粗措厝錯醋粗祚阼蘇酥素嗉訴愬塑(17)「u」作麤(2) 

模合 1 遇 喉音(97) 「o」烏杇於嗚汙洿惡呼虎琥戽胡箶湖瑚醐糊鶘乎壷弧狐瓠戶護 

互枑(27) 

模合 1 遇 半舌(48) 「o」盧蘆爐櫨鱸艫轤纑顱𤬛魯櫓虜鹵滷路露鷺輅(19) 

「oi」賂(1) 

魚合 3 遇 照 2(50) 「o」葅阻俎初楚礎助蔬疏疎梳所疏(13)「ə」鉏(1) 

 

正韻音の中声が oで現れる字は模韻·魚韻字である。＜表 94＞から o韻に入れられた字の

ほとんどすべての伝承音の中声が oで現れることが確認できる。各韻の例外を見ると次の通

り。 

模韻の牙喉音字の伝承音のすべての中声は oで現れる。牙音字の「梧·䎸」の中声が oの

他に、「io(梧)·ə(䎸)」でも現れるが323、編者たちは「梧·䎸」の伝承音のうち中声 oしか

                                        
323 「梧」や「䎸」はすべて『訓蒙字会』にしか載っていない字である。伊藤智ゆき(2007：124)

によると、「梧」の伝承音のうち'ioHという音はおそらくその字に付いている訓、すなわち
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受け入れなかった324。それは上述した 2字を除いた他の牙音字の伝承音の中声が oで現れる

ためと考えられる。ただ、中声 ioの場合、1等韻を写しているとはとても考えにくいため

修正したと解釈することもできる。 

唇音字の伝承音には最も多様な例外が見られる。伝承音が残っている 27字のうち 22 字の

中声が oで現れ、3字「鋪(平)鋪(去)簿」の中声が uで、1字「墓」の中声が ioで、1字

「姥」の中声が iで現れる。5つの例外の中声を o に修正したのは伝承音の傾向を考慮した

結果と考えられる。ただ、中声 ioについては上述のとおり。 

興味深いのは『正韻』に「鋪」が都合 3回、o韻に 2回(pho·phoH)u韻に 1回(phu)、現れる

ことである。o韻に属するものは中古音の模韻滂母字であり、u韻に属するものは虞韻敷母

字であるが325、模韻滂母字「鋪」の伝承音 phuは虞韻敷母字「鋪」に影響されたかもしれな

い。 

舌頭音字の「妒蠧杜」、歯頭音字の「作麤」の伝承音の中声が uで現れる326。しかし、そ

れらの 5字を除けば、舌頭音字と歯頭音字の伝承音のすべての中声は oで現れる。つまり、

上述した 5字の中声は伝承音の傾向により uから oに修正されたと考えられる。 

半舌音字の伝承音は 1字「賂 oi327」を除けば、すべての中声が oで現れる。「賂」の中声

は伝承音の傾向に合わせて oに修正したのだろう。 

                                        

məLkuiHの音節末音－iに同化した異音表記という。また、「䎸」の伝承音である'əRは「語'əR」

の類推と述べている。 

324 『東国正韻』において「梧」は ə韻に 1回(上声)、o韻に 2回(平声·去声)現れる。これは

『集韻』を反映した結果と思われる。その反面、「䎸」は o韻にしか現れない。 

325 『広韻』や『集韻』で「鋪」を調べた結果、『広韻』には 3回(模韻滂母 2回·虞韻敷母 1

回)、『集韻』には 4回(模韻滂母 2回· 模韻幫母 1回·虞韻敷母 1回)現れることが分かった。

『正韻』の収録字は『広韻』の収録字と一致している。 

326 ＜表 94＞を見れば分かるように、模韻字の伝承音のほとんどすべての中声が oで現れ、例外

は u(8)io(2)oi(1)ə(1)i(1)の順に現れる。つまり、中声 uで現れる例外が最も多いのである。

その原因について伊藤智ゆき(2007：123-124)は次の 3つを挙げて説明している。 

① 中国音において模韻の音価が[o]から[u]に変わっていたことを反映している。 

② 音声的に/o/と/u/の区別がなく、模韻は音声的にその双方で現れていたことを反映する。 

③ 模韻の音価は[o]ではなく[ou]もしくは[uo]であった。そのため原則的には中声 oで写され

たが、uで写されることもあった。 

327 「賂」の中声が oiで現れることに関連し、河野六郎(1979：491)が i添加形と解釈した反

面、伊藤智ゆき(2007：124)は灰韻暁母の「賄 hoiR」による contaminationである可能性がある

と述べている。 
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『正韻』において遇摂の 3等韻である魚韻は o韻部と ə韻部に分けられている。o韻部に

は荘組字だけが入れられているが328、それは「鉏(ə)」を除けばすべての荘組字の伝承音の

中声が oで現れるためだろう。このことから『正韻』における分韻の基準が伝承音の傾向に

したがっていることがさらに明らかになる。 

 

4.5.7  a韻部 

 

a韻部は a 韻、ia韻、oa 韻からなる。この韻部には中古音の果摂と仮摂が対応する。果

摂は歌韻と戈韻からなり、仮摂は麻韻からなるが、a韻部と歌韻·戈韻·麻韻との対応関係を

示すと次の通り。 

＜表 95＞ a 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

a 果 歌 1 開  ɒ  牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

a 果 戈 1 合 w ɒ  唇重 

a 仮 麻 2 開 r a  牙、舌上、唇重、喉、荘組 

ia 果 戈 3 開 j ɒ  牙 

ia 仮 麻 3 開 j a  精組、章組、以母、日母 

oa 果 戈 1 合 w ɒ  牙、舌頭、歯頭、喉、半舌 

oa 果 戈 3 合 jw ɒ  群母、暁母 

oa 仮 麻 2 合 rw a  牙、喉、知母、荘母 

 

a韻部と果摂·仮摂の対応を見ると、a韻部に 1·2等韻が、ia 韻には 3等韻が、oa韻には

1·2·3等の合口韻がそれぞれ取りまとめられている。他の摂とは異なり、洪音(1·2等)と細

音(3·4等)の区別が整然としているのが特徴的である。次の＜表 96＞は果摂·仮摂の 1・2等

開口の伝承音の中声出現頻度をまとめたものである。 

＜表 96＞ 「a」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

歌開 1果 牙音(50) 「a」歌哥柯珂可坷坷莪峨蛾鵞我餓(13)「ai」箇(1329) 

                                        
328  河野六郎(1979：494、503)が中声 oで現れる荘組字が c層に属し、əで現れる字が b層に属

すと解釈したのに対し、伊藤智ゆき(2007：126-127)は「鉏(ə)」を例外と解釈し、中声 oで現れ

る荘組字を主要母胎層としている。 

329 伊藤智ゆき(2007：112)は「我」の伝承音を’aRと’aiR、二通りあると述べている。しか

し、『資料篇』を見ると’aiRは『翻訳小学』にしか現れない。さらに、戈韻の「魔」の伝承音
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歌開 1果 舌頭(74) 「a」多他拖駝陀跎酡鮀鼉馱舵爹那儺(14) 

歌開 1果 歯頭(49) 「a」左佐蹉磋搓鹺娑沙(8)「oa」左佐(2) 

歌開 1果 喉音(31) 「a」阿訶呵何荷河荷賀(8) 

歌開 1果 半舌(14) 「a」羅蘿籮鑼(4) 

戈合 1果 唇重(44) 「a」波播簸頗坡玻頗破婆摩磨魔劘麼磨(15) 

麻開 2仮 牙音(63) 「a」嘉加笳茄耞跏痂枷葭家假椵斚駕稼嫁假價賈牙芽衙雅砑(24) 

「ia」家(1) 

麻開 2仮 舌上(25) 「a」打咤茶拏(4) 

麻開 2仮 唇重(47) 「a」巴笆芭把靶弝欛葩舥帊怕杷爬琶麻蟆馬罵(18) 

「ai」霸壩罵(3) 

麻開 2仮 照 2(54) 「a」鮓詐榨叉杈靫差汊砂紗鯊槎乍(13) 

「ia」樝(1)「ai」詐乍(2) 

麻開 2仮 喉音(50) 「a」鴉瘂亞罅遐霞瑕蝦鰕下(上)夏(上)廈暇下(去)夏(去)(15)

「ia」下(去 1) 

 

正韻音の中声が aで現れる字は果摂の歌韻開口、戈 1韻合口の唇音字、そして仮摂の麻 2

韻開口である。＜表 96＞から分かるように正韻音は伝承音をそのまま受け入れている。

「序」では言及していないが、果摂·仮摂も江摂·宕摂と同様前期中古音時期には両者が分か

れていたが『四声等子』以降の韻図においては区別がなくなっている330。なお、学者たちの

再構音を見ても果摂·仮摂に属する韻らの主母音は非常に類似している331。したがって、両

摂の伝承音の中声が共に aで現れるのは当然のことであり、同時に編者たちも果摂·仮摂を

1つの韻部に入れて良いと思っただろう。韻ごとに例外を見ると次の通り。 

 歌韻の舌頭音·喉音·半舌音字の場合、すべての伝承音の中声が aで現れるため議論の余地

がない。歯頭音字の場合、都合 8字のうち 2字「左佐」の伝承音が caの他に coaでも現れ

る。伊藤智ゆき(2007)の『資料篇』によると「左」の伝承音が caで現れる文献には『大学

諺解』『中庸諺解』『論語諺解』『改刊法華経諺解』があり「佐」の伝承音が caで現れる文

献は『改刊法華経諺解』しかない。それに諺解類のうち伝承音を反映している可能性が最も

高い『小学諺解』や『翻訳小学』には「左佐」の音がすべて coaとなっている。つまり、正

                                        

も同じく maLと maiLがあるとしているが、maiLは『四法語諺解』にしか見られない。そこで本稿

においては 2字の中声 aiを数えなかった。 

330 최영애(2000：280)による。 

331 歌韻麻韻の再構音 

 麥耘(2009)    平山久雄(1967)   최영애(2000)        

歌(戈)     ɒ         ɑ          ɑ 

麻       a         a          a 
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韻音に影響されたと思われる『改刊法華経諺解』の漢字音が caで現れる点332、『小学諺解』

などに 2字の音が coaとなっている点を考えに入れると、「左佐」の伝承音は coaであった

可能性が高い。つまり「左佐」が開口字であるにもかかわらず、伝承音の中声には合口性が

余計に加わっているのである。しかし、編者たちは開合を正確に区別するため 2字の中声を

oa から aへ修正した。 

牙音字の伝承音を見ると 14字のうち 1字「箇」の中声が ai で現れる。歌韻は介音や韻尾

を伴わず主母音だけからなる韻であるが、「箇」の伝承音を見ると、まるで中声に韻尾-iが

反映されているように見えるのである。このような韻尾-iの添加現象は歌韻だけでなく麻 2韻·

模韻·魚韻·虞韻·豪韻·尤韻など、いわゆる陰声韻(陽声韻尾や入声韻尾を伴わない韻)の伝承音に

よく見られる現象である。しかし、『正韻』の編者らはそういう例外を他の伝承音の傾向にした

がって修正した。当然ながら「箇」の中声をも aiから aに修正した。 

麻 2韻の牙喉音·舌上音·唇重音·荘組字の正韻音の中声は aで現れる。舌上音字の伝承音に

は例外が見られない。牙音字の「家」や喉音字の「下」の中声が aの他に ia でも現れる

が、2字を除けばすべての牙喉音字の伝承音の中声が aで現れるため「家下」の中声を aに

修正したのだろう。 

唇重音字である「霸壩罵」、荘組字である「詐乍」の伝承音の中声が aiで現れ、韻尾-i

の添加現象が見られるるが「詐乍」の中声は aでも現れるため、議論の余地がない。「霸壩

罵」は他の唇重音字の中声が aで現れるため aiから aへ修正したと考えられる。荘組字の

「樝」の中声が iaで現れるが、その字を除けば、他の荘組字の中声が aで現れるため修正

されたのだろう。 

＜表 97＞ 「ia」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

麻開 3仮 歯頭(31) 「ia」借且藉些寫卸瀉邪斜謝(10)「a」嗟(1)「iə」罝姐(2) 

麻開 3仮 照 3(40) 「ia」遮者赭柘蔗炙車奢賖捨舍赦闍蛇社射麝(17) 

麻開 3仮 喉音(17) 「ia」邪耶爺野也冶夜(7) 

麻開 3仮 半歯(3) 「ia」若(1) 

戈開 3果 牙音(4) 「a」迦伽(2)  

 

正韻音の中声が iaで現れるのは麻 3韻と戈 3韻開口字である。麻 3韻字の場合、歯頭音字

を除けば他の声母字の伝承音の中声が漏れなく ia で現れ、歯頭音字の場合も例外が若干見

られるが、ほぼすべての中声が iaで現れる。つまり麻 3韻も伝承音にしたがって分韻したこ

とが明らかになる。例外を見ると「嗟」の中声が aで、「罝姐」の中声が iə で現れる。伊

藤智ゆき(2007：118)は「嗟 chaL」を「差 chaL」の類推とし、「罝 ciəL姐 ciəR」は中国音を

反映していると解釈した。「罝姐」が『訓蒙』にしか現れないことを考慮に入れば 2字の伝

承音が新しい時代の中国音を写している可能性が高いと思われる。しかし、上述した 3字の

例外は伝承音の傾向によりすべて iaに修正された。 

                                        
332 伊藤智ゆき(2007：113)は『改刊法華経諺解』の ca が正韻音を反映している可能性があり、

『大諺』『中諺』『論諺』の「左 ca」が「訂正傾向」によるものと見られると述べている。 
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興味深い事実は戈 3韻開口に当たる「迦伽」の伝承音の中声が aで現れるにも関わらず、

それらの字を ia韻に入れたことである。このことは四等に基づき分韻した結果と思われ

る。つまり戈 1韻字が a韻に取りまとめられたため、3等介音を伴う戈 3韻字は ia韻に収め

られるのが正しいかも知れない。さらにの ia 韻に入れられた戈 3韻字はすべて「迦」字母韻

に当たるが、それは拗音開口の字母韻である333。しかし『正韻』の全般を見ると四等の差よ

り伝承音を重視する傾向が見られる。例えば、蒸韻(曾摂 3等)が登韻(曾摂 1等)と一緒に

ɨŋ韻に入れられたことや、東 3韻や鍾韻(以上通摂 3等)が東 1等と冬韻(以上通摂 1等)と同

様 oŋ 韻に収められたことは伝承音の傾向を受け入れた結果と言える。したがって、戈韻 1·

3等を伝承音ではなく四等により分韻した理由は到底納得しにくい。ただ、「迦伽」が仏教

用語として使われる字であるため、積極的に修正を加えた可能性があり得る。4.2において

言及したように、中声を修正する際伝承音の傾向を重視したことは確かであるが、収録字が

不足しているときには、中国音(なかでも『韻会』の字母韻)を参考にして分韻する場合もあ

った。例えば、仙 A韻の牙音字の場合など。調べたところ『広韻』を見ると戈 3韻開口には

6字334しか載っていないが、そのうち『正韻』には 4字「迦呿伽茄」が収録されていること

が分かった。つまり、戈 3韻開口字はとても少ないと言えるのである。そのため伝承音では

なく中国音に合わせて分韻したのではないだろうか。 

＜表 98＞ 「oa」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

麻合 2仮 牙音(36) 「oa」瓜騧蝸寡銙胯袴瓦(8) 

麻合 2仮 舌上(3) 「oa」檛撾(2) 

麻合 2仮 喉音(23) 「oa」窪蛙花化華譁鏵踝華樺擭(11) 

戈合 1果 牙音(36) 「oa」戈鍋果菓裹過科蝌窠課臥(11) 

戈合 1果 舌頭(51) 「a」朶唾涶惰墮惰捼懦糯(9) 

戈合 1果 歯頭(25) 「oa」剉矬坐坐座鎖(6)「a」坐座蓑梭鎖(5) 

戈合 1果 喉音(38) 「oa」倭渦窩火貨和禾禍和(9) 

戈合 1果 半舌(31) 「a」螺𥡜裸蓏瘰(5)「o」騾(1) 

戈合 3果 牙音(1) 「a」瘸(1) 

戈合 3果 喉音(5) 「oa」靴(1)  

 

oa韻には麻 2韻の合口や戈韻 1·3韻の合口が対応する。＜表 98＞を見れば分かるように、

麻 2韻の場合すべての伝承音の中声が oaで現れ、例外がない。したがって正韻音が伝承音を

受け入れたと見て良いだろう。 

                                        
333 花登正宏 (1997：159)を参照。 

334 『広韻』には戈韻 1等と 3等が分かれている。戈 1韻には合口しかないが、それが歌韻開口と

開合の対をなしている。一方、3等には開合が揃っているが、収録字が少ない。『広韻』には戈

3韻開口字が都合 6字「迦(見母)佉呿(渓母)伽茄枷(群母)」載っており、合口字は 7字「𩨷(渓

母)瘸(群母)𦚢(影母)鞾靴(暁母)侳(精母)𦣛(来母)」載っている。 
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戈 1韻の場合、牙喉音字の伝承音には例外が全く見られない。しかし、舌頭音·歯頭音·半

舌音字の伝承音を見ると中声が aで現れる例外が多い。中でも舌頭音字はすべての中声が a

で現れる。また、半舌音字も 6字うち 5字の中声が aで現れ、残りの 1字「騾」の中声も

oa ではなく o335で現れる。しかし、編者たちはそれらの伝承音を受け入れず、すべての例外

を修正した。中声 aは合口性を反映していないため、伝承音の中声に合口性を加えて oa に

修正したと考えられる。次に、中声 oの場合、他の字を修正した結果に基づき修正したと思

われる。 

戈 3韻の合口の伝承音は、喉音字の中声が oaで現れ、牙音字の中声が aで現れる。編者た

ちは開合を区別するために牙音字の中声を aから oaに修正した。戈 3韻の開口の伝承音の中

声が aで現れるにも関わらず、それらの字を字母韻に基づき ia韻に入れた事実から見れ

ば、戈 3韻の合口は oa韻ではなく ioia韻に入れられても問題なかったと思われる。さら

に、字母韻を見ても麻 2韻や戈 1韻の合口は「瓜」字母韻か「戈」字母韻に属し、戈 3韻の合

口は拗音介音を伴う「瘸」字母韻に含まれる。にもかかわらず、戈 3韻の合口を oa韻に取り

まとめた理由は次の 2つが考えられる。 

まず、4.1.6 において述べたように、合口字の修正は該当字の伝承音の中声に合口性を加

える方式で行なわれた。つまり、戈 3韻の合口字も伝承音の中声が oaか aで現れるため、そ

の傾向にしたがって oa韻に入れられた可能性があり得る。 

次に、戈 3韻の合口を字母韻にしたがって ioia韻に入れようとしたが、『正韻』の中声体

系において ioiaという音節が許されなかったため、oa 韻に収められた可能性がある。確か

に中声 ioia は固有語においても見当たらない中声であり、伝承音の中声表記に 1回も用い

られたことがない中声である。つまり、戈 3韻の合口は音節制約のため ioia 韻ではなく oa

韻に入れられた可能性が高い。 

 

4.5.8  u韻部 

 

u韻部は u 韻と iu 韻からなる。u韻部には遇摂に属する虞韻が対応するが、声母により u

韻や iu韻に分けて入れられた。u韻部と虞韻の対応関係をまとめると次の通り。 

＜表 99＞ u 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

u 遇 虞 3 独 jw u  牙、唇軽、荘組、影母、暁母、半舌 

iu 遇 虞 3 独 jw u  知組、精組、章組、以母、半歯 

 

                                        
335 「騾」の伝承音は roLであるが、이윤동(1997：139)はその伝承音が新しい時代の中国音を反

映していると解釈した。確かに「騾」は『訓蒙字会』にしか載っていないため、その可能性が高

いと考えられる。 
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虞韻は 3等韻であるが、伝承音においては 1つの韻母が声母により中声 uと iu で現れ

る。伝承音の中声に 3等介音が写されていない場合、編者たちはそれを修正せずそのまま受

け入れたが、虞韻の場合も他の韻と同様、伝承音の傾向にしたがって分韻したと思われる。

虞韻の伝承音の中声出現率をまとめると次の通り。 

＜表 100＞ 「u」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

虞合 3 遇 牙音(104) 「u」拘駒俱矩句瞿區驅軀劬臞癯衢瞿懼具虞愚隅遇寓(21) 

「iu」㪺(1)「o」娛(1) 

虞合 3 遇 云母(34) 「u」于盂雩羽禹宇雨芋(8) 

虞合 3 遇 唇軽(160) 「u」

膚夫鈇柎跗趺府腑俯斧付傅賦敷莩稃桴俘郛麩撫拊赴扶芙符鳧父釜

腐附駙鮒無亡蕪毋巫誣武鵡舞廡憮侮務霧(47) 

「o」甫父脯簠輔毋(6) 

虞合 3 遇 照 2(12) 「u」芻雛數(3) 

虞合 3 遇 喉音(54) 「u」嫗栩酗(3)「o」迂(1)  

虞合 3 遇 半舌(23) 「u」褸屢(3) 

 

正韻音の中声が uで現れるのは虞韻の牙音·唇軽音·半舌音·荘組·喉音字(余母除外)であ

る。それらの字の伝承音を見ると、ほぼすべての中声が uで現れる。したがって、正韻音の

中声が伝承音のそれを受け入れていると解釈することができる。＜表 100＞から分かるよう

に云母字·荘組字·半舌音字には例外が見られない。牙音字には中声が iuである字が 1字

「㪺」oである字が 1字「娛」現れ、中声が oで現れる字は唇軽音字に 6字「甫父脯簠輔

毋」、喉音字に 1字「迂」ずつ見られる336。しかし、例外の数があまり多くないため、上述

した例外の中声は uに修正された。 

＜表 101＞ 「iu」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

虞合 3遇 舌上(24) 「iu」株誅蛛拄廚幮柱住(8) 

虞合 3遇 歯頭(31) 「iu」取須䰅(3)「u」足趨(2)「iui」娵取娶趣聚(5) 

虞合 3遇 照 3(53) 「iu」朱珠主樞輸戍殊銖豎樹(10)「u」注註炷鑄(4)  

虞合 3遇 照 2(4) 「u」數(1) 

虞合 3遇 喉音(61) 「iu」踰窬楡愉臾諛庾愈瘉裕諭喩(12) (以母) 

虞合 3遇 半歯(18) 「iu」儒乳孺(3) 

 

正韻音の中声が iuで現れるのは虞韻の舌音·歯音(荘組除外)·余母·半歯音字である。該当

字の伝承音を見ると、中声が iuで現れる傾向が強い。なかでも舌上音·余母·半歯音字には

例外が全くない。しかし、歯頭音字の場合、合計 10字のうち中声が uで現れる字が 2字

                                        
336 例外に関連して伊藤智ゆき(2007：129)は「㪺」を新しい時代の音とし、他の例外は類推と解

釈している。 
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「足趨」iui で現れる字が 5字「娵取娶趣聚」ある。つまり、歯頭音字の伝承音は中声が iu

で現れる字より中声が iuiで現れる字が多いのである。にもかかわらず、編者たちは虞韻の

歯頭音字を iu韻に取りまとめた。その理由はおそらく韻部を区別するためだろうと考えら

れる。つまり iui韻には止摂の合口韻が収められているため、遇摂の虞韻字を iui韻に入れ

ることができなかった可能性が高い。その上虞韻は韻尾を伴っていない韻であるが、中声

iuiはまるで-i韻尾を写しているように見えるため、修正せざるを得なかっただろう。 

章組字の伝承音を見ると中声が iuで現れる字が多い。14字のうち 4字の中声が uで現れ

るが、編者たちはそれらの例外を iuに修正した。それは伝承音の傾向に合わせて修正した

結果と解釈して良いだろう。それに、章組字と荘組字の伝承音の中声が iu：uのように分か

れる傾向にあるため、両者を各々iu 韻と u韻に分けた方が良いと考えたかも知れない。 

生母字(荘組)である「數籔簍藪」は iu 韻に入れられた。4 字のうち伝承音が確認できる字

は「數」しかないが、その中声は uで現れる。にもかかわらず以上の 4字は iu韻に取りま

とめられた。興味深いのは生母の平声·去声字が u 韻に収められた事実である。つまり、虞

韻の生母字のうち平声字「毹毺㲣𣮯氀」や去声字「數捒」は u韻に入れられ、上声のみ iu

韻に入れられたのである。調べたところ、11字の生母字のうち 2字、即ち去声の「數」と

上声の「數」の伝承音資料が残っていたが、2字の中声がともに uで現れることが確認でき

た。つまり、同じ声母を持っており、なお伝承音の中声も一緒であるのに、編者らはわざと

生母字を声調により分けたということになる。それに 11字はすべて「孤」字母韻に属する

ため、上声字だけを iu韻に取りまとめた理由が分かりにくい。強いて言えば 4字のうち

「數」を除いた残りの 3字の中声が iuであった可能性が考えられる。しかし、現代漢字音

において소：쇼、서：셔、주：쥬などの対立がなくなっているため、「籔簍藪」の伝承音の

中声が iuであったことを裏付ける証拠が見つからない。 

 

4.5.9  ə 韻部 

 

ə 韻部は ə 韻と iə 韻が含まれている。この韻部には荘組字を除いたすべての魚韻字が取

りまとめられた。魚韻の荘組字は o韻に入れられたが、このことはおそらく伝承音にしたが

って分韻した結果であろう。以下の＜表 102＞は ə 韻部と魚韻との対応関係を示したもので

ある。 

＜表 102＞ ə 韻部 

中終声 摂 韻 等 開

合 

頭 腹 尾   声母 

ə 遇 魚 3 独 j o  牙、影母、暁母 

iə 遇 魚 3 独 j o  知組、精組、章組、以母、半舌、半歯 

 

魚韻も虞韻と同じく遇摂に属する 3等韻であるが、虞韻の伝承音の中声が u或いは iu で

現れる反面、魚韻の中声は ə乃至 iə で現れる。魚韻の伝承音の中声も声母により 3等介音

を写している場合があれば、そうではない場合もある。『正韻』においては 3等介音を反映
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していない伝承音の中声を修正せず、そのまま受け入れている。魚韻についても他の場合と

同様、3等介音が写されていない中声を修正しなかった。 

魚韻は前期中古音時期には開口であったが、後期中古音時期に合口となった韻と知られて

いる。魚韻の開合に関する学者たちの見解は一致していないが337、韻書や韻図に現れる魚韻

の開合をまとめると次の通り。 

開口：『広韻338』『韻鏡』『七音略』/『慧琳音義』『声音唱和図』 

合口：『四声等子』『切韻指南』『切韻指掌図』 

以上から前期中古音時期には魚韻が開口扱いされていたが、後期中古音時期には開合の区

別が文献により異なっていることが分かる。つまり『慧琳音義』『声音唱和図』では魚韻が

開口となっているが、後期韻図では合口となっているのである。 

一方『挙要』の字母韻を見ると魚韻の荘組字が「孤」字母韻に属し、それ以外の字が

「居」字母韻に属している。『正韻』において「孤」字母韻に当たる字は o 韻·u韻に対応

し「居」字母韻に当たる字は u韻·iu韻·ə 韻·iə 韻に対応する。このことにより『正韻』の

編者たちが荘組字を除いた魚韻字を開口と認めていたと推測することができる。 

魚韻の中声の出現比率を示すと次の通り。 

＜表 103＞ 「ə」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

魚独 3遇 牙音 

(134) 

「ə」居裾車擧莒據踞鋸袪佉去渠蕖𪆂磲蘧籧璩巨距拒炬苣遽魚漁語 

圄圉禦御語(32) 

「əi」筥(1) 

魚独 3遇 喉音

(24) 

「ə」於飫虛噓許(5) 

 

正韻音の中声が əで現れるのは魚韻の牙喉音字である。＜表 103＞を見れば分かるように

ə韻に入れられた魚韻字の伝承音は 1字を除けばすべての中声が əで現れる。したがって魚

韻の牙喉音字を ə韻に入れたのは伝承音の傾向を反映した結果と考えられる。例外を見る

                                        
337 羅常培(1930)、周法高(1948)、平山久雄(1995)などは魚韻を開口と見なしている。その反面

Karlgren(1940)、麥耘(2009)は魚韻を合口と解釈しているが、麥耘(2009：72)は魚韻が円唇性が

緩い中舌的母音であった可能性が高いとしている。一方、河野六郎(1979：493-494)は Karlgren

にしたがって魚韻を開口としているもののその母音については円唇性があったにしても緩い、中

舌の中母音であったと述べている。 

338 『広韻』においては魚韻と虞韻が区別されている。魚·虞韻が遇摂に属している同じ 3等韻で

ある事実に基づけば、両者を開合により分けた可能性が高いと推測される。 
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と、まず喉音字の場合例外がない。牙音字には例外が 1字「筥(əi)」のみ見られるが、他の

牙音字の中声が əで現れるため修正したのだろう。 

＜表 104＞ 「iə」韻類の韓国漢字音の中声 

韻母 七音 伝承音 

魚合 3遇 舌上(59) 「iə」瀦著樗摴楮除儲杼苧箸女(11)「iəi」猪除篨(3) 

魚合 3遇 歯頭(60) 「iə」蛆疽沮雎沮絮徐敘漵序杼嶼緖(13)「iəi」絮(1) 

魚合 3遇 照 3(46) 「iə」諸渚杵處處書舒暑黍鼠恕庶墅芧署𥌓(16)  

「iəi」諸(1)「ia」煑翥(2)  

魚合 3遇 喉音(47) 「iə」余予蜍餘歟譽鸒輿與予與譽蕷(14) 

「iəi」輿豫與譽預(5)  

魚合 3遇 半舌(35) 「iə」驢廬閭呂侶膂旅慮鑢濾(10)「o」驢(1)  

魚合 3遇 半歯(13) 「iə」如洳汝女(4)「iəi」汝女(2) 

 

正韻音の中声が iə となっているのは魚韻の舌上音·歯頭音·章組·以母·半舌音·半歯音字で

ある。＜表 104＞から分かるように伝承音の中声は大体 iə で現れる。したがって、iə 韻の

場合も伝承音の傾向を反映していると解釈して良いだろう。 

伝承音を見ると中声が iəiで現れる例外が多数見られるが、中声が iə で現れる字がより

多いため修正されたのだろう。さらに韻部を区別するためにも修正せざるを得なかったとも

考えられる。半舌音字に中声が oで現れる例外が 1字「驢」見られるが「驢」の伝承音は

ro だけでなく riə でも現れる。なお、章組字に中声が iaで現れる字が 2字「煑翥」ある

が、章組字のほぼすべての中声が iə で現れるため、修正したと考えられる。 

 

4.5.10  まとめ 

 

4.5において「貲·傀·佳·嬀·雞」「孤·歌·拘·居」韻部に属する字の正韻音を伝承音と対

照した。9つの韻部には中古音の止摂·蟹摂·仮摂·果摂·遇摂が対応するが、各韻部と中古音

の摂の対応関係を示すと次の通り。 

ʌ·ui：止摂(蟹摂) 

oi·ai·iəi： 蟹摂 

o·u·ə：遇摂 

a：仮摂·果摂 

5つの摂は全て母音で終わる韻からなる摂である。しかし、止摂·蟹摂に属する韻は主母

音が高母音か或いは韻尾-iを伴う韻であるのに対して、仮摂·果摂·遇摂はそうではない。

止摂·蟹摂は 1つの韻部に混在している場合があるが、大体止摂は ʌ韻·ui韻に、蟹摂は oi
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韻·ai韻·iəi韻に対応する傾向にある。仮摂·果摂が共に a韻部に対応するのに対して、遇

摂は 3種の韻部に分けて入れられた。  

他の摂の伝承音が中国語の二重母音(時には三重母音)を単母音と受け入れる傾向を見せて

いるのに対して、 止摂·蟹摂の伝承音はそれとは正反対の傾向を見せる。つまり、他の摂に

比べ両摂の伝承音は多種多様な中声で現れ、例外も多く見られるのである。それはおそらく

韓国語の母音体系に多様な offglide が存在し、様々な‘與ᅵ相合字’をもってその母音を

表記することができたためだろう。正韻音の中声を伝承音と対照してみるとほとんどすべて

の場合、正韻音が伝承音に見られる傾向に従っていることが分かる。ただ、例外が多いだ

け、これまで見てきたすべての修正のパターンが現れる339。 

仮摂·果摂は a韻部に入れられたが、それは伝承音の傾向を反映した結果と考えて良い。

ただ、戈 3韻の開口の場合伝承音を受け入れず ia 韻に収められたが、その理由はおそらく字

数が少ないためと思われる。  

遇摂には 3つの韻が含まれているが、魚韻の荘組字を除いて見ると 3つの韻がそれぞれ異

なる韻に対応する。遇摂に属する韻母は韻尾-iを伴わないのに、魚韻の伝承音を見るとま

るで韻尾-iを写しているように見える例外が少なくないことが特徴的である。それは流摂

字の伝承音にも見られる現象であるが、編者たちはそのような例外を修正した。 

止摂·蟹摂字の正韻音や伝承音の中声を示すと次の通り。 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

蟹摂 

 

ʌi 

oi 

ai 

oai 

ui 

iəi 

iuiəi 

ʌi・o③・ai・ɨi・ʌ 

oi・ʌi・ai・ɨi③・iu 

ai・oai·oi③・iəi④・a・ʌ·ʌi・ɨi 

oa・uəi・oi 

ui 

iəi・əi①・iə②・ʌi・ʌ・i・ɨi·ai 

iuiəi・iəi③・iu・uəi 

止摂 ʌ 

i 

ɨi 

ui 

iui 

ʌ・i・ɨi・iəi・oai・ʌi 

i・a・ʌ・ʌi・ɨi 

ɨi・i・uəi・ʌ・ʌi 

ui・uəi①・i・oi・iu 

iui・iu②・iəi・iə・əi・i・oi・io・u・iuiəi 

 

仮摂·果摂·遇摂字の正韻音や伝承音の中声を示すと次の通り。 

摂 

開合 

正韻音中声 伝承音中声 

                                        
339 ①音節制約、②韻部の区別、③開合の区別、④洪細の区別。下線は出現率が低いため修正し

た伝承音の中声を示す。 
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仮摂 

 

a 

ia 

oa 

a·ai·ia 

ia·iə·a 

oa 

果摂 a 

ia 

oa 

a·oa③·ai 

a 

oa·a③·o 

遇摂 o 

u 

iu 

ə 

iə 

o·io·u·oi·ə·i 

u·iu·o 

iu·iui②·u④ 

ə·əi 

iə·iəi②·ia·o 

 

4.6 中声の修正パターン 

 

正韻音と伝承音の中声を比較し両者の間の異同を分析した結果、中声の修正には次の 4つ

のパターンがあることが明らかになった。すなわち 

① 音節制約 ②韻部の区別 ③開合の区別 ④洪細の区別 

まず、伝承音には多数見られる中声(あるいは中声と終声の組み合わせ)が選ばれず『正

韻』において全く現れない場合があるが、そういった修正類型を①音節制約という340。例え

ば ɨŋ/ɨk韻に属する字の伝承音には ʌŋ(ʌk)や əkという音節形が多数現れるが『正韻』では

それらの中声を‘ɨ’へ修正した。また ui 韻の場合も伝承音の中声が uəiに現れる傾向があ

るにもかかわらず、正韻音の中声を uiに修正したが、それは『正韻』で ʌŋ(ʌk)、ək、uəi

のような中声(あるいは中声と終声の組み合わせ)が許されなかったためと考えられる。なか

でも əkと uəiの場合、伝承音の傾向を考慮すると ək韻や uəi韻が立てられても問題がなか

ったはずであるが、編者たちはそうしなかった。4.1.1 と 4.5.4において述べたように、入

声 ək韻はそれの舒声韻である əŋ韻がなかったため立てられず、uəi韻は uəiの開口韻であ

る əi韻がなかったため立てられなかった。このことから、編者たちが韻に四声や開合が揃

っていなければならないと考えていたことが推測される。言い換えれば、彼らにとって四声

と開合が清濁か七音と同様守られなければならない資質として認識されていたと解釈できる

のである。 

次に、15世紀当時の韓国語の母音体系は中国語のそれに比べて比較的単純であったと考

えられるが、それが原因で伝承音の中声と中国音の韻母はほとんどの場合一対多の対応関係

をなしていた。編者たちは両言語の差を認識し、そういった傾向を考えに入れて伝承音の中

声を修正したが、以下の対応から外れている伝承音の中声は修正を加えた。 

oŋ·uŋ 韻部:通攝 aŋ 韻部:江·宕攝 ɨŋ·oiŋ·uiŋ·iəŋ 韻部:曾·梗攝 

                                        
340 本稿における‘音節制約’という用語は言語学の用語として普通に用いられているものでは

なく、説明のため作られた用語である。この用語の適切性については議論の余地がある。 
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ʌn·on·un韻部:臻攝 an·ən韻部:山攝 

ʌm韻部:深攝  am·əm韻部:咸攝 

ow韻部:效攝 uw韻部:流攝 

ʌ·ui韻部:止攝 (蟹攝) oi·ai·iəi韻部:蟹攝 o·u·ə 韻部:遇攝 a韻部:仮攝·果攝 

以上のような修正パターンを本稿では韻部の区別と呼ぶ。韻部の区別を伝承音ではなく中

古音の 16摂を基にしている修正パターンであると考え得るかも知れない。しかし上述した

26 韻部と 16 摂の対応自体が韓国語と中国語の母音体系の差を反映していることを考えなけ

ればならない。韻部の区別は上述の対応関係さえ守られなければ韻書の体系が崩れると判断

された結果生じた修正のパターンであるだろう。 

また、開合をきちんと区別していることは正韻音の中声の最大の特徴と言える。つまり、

伝承音か固有語にほぼ見られない中声が『正韻』にたくさん現れているのである。例えば

iuiə、iuiəi のような中声は韓国語にあまり現れない音節形であるが、正韻音の表記には iə

の合口として iuiə が、iəiの合口のして iuiəiが使われた。伝承音の傾向を完全に無視し

それらの中声を修正した理由は‘開合’を必ず守られなければならない言語の資質として認

識したためであろう。 

最後に、洪細の区別は中古音の洪音(1等 2等)と細音(3等 4等)を区別するため中声を修

正した場合をいう。しかし、伝承音に洪細の区別があまり現れない場合にはそういう傾向を

考慮してあえて中声を修正しようとしなかった。このことから中声の修正において伝承音が

最重要な参考資料であったことを再確認したと考える。 
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5 結論 

 

本研究は東国正韻漢字音の中声が基本的に伝承音字音の中声に基づいていることを証明

し、修正のパターンを明らかにするため行なわれた。 

以下に各章において検討したことをまとめておく。 

第 2章においてはまず韻書『東国正韻』(1448)の編纂目的と動機について述べ、次に同時

期に刊行された韻書『洪武正韻訳訓』(1455)を『東国正韻』と比較検討した。 

申叔舟の「序」では『東国正韻』の編纂目的について詳しく述べている。それによると

『東国正韻』が乱雑な伝承漢字音を修正するため刊行されたということが分かる。したがっ

て『東国正韻』に載っている漢字音がほかでもなく韓国漢字音であることが証明されると考

えられる。そういった事実は『洪武正韻訳訓』との対比を通じても再確認できる。『洪武正

韻訳訓』の編纂目的が中国音を示すことにあったこと、字の分類法が異なっていること、漢

字音の表記に用いられた初声中声終声字の目録が全く異なっていることがそれを裏付ける。

なお、東国正韻漢字音を初声中声終声字を備えて表記したのに対して洪武正韻訳訓漢字音の

場合そうではなかったが、このことは韓国語と中国語の音節分析方法が異なっていることと

関係があるだろう。 

第 3章においてはまず「序」に現れる『東国正韻』の編者たちの語音に対する認識と伝承

漢字音の乱れの原因を検討し、さらに初声と終声の修正について調べた。 

「序」によると編者たちは風土説に基づいて伝承音が中国音の音色をそのまま反映してい

ないことを当然な現象として認めていたと推測される。それは舌頭・舌上、唇重・唇軽、歯

頭・正歯を区別しない伝承音の初声を修正しなかった事実から証明される。その反面‘清

濁’と‘四声’は断然変わってはいけない語音資質(法則)と認識していたと考えられるが、

これは初声と終声の修正内容に基づけばさらに明らかになる。 

初声終声の修正は次の 4つに要約できる。すなわち 

①字母之変：全清と次清が混乱していること。 

②七音之変：牙舌唇歯喉半舌半歯が乱れていること。 

③清濁之変：全清(及び次清)と全濁を区別していないこと。  

④四声之変：上声と去声を区別しないこと。-t 入声韻尾が終声ᄅに現れること。 

『東国正韻』の編者たちが上述したすべての誤りを修正した。ほとんどの場合中古音の

「七音清濁四声」にしたがって修正したと考えられるが、23字母のうち「業母欲母」は

『挙要』の字母により「慈母邪母」は伝承漢字音の初声により修正した可能性もある。 

http://hanja.naver.com/hanja?q=申
http://hanja.naver.com/hanja?q=叔
http://hanja.naver.com/hanja?q=舟
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第 4章においては中声の修正について調べた。「序」の説明が初声と終声に関する内容に

限られていて、中声について探るためには東国正韻漢字音と伝承漢字音を直接に比較しなけ

ればならない。そこで研究範囲を『東国正韻』の収録字のうち伝承漢字音が残っている字に

限って、対象字の 2つの漢字音を比較検討した。その結果ほとんどすべての場合東国正韻漢

字音が伝承漢字音をそのまま受け入れていることが判明した。さらに東国正韻漢字音の修正

した部分だけを切り離して修正内容を調べ、次の 4つの修正パターンがあるということを明

らかにした。すなわち 

①音節制約：「ʌŋ(ʌk)、ək、uəi」のような中声(あるいは中声と終声の組み合わせ)が伝

承音には多数見られるが『東国正韻』には存在しない。つまり、上述の中声を伝承音の傾向

にかまわず修正したと推測される。本研究ではそういった修正のパターンを音節制約と呼

ぶ。 

②韻部の区別：編者たちが定めた『東国正韻』の 26 韻部と中古音の 16摂の対応関係から

外れている中声を修正したことをいう。両者の対応関係は次のとおり。 

oŋ·uŋ 韻部:通攝 aŋ 韻部:江·宕攝 ɨŋ·oiŋ·uiŋ·iəŋ 韻部:曾·梗攝 

ʌn·on·un韻部:臻攝 an·ən韻部:山攝 

ʌm韻部:深攝  am·əm韻部:咸攝 

ow韻部:效攝 uw韻部:流攝 

ʌ·ui韻部:止攝 (蟹攝) oi·ai·iəi韻部:蟹攝 o·u·ə 韻部:遇攝 a韻部:仮攝·果攝 

③開合の区別：ほとんどすべての伝承漢字音の中声には中国音の合口介音が反映されてい

ないが、そういった中声を必ず修正したことをいう。当然ながら開口韻であるのに合口介音

を写している中声も修正の対象になった。 

④洪細の区別： 洪音(1等 2等)と細音(3等 4等)を区別するため中声を修正したことをい

うが、伝承漢字音に洪細の区別する傾向がある場合に限って見られる。  

本研究においては東国正韻漢字音と伝承漢字音の中声を直接に比較することにより、『東

国正韻』の「序」で記述していない中声の修正基準を解明しようとした。その結果中声に限

って何より伝承漢字音を多く参考にしたことを確認し、上述したように修正パターンを 4つ

に要約することができたが、まだ説明できない例外が残っている。そのことは今後の課題に

したいと思う。 
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